









[image: ]







[image: ]







[image: ]











煉獄のエスクード




RAINY DAY ＆ DAY

















貴子潤一郎

















富士見ファンタジア文庫











本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　汝なんじらの犯おかした罪つみを人々は蔑さげすむであろう

　しかし恥はじることはない

　神の御み園そのに招まねかれぬかもしれぬが

　決して地じ獄ごくの炎ほのおで焼かれる咎とがはない

　汝らは人々のために罪を背せ負おうたのだ

　人々が許ゆるさずとも私が汝らの魂たましいを許そう

　天国と地獄の合間にて

　終わりの日まで安らぐがいい





旧きゆう約やく聖せい書しよ『エゼキエル書』25章18節










　プロローグ　レイン・ソングRAIN SONG




　昨日の昼頃ごろからポツリポツリと大地を濡ぬらし始めた雨は、階かい段だんを昇のぼるように次し第だいに激はげしさを増ましていき、今日の太陽の沈しずむ頃には土ど砂しや降ぶりとなっていた。十二月の寒空に視し界かいを遮さえぎるほどのこの豪ごう雨うだ。『英気を養う』ことを人生の最大の楽しみにしているサラリーマンたちでさえも今日ばかりは寄より道をせずにおとなしく家路を急いでいる。

　午後九時を過すぎた頃だった。雨にびしょ濡れになりながらやっと電車に乗った一人のサラリーマンの目に、窓まどの外のその光景が飛び込んできた。えっ、とサラリーマンは目を凝こらすが、電車は走り出してしまい、その光景は雨の向こうに消えて行った。

　サラリーマンは苦く笑しようした。どうやら俺おれは酷ひどく疲つかれているらしい。いくらここがイカれた街だからといって、この土砂降りのなか、学生が、高こう架か下の空き地で、自分の身長ほどもある剣つるぎを構かまえているはずがない。

　雨のせいで打ち捨すてられた映画の看かん板ばんか何かを見み間ま違ちがえたのさ。たぶんそんなところだ。だけど映画だとしたら悪くなさそうだな。今度観みてみるか……。




　　　　◇




　すぐ上の鉄橋を轟ごう音おんを立てて電車が通り過ぎて行った。そして暗くら闇やみの中に打ち付ける雨の音だけとなる。

　青年は昨夜からほとんど寝ねていなかった。しかし精せい神しんの昂たかぶりが神しん経けいを研とぎ澄すまし、集中力は途と切ぎれない。小こ柄がらな身体からだで自分の身長ほどもある大剣を構えているが、この土砂降りの中でも切っ先は微び動どうだにしていない。

　青年は女じよ性せいのような細ほそ面おもてをしていた。男性的な無ぶ骨こつさというものがまるでないので、中学生にも高校生にも見える。全身を雨に濡れ、長めの髪かみの毛はぴたりと肌はだに張はり付いている。その女性的な顔立ちに痛いた々いたしいまでの殺気を漲みなぎらせた表ひよう情じようと相まって、同性であっても息を呑のみそうな極きわめて危あぶなげなトランス・セクシャルな色気があった。

「彼女は殺させないっ」

　青年は激げき情じようの籠こもった口調で、切っ先を向けた相手に言った。

　青年の十メートルほど先にいるのは女性だった。切れ長の目とシャープな顎あごのライン。炎ほのおを宿したような真っ赤な長い髪。年は二十代の中ちゆう盤ばんだろうか。日本人には見えない。ファッション・モデルでも嫉しつ妬とするようなほっそりとした身体を男物のスーツで包んでいる。ハイヒールを含ふくめると身長は百八十センチ近くあった。

　こちらの女の方は青年とは比くらべものにならないほどの色気を放っていた。

　彼女にはステレオタイプな要素としての『女性らしさ』というものがほとんどない。ボディ・ラインは華きや奢しやな男性と見間違うほど起き伏ふくがなく、氷ひ雨さめよりも冷たい目付きは、どんな男が声を掛かけても笑顔一つ見せてはくれなさそうだった。実じつ際さい、青年は彼女と出会って今日で三日目になるが、彼女の笑顔を見たことがなかった。

　だが赤い唇くちびるだけがやけに艶なまめかしい。それに喚かん起きされるように、無ぶ粋すいな格かつ好こうも彼女の妖よう艶えんさを無理に男物スーツの中に押おし込こめているようで、マゾヒスティックな欲よく望ぼうを覚えさせた。彼女と唇を重ねたいがためにどこかの王族が国の半分を売り払はらったと聞いても誰だれもが頷うなずくだろう。

　しかし今現げん在ざいは誰も彼女に見とれたりしない。なぜなら、その美び貌ぼうに見とれるより先に第二関節から切り落とされた左ひだり腕うでに目がいってしまうからだ。切せつ断だんされた肘ひじからは赤い血がとめどなく溢あふれ、肘から先は青年と彼女の中間あたりに転がっていた。それでも彼女の表情に苦く痛つうの色はまったく窺うかがえなかった。

「見事な腕前だ」女は日本語で言った。「これから逃のがれられた人間はお前が初めてだ」

　複ふく雑ざつな曲線を無む機き質しつな方ほう程てい式しきにしてしまったかのように、まったく感情の籠もっていない口調だった。腕を切断されるという大怪け我がをしているはずなのに。

　女の残された手には、細い糸に親指の先ほどの金きん属ぞくの塊かたまりを結ゆわえた物が握にぎられていた。金属の塊は鋭するどい三さん角かく錐すいをしている。女は手を動かしていないのに、地面の数センチばかり手前でダウジングの振ふり子のように円を描えがいて揺ゆれていた。女が『これ』と言ったのは、金属錐を糸で結んだこの物体のことらしい。

　女は糸を指で軽く引く。途と端たん、金属錐はその指の動作ではあり得ない動きをする。まるで蛇へびが鎌かま首くびをもたげるように空中で歪わい曲きよくし、一いつ瞬しゆん静止してから勢いきおいよく前方へと飛んだ。その風に煽あおられてふわりと真っ赤な髪が揺れる。この土砂降りにも拘かかわらず、彼女の身体は一滴の雨にも濡れていなかった。

　青年は剣を身構えるが、金属錐が向かった先は青年ではなく、切断された自身の腕だった。糸がそれに巻まきつき、女がまた指先を軽く動かすと切断された腕は女の元へと運ばれた。女は水たまりに落としたシャーペンでも扱あつかうかのように、切断された腕を二、三度振って水を切った。

「だが剣けん技ぎだけだ。人を殺したことはあるまい」

　嘲ちよう笑しようも揶や揄ゆもない、ただ事実の確かく認にんをするだけの口調。自分の腕を切断した青年にさしたる興きよう味みも覚えてなさそうで、切断された自分の腕を眺ながめる表情さえ同じだった。

「彼女を殺すというのなら、まずはあんたを殺す！」

「無理だな、二重の意味で。いくら威い勢せいよく吠ほえようとも、お前はその先に踏ふみ込む覚かく悟ごができていない。だからせっかくの一度だけのチャンスでわたしの首を落とせなかった。そしてお前の実力が分かった今、わたしが油ゆ断だんすることもない」

「何だと！」

「お前は子こ供どもなのだ。今まで何一つとして自分の意い志しで決めたことなどないのだろう。非ひ難なんはしない。その年では無理もないことだ」

「違ちがうっ。僕ぼくはこの道を自分で選んだんだ。戦うことも、彼女を護まもることも……」

「本当にそうかな？」

　青年は何かを言い返そうとするが、女の次の行動に言葉を失った。女は切られた腕の切断面を無む造ぞう作さに元あった場所に押し付けた。切断されていた腕の指が動いた。青年の殺意に満ちた表情に陰かげりが見える。口を小さく開き、その光景を唖あ然ぜんと見つめていた。

　女は数回手を握って開いて感かん触しよくを確たしかめた。腕と一いつ緒しよに斬きったはずのスーツにも、もう斬られた跡あとは残っていなかった。青年は昨日からの疲ひ労ろうが今になってのしかかってくるような目め眩まいを覚えた。

「お前はいま境きよう界かい線上に立ち、まったく別の世界に踏み込もうとしている」

　そして女は、青年が会ってから三日目にして初めて微び笑しようを見せた。唇を歪ゆがませるだけの微かすかな笑いを。

「わたしと同じ世界に来るか、ボウヤ？」








　ＡＣＴ．１　蠢しゆん動どうの雨あま音おと





『３７０年ぶりの来日の目的はただの観光？』




　ローマ法ほう王おう庁ちようは先日、法王が五日に日本を訪おとずれることを発表した。現げん役えきの法王が日本を訪れるのはなんと３７０年ぶり、日本では鎖さ国こく政せい策さくが行われる前の話である。その数年後に島原の乱らんが起こり、日本とキリスト教会は完全に断だん絶ぜつした。

　この突とつ然ぜんの発表に日本政府は大いに驚おどろき、笹ささ塚づか総そう理り大臣は五日の全すべての予定をキャンセルして法王庁に会談と晩ばん餐さん会かいへの招しよう待たいを申し入れたが、多た忙ぼうを理由に袖そでにされてしまった。

「決して法王は日本を避さけていたわけではない。他の国の信徒と同様に日本の信徒にも愛あい情じようを持っている。今回の来日の目的は日本の信徒と親しん睦ぼくを深めるためで、法王の貴き重ちような時間は信徒のために使いたい」

　と法王庁は声明を出した。袖にされてしまった総理大臣は「法王が国こく賓ひんであることには変わりない。最大級の警けい備びで法王の身をお守りしたい。時間に余よ裕ゆうがあるようだったら、日本国として法王をもてなす時間を割さいていただきたい」と熱いラブ・コールを送ったが、法王庁は日本政府に対して予定を公表さえしていない。どこの国を訪れてもＶＩＰとして厚あつい警備を受ける法王が相手国に予定を告げないのは異い例れいのことである。

　日本政府は法王の予定を必死に調べているが、初日にスオンジアンティ聖せい堂どうに滞たい在ざいすること以外はサッパリ掴つかめていないようだ。

　もしかして来日目的は永田町じゃなくて歌か舞ぶ伎き町ちようだから秘ひ密みつにしておきたい？







２００１　12／３付『東日スポーツ』






　二時間目の休み時間のことだった。篠しの崎ざき健けん也やが隣となりのクラスである二年Ｆ組の教室に入ると、その男子生徒はいつものように教室の一番隅すみの席に静かに座すわって厚い本を開いていた。彼と同じ中学を卒業してこの北星高校に進学した篠崎にはお馴な染じみの光景だった。

　すぐ側そばの席では二人の女生徒が会話をしながら、ちらちらとその男子生徒の方を盗ぬすみ見ている。むしろそれが目的で彼の近くの席に陣じん取どっているのだろう。折れてしまいそうな華きや奢しやな身体からだ付つきの細ほそ面おもての青年が、静かに洋書──見せてもらったことがあるが篠崎にはどこの国の言語かさえも分からなかった──を繰くっている姿すがたは、同どう性せいの自分もつい引き込まれてしまいそうな神秘ささえあった。

　神秘的。あの青年を言い表すのにこれほど適てきした言葉もないと思うが、そういう言葉を面と向かって言おうものなら、普ふ段だんは温おん厚こう極きわまりない彼に説教を受けることになる。彼の前で神の名を軽々しく使ってはいけない。なにせ彼の渾あだ名なは『牧ぼく師し』である。

「どいつだ、深ふか津つというのは」

　と、一いつ緒しよにこの教室にやって来た大おお柄がらな男子生徒が篠崎に訊たずねた。篠崎よりも一つ上の三年生で、剣けん道どう部ぶの主しゆ将しようである高たか野のだ。

「あいつです」篠崎は教室の一番奥おくを指差した。「机つくえにぶ厚い本を広げている奴やつ」

　高野は篠崎の指差した方を見て、かの青年を初めて見た人間が大たい抵ていそうであるように一いつ瞬しゆん面食らった顔をし、そして険けわしい顔になった。

「あんな女みたいな奴を本気で試合に引っ張ぱり出すつもりか？」

「あいつを見た目で判はん断だんしないで下さいよ。ああ見えても、体育の『クラス対たい抗こう野球シリーズ』じゃあ出しゆつ塁るい率りつが七割あって、『疑ぎ惑わくの八番打者』って呼よばれてたんですから」

　出塁率とは打率と四死球での出塁を併あわせた数字で、野球選手に最も重要なアビリティと言う者もいる。剣道部員のくせにこういった数字で評ひよう価かをするところが篠崎のマニアックなところだ。

「野球なんかどうでもいい。剣道はどうなんだ」

「もちろんですよ。中学のときはそりゃあ凄すごかったんだから。ただ今はもうやってないみたいだけど……」

「あのなあ、篠崎。お前は剣の道というのを分かってない。二年も三年も竹刀しないを握にぎってない奴を試合に出したりして、恥はじをかくのは俺たち北星高校剣道部なんだぞ。いや、俺たちだけではない。七十四年の歴史のある……」

「ま、ま、しょうがないじゃないですか」

　と篠崎はとりなした。かの青年が神のことには妥だ協きようをしないよう、この先せん輩ぱいも剣道に関してはまず譲ゆずらない。だが、その歴史ある剣道部の現在の部員は一年から三年までを併せてたったの五人で、そのうちの一人が急に忌き引びきで休んでしまったのだ。戦前から対校戦を繰り広げている宿しゆく敵てき向むこう澤ざわ高校が今日の放課後に乗り込んで来ると言うのに。唯ゆい一いつの三年生の部員であり、ずっと剣道部を守り通してきた責せき任にん感の塊かたまりのようなこの先輩は、部員が休むという連れん絡らくを受けてからというもの、対校戦の歴史を途と切ぎれさせてしまうことに切せつ腹ぷくをして詫わびかねない様子だった。

「とりあえず彼は大将にして、五人目に控ひかえていてもらいましょうよ。そうすりゃ俺おれたち四人で向澤の奴らを倒たおせばいいんだから」

「うむ……まあ、それなら」

　高野が渋しぶ々しぶながらも頷うなずいたのを見て篠崎はほっとする。今はこの堅かた物ぶつの主将を妥協させることが重要である。切腹の介かい錯しやくをするのはごめんだ。

「だけれどあいつが竹刀を取るのか？　聞いたことがあるぞ、二年の『牧師』の噂うわさは。『右の頬ほおを打たれたら左の頬を』の宗しゆう教きようの奴だろ？」

「実はそれが一番の難なん関かんなんですが……」

「篠崎っ！」

　瞬間湯ゆ沸わかし器のごとく真っ赤になって声を荒あららげる高野に、二年Ｆ組の生徒たちの注目が集まる。だが議ぎ論ろんの主役である青年だけは変わらず静かに本に視し線せんを落としていた。篠崎は「ま、聞いてみましょうよ」と彼の方へと向かった。実じつ際さいのところ、この堅物と実じつ務む的な自分はいいコンビだったと篠崎は思う。この愛すべき堅物の最後の舞ぶ台たいを『選手が足りなくて棄き権けん』などで終わらせたくはなかった。

「牧師、よろしいかな牧師。憐あわれな子羊が相談事があるのです」

　青年が本を閉とじて顔を上げ、「やあ」と微び笑しようを浮うかべて篠崎の方を見た。篠崎はなんだかどぎまぎとしてしまう。ますますその『神秘さ』に磨みがきがかかったようだ。

　深津薫かおる。名前だけ聞いては男か女かも分からないが、顔を見ても判はん断だんに困こまる。彼を初めて見た人間が大抵面食らうのは、女生徒が何らかのやむにやまれぬ理由で男だん装そうしているのではないかと思ってしまうからだ。今はこれが学生服だからいいが、私し服ふく姿だとさらに判別が難むずかしくなり、路上でエステの勧かん誘ゆうをされるのも珍めずらしくない。彼にはシスターのコスプレが実に似に合あうと篠崎は常つね々づね思っているのだが、そんな冗じよう談だんを飛ばそうものなら今日の放課後まで説教を食らうことになる。

「『牧師』じゃないって。ウチは『神父』だ」

　彼はあまり怒おこったふうでもなく篠崎の間ま違ちがいを訂てい正せいした。『牧師』はプロテスタントの呼び名で、カトリックの神しん職しよく者しやは『神父』である。中学校の頃ころから神父と牧師が混こん在ざいした渾名で呼ばれていた彼は、間違えた方で呼ばれるたびにややむきになってその差さ異いを説明していたものだが、最近は日本人のキリスト教への無む理り解かいを諦てい観かんしているふうであった。

　篠崎が苦笑いしていると、高野がのっしのっしと歩いて来た。不ふ愉ゆ快かいさを丸出しにして薫を睨にらみつける。この大柄な先輩は不良でさえ避よける迫はく力りよくがあるが、薫の表情に変化はなかった。

「そちらの方は？」

「ああ、剣けん道どう部ぶの高野先輩だ。真ま面じ目めな話、お前に頼たのみたいことがあるんだ……」

　篠崎は剣道部の窮きゆう状じようを、シェイクスピアの四大悲ひ劇げきに出る役者のような大袈げ裟さな演えん技ぎで説明した。説明を終えると薫はあっさりと言った。

「いいよ。今日の放課後だな」

　近くの席で話に耳を欹そばだてていた女子生徒たちが「深津君が剣道の試合に出るんだって！」などと囁ささやいていた。

「助かるよ、深津君」高野の口調は言葉の内ない容ようとは正反対にぶっきらぼうだった。「君は大将で控ひかえていてくれ。俺たちが君の前で止めるから」

　それだけ言うと高野は教室を出て行ってしまった。あまりの失礼な態たい度どに、薫の非公式ファンクラブ会員である女生徒たちは親指を下に向けて『地獄へ落ちろゴー・トウ・ヘル』のジェスチュアをしている。

「すまん。普ふ段だんはいい先輩なんだけど」

「気にしてないよ。部外者に頼らなければならない高野先輩の気持ちは分からなくはないもの。ああ……ちょっと今日は夜から用事があるんだけど、二時間も三時間もかからないよな？」

「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶだ。だけど本当にいいのか？　何と言うか、その、お前は『右の頬を叩たたかれたら左の頬を差し出せ』の……それで剣道を止やめたんだとばかり……」

「うーん……そういうわけでもないんだけど、やっぱり、いくら鍛たん練れんと言っても人を殴なぐることに抵てい抗こうはあるよ。だからここ数年はウチの神父様以外とは手合わせしてないし」

「……無理しなくてもいいんだぜ」

「いや、やるよ。俺が出ないと不戦敗になっちゃうんだろ？」

　篠崎が気まずさを覚えながら頷くと、薫はその渾名に相応ふさわしい笑え顔がおで言った。

「なんかさ、やらないうちから諦あきらめるのって嫌いやなんだよ」




　　　　◇




　放課後の北星高校の体育館は異様な興こう奮ふんに包まれていた。

　たとえ人気のない部活動とはいえ、言わばホーム・チームが地元で試合をするわけだから、それなりの声せい援えんが剣道部に降ふり注いだ。しかしそれはすぐに失望のため息へと変わっていった。相手高校とはレベルが──まさに──段違いなのは素人しろうと目めにも明らかだった。相手の先せん鋒ぽうに三人抜ぬきをされ、副将の高野が一人倒たおしたものの、次の相手にあっさりと敗はい退たいした。一対四。残る大将が四人を倒さねば負けである。自校が惨ざん敗ぱいするのを見たくない生徒たちが体育館を後にし始めたとき、最後に試合場に立った細身の生徒が会場の空気を一転させた。試合開始からほんの数秒で相手から一本を取ったのである。誰もが何が起きたかを理り解かいできない速さだった。それは負けた相手高校の次鋒でさえも同じで、彼は鋭するどい面を入れられて床ゆかに倒されていたにも拘かかわらず、状じよう況きようが分からずポカンとしていた。

「おい、あれってＦ組の『牧ぼく師し』じゃないのか？」

　そして歓かん声せいが沸わき上がった。薫が中ちゆう堅けん、副将と相手から一瞬にして一本を奪うばい倒していくにつれて熱気は膨ふくれ上がり、体育館に「牧師！　牧師！」のコールが起こった。もちろん相手高校にはそれが何のことかは分からない。ただ、そのとき対戦していた相手高校の副将はその細身の生徒が小さく「牧師じゃないってのに……」と呟つぶやくのを聞いていた。

「信じられん」高野は目を丸くしていた。「なんてスピードだ。面しか狙ねらっていないのはバレバレなのに、それでも防ふせげないでいる。先生よりも強いんじゃないのか？」

『先生』というのは剣道五段の顧こ問もんの教きよう師しのことだ。高野は休み時間に薫に失礼な態度を取ったことなどすっかり忘わすれている様子である。

「だから、アイツは凄すごいって言ったでしょ？」

　薫を推すい薦せんした篠崎は自じ慢まんげに言う。

　篠崎が薫と出会ったのは中学に入学してすぐの頃ころだ。近所にある剣道の道場に小学生の頃から通っていた篠崎はそれなりの自信を持って剣道部に入部したが、そこで出会った女性のような顔立ちをした同学年の生徒にこてんぱんに負けた。竹刀しないがまるで見えず、気づいたときには脳のう天てんに鋭い痛いたみが走っていた。それは自分だけでなく、部の先輩たちも同様だった。どこかの道場に通っていたのかと訊たずねられた薫は、困ったように「ウチの神父様が武ぶ術じゆつの心得があって、義ぎ理りの兄みたいな人が習っていたんだけど、僕も一いつ緒しよにやるようになって……はあ」と頭をかいていたのをよく覚えている。

　しかし篠崎は目の前で起きている光景が信じられない。薫の実力は知っていたが、数年のインターヴァルがあるのだ。その間も自分はずっと剣道に励はげんでいた。もう差はなくなった、いや、なくなりはせずともかなり肉にく薄はくしていると思っていたのに、薫は遥はるかに遠い所にいるように見えた。

　ついに大将同士の試合となった。会場の興奮は最さい高こう潮ちように達し、誰だれもが「牧師！」ないし「薫くぅーん」とスタンディング・オーベーションを送る中、表情を強こわばらせている人間が二人いた。

　一人は篠崎たち剣道部の顧問である剣道五段の教師だった。江戸時代から抜け出してきたような無ぶ骨こつな風ふう貌ぼうの顧問の教師は、最初は薫の活かつ躍やくに感心した様子だったが、次し第だいに顔から血の気が引いていき、副ふく審しんの席で両手を堅かたく握にぎり締しめて今にも試合を中止させそうな面おも持もちで薫を睨にらんでいた。

　最後の試合も一瞬で終わった。相手校の最高の実力者であるはずの大将も、薫を相手にしてはそれまでの三人と何ら変わらなかった。一気に踏ふみ込こんでまたしても面を狙う薫。これまでの戦いから相手の大将は薫の戦法を読んでいて──というか薫はそれしか狙わなかった──その竹刀を弾はじいてカウンターに行こうと待ち構かまえていたが、薫の竹刀は相手の竹刀を擦すり抜けるように面を奪った。「面あり！　一本」主審を務つとめていた相手高校の顧問の声で大歓声が巻まき起こった。

　礼をして陣じん地ちに戻もどって来た薫を篠崎たちが囲む。「ちくしょう、やっぱりお前はすげえぜ、牧師」と篠崎が薫を抱だき締める。「いや、だから牧師じゃなくて……」「お前さ、山やま籠ごもりしていたんだろ」剣けん道どう部ぶの面々にもみくちゃにされながらも、薫に自分の強さを自慢するような表情はない。仲間に歓喜をもたらせたことにのみ充じゆう実じつ感を覚えている様子だ。

「Ｆ組の深津君だったな。ちょっといいかな」

　歓喜の輪の外から厳いかめしい声がした。北星高校の顧問の教師だった。自分たちの英えい雄ゆうが称しよう賛さんの言葉を受ける……部員たちはそんな光景を想そう像ぞうしていたが、顧問の教師の顔はその正反対の表情をしていた。鋭するどく睨みつける目は、まるで薫に果たし合いを挑いどむかのようだった。

「その剣けん術じゆつは誰に習った？」

「コイツが住み込みしている教会の牧師さんですよ」と篠崎が勢いきおいよく解かい説せつする。「コイツ、教会で育てられたんですよ。だから渾あだ名なは『牧師』」

「牧師だって!?」

　顧問の教師は薫をまじまじと見つめる。薫は不思議そうな顔で頷く。顧問の教師は「君は自分が一体何を……」と言いかけるが、その言葉を飲み込んで「今日はありがとう」とだけ言って薫に背せを向けた。篠崎にはそれがまるで「とっとと消えろ」と言っているように聞こえた。

　薫も同じように感じていたようだったが、反発したりはしなかった。休み時間の高野主将の件けんもそうだが、彼が『怒おこるときにはその理由がはっきりし、それが正当かどうかを判断してからでいい』という考え方をするのを篠崎は知っていた。それにしたって、どうして彼がこんな扱あつかいを受けねばならないか篠崎にはさっぱり分からなかった。

「それじゃあ僕ぼくは教会の用があるので失礼します」

　薫が体育館を去った後、部員たちは顧問の教師に不満をぶつけた。あんな活躍をしてくれた奴やつをどうして邪じや険けんに追い払ったりするのか、と。

「見て分からんのかっ。あれは……」

　そこまで言ったとき、誰かが顧問の教師の肩かたを後ろから掴つかんだ。相手高校の顧問だった。彼は小さく首を振ふる。彼の顔も強ばっていた。篠崎たちの顧問の教師はハッとしたように頷うなずき返し、そして部員たちに言った。

「……あれは剣道ではない。我われ々われが目指しているものとは別物だ。確たしかに深津君は強いが、部外者の力を借りてはいかん」部員たちは納なつ得とくしかねる顔をしていたが、顧問の教師はそれ以上の説明はしなかった。「今日はよく戦った。それでは解散」

　部員たちが口々に不満の言葉を漏もらしながら体育館を後にした。残った顧問の教師は、相手高校の顧問に言った。

「止めていただいてありがとうございます。学生たちに聞かせるような話ではありませんでしたな」

「ええ。……先生も感じてらっしゃったんですね」やはり剣道の有段者である相手高校の顧問は、薫が勝ち進むにつれて表情を強ばらせていったもう一人だった。「古こ武ぶ術じゆつでしょうか？　居い合あいに似にている。高校生があんなものをどこで身につけたんだか……。いや、それよりも彼は自分の剣術が如い何かなるものか理解しているのでしょうか？」

「教会の牧師に習ったと言ってました」

「牧師？　まさか」彼は引きつった笑いをする。「よりによって神しん職しよく者しやがあんなものを仕込むはずがない」

「最近の学生流の冗じよう談だんかもしれませんがね。年とし寄よりには分かりません。ただ間違いないのは、あの深津という生徒があんな剣術を身につけているということです。確か難しい家庭の事情を抱かかえた子だと思ったが、一度家庭訪ほう問もんした方がいいかもしれませんな……」

　顧問の教師は重々しい表情で言い、そして部員たちについ漏らしそうになった言葉を付け加えた。

「あれは人を殺すためだけの剣です」








　ＡＣＴ．２　レディ・キィ




　電車と自転車を乗り継ついで木々の間に自じ宅たくの尖とがった屋根が見えて来たとき、外は闇やみに包まれ始めていた。腕うで時ど計けいを見るとデジタルの文も字じ盤ばんは『16：47』を表ひよう示じしている。

　今日は絶ぜつ対たいに夕方の五時までに帰るよう言われていた薫かおるは「まずいな」とペダルを漕こぐスピードを上げた。

（だけどまあ友達を助けたんだから神父も許ゆるしてくれるだろう……）

　この周辺は都心であるにも拘かかわらず不思議と閑かん散さんとしていた。多くの森がバブルの地上げの嵐あらしの中にも開発の手が触ふれられぬまま残り、ポツンポツンと点てん在ざいする建物の多くがレンガ造づくりの洋風な建物だ。

　音を立てて歩くことも躊躇ためらわれるような静せい謐ひつな地区。そこに要かなめ石いしのように鎮ちん座ざしているのが薫の住むナフィタジア教会だった。百年の歴史を誇ほこるナフィタジア教会は、隅すみ々ずみまで磨みがきあげるには丸一日あっても足りないほど大きく、地下には入ることを禁きんじられた部屋などもあって部外者にはおどろおどろしく映うつるだろう。

　記き憶おくがないほど幼おさない頃ころに両親を亡なくし、両親と知ち己きであった深ふか津つ神父に養子に引き取ってもらった薫は、その教会でずっと暮くらしている。今は薫と深津神父の二人だけだ。

　口の悪いクラスメイトの中には「子こ供どもの頃からそういう環かん境きようで育ったから神様なんてものを信じちまうんだ」といったことを言うような者もいた。まるで薫が神に洗せん脳のうされているかのような口ぶりだった。

　ある意味正しい、と薫は認みとめる。薫は神しん職しよく者しやとなることを選せん択たくしてナフィタジア教会に来たのではない。物心ついたときから薫の生活の中心にキリスト教があった。もし普ふ通つうの家庭に育ったのなら、他のクラスメイトのように新しん興こう宗しゆう教きよう団だん体たいがテレビを賑にぎわすのを「これだから宗教ってやつは」と皮肉な笑えみで眺ながめていたかもしれない。

　しかし薫は今の自分を不自由な選択の末に強要された人生とは思っていない。人間は誰だれしもまっさらのところから人生を始めるわけではない。両親や家庭環境、友人や教きよう師しなど様々なものに影えい響きようされる。自分の場合はたまたまそれが神の教えだっただけのことだ。

「あれ？」

　ナフィタジア教会の門の前に一台の車が停車していた。ベンツだかリンカーンだか車にまったく興きよう味みのない薫には区別がつかないが、とびっきりの高級車なのは間ま違ちがいなかった。アカデミー賞の授じゆ賞しよう式にハリウッド・スターが乗りつける冗じよう談だんのように車体が長い車だ。

（お客さんが来るから早く帰るように言われたのかな？　でも……）

　薫は首を捻ひねった。どうも深津神父はすこぶる広い交友関係を持っているらしく、見るからにＶＩＰといった感じの、ボディ・ガードを引き連れた外国人が訪たずねて来たのも一度や二度ではない。ただ、そういう客が来たときは外に出ているよう言われるのが常つねで、接せつ待たいの手伝いをさせられたことはなかった。だいたい、客に会わせるどころか、どういう素す性じようの人物なのか聞いても一度として答えてくれないのである。

　自転車を車にぶつけないようそっと門をくぐろうとしたとき、通りの反対からこちらに歩いていた人ひと影かげが薫の名を呼よんだ。

「よお、チビっ子修しゆう道どう師し」

　周囲の静せい寂じやくさとは正反対のとぼけた声と共に、法ほう衣え姿すがたの二十はたち過すぎの青年が街灯の明かりの中に現あらわれた。

「真ま澄すみさんじゃないですか！」薫は思わず声を上げて彼に駆かけ寄よった。「いつ戻もどられたんですか!?　確たしか今はヨーロッパにいたんじゃ？」

「一昨日アムステルダムを飛び立って、成田空港から直行して来たところさ」

　真澄と呼ばれた青年は、片かた手てに大きなトランク、反対の手には白い錫しやく杖じようを持っていた。トランクには海外渡と航こうのシールが幾いくつも貼はられている。
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「ずいぶんおっきくなったじゃないか」

　そう言って真澄は薫のことを軽く抱だき寄せた。

　桂かつら木ぎ真澄。三年ほど前まで薫と一いつ緒しよにここで暮らしていた修道師だ。彼がまだナフィタジア教会にいた頃は、彼の柔やわらかな笑顔を見たさにあまり敬けい虔けんとは思えない若わかい女じよ性せいまでが日曜学校に通って来ていると専もつぱらの評ひよう判ばんの美形で、口さえ開かなければ噂うわさの麗うるわしの修道士で通るのだが、困こまったことに彼の口に止め金はついていない。「特とく技ぎの欄らんに『他人とトラブルを起こすこと』と書いたらどうだ」とは深津神父の皮肉である。だが薫は、まるで年の離はなれた兄のような彼が大好きだった。

　真澄に抱き締しめられた薫は、彼の身体からだが以前とはかなり違っていることに気づいた。

「真澄さんこそずいぶんがっしりしてきたんじゃないですか？　『女の子にもてなくなるからマッチョはごめんだ』とか言ってませんでした？」

　深津神父との剣けん術じゆつの稽けい古こは最初真澄だけがやっていた。子供の頃の薫は何だか羨うらやましく見えて混まぜてもらったのだが、いつの間にか真澄は竹刀しないを握にぎることはなくなり、薫だけが続けていた。

「毎日ハードワークなもんでね」

　真澄は片目をつぶってみせた。よく見ると彼の顔には幾つもの傷きずが刻きざまれていた。見たことのないデザインの深しん紅くの法衣は泥どろと焼け焦こげだらけで、法衣からのぞく両手にはボクサーのように包帯バンデージが巻まかれている。傍かたわらに置いてある大きなトランクと錫杖は法衣同様にボロボロだった。

　海外での布ふ教きよう活動というのは身体に傷を作るようなものなんですか？　と訊たずねようとしたとき、門の向こうから別の声が薫を呼んだ。月明かりの中に五十過ぎの銀ぎん髪ぱつの男性が佇たたずんでいた。顔には年相そう応おうの深い皺しわが刻まれているが身体つきはよく、法衣よりも武道着かユニホームが似に合あいそうだ。額ひたいから眉まゆの上に走った深い傷もあまり神職者らしくない。薫の戸こ籍せき上の父であり、二人にとって実の父親以上の存そん在ざいである深津神父である。二人は敷しき地ちの中に入って行って、神父に深い礼をした。

「遅おそいぞ、五時までに戻るよう言ったはずだ」

「昼過ぎには着いていたんですけど、空港でスチュワーデスが殺されたとか何とかっていう事じ件けんがあって、ずっと足止めされてたんですよ」

「そういえばそんなニュースがやっていたな。可哀かわい想そうなことだ」深津神父は瞳ひとみを閉とじて十字を切った。そして薫をじろりと睨にらむ。「薫、お前はどうした？」

「あ、僕ぼくは学校の友達に頼たのまれて……」

　薫が言い終わるよりも早く、真澄が慌あわてふためいた様子で神父に食ってかかった。「ちょっと、オヤジさん。まさか薫も連れて行くんですか!?」真澄の顔からは先さき程ほどまでの快かい活かつな笑みが消えていた。

「そうだ」深津神父は短く答える。

「待って下さい。薫がオヤジさんの後こう継けい者しやになるかはまだ結けつ論ろんが出ていなかったはずだ。まさか薫に話したんですか!?」

　何だか真澄は激げつ昂こうしているように映うつった。そういえば真澄がここを巣立った三年前にも深津神父と真澄が夜遅くまで言い争っているのを聞いたことがあった。盗ぬすみ聞いたわけではない。あまりにも真澄が声を荒あららげていたので下の階から薫の寝しん室しつまで声が届とどいてしまったのだ。そのときも自分の将しよう来らいについて二人が言い争っていたようだった。

「まだ話してはおらん。だが真澄よ。薫の進む道を決めるのは私でもお前でもない。薫自身だ。そしてそれが今日だったということだ」

「いいや、違いますね。薫が高校を卒業するまで待つって約束だったはずだ」

「そうも言ってられん事じ態たいになってな」

「そりゃまあ……俺だって分かってますけどね……」

　真澄は苦々しそうに言う。

「これから誰に会うか知っているような口ぶりだな。お前にもまだ話してなかったが」

「あのお方の来日はヨーロッパじゃニュースのトップ・トピックスですからね。そんなときに俺おれみたいな奴やつが日本に呼び戻された。無関係だなんて思わないですよ」

　深津神父は「ふむ」と意味あり気な顔で真澄を一いち瞥べつしてから薫の方を向いた。

「これからお前をとある人物に会わせる。お前には明日からある任にん務むに就ついてもらいたいと思っているが、引き受けるかはその人物に会ってから決めろ。たぶん口で言ったところで信じられぬようなことだからな。実じつ際さいに会うのが一番てっとり早い。二人とも五分以内に着き替がえて出で掛かける準じゆん備びをしろ。真澄は風ふ呂ろに入るのも忘わすれるな」

「どちらかというと長風呂な方なんですけどね」

　まだ納なつ得とくしかねるといった面おも持もちの真澄は挑ちよう発はつ的に言ったが、深津神父は聞き流して踵きびすを返した。門の前に停とまった高級車は、来客を乗せたものではなく自分らの送そう迎げい車であることに薫はやっと気づいた。

（いったい誰なんだろう……？）

　二人の尋じん常じようならざる様子に想そう像ぞう力りよくが追いつかないでいる薫の肩かたを真澄が抱き寄せた。彼はいつも薫に肌はだを寄せて喋しやべる。自分の知っている三年前の真澄とは何かが違っていたが、彼の肌の温ぬくもりは何も変わってはいなかった。

「いいか薫。よく考えて決めるんだ。これは後戻りのできない道だぜ」

　それだけ耳元で囁ささやくと、真澄は自分の部屋へと走って行った。




　　　　◇




　部屋には真新しい藍あい色いろの法ほう衣えが用意されていた。これもまた見たことのない代しろ物もので、格かく式しきばった感じがした。





ESCUDE






　襟えりの折り返しに筆記体で小さくそう縫ぬい込こまれていた。

（エスキュ……何だろう？　ブランド名……なわけないか）

　不思議に思いながらも薫は藍色の法衣に着替えて下に降おりた。ちょうど深津神父が電話を終えたところで、神父は受話器を置いて薫の全身を眺ながめると、小さく頷うなずいて「よく似合っている」と言った。階かい段だんから足音がし、汚よごれたままの深紅の法衣をまとった真澄が降りて来た。手にはあの錫しやく杖じようを持っていた。

「真澄、その格かつ好こうで行くつもりか？　部屋に『マレウス・セクション』の物を用意しておいたはずだぞ」

「別に俺が鉄槌マレウスに在ざい籍せきしているから呼ばれたわけじゃなくて、このローブを着ているから招まねかれたんでしょ？　だったらご要望に沿そわないとね」

　真澄は「着替える気はない」と言わんばかりに答えた。神父は諦あきらめたようにため息をついてテーブルの上に置いてあった埃ほこりの被かぶった木の箱を抱かかえ上げた。とてつもなく高こう価かな掛け軸じくでも入っていそうな雰ふん囲い気きだったが、掛け軸より遥はるかに長く、薫の身長ほどもある。そしてかなりの重量があるようだった。

「それは？」と薫は訊たずねる。

「必要な物だ。後で説明する」

　神父はぶっきらぼうに言った。こういう態たい度どのときの神父は、そのときが来るまで絶ぜつ対たいに話してくれない。真澄も神父も種類は多少違えど、極きわめつきの頑がん固こ者なのである。

「捨すてちまえばいいんだ、そんな物」

　真澄がそっぽを向きながら言った。

　三人が高級車の前まで来ると、運転席と助手席のドアが同時に開いて、薫と同じ藍色の法衣姿の二人の人ひと影かげが降りた。

　助手席から降りたのは三十過ぎの丸眼鏡めがねを掛けた欧おう米べい人じんの男だん性せいだった。身体からだつきはほっそりとしており、几き帳ちよう面めん、ともすればやや神しん経けい質しつそうな印象を受ける。格好こそ神しん職しよく者しやだが、地味なスーツに着替えて「ウォール街で公こう認にん会計士をしている」と言われた方がしっくりときた。

　公認会計士は手帳を取り出して英語で深津神父に話し掛ける。薫は日曜学校に来る外国人と長年付き合っているお陰かげでヒアリングだけならほぼ完かん璧ぺきだった。会見の時間とか車のルートとかそんな話だったが、彼の物静かな口調と外見のせいで確定申告について話しているように聞こえた。

（外国の教会には変わった人がいるんだな……）

　と、車道側の運転席から降りたもう一人の人物に目をやった薫は、あんぐりと口を開けてしまった。こちらの青年の奇き抜ばつさはそれ以上だった。彼には法衣はおろかどんなスーツさえも似に合あうはずはない。身長を二十センチも水みず増ましするトゲトゲのパンクス・ヘアが雄お々おしく天に向かって伸のびていた。年は二十そこそこといったところ。ミドル級のファイターのような筋肉質の身体をしているのが服の上からでも分かる。音を立てながらガムを噛かみ、腕うでに自信のありそうな顔付きというかむしろ『喧けん嘩か上等』といった感じで、今は外しているが鼻と耳にはピアスの穴あなが幾いくつも並ならんでいた。

（どっちも神職者には見えないけど、こんな両極きよく端たんの二人を一いつ緒しよにしたら余よ計けいお互たがいの奇抜さを増ぞう幅ふくし合っちゃう気がするんだけど……）

　ふと気がつくとパンクス・ヘアの青年が険けん悪あくな表情でこちらを睨にらんでいた。自分が些いささか失礼な視し線せんで彼を見ていたことに気づき薫は謝あやまろうとしたが、彼の視線の先にあるのは真澄、いや、真澄の手にした白い錫杖だった。対する真澄は、にこにこと笑顔でパンクス・ヘアの青年を見つめ返していた。

　もし真澄という人間を知らない人がこの光景を見たら、あんな態度で睨みつけられているのに笑顔でいられる人格者だと思うかもしれないが、真澄をよく知る薫は寒気を覚えていた。真澄は不ふ快かいな目に遭あわされたら、その十倍は相手を不快な気分にさせないと済すまない人間である。決して反対の頬ほおを差し出したりはしない。

「紹しよう介かいしよう」公認会計士と会話を終えた深津神父が言った。「私の息子むすこ同然の二人、薫と真澄だ。こちらは教きよう皇こう庁ちようの『エスクード・セクション』に所しよ属ぞくするエージェントだ」

「教皇庁のエスクード？……あっ」

　薫は自分の着ている法衣に刺し繍しゆうされていた『ＥＳＣＵＤＥ』のことを思い出した。

「『盾たて』を意味するスペイン語だ。セキュリティ・ポリスのようなものと考えるといい。名前は……」

「ジェイミー・リラフォードとシド・ギーエン」横から真澄が口を挟はさんだ。

「知り合いだったのか？」

「顔と名前を知っているだけですよ。エスクードのリラフォードと言えば、俺みたいな半はん端ぱ者ものでも知っている有名人ですし……」そして真澄はパンクス・ヘアの青年にちらりと視線をやってからおちょくる響ひびきのある日本語で言った。「そっちのガキの方はファイルで見たそのステキなトゲトゲ頭が忘わすれられなかっただけですけどね」

　うわっ、まさかあの人、日本語を分からないだろうな……と思う間もなく、パンクス・ヘアのギーエンはスラングたっぷりの英語で真澄に食ってかかった。

「んだと、コラ。澄すましたツラしてナめたことぬかしてんじゃねえぞ」

　いみじくも法ほう衣えを着た人間からそんな品の悪い罵ば言げんが飛び出て薫は面食らう。臨りん戦せん態たい勢せいでつかつかと歩み寄るギーエンの襟えり首くびをリラフォードが掴つかんで制せい止しさせた。

「離はなせよ、リラフォードの旦那だんなっ」

　ギーエンは猛もう犬けんのような勢いきおいで暴あばれるが、細身の公認会計士はびくともしない。丸眼鏡の奥おくから睨まれてやっとギーエンはおとなしくなった。

「そのファイルには私もこのパンク小こ僧ぞうも日本語ができると書いてなかったかね？」リラフォードは流りゆう暢ちような日本語で言った。帳ちよう簿ぼの数字を読み上げるような口調は、皮肉を言い返したのかまったく気にしてないのか判はん断だんがつかない。「ちなみに私も君の顔と名前は知っているよ、マレウスの桂木真澄君。なにせ有名人だからね」

「ほう、いい噂うわさかい？」

「悪い噂に決まってんじゃねえかっ、バカ。教皇庁の人間でそんなクソみてえな杖つえを持ち歩くなんざ、てめえぐれえだ」

　真澄は錫しやく杖じようで地面を軽く叩たたいた。ギーエンはびくりと身体を震ふるわせ、法衣の袖そでの中に手を入れた。真澄は「冗じよう談だんだよ」と言わんばかりに、チアリーディングよろしく錫杖をくるりと回してみせた。よく見るとそれは礼れい拝はいに使う華か美びな金きん属ぞく製せいの物ではなく、乾かわいた木でできたような真っ白で飾かざりのない無ぶ骨こつな代しろ物もので、そしてどういったわけか妙みように使い込んだ感じがする。どうも二人の対立は真澄が手にした錫杖に起き因いんしているらしい。

「おいおい、上等かましてくれるじゃねえの、このクソ野や郎ろう」

　ギーエンは引きつった笑いを浮うかべながら拳こぶしの骨ほねをぱきぱきと鳴らすが、拳を振り上げるよりも早くまたリラフォードに襟首を掴まれた。

「二人とも喧嘩は任にん務むが終わってからにしてくれたまえ。こんな所で騒さわぎを起こすつもりかな？　さっさと車に乗ってくれ」

「そうそう、ただでさえ目立つ頭なんだし」とすかさず真澄が言う。

「んだと、この下法使いがっ！」

「ギーエン……私が予定が狂くるうのが大だい嫌きらいなのは知っているな」

　決して凄すごんだわけではないのに妙に迫はく力りよくがあった。ギーエンは真澄に向かって中指をおっ立ててから、渋しぶ々しぶといった様子で運転席に乗り込んだ。うんざりした様子の深津神父と報ほう復ふくの十倍返しを達成して満足そうな真澄が例の長細い木の箱を車に積み込む。

「あの……真澄さんがすみません」眉まゆを顰ひそめながら手帳と腕時計を見み比くらべていたリラフォードに薫は謝った。「真澄さんって普ふ段だんはいい人なんです。ただ何と言うか、一度気に食わないと思った相手にはすこぶる攻こう撃げき的になると言うか……」

「お互たがい苦労しているようだな」リラフォードは手帳を閉とじて言う。「だけど私は気にしてない。彼の手にした錫杖を含ふくめてね。私は彼の実力を認みとめているし、この任務に必要な人材だと思っている。ちなみにギーエンの奴も、あの通り言こと葉ば遣づかいは教皇庁エスクード・セクション二千年の歴史の中でぶっちぎりで最低最悪と言われているが、基き本ほん的にはいい奴やつだ。それに観察していて非ひ常じように面おも白しろい。傍はた迷めい惑わくなことに目をつぶればだがね」

　確かに奇き妙みような逆ぎやく説せつではあるが、ギーエンのガラの悪さはあまりにも桁けた外はずれすぎて陰いん湿しつさがまるでない。逆に清すが々すがしいぐらいだ。

「一つだけ聞いていいですか？」

「何かね？」

　つい「一つ」と言ってしまったが、聞きたいことは山ほどあるのに薫は気づいた。しかしここで長々と質しつ問もんすると、「予定が狂うのが大嫌い」な彼に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまいそうなので、薫は最も知りたいことを聞いた。薫に用意された法衣のことだ。

「僕もその『エスクード』というのに入るんでしょうか？」

「それはこの後に君自身が決めると聞いている。だが私はぜひ君に来てもらいたいと思っている」

　リラフォードは深津神父たちがやっと車に乗せた木の箱に視し線せんを向けた。

「君があれに選ばれたのであるのなら」




　　　　◇




　後部座ざ席せきは電車のボックス・シートのように二つのシートが向かい合っており、薫と真澄が並んで座すわり、反対の席に深津神父が座った。そして二つのシートに斜ななめに橋はし渡わたしをするように例の木の箱が置かれた。

　さすが高級車だけあってほとんど振しん動どうを感じない。だが薫のすぐ横にある箱の中からは、カタカタと堅かたい物が箱にぶつかる音がしていた。

　都内を二十分ばかり走った頃ころだろうか。上空からヘリコプターの爆ばく音おんが聞こえた。深津神父が車内のテレビをつけ、チャンネルを回した。

　夕方のニュース番組に巨きよ大だいな建物が映うつし出されていた。オフィス街の真ん中に唐とう突とつに現あらわれる壮そう麗れいな──そしてあまりにも場ば違ちがいな──そのゴシック様式の建けん築ちく物ぶつを初めて見た人間は、大たい抵てい立ち尽つくして魅み入いってしまう。第二次世界大戦中、都心の一等地に敵てき国こくの宗しゆう教きよう建築物が建っているにも拘かかわらず破は壊かいされなかったのは、あまりにも見事な建物ゆえに軍部も手を出さなかった。その恩おん恵けいか、敵国もこの建物の周辺だけは爆ばく撃げきせずすっぽりと焼け残っていた……そんな逸いつ話わが伝えられている。スオンジアンティ聖せい堂どう。日本におけるローマ・カトリック教会の総そう本山と言うべき場所である。

　しかしテレビ画面のスオンジアンティ聖堂の前には、似につかわしくない人だかりがあった。大きなテレビ・カメラを担かついだカメラマン。マイクを握にぎってカメラに向かって喋しやべるリポーター。ライトを当てる照明。それが何組もひしめいて生中ちゆう継けいをしており、そしてテレビ局のクルーを制止する制服姿すがたの警けい察さつ官かんがずらりと配置されていた。

　女性リポーターが周囲の騒さわぎとヘリの爆音に耳を塞ふさぎながら「……今日、スオンジアンティ聖堂に到とう着ちやくしたローマ法王は……」などと声の限かぎり叫さけんでいる。日本では『法王』ではなく『教きよう皇こう』と訳やくすのが正しいのだが、さしたるロビー団だん体たいを持たないカトリック教会の邦ほう訳やく統とう一いつ要よう請せいにマスコミはまったく興きよう味みを示しめしていない。

　薫が「まさかこれから僕たちが会うのは……」などと思っているうちに、車は聖堂の近くを通り抜ぬけて人家の前で止まった。二百メートルほど離れた所に聖堂の異い形ぎようなまでに独どく特とくの外観のシルエットが見えた。

　薫は苦く笑しようする。あまりに物々しい出で迎むかえに馬ば鹿かなことを考えてしまったものだ。総理大臣さえ会ってもらえないお方に、自分などが面会できるはずはない。

　一行は車を降おりた。そこはごく普通の二階建ての民家に見えた。だが、もう日が暮くれているというのになぜか電気が点ついていない。それどころか人が住んでいるという感じがしなかった。

「ここにいらっしゃるんですか？」

　誰が、かは分からないので主語なしに薫は訊たずねた。するとパンクス・ヘアのギーエンが、先さき程ほどの真澄との喧けん嘩かの続きのような口調で言った。

「てめえ、もしかしてアホですか？　こんなクソ小せえ家にいるわきゃねえだろうが」

「こんなトゲトゲのことなんか気にするなよ、薫」と真澄が薫の肩かたを抱だいた。「ここに聖せい堂どうに通じる抜け道があるんだよ。聖堂の周囲はマスコミだらけだからな」

「聖堂に……いったい誰が？」

「……やっぱりただのアホじゃねえか。何でこんなガキが呼ばれたんだか」

　ギーエンは心底呆あきれたふうに吐はき捨すてると、人家の前まで行ってドアをノックした。

「ギーエンだ。深津神父たちを連れて来たぜ」

　返答もなくドアが開いた。玄げん関かんの内側に三人の欧おう米べい人じんがいた。レスリング選手のようなぶ厚あつい筋きん肉にくを黒いスーツに包み、立ち姿にはまったく隙すきがない。見るからにセキュリティ・ポリスといった感じだ──少なくとも公こう認にん会計士やパンク小こ僧ぞうよりは。

　三人の手にした物を見て薫はぎょっとする。二人は大型のオートマチック拳けん銃じゆう。残る一人は抜き身の剣けんを構かまえていた。彼らはまるで猛もう獣じゆうの檻おりに足を踏ふみ入れるかのように、ギーエンとその後方にいる薫たち一行に緊きん迫ぱくした視し線せんを向けていた。

「よせよ、ここは閑かん静せいな住じゆう宅たく地ちだぜ。そんなもの見せびらかせたらボウヤが脅おびえちまうじゃないか」

「ですがミスター・ギーエン。知っている人間の姿をしているからこそ危き険けんだと我われ々われは教えられております。確かく認にんをお願いします」

　ギーエンの二倍ほどの年ねん齢れいのエージェントはやけに畏かしこまって言った。しかし銃じゆう口こうはギーエンの額ひたいから外さない。額には汗あせが滲にじんでいる。ギーエンは皮肉な笑いを浮うかべた。

「おいおい、つまりあんたはこう言いてえのか？　奴らが俺とリラフォードの旦那だんなと深津神父とオマケ二名を捕とらえて拷ごう問もんか何かしてこの場所を聞き出し、俺らの姿に化けてやって来た……そういうことか？　『ブラディミールの剣士』深津神父だぜ？　だったら悪いけど、あんたらに生き延のびる可か能のう性せいはねえよ」

「……エスクードの方のお力を軽んじたわけではありません。だがこれが私たちの仕事なのです。教皇陛へい下かがいる聖堂に奴らは通さない。たとえ殺されてもです」

「分かったよ。すまねえ、俺も言いすぎた。『石』を出してくれ」

　薫は目の前でのやり取りがさっぱり理り解かいできなかったが、ギーエンに聞かれるとまた馬ば鹿かにされそうなので訊ねずに黙だまっていた。

　ギーエンたちは妙なことを始めていた。ギーエンはポケットから折り畳たたみ式のジャックナイフを取り出し指の先を切る。家にいたエージェントは手に何かを載のせてギーエンに差し出す。拳こぶし大だいの石と思ったがよく見ると明らかに人じん造ぞう物ぶつである直角の角かどがあり、掠かすれてはいるが文字が刻きざまれている。どうやら石せき碑ひの一部のようだ。ギーエンは指先から流れる血をその石碑に垂たらした。

　ただ血が石に染しみていくだけで何も起こらない。だが家にいたエージェントたちは緊きん張ちようを解といて武ぶ器きをしまい、道を開けた。

　一行は土足で家に上がった。エージェントたちは薫にも深々と丁てい寧ねいな礼をしたが、最後に真澄が玄関を通ろうとすると彼の前に立ち塞ふさがり、真澄の手にした錫しやく杖じようを指さして言う。

「おい、その手にした物はなんだ？」

「たぶんあんたの考えている通りの代しろ物ものさ」

「下げ法ほう使いめ」別のエージェントが険けん悪あくな口調で言った。「置いていけ。そんな物を持たせたまま聖堂に入れるわけにはいかん」

　無む表ひよう情じように手を差し出すエージェントに向かって真澄がにっこりと微笑ほほえんだ。その柔やわらかな笑顔に向かい合っていたエージェントは毒を抜ぬかれるが、薫は蒼あおくなっていた。

「何て呼ばれようと構かまわないが、これは俺の得物さ。あんただって懐ふところの得物がなけりゃ、怖こわくてここにいられないんじゃないのかい？　ドアを開けたときあんたが一番ビビっていたぜ」

「何だとっ」

　挑ちよう発はつされた男が恐おそろしい速さで懐から拳銃を取り出し真澄に銃口を向けた。すかさず真澄は錫杖を両手で握にぎって先せん端たんを地面に突つき刺さす。

「やめとけよ、この距きよ離りじゃ死ぬのはあんただぜ。俺はこの三年間、あんたの手にした物がパチンコに見えるぐらいおぞましい武器を持った連中と毎日殺し合いをしてきたんだ」

（殺し合い!?）

　薫の見間違えだろうか。真澄の手にした錫杖が闇やみの中で静電気のような青白い火花を放ったように見えた。拳銃を真澄に向けたエージェントがごくりと唾つばを飲み、半歩後ろに下がる。拳銃を持った男が杖つえを手にした相手に脅えている。そして今度ははっきりと錫杖をうねりながら上るように火花が走った。その場にいた全員が息を呑のむ。あのギーエンさえも、真澄のキレ具合に唖あ然ぜんとしていた。

　ぴしゃり、という音が緊張を破やぶった。深津神父が真澄の頬ほおを張はった。

「それは人間相手には使うなと言っておいたはずだ」そして深津神父は拳銃を手にしたエージェントに頭を下げた。「弟で子しが失礼をした。だが真澄が今回これを持ち込むことに関しては教きよう皇こう庁ちようが特例として許きよ可かを出している。お気持ちは分かるが、どうぞ目をつぶっていただきたい」

「謝あやまる必要なんてないですよ。許可が出ているのは承しよう知ちで仕し掛かけてきたんだ」

「……真澄、私を本気で怒おこらせたいのか？」

　真澄は肩かたを竦すくめて錫杖の先端を地面から抜いた。相手も武器を収おさめた。彼の顔はほっとしたように見えた。

　ギーエンが吐き捨てるように呟つぶやいた。

「頭のイカれた下法使いに、何も知らないガキ。おまけにあの化け物女……。ったく、こんな連中と護ご衛えいのチームを組むなんて正気とは思えねえぜ」




　　　　◇




　階かい段だんの下にある収しゆう納のうスペースの扉とびらを開けると、そこには穴あなが空いていた。木もく製せいの階段ではなく、土をその形に削けずっただけの階段が地下深くへと続いており、どことなく防ぼう空くう壕ごうを思わせた。家は建てられてさほど経たってないが、この穴は戦争前からここと聖せい堂どうをつないでいるに違いなかった。懐かい中ちゆう電灯を手にしたリラフォードを先頭に穴の中に潜もぐって行った。

　剥むき出しの地じ肌はだの地下道は途と中ちゆうで何度も枝えだ分わかれをし、まるで迷めい路ろだった。直線距離では聖堂まで二百メートルほどだったが、その倍の距離を歩いているはずなのにまだ立ち止まる気配はない。

　いや、実じつ際さいに聖堂への逆ぎやく侵しん入にゆうを阻はばむ迷宮なのだろう。分かれ道に来るたびに手帳を取り出して道を確たしかめるリラフォードの真しん剣けんな表情は、間違えた道の先にはトラップが仕掛けられているのを物語っていた。

「着きました」

　リラフォードが足を止め、天てん井じようを懐中電灯で照らす。入り口と同じような土の階段があり、照らされたその先は石の壁かべが塞ふさいでいた。リラフォードは階段を上り、石の壁を変わったリズムでノックした。すると重々しい音と共に壁が五十センチ四方ほど外れ、目ま映ばゆい光が差し込んだ。

　階段の上は別世界だった。大理石のフロアと、周囲を囲むステンド・グラス。樫かしの木で作られた長なが椅い子すが整然と並ならび、その先には大きな十じゆう字じ架かが置かれていた。見覚えがあった。スオンジアンティ聖堂の礼れい拝はい堂どうだ。聖堂は縦たての屋根と横の屋根が真ん中で交差した造りになっており──つまり巨きよ大だいな十字架を模もしているのだ──礼拝堂は磔はりつけにされたキリストの頭の部分に位置している。薫たちが出たのは一いつ般ぱんの礼拝者は近寄れない祭さい壇だんの裏うら側がわで、床ゆか板いたを外し、さらに石の壁をどかすと抜け道が現あらわれるようになっていた。

　地下道から出た薫たちを迎むかえたのは、十人を超こえる黒スーツの男たちだった。抜け道の家にいた者たちと同じセクションに属ぞくしているのは、その格かつ好こうだけではなく、真澄を睨にらむ険悪な視線からも察さつせられた。間違いなくさっきのやり取りを耳にしている。薫が祈いのるような気持ちでそっと真澄の方を向くと、何ということだろう、真澄は実に楽しそうに、にんまりと笑っていた。薫は天を仰あおいだ。

　だが今度はリラフォードが先手を打ってくれた。

「彼の手にした物は枢すう機き卿きよう十二人委員会の認にん可か済ずみだ。専せん守しゆ防ぼう衛えいのお国くに柄がららしく手を出さなければおとなしくしていてくれるみたいだから、放ほうっておくように」

　エージェントたちの間をぬって老ろう齢れいの日本人が現れた。高い地位を示しめす司祭の法ほう衣えを着ている。

「久ひさしぶりだな、深津神父」

「お久しぶりです、長は谷せ川がわ司祭」薫はその老人にも見覚えがあった。何度かここを訪おとずれたときに養父と親しく話していた人物だ。「長谷川司祭は教皇陛へい下かの護衛の総そう指し揮きを執とられておる」

「引いん退たいした君まで引っ張ぱり出してしまって申し訳わけない」

「いえ、この国には危き険けん極きわまりない男がいますからな。御おん身みの安全のためにはエスクードにも召しよう集しゆうがかかるのも当然でしょう。私のような老骨も含ふくめまして」

「では行こうか。教皇陛下は君に会いたがっていたよ」

　と長谷川司祭が歩き出すと黒スーツの男が一人進み出て「ご一いつ緒しよいたします」と言った。その目は真澄に警けい戒かいの視線を向けている。

「いや、結けつ構こうだよ。来なくてよい。二階から上の警けい備びはエスクードに一いち任にんしている」

　礼拝堂の外にも物々しい警備が敷しかれていた。みんな黒いスーツ姿すがたの欧米人のエージェントで、誰もが拳けん銃じゆうないし刀とう剣けんの類たぐいを手にしていた。日本の警官の姿はない。

「すごい警戒態たい勢せいですね……」

　二階に続く階段を上りながら薫は言った。

「そりゃそうさ。ローマ教きよう皇こうが滞たい在ざいしてんだから」

　薫と真澄のやり取りを横で聞いていたギーエンが、唇くちびるの端はしを歪ゆがめて「けっ」と嘲あざけるような含み笑いを漏もらした。

「どうした、トゲトゲ。顔面神しん経けい痛つうか？」

「いえいえ、そうじゃございませんよ下法使い殿どの。偉えらそうな態度の癖くせに何にも知らねえてめえの馬ば鹿かさ加か減げんと、てめえらみてえなのと一緒に仕事をしなくちゃならねえ我わが身の不幸に、もう笑うしかねえってことよ」

「……どういう意味だ？」

「『教えて下さい、ミスター・ギーエン』って言ってみな」

「何だと!?」

「よさんか二人ともっ、まったく」深津神父はまた喧けん嘩かを始めそうな二人を制せい止しした。「ことがことだけに、真澄には何も話していなかったのだよギーエン君。君たちエスクードの者以外、教皇陛下の来日の真実の目的を聞かされていないように」

「す、すんませんっ」

　いきなりギーエンは軍人のように直立不動の姿し勢せいになって謝あやまった。

「やめてくれ。私はもう引退した身だよ」深津神父は二階の廊ろう下かの天井を指さし、長谷川司祭に訊たずねた。「音声は入ってますか？」指の先には監かん視しカメラが設せつ置ちされている。

「入っているが、ここの映えい像ぞうは下の者たちには届とどいてはいない」

「真澄と薫に話してよろしいですか？　薫はまだこの任にん務むに参加するか正式に決定したわけではありませんが」

　長谷川司祭は頷うなずいた。薫と真澄は顔を見合わせる。先さき程ほど礼れい拝はい堂どうで交かわされた神父たちの会話は、内部の者さえも欺あざむくものだったのだ。二人の困こん惑わくをよそに、深津神父は静かに話し始めた。

「……三年ほど前のことだ。フランスの古書街サン＝ジェルマン＝デ＝プレの古書店で、一冊さつの聖せい書しよが発見された。発見されたという言い方は少し違うな。店主が死去して遺い族ぞくが在ざい庫こをオークションに掛け、売れ残ったそれが教会に寄き付ふされたのだ。聖書自体は二百年ほど前の物でさしたる価か値ちはなかったが、そこに一枚まいの紙し片へんが挟はさまっていた。件くだんの店が扱あつかっていた古書のジャンルから名を取り、後に『フー・リテレール紙片』と呼ばれることになる」

「狂人文学者フー・リテレールね……。そんないかがわしいラインナップの本屋の棚たなに聖書を並ならべるなんて、店主は天国に行けそうにないな」

　真澄の口にしたきわどいジョークを深津神父は聞き流した。

「寄付された教会でミサの最中に紙片を見つけてしまった神父は、その足で洗せん面めん所じよに行くと胃の中の物を全すべて吐はき出した。その後のち洗面台に水を張り、そこに顔を浸ひたし続けてそのまま自殺した」

「えっ……神父が自殺!?」

　真澄の顔から皮肉な笑顔が消える。あまり信心深いとは言えない真澄であっても、それが如い何かにあるまじき行こう為いかは察するに余あまりあった。神に戴いただいた命を無む下げにするというのは、キリスト教では絶ぜつ対たいに許ゆるされないことだ。既すでにその事じ件けんを知っているはずの長谷川司祭やリラフォードも沈ちん痛つうな顔で目を伏ふせた。

「彼だけではない」深津神父は淡たん々たんと続けた。「紙片がバチカンの禁きん忌き図書館に運び込まれるまでに、さらに一人の神父が自殺をし、三人の修しゆう道どう士しが精せい神しんに異い常じようをきたして精神病院に収容されることとなった。後で分かったのだが、件くだんの古書店に流れ着くまでの間に、少なくとも二十五人が発はつ狂きようするか、自殺するか、錯さく乱らんしておぞましい殺さつ傷しよう事じ件けんに手を染そめていた。件の古書店の店主は時速百二十キロで警けい察さつとカー・チェイスをした末に射しや殺さつされている。紙片の検けん分ぶんを始めたバチカンの禁忌図書館でも同じだった。長年魔ま導どう書しよをさばいてきたベテラン司書が次々とその紙片の前に引退を余よ儀ぎなくされた。もちろん命を落とした者もいる」

「ちょ、ちょっと待って下さい。もしかしてそれって去年イリュストレ師しの所に持ち込こまれた物の話ですか!?　存そん在ざいさえ認みとめてない魔ま術じゆつ師し協会に教皇庁が頭を下げたって噂うわさになった！」

「その通りだ。教義ドグマ上、魔術の研究機関を持たない教皇庁では、二年間の作業でも最初の一行を翻ほん訳やくし終えることもできなかったのだ。ただのアルファベットに見えるのに、文字を追い始めると途と端たんに脳のう髄ずいを掻かき乱みだされるような気分になるらしい」

「当たり前ですっ。俺おれも詳くわしくは知らないが、解読作業の最中にイリュストレ師門下の導師クラスの魔術師が皮だけ残して非物質世界アストラル・サイドに連れて行かれちまったって代しろ物ものだ。失われた『外道祈祷書Bible of evil prayer』の一頁ページなのではって話もあった」

「そいつであってくれたらどれほど気が楽だったかな」

　深津神父が珍めずらしく皮肉な笑いを浮うかべる。

「冗じよう談だんじゃないっ。オヤジさんは知らないでしょうが、『外道祈祷書』は史上最悪と謳うたわれる魔導書ですよ!?」

「いかに凶きよう悪あくな魔導書であっても、教皇庁がそれを手に入れたら『永えい久きゆう封ふう印いん』の判はんを押おして禁忌図書館の奥おく底そこにしまってしまえばいいだけのことだ。本来ならばフー・リテレール紙片も検分を終えればそうなるはずだった。しかし紙片には、我々が最も興きよう味みを持つものの場所が記しるされているようなのだ。ゆえに教きよう皇こう庁ちようは解読を中止するわけにはいかず、魔術師協会に解読を依い頼らいすることを決けつ断だんした。解読の後で紙片を譲じよう渡とすることを条じよう件けんに、実に六十年ぶりに教皇庁と魔術師協会の間に密みつ約やくが結ばれた。いや、お前がマレウスと魔術師協会の双そう方ほうに籍せきを置くことを両者が許きよ可かしたのを入れれば二年ぶりだな」

「……イリュストレ師の塔とうを焼き打ちしたのは教皇庁ですか？」

　真澄の声が尖とがる。

「何の話だ？」

「つい先日、イリュストレ師の塔が全焼した事件ですよ。大理石で作られた外がい壁へきまで完かん膚ぷなきまでに焼かれ、イリュストレ師も亡なくなられた。解読を終えたフー・リテレール紙し片へんを葬ほうむるため、教皇庁が火を放ったんじゃないですか？」

「オブザーバーにすぎぬ今の私の立場では、バチカンの枢すう機き卿きようたちがそれを指し示じしなかったと断言するだけの情じよう報ほうは持っていない」

「オヤジさんっ。イリュストレ師は教皇庁に対して穏おん健けん派はで知られるお方だった。それに俺の魔術師協会入りを後押ししてくれた恩おん人じんだ。それを裏うら切ぎったんですか!?」

「教皇陛へい下かの名に於おいて私が断言しよう。我々は決して関かん与よしていない」長谷川司祭が口を挟はさんだ。「この件に関しては我々はフェアな取引をしたと自負しておる。魔導の品には、何かが発動の鍵かぎとなって自ら消しよう滅めつする物もあると聞く。違ちがうかな？」

「確たしかにそういうガードが施ほどこされた物は珍しくはありませんが……」

「真澄君。我々は奴らの脅きよう威いと対たい峙じするに、魔術を必要悪として認める転てん換かん点に来ているのではないかと真しん剣けんに考えている。君は言わば異い端たん者しやでありながら教皇庁に所しよ属ぞくする初のテスト・ケースだ。君は魔術師協会の赤ローブなど着て来ているが、今は教皇庁の人間としてこの任にん務むに召しよう致ちされていることを忘わすれないでもらいたい」

「……失言でした。お許ゆるし下さい。ではマレウスの桂木真澄としてお聞きします。フー・リテレール紙片にはいったい何が記されていたのですか？」

「我々が最も興味があるものの場所……どんな犠ぎ牲せいを払はらってでも我々がカタをつけなくてはならない最大の困こん難なんだよ」

「まさか！」真澄の顔から一いつ瞬しゆんにして血の気が引いた。「あれがこの国にあったと言うんですかっ！」

「待て」

　リラフォードが真澄の前に手を翳かざして言葉を遮さえぎった。背はい後ごから数人の足音が近づいて来る。振ふり返ると三人の黒スーツのエージェントがこちらに駆かけて来た。

「いったいどうした？　二階より上はエスクードに担たん当とうしてもらうと言っていたはずだろう」長谷川司祭が眉まゆを顰ひそめて言う。

「は、はいっ。ですが外がい壁へきをよじ上っている者を見たという報告を受けまして」

「外壁だと？」

「表のマスコミ関係者が馬ば鹿かな真ま似ねをしたのでは……おいっ、そこの二人っ！」

　言葉の途と中ちゆうでエージェントが大声を出した。廊ろう下かの向こう──これまで薫たちが向かっていた方向のＴ字の通路の片かた側がわから二人の男が飛び出し、びくりと身体からだを震ふるわせた。首からカメラを下げた三十過ぎの欧米人で、確かにマスコミ関係者という風ふう体ていだ。

　三人のエージェントは闖ちん入にゆう者しやたちの方へ向かうと、いきなり胸むな倉ぐらを掴つかんだ。「お前ら、どういうつもりだっ」「すみません。どうしても教皇にお会いしたくて」「記者会見は明日開くと言っていただろうっ。いったいどこから入ったんだ」「裏うら口ぐちが開いていたので」「裏口だと!?　馬ば鹿かを言うな。警けい備びの者が通すはずはなかろうっ」「はあ、ですが……」二人の闖入者は厳きびしい詰きつ問もんにしどろもどろになっていた。

　……どういうことだろうか。

　薫は身体を抱だき締しめたくなるほどの寒気を覚えていた。闖入者の返答はまるで電話帳の数字を読み上げているだけのように、会話がまったく噛かみ合っていないように聞こえるのだ。闖入者の言葉の一つ一つは理り解かいできるのに。

　薫だけではなかった。スーツ姿すがたのエージェントたちがマスコミの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに呆あきれ顔なのに対し、リラフォードとギーエンの目は鋭するどくなっていた。真澄と深津神父も同じだった。

「ギーエン……お前、ここの壁をよじ上れるか？」

「無理じゃないかもしれねえが、俺だったらそこまでしてスクープは欲ほしくないね。ここは三階だぜ。楽に二十メートルはある」

「落ちたら死ぬな」

「そりゃ死ぬわな。中庭は石いし畳だたみだ」

　リラフォードが後ろ手にギーエンに何かを渡わたす。石の塊かたまりがちらりと見えた。抜ぬけ道の家でギーエンが自分の血を垂たらしたのと同じ物だ。彼は「オーケィ、旦那だんな」と小さく頷うなずいて、闖入者たちの方へと笑顔で歩いて行く。反対の手にはいつの間にか刃はを出したジャック・ナイフが握にぎり込まれていた。

「よせよ、おめえら。マスコミの恨うらみを買うと怖こわいぜ」とギーエンは闖入者の胸倉を掴んでいたエージェントを押おし退のけた。「あーあ。こんな乱らん暴ぼうにされて」

　常じよう人じんには目に止まらぬ動きだった。ギーエンはナイフを隠かくした手で闖入者の一人の服をはたくフリをして、首くび筋すじの近くを一いつ閃せんした。相手は「つッ！」と首筋を押さえる。

「おや、大だい丈じよう夫ぶかい？　血が出ているぜ」

　さっきまでナイフを持っていた手にはハンカチがあった。先さき程ほど闖入者の胸倉を掴んだエージェントが呟つぶやいた。「えっ、パトグロスの石せき碑ひ……？」その呟きに血を拭ぬぐおうとしていたギーエンの顔から作り笑いが消える。

「こ、この馬鹿っ。何のために俺が……」

　顔付きが変わったのはギーエンだけではなかった。へつらいの表情を浮かべていた闖入者たちの顔から、化け粧しようを剥はがすかのように表情というものが消え失うせた。

「危あぶないっ！」

　なぜだか分からないが薫は叫さけんでいた。その二人がどうしようもなく恐おそろしかった。

　それと同時だった。ギーエンから離はなれた所にいるもう一人の闖入者が大きく口を開いた。いや、口を開いたと言うべきなのだろうか。まるで頭部が横に真っ二つに割われるかのように、耳の後ろまで口が裂さけた。

　そしてその巨きよ大だいな口でエージェントの一人に食らいついた。首から肩かたにかけてを根こそぎ食い千切られ、血を噴ふき上げながらエージェントは崩くずれ落ちた。

　冴さえない中年男だった二人の身体が、見る見るうちに服を破やぶって膨ふくれ上がり、その大きな口に相応ふさわしい巨大な筋きん肉にくの塊かたまりとなっていった。顎あごが狩しゆ猟りよう犬けんのように突つき出し、鋭するどい牙きばがごっそりと伸のびてきた。毛の生えていない巨大な獣けもの。そう表現するしかなかった。頬ほおから上だけ人間の姿を残しているのがグロテスクな冗じよう談だんのようだった。

「全員下がれっ、そいつらは使徒だっ！」

　薫の横にいたはずのリラフォードがいつの間にかギーエンたちの近くまで走っていた。手には大型の拳けん銃じゆう。昼食以外では机つくえを離はなれない公こう認にん会計士にしか見えない男が、バネが弾はじけるような動きを見せた。

　ギーエンの反はん応のうも早かった。ナイフと石碑を捨すてて拳銃を取り出すと、片膝立ての姿勢ニーリングで二匹ひきの巨きよ獣じゆうに交こう互ごに二発ずつ、弾だん倉そうが空になるまで撃うち込こむ。

　だが弾丸は巨獣の筋肉の鎧よろいに小さな穴あなを穿うがっただけだった。顔だけかばっていた巨獣が、丸太のような腕うでの合間から、野生の獣ではあり得ない嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「やべえぜ、旦那っ。俺の銃じゃ効きかねえっ。こいつらかなり格かく上うえの主人を持っていやがるっ」

「下がってろ、私が……おい、お前ら何をぼやっとしているっ！」

　巨獣の片方が腕を大きく振ふり上げていた。闖入者を探さがしに来た二人のエージェントは凍こおりついたまま、空に浮かぶ凧たこでも見上げるように巨獣の振り上げた腕を見つめていた。

　ぐしゃり、というおぞましい音。熟うれすぎた柿かきが地面に叩たたきつけられたかのように、二人の人間は一いつ瞬しゆんにして原形を失った。床ゆかに広がった赤黒い沼ぬまから、ねじ曲がった手足が生えているようだった。

「くっ……使徒を見たのは初めてでもねえだろうによ、馬鹿野や郎ろうがっ」

　二人を一振りで殺害した巨獣が肉にく塊かいの前にしゃがんだ。そして死体の腕を引き千切ると、口元に運び、かぶりついた。肉と骨ほねを食い千切る咀そ嚼しやく音が響ひびいた。

（食って……いるのか？）

　非ひ現げん実じつ的な光景だった。人間が怪かい物ぶつへと変へん貌ぼうし、一瞬にして三人の人間を殺さつ戮りくし、そしてその肉を食っている。

　リラフォードが巨獣に向けて拳銃を撃うつ。だが巨獣は残ざん像ぞうを残して消えていた。

「上だ、リラフォードさんっ！」

　巨獣は何の予備動作もなく飛び上がってリラフォードの銃弾を躱かわし、数メートルの間合いを一っ飛びに詰つめ、そのままの勢いきおいで鋭するどい爪つめの生えた手でリラフォードとギーエンに襲おそい掛かかった。その手にはナイフのような爪が並ならんでいた。

　薫の声にリラフォードはギーエンを後方に突つき飛ばすと、巨獣の腕が来るのと反対方向に跳ちよう躍やくした。届とどいたのは巨獣の指先だけだった。が、指先が掠かすっただけなのにリラフォードはテニス・ボールのように弾き飛ばされ、近くの木の扉とびらを突き破った。部屋の中で調度が目め茶ちや苦く茶ちやに壊こわれる音がした。

　あまりに非現実的な光景……だが薫はこの異い常じような光景をどこかで受け入れていた。なぜだかは分からない。こんな奴らもいるのかもしれない……そう思えたのだ。

　二匹の巨獣が薫たちの方を睨ねめつける。口の端はしから涎よだれが垂たれていた。

「俺の出番だな」

　真澄が前に出ると、錫しやく杖じようを胸むねの前でくるり回し水平に構かまえた。錫杖を青白い火花が走る。

「引っ込んでやがれ下法使いっ。てめえの手は借りねえっ！」

　ギーエンは空になった拳銃を捨すてると、両手を下に向けて軽く振ふる。シュッ、と布ぬの地じを擦こする音がし、ギーエンの両手にはアイスピックのように鋭く尖とがった細長い棒ぼうがそれぞれ握られていた。長さは五十センチほど。折り畳たたみ式になっているのだろう。ギーエンが手元のスイッチを押おすと、漢字の『山』の形に両サイドから短めの刺とげが出た。琉りゆう球きゆう古こ武ぶ術じゆつの武ぶ器き、釵サイだ。

「マジでいくぜ、クソ野郎っ」

　釵を構えるギーエンに巨獣はにたにたと笑っていた。そんなものが俺に効くものか……目がそう言っていた。巨獣はふざけるように短たん距きよ離り走そうのクラウチング・スタートの格好をする。

　真澄は半はん腰ごしになり、錫杖を床ゆかに立てた。

「全員、俺の回りに頭を低くしてしゃがめ」

「うっせえっ、てめえのクソ汚きたねえ術になんざ……」

　そこまで彼が喋しやべったところで、深津神父が薫とギーエンの襟えり首くびを掴つかんで床に伏ふせた。巨獣が走り出した。床に押し付けられた頬ほお骨ぼねに巨獣が床を走る振しん動どうが伝わってくる。まるで機関車がレールを揺ゆらして迫せまって来るような地響きだった。

　真澄が何かを呟つぶやいた。巨獣が走る音で聞き取ることはできなかったが、ただ一言『シルフ』という単語だけが聞こえた。風の精霊シルフだって？　それが何を意味するかを理り解かいする間もなく、薫は頬に風を感じた。

「ぎゃうっ！」

　獣けものそのものの悲鳴がすぐ側そばで響いた。赤黒い色をした液えき体たいが薫の顔にかかった。薫が顔を上げると廊ろう下かの景色が歪ゆがんでいた。透とう明めいのビニールのボールを半分に切った物が四人をすっぽり覆おおっている……最初はそう思ったが、そうではなかった。真澄の錫杖を中心に、風が物もの凄すごい勢いで渦うず巻まいていたのだ。

「おっと、こいつに触さわるなよ、薫。こいつは拳銃の弾たまも跳はね返すぜ。刃は物ものでできた扇せん風ぷう機きに手を突っ込むようなもんだ」

　巨獣が手を押さえて床をのたうち回っていた。床には赤い血が広がっている。「ありがとよ、シルフ」真澄が錫杖で床を軽く突くと、蝋ろう燭そくの炎ほのおを吹ふき消すように風でできたドームが消えた。ドームの軌き道どうに沿そって大理石の床が三センチも抉えぐられ、巨獣の手から流れる血が床に広がっていた。

　真澄は立ち上がり、錫杖をくるりと回転させて構える。青白い火花に照らされた真澄の顔には笑えみが浮うかんでいた。しかしそれはいつもの愛あい嬌きようのある笑顔ではない。教きよう皇こう庁ちようのエージェントとぶつかったときの挑ちよう発はつ的な笑みとも違う。彼の笑みはぞっとするような狂きよう気きを孕はらんでいた。手を切り刻きざまれた巨獣が危険を感じて背はい後ごに飛び退のく。真澄は構えもせずにそちらに歩き出す。

「お、おい、ここの警けい備びはエスクードの仕事だからよ……その、何て言うか……」

　真澄を追うギーエンは、彼の狂気に気け圧おされていた。

「黙だまってな、トゲトゲ。俺はこいつらを百万匹殺しても殺し足りないんだよ」先程リラフォードを弾き飛ばした辺りで二匹の巨獣が唸うなり声を上げながら肩かたを寄よせ合っていた。真澄は巨獣に錫杖の先せん端たんを向ける。青白い火花が先端に集まっていく。「床に伏せてた方がいいぜ。ちょっとばかり派は手でなのをかますぜ」

　ひっ、とギーエンが床にしゃがむのと、轟ごう音おんが廊下に響くのは同時だった。しかしそれは真澄の錫杖から放たれたものではなかった。真澄に傷きずを負わされた巨獣の下した顎あごが吹き飛んでいた。横の部屋にドアを突き破って弾き飛ばされたリラフォードが大口径の拳けん銃じゆうを握って立っていた。服の左肩がズタズタになり、血で真っ赤になっている。

　彼はずれた眼鏡めがねを直しながら言った。

「相あい棒ぼうを助けてくれた礼を言おう。だがギーエンの言う通り、これは私たちの仕事だ。引っ込んでいてくれたまえ」

　負ふ傷しようをものともせず、リラフォードは大口径の拳銃を片かた手てで撃うちまくる。銃じゆう弾だんは正せい確かくに頭部だけを狙ねらい、彫ちよう刻こくをするかのように削けずり、貫かん通つうし、形が崩くずれていく。巨きよ獣じゆうは頭をかばいながらリラフォードに向かって行くが、指の隙すき間まを通り抜けた銃弾が眉み間けんを貫つらぬくとぐらりと床に倒たおれた。それでもまだ死んではいないらしく身体からだをぴくぴくと震ふるわせていた。リラフォードはもう一丁の拳銃をスーツから抜ぬいて、マガジンにある弾丸を全すべて頭に撃ち込んだ。やっと巨獣は動かなくなった。

　残された巨獣は踵きびすを返してＴ字の方へ走り出した。

「まずいっ、あちらには教皇陛へい下かとレディ……」

　マガジンを交こう換かんしてリラフォードが後を追うが、負傷した彼と文字通り怪物的な身しん体たい能のう力りよくをした巨獣では、百メートル走の金メダリストを小学生が追うようなものだった。真澄も走り出すが、巨獣との距きよ離りはあっと言う間に広がって行く。

　巨獣がＴ字の角を曲がろうと方向を変えたそのとき、巨獣は何かにおののいたように急ブレーキをかけた。

　ひゅん、と風を切る小気味よい音が薫の耳に届とどいた。

　何かが一いつ瞬しゆんだけちらりと見えたかと思ったら、次の瞬間巨獣の頭部が吹き飛んだ。最初からそこに何もなかったかのように跡あと形かたもなく。ワン・テンポ遅おくれて赤い噴ふん水すいのように血を噴ふき上がらせながら巨獣の身体が崩れた。

「な、何だぁ？」

　真澄が足を止めて間の抜けた声を上げた。彼には、薫が一瞬だけ見えた『何か』が過よぎったことさえ認にん識しきできていなかった。

　カツン、と乾かわいた音がする。

　巨獣を一瞬にして絶ぜつ命めいさせた者が通路の先から姿すがたを現あらわした。それは男物のスーツを着た長身の女じよ性せいだった。年は二十代の半ば。日本人でないことは確かだが、国こく籍せきは分からない。紙かみ巻まき煙草たばこをくわえていて、煙けむりが静かに立ち昇のぼっていた。

（赤い髪かみ……？）

　最初、彼女の真っ赤な髪はあの巨獣の血で汚よごれたものと思ったがそうではなかった。至し近きん距離であの巨獣を仕し留とめ、噴水のように血が噴き上がる横を通ったのにも拘かかわらず、彼女は一いつ滴てきの血も浴びてなかった。
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　横でギーエンと長谷川司祭が唾つばを飲み込んだ。その顔には畏い怖ふと嫌けん悪おが入り混まじった負の感情が浮かんでいる。ギーエンが「化け物女め……」と呟つぶやいた。

　赤い髪の女は腰こしを曲げて巨獣の死体の腕うでを無む造ぞう作さに掴つかむと、ひょいとそれを放ほうり投げた。巨大な肉の塊かたまりが小石のように宙ちゆうを舞まった。血を撒まき散らしながら真澄とリラフォードの横を通り過ぎ、水切りの小石のように数回床ゆかをバウンドし、薫の足元でぴったり止まった。二百キロはあるこれをあの華きや奢しやな女性が投げたなど信じられなかった。それどころか、あれだけの銃弾を撃ち込んでやっと仕留めた巨獣を、あの女性は一いち撃げきで屠ほふったのだ。

「警備がなってないな」

　女が言った。凍こおりつくような声だったが難なん詰きつする響ひびきはない。ただ警備に不備があったという事実を述のべただけで、一いつ切さいの感情が籠こもっていなかった。それどころか目の前で起きたことに何の興きよう味みも覚えていないようだった。

「部屋から出られては困こまります。貴方あなたが来ていることはエスクードの者だけの秘ひ密みつです」

「お前に言われなくとも分かっている。用が済すんだらすぐに戻もどる」

　リラフォードの言葉を受け流し、女は真っすぐに薫の方へと歩いて来る。

　薫は息を呑のむ。とてつもない美人だった。おおよそ色気とは無む縁えんの格かつ好こうをしているのに、それがかえって艶なまめかしい。女は薫の前で立ち止まると、煙草を携けい帯たい灰はい皿ざらで揉もみ消した。

「小こ僧ぞう、お前が一番反はん応のうが速かった」

　先さき程ほどと同じ感情の籠もっていない冷たい声。だが、微かすかにではあったが瞳ひとみに興味の色が浮かんでいた。

「説明しろ。どうして人間のお前が、あいつらが使徒だと分かった？」

　薫は答えることなどできなかった。自分でもなぜ危き険けんを感じたのかは分からない。あの闖ちん入にゆう者しやを見ているうちに、身体の奥おく底そこから寒気が這はい上がって来るような感覚を覚えたのだ。

　薫の足が小こ刻きざみに震えていた。彼女の赤い唇くちびるがやけに艶かしく蠢うごめくたび、口の奥に鋭するどい二本の牙きばが覗のぞいていた。そして目の前にいるスーツの美女からも『使徒』と呼ばれた化け物と同じ寒気を覚えていた。

　いや、それを数百倍に濃のう縮しゆくしたような強きよう烈れつなまでの寒気を。
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　質しつ問もんに答えられない薫に興味を失ったのか、赤い髪の女性は踵きびすを返して来た方へと消えて行った。入れ替かわるように一階から騒さわぎを聞きつけたエージェントが到とう着ちやくした。巨獣の死体はエージェントたちによってどこかに運び去られた。エージェントたちが去ると、長谷川司祭が深津神父に言った。

「ナンバー13の抜け道の先にある人家から侵しん入にゆうしたそうだ。中庭にある出口を通り、そして三階まで外がい壁へきを上った」

「縁起の悪い数字ですな。何人やられました？」

「そこに詰つめていたのは四人。血の跡あとはあったが死体はなかった。別の仲間によって運び去られたのだろう」

　ギーエンが歯を噛かみしめて壁かべを殴なぐった。

「クソ野や郎ろうどもめっ！」

「落ち着くんだ、ギーエン」

「けどよリラフォードの旦那だんなっ、あいつら、晩ばん餐さん会のテーブルに並ならべるつもりで死体を持ち帰りやがったんだぜっ。俺の仲間を、まるでクリスマスに七面鳥を買って帰るみてえにだっ！」

「お前だけがやりきれない気持ちでいるんじゃない。……長谷川司祭。私は少しばかり怪け我がをしたようなので席を外させていただきます」

　とても『少しばかりの怪我』には見えなかったが、リラフォードはしっかりとした足取りで反対方向へと歩いて行った。

　薫たちは血ち溜だまりを越こえ、建物が十字に交差した場所にある尖せん塔とうの真下の部屋で止まった。長谷川司祭がドアをノックして「深津神父をお連れしました」と言うと、中から「入りなさい」という穏おだやかな声がした。ドアが開き、薫たちは部屋の中に招まねかれた。

　テレビ画面で何度も見た人物が微び笑しようを浮かべてソファに腰こし掛かけていた。第二百七十四代ローマ教きよう皇こう。七十を越えた老ろう齢れいで、健康状じよう態たいも常つね々づね取り沙ざ汰たされている。顔にはヨーロッパから極東の島国まで遥はる々ばる旅して来た疲つかれの色があった。

　部屋には他にも多くの人間がいた。薫の着ているのと同じ藍あい色いろの法ほう衣え姿の男たち──おそらくエスクードという機関のエージェントたち──が十人ほど。先程の一件けんのせいで、かなりぴりぴりとした雰ふん囲い気きを放っている。それから長谷川司祭と同じ位を示しめす法衣をまとった欧おう米べい人の神しん職しよく者しやが三人と、報ほう道どう官かんや事じ務む官かんといった風ふう体ていの者が数人いた。長谷川司祭とギーエンは法衣姿の男たちの列に加わった。

　教皇の正面にはドレスを着た十歳さいぐらいの少女が座すわっていた。藍色の法衣の男たちが醸かもし出す物々しい空気の中で、応おう接せつセットに座るその二人だけは中世のサロンから抜け出してきたような優ゆう雅がさがあった。一瞬、教皇の孫まご娘むすめかと思ったが、極きわめて当然のことながら教皇は結けつ婚こんをしていない。黄金の流れる川で染そめたような見事な金きん髪ぱつが、やや時代がかったドレスによく似に合あっていた。ついその少女に見とれてしまっていると、彼女が薫の方を向いて目で小さく挨あい拶さつした。薫は慌あわてるあまり、挨拶もできずに無作法に顔を逸そらしてしまった。

　顔の向きを変えた先に、ポツンとあの赤い髪の女性がいた。煙草たばこをくゆらせながら腕うでを組み、少女の方を真っすぐに見つめている。教皇と少女の周辺に柔やわらかな暖あたたかい空気が流れているのとは逆ぎやくに、赤い髪の女性の周りだけ空気が凍こおりついていた。

　薫の視し線せんに気づいた赤い髪の女性は薫の方をちらりと向く。しかし彼女は薫のことなどもう忘わすれてしまったかのように少女に視線を戻した。

「よく来て下さいましたな、深津神父。引いん退たいした貴方あなたを引っ張ぱり出して申し訳わけありません」

　健康状態の思わしくない教皇は側そばにいたエージェントに支ささえられながらも、満面の笑えみで立ち上がった。深津神父は深い礼をしてから進み出ると、教皇の前のテーブルにあの細長い木の箱を置き、跪ひざまずくと教皇の差し出した手を取って甲こうに口づけをした。

「実に十年も経たってしまったのですね。貴方がエスクードを退たい任にんされてから」教皇は木の箱に視線を送った。「そしてエスクードにこれの所有者がいなくなってから」

「私の生まれ育った国で五つ目の『ゲート』が発見されたというこの事態に、戦場に向かえないというのは遺い憾かんの限かぎりにございます」

「ご謙けん遜そんを。今でも貴方の名を聞くと、あの呪のろわれた者たちは震ふるえ上がると聞きますぞ」

「私は奴やつらの恨うらみを散々買っておりますので、私をその手で殺せる歓かん喜きに打ち震えているのでしょう」深津神父は苦く笑しようする。「十年というのは現げん役えきへの復ふつ帰きを不ふ可か能のうにする月日です。せいぜい囮おとりを務つとめるのが関の山といったところです」

「先さき程ほどの惨さん劇げきはモニターで見ました」教皇の顔に心から沈ちん痛つうそうな表情が浮かぶ。「奴らは私を狙ねらったのでしょうか？」

「おそらくは。ゲートのことに気づかれていたら、あんな小物など寄越さないでしょう」

「それはよかった。私のような老体にも囮としての価か値ちがあるのですな。老人同士、囮の任を務めるとしましょうか」

（えっ!?）

　薫は教皇の言葉を聞き違いしたと思った。教皇陛へい下かが囮だって？　まさか。だってあのお方は、現在生きている人間の中でキリスト教における最重要人物じゃないか。

「そうですな。代わりに私の二人の息子むすこがレディ・キィの御おん身みをお護まもりいたします。薫、真澄、こちらへ来い」

「は、はい……」

　薫はすっかり混こん乱らんしながらもそちらに向かおうとするが、真澄は動かなかった。「真澄さん……」彼を促うながそうとした薫はぎょっとする。彼の顔からすっかり血の気が失うせ、額ひたいには汗あせの玉が幾いくつも浮かんでいる。あの二匹ひきの怪かい物ぶつを前にしても──少なくとも表面上は──平然としていた真澄の顔が硬こう直ちよくしていた。それだけではない。真澄は今にも殴なぐり掛かかりそうな気配だった。真澄の放つ殺気にエージェントたちがざわめき始めるが、真澄はまったく意に介かいしていない。彼の視線の先にはあの赤い髪かみの女じよ性せいがいた。

「真澄っ」

　深津神父の鋭するどい声に真澄ははっとして教皇たちの方へと向かうが、視線は赤い髪の女性から離はなそうとしなかった。ほんの小さなきっかけがあれば爆ばく発はつしそうな雰囲気だ。しかし彼に睨にらみつけられる当の女性は真澄の方を向こうともせず、ただ金髪の少女を真っすぐに見つめていた。

　深津神父が木の箱を開いた。そこに入っていたのは剣つるぎだった。

「抜ぬいてみろ、薫」

「ここでですか!?　これ……真しん剣けんですよね？」

「そうだ」

　教皇をはじめ部屋中の人間が自分に注目していることに薫は気づき、言われるままに剣を手に取った。あれっ、と薫は驚おどろく。深津神父は重そうに抱かかえていたのに、アルミでできているかのように軽い。

　鞘さやから剣を抜いた。部屋にいた者たち、特に藍色の法衣を着た者たちが小さな歓かん声せいを漏もらす。ギーエンが「マジかよ、あの役立たずのガキんちょが……」と呟つぶやいた。すかさず隣となりにいた先せん輩ぱいのエージェントがギーエンの頭を叩はたいた。

　異い様ような剣だった。黒こく曜よう石せきを砕くだいて作ったナイフのように内側に歪わい曲きよくした刃やいばの面めんが幾いくつも連なって凸凹でこぼことしている。だが間違いなく金きん属ぞくを打ち出して鍛たん造ぞうしたものだ。よく見ればそれぞれの刃の面に刃は文もんが浮かんでいる。金属の板を何度も折り返して造つくる日本刀にしか見られないものだ。いったいどうやってこんな剣を造ったのか想そう像ぞうもつかなかった。

「十年ぶりにエスクードにブラディミールが戻もどって来たというわけですな。薫君、聖せい女じよのことをよろしくお願いします」

「あ、あの、でも僕はいったい何をするのかさっぱり……。ゲートだとか、エスクードだとか、今日初めて聞くことばかりで……それにあの怪物も……」

「君はまだ詳くわしいことを聞かされていないのでしたな。ですが我わが子よ、これだけは覚えておきなさい。我々キリスト教徒の務めとは、つまりは聖女の御身を奴らから護ることにあるのです。ゲートを閉とじたままにしておけるただ一人の存そん在ざいを……。ゲートが発見されたこの地にブラディミールの剣士が生まれ落ちていたのは、きっと神が紡つむいだ運命なのでしょう」

　教皇は薫の身体からだをそっと抱だくと、金髪の少女の方を向いた。そして教皇が取った行動に薫は度ど肝ぎもを抜かれた。神の代理人であるローマ教皇が金髪の少女の前に跪ひざまずいたのである。教皇は少女の手を取り、唇くちびるを寄せた。

「聖女よ。貴方あなただけに重い十じゆう字じ架かを背せ負おわせねばならぬこの身の力のなさをお許ゆるし下さい」

「気になさらないで、教皇様。わたしが先代のレディ・キィからこの任を受け渡わたされたのはきっと運命だったのです。その青年がブラディミールの剣士に選ばれたように」

　少女が立ち上がった。柔やわらかな金髪が美しく揺ゆれる。少女は薫の目の前まで来てにっこりと微笑ほほえんで言った。

「ソフィア・リヴィエールと申します。ですが、わたくしは八歳さいのときから親から貰もらった名前ではなく、レディ・キィと呼よばれております。どうぞそうお呼びください。『門ゲート』の『鍵キイ』であることがわたくしに課せられた使命なのですから」

「あの、僕ぼく、深津薫です。よろしくお願いします」

　外見は十歳にしか見えないが、美しい英国クイーンズ・英語イングリツシユを話す彼女は洗せん練れんされた淑しゆく女じよだった。薫はどうにか彼女の手の甲こうに口づけをした。薫の顔が赤くなっていた。

　教皇は真澄に挨あい拶さつをすると、「では私は明日からの外交の準じゆん備びがありますので、これで失礼させていただきますよ」と部屋を出て行った。

　ドアが閉しまったのと同時に、どすっ、とあまり品のよくない音がした。教皇を見送るために深々と頭を下げていた薫が振ふり返ると、先さき程ほどまで脚あしを揃そろえてちょこんとソファに座すわっていた少女が、裾すその長いスカートがなければ大変なことになるほど脚をおっ広げて座っていた。

「ねえ、レイニー。この子が噂うわさのブラディミールの剣士だって言うの？　冗じよう談だんでしょ？　この子ったら何にも知らないじゃない」

　ギーエンほどではないが、かなりブロークンな英語である。それを喋しやべっているのが完かん璧ぺきな英国英語を披ひ露ろうした少女であると薫の認にん識しきの中で結び付くまで少しばかり時間を要した。

「いや、冗談ではない」赤い髪の女性がソフィアに答えた。「その剣は、剣が所有者と認めた人間以外には絶ぜつ対たいに抜けないし、抜き身の剣を持とうとしようものなら大怪け我がをする」

「身勝手な剣ねー。ま、わたしはレイニーがいてくれれば他の連中はどうだっていいんだけど。とりあえずよろしくね、薫」

　あまりの豹ひよう変へんぶりに唖あ然ぜんとする薫の気持ちを代だい弁べんするようにギーエンが言った。

「ったく、このガキんちょのどこが聖女様だっつーの」

　パン、パン、と続けざまに両側から先輩エージェントがギーエンの頭を叩はたいた。ソフィアがギーエンに向けて舌したを出した。ギーエンは中指を立てて応戦するも、すかさずもう一発ギーエンの頭が叩かれる。

　しかし、心なしか手て加か減げんして叩いたように見えたのは、ギーエンの意見そのものに賛さん同どうできぬこともないからかもしれなかった。




　　　　◇




「私どもは一度教会に戻もどります。息子むすこたちに話しておかねばならぬことがありますので」

「自分が何をやらなくちゃならないかぐらい、来る前にちゃんと勉強させといてよね。一いち応おうはブラディミールの剣けん士しなんだからさ」

「承しよう知ち致いたしました聖女よ。それではまた明日、打ち合わせ通りに」

「はいはーい。ゲートに行けばいいんでしょ」

　深い礼をする深津神父に、ソフィアはあさっての方を向いていい加減な返事をした。薫たち三人と送そう迎げいを命じられたギーエンが部屋を出ようとすると、あの赤い髪かみの女じよ性せいも部屋の出口へと歩き出した。部屋にいたエージェントたちが数歩下がって道を開ける。だがそれは敬けい意いから行った行動ではなく、自然に身体からだが彼女から逃にげようとしてしまっているようだった。

「じゃあな、ソフィア。わたしもそろそろ失礼する」

「うん。朝には帰って来てくれるわよね？」

　ソフィアは赤い髪の女性に抱だき着いた。赤い髪の女性はかなり身長が高いので、彼女の腰にしがみつくような格かつ好こうになる。彼女が「いつもの通りだ」と素そっ気けなく答えてソフィアの頭に手を置くと、聖女の微び笑しようとはいかないが、ソフィアは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

　やっとソフィアに解かい放ほうされ、赤い髪の女性が薫たちの前を通り抜ける。

（あれ……？）

　いつの間にか彼女から感じた寒気がぴたりと収おさまっていた。まるでガラスの箱に閉とじ込こめてしまったかのように。

「違いが分かるか？」

　赤い髪の女性が薫の前で足を止めた。薫が頷うなずくと赤い髪の女性はほんの数秒だけ答えを待つような素そ振ぶりを見せたが、薫から答えが返ってこないと分かると「外出するのでな」とだけ言って廊ろう下かの先へと歩いて行った。

　その先には窓まどガラスのない槍型ランセツトの窓があった。彼女はそこに手を掛けると、ガードレールを飛び越すかのように窓の外へと飛び出してしまった。

「こ、ここって三階！」

　しかもどの階も普ふ通つうのビルよりずっと天てん井じようが高いので優ゆうに五階分の高さがある。薫は窓まど際ぎわに駆かけ寄よったが、夜の闇やみに溶とけ込んでしまったかのように彼女の姿すがたは見えなかった。外がい壁へきを伝って侵しん入にゆうされたことで厳げん戒かい態たい勢せいのはずなのに、中庭にいる者たちが彼女が飛び降おりたことに気づいた様子はない。

「あの生き物たちは接せつ近きんし合うと、人間と変わらぬ姿をしていても同族であることがお互たがい分かるらしい。どうやら彼女は、何らかの方法でそれを断たってから外に出たようだな」深津神父が隣となりに来て言った。「彼女は何も変わってないのだな……いつも夜になるとどこかに消えてしまう」

「どこへ行ったんですか？」

「さあ……どこだろうな」

　深津神父は苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。とぼけているふうではない。子こ供どもに「宇う宙ちゆうの果てはどうなっているの？」と聞かれた親が困こまり果てているような感じだった。

「あの、僕もさっきあの怪物たちが出て来たとき……」

　そこまで喋しやべったとき、真澄が乱らん暴ぼうに薫の腕うでを掴つかんだ。

「行くぞ、薫！」

「だ、だけど……」

「あの女に近づくんじゃないっ」真澄は有う無むを言わせず遮さえぎった。「あいつはお前が関かかわっちゃいけない女だっ」




　　　　◇




　ナフィタジア教会に戻る車の中の空気は重かった。薫は訊たずねたいことが山ほどあったが、とても聞ける雰ふん囲い気きではなかった。

　備そなえ付けられたテレビでは、教きよう皇こうが総そう理り大臣との面会を求めてきたとのニュース速そく報ほうが流れていた。信じ難がたいことだが、教皇の来日は『レディ・キィ』がバチカンの外に出たことを『奴やつら』の目から逸そらすためのフェイクらしい。そして薫は彼女が『ゲート』とやらに行く護ご衛えいをさせられる……薫がどうにか理り解かいできたのはそこまでだった。

　車に戻りやっと詳くわしい話を聞けるかと思ったらこれである。真澄と深津神父は沈ちん黙もくの中で刃やいばをぶつけ合っているようだった。

　真澄の態度がおかしくなったのは、長谷川司祭からゲートとやらがこの地にあると聞かされてからだった。真澄は教皇に関連した何かが任にん務むだと勘かん違ちがいしていたが、それがレディ・キィとゲートに関したものだと知って態度を硬こう直ちよくさせた。そしてあの赤い髪かみの女じよ性せい。彼女に向けられた真澄の敵てき意いには凄すさまじいものがあった。

　だいぶ教会が近づいて来た頃ころ、深津神父がやっと口を開いた。

「薫、今日一番脅きよう威いを感じたのは誰だれだ？」

　真澄のことをちらりと見ると、彼は口を堅かたく結んで窓の外を見ていた。薫は少し躊躇ためらってから答えた。

「あの二匹ひきの怪かい物ぶつも恐おそろしかった。僕は真澄さんやリラフォードさんとは違って動くことさえできなかった。でも、それよりもあの赤い髪の女性が恐ろしいと思いました」

「正解だ。彼女がその気になれば、あの部屋にいたエスクードの者たちは一分で全ぜん滅めつする。お前と真澄が加わればもう一分ぐらいはもつかもしれないがな」

「僕に会わせるとおっしゃっていた『とある人物』とは彼女のことですか？」

　深津神父はにやりと笑った。

「お前はいい生徒だ。ローマ教皇が私たちと面会すると言っても、そのローマ教皇よりも重要な少女を護まもれと言っても、すぐに納なつ得とくなどできなかったことだろう。だが彼女の存在感プレゼンスは百万の言葉よりも雄ゆう弁べんにお前に教えてくれたはずだ。この世界にはああいう生物が混まじっている。あの二匹の侵入者は予定外だったが、まあ、分かりやすかっただろう。教皇庁ちようはああいう連中と戦っている」

「ギーエンさんが『化け物女』と言っているのを聞きました」

「その言葉の通り、彼女は化け物なのだよ。間違えても彼女に喧けん嘩かを売ったりするんじゃないぞ。確かく実じつに死ぬことになる。彼女は自分の邪じや魔まをする者に一いつ切さいの容よう赦しやをしない」深津神父は唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑いながら、額に刻きざまれた深い傷きずをさすった。「一人だけ彼女に情なさけをかけてもらった馬ば鹿かな男がいたがな」

「私を牽けん制せいしているおつもりですかっ！」真澄が怒ど鳴なった。

「そうだ。彼女は仲間だ。いや、リーダーと言うべきだな。お前たち四人は彼女の指し示じの元でレディ・キィを護ることになる」

「冗じよう談だんじゃないっ。『殺さつ戮りくのレイニー』『裏うら切ぎり者レイニー』『堕だ天てん使しレイニー』。あの女に冠かんされた渾あだ名なはロクでもないものばかりだっ。なんでバチカンがあの女を飼かっているのか俺には理解できないっ」

「彼女は飼われるような女性じゃない。目的が一いつ緒しよだから手を組んでいるに過すぎない。むしろ我々が手を借りていると言った方が正確だろう」

「それは教皇庁に対する侮ぶ辱じよくですっ」

「お前からそんな敬けい虔けんな言葉が聞けるとは嬉うれしいぞ。だが真澄よ、一つだけ重要な渾名が抜けておる。『鍵かぎの番人レイニー』。レディ・キィがいるところ、いつも彼女がいる。歴代のレディ・キィを『奴ら』に奪うばわれないで済すんでいるのは彼女の力に因よるところが大きいと歴代の教皇陛へい下かも認みとめている……非ひ公こう式しきにだがな。お前が奴らを憎にくむのは分かるが、奴らの『裏切り者』であるのなら我われ々われの味方ということじゃないのかな？」

　真澄は不ふ貞て腐くされたようにまた窓まどの外に顔を向けた。

「レイニーさん……というんですか？」

「やはり奇き妙みように聞こえるか、雨降りレイニーという名は」

　薫は何と答えていいか分からず、「はあ……まあ」などと言葉を濁にごした。外は空気が湿しめっていた。流し放しになっていたテレビの天気予報が、明日から数日間は雨になるだろうと言っていた。

「『向こう側』ではどういう意味かは知らぬが、それが彼女の名のようだ。『奴ら』は名字を持たない」

「向こう側？」

「オヤジさんっ、これ以上話すのはやめてくれ！」真澄が声を荒あららげて会話を遮さえぎった。「薫をこの任にん務むから外して下さい。こいつには危き険けんすぎる。レディ・キィがバチカンから外に出たことが分かったら、こちら側の世界に残った奴らが一いつ斉せいに襲おそって来る」

「だからこそ薫が必要なのだ。我々の使命とは結局のところそこに集約する。では何かな？　お前のように使徒を二十人ばかり焼き殺して両親の仇かたきを討うてたと溜りゆう飲いんを下げているような人間になれと？」

（両親の仇!?）

　神父の言葉の内ない容ようもさることながら、神しん職しよく者しやとは思えぬあまりにも辛しん辣らつな口調に薫は言葉を失う。真澄は立ち上がって叫さけんだ。

「神父！　俺はあんたのことを本当のオヤジだと思っている。だけどそのことは二度と口にしないで欲ほしいっ」

「すまぬ。私もつい感情的になってしまった。だがさっきも言ったように、薫のことは薫に決めさせる」神父は薫の方を向いた。「決めるのだ薫。あの者たちと戦って世界の秩ちつ序じよを護るか、それとも別の道を行くか。真澄の危き惧ぐに誇こ張ちようはない。お前の初仕事になるかもしれぬ任務は、私が想定していた中で最悪のものだ。だから強きよう制せいはしない。断ことわったとしても私とお前の関係は変わらない。お前がナフィタジア教会に来たときから、お前は私の息子むすこだよ」

「……彼女は何歳ですか？」

「どっちの『彼女』だ？」

「ソフィア様の方です」

「ふむ、そっちか。さすがに私もレイニーに年ねん齢れいを訊たずねる度ど胸きようはなかったからな」深津神父は過か去こを懐なつかしむような顔をしたが、真澄の視し線せんに気づいて真ま面じ目めな顔に戻もどった。「十一、いや、もうすぐ十二歳さいになると思った。それがどうかしたのか？」

「彼女はあの化け物たちに狙ねらわれているのですね？」

「如い何かにも。『奴やつら』の手に奪うばわれれば彼女は殺される。そして我々の世界には闇やみが訪おとずれる。だから彼女は八歳のときレディ・キィと判はん明めいして教きよう皇こう庁ちように保ほ護ごされて以来、ほとんどの時間をバチカンの最深部の小部屋で過ごしている」

「あの化け物たちの手に渡わたれば殺されることを彼女は？」

「もちろん知っている。彼女は自分がどういう運命を背せ負おわされたか完全に理解しているはずだ」

「ならば答えは決まっています。キリスト教には僕ぼくの知らない別の顔があるようですが、あの子を護ることは僕の信じた神の道から外れていません。僕があの化け物たちと戦えるかは分かりませんが、彼女は護ってみせます」

「お前はそう答えると思っていた」

　それっきり誰だれも喋しやべらなかった。真澄は窓の外を向いたまま片かた手てで顔を覆おおっていた。対向車線を走る車のライトが照らすたびに、真澄の頬ほおに涙なみだが伝っているのが見えた。




　　　　◇




　ナフィタジア教会に着くと、真澄は何も言わずに自分の部屋に消えてしまった。薫は深津神父の後をついて教会の礼れい拝はい堂どうに向かった。あの剣つるぎの入った木の箱は薫が抱かかえている。

　神父は胸むな元もとに手を入れて首に下げていた鎖くさりを引っ張ぱり出した。十じゆう字じ架かと一いつ緒しよに鍵が鎖についていた。

　礼拝堂の奥おくの控ひかえ室しつには地下に通じる扉とびらがある。いつも施せ錠じようされていて、子こ供どもの頃から地下で遊ぶことは禁きんじられていた。幼おさない頃に薫と真澄は、神父が隠かくしていた鍵を探さがし出してこの中でかくれんぼをしたことがあった。神父は二人を地下室から引っ張り出して恐おそろしい顔で二人の頬を殴なぐった。感情のままに神父が手を上げたのはあのときだけだった。以来神父はここの鍵を首から下げていた。

「奴らとの戦いの中で私が積み上げた全すべての経けい験けんと知ち識しきをお前に引き渡してやりたいが、夜はそれを許ゆるしてくれるほど長くはない。奴らとはいったい何であり、そして我々は何をしなくてはいけないかを話そう。後はお前が周囲の者たちから吸すい上げ、積み上げていくのだ」

「はい」

　鍵を開き、燭しよく台だいの蝋ろう燭そくに火を灯ともし、二人は地下へと降おりて行った。

　長い階かい段だんを降りて地下のフロアに着くと、湿しめった空気と黴かびの匂においのせいで鍾しよう乳にゆう洞どうに迷まよい込こんだような気がした。薫が手にした炎ほのおが通路を照らす。両りよう脇わきには幾いくつもの扉が並ならんでおり、光の届とどかない所までどこまでも続いていた。子供の頃だから広く見えたのだとばかり思っていたが、おそらく敷しき地ちよりも遥はるかに広大なスペースが地下に広がっている。

　神父は黙だまったまま顎あごに片手をあてている。こういうときの神父は、どういう順番で説明すれば相手の理解が易やさしいか考えているのだ。

「……あの怪かい物ぶつは悪あく魔まなのでしょうか？」

　薫はやや躊躇ためらいがちに訊たずねた。薫は悪魔の存そん在ざいを信じている。神の存在を肯こう定ていしたとき、それとポジとネガの関係にある悪魔も肯定することになる。だがしかし「あれは悪魔だ」と言葉にしてしまうと、あまりに薄うすっぺらく聞こえた。

「そうだな。そこから説明するのがよいだろう」神父は顎から手を放した。「教皇庁の公式名めい称しように従したがうならあの怪物たちは『魔族EVIL RACE』だ。だがあまり声こわ高だかに口にする言葉ではないので、単に『奴らTHEY』と呼よぶことが多い。汚けがれし者たちの呼び名を英語にしたのは、イギリス国教会がローマ・カトリック教会と袂たもとを分かってからだという。悪くない冗じよう談だんだな」

「どのような生き物なのですか？」

「世間一いつ般ぱんのいわゆる悪魔という概がい念ねんとさほど掛かけ離はなれてはいない。いや、それは逆ぎやくだな。伝でん承しようや奇き譚たんの中で人間に残ざん忍にんな行いをする異い形ぎようの怪物たちは無知なる時代の想そう像ぞう力の産物ではない。我々は人間が実じつ際さいに奴らから受けた仕打ちを歴史から消し去ろうとしたが、隠いん蔽ぺいしきれなかった記き憶おくの残ざん滓しなのだ。隠蔽の過か程ていでキリスト教は敢あえて血ちなまぐさい狂きよう信しん者しやの汚お名めいを着ることを選んだ。十字軍、魔女狩がり、数多あまたの宗しゆう教きよう裁さい判ばん……世間は我々を好戦的な宗教団だん体たいと思っていることだろう。我々が人類に対して好戦的だったことなどないのだがな」

　そこまで喋ったところで神父は足を止めた。錆さびついた鉄の扉があった。両開きの扉には大きな錠前が付けられていた。神父は鍵を差し込み、回した。軋きしむ音を立てながら錠前が外れた。

　そこは武器庫だった。大小の剣、斧おの、槍やり、弓……どれも前時代の武器で、火器の類たぐいはまったくない。異い常じような光景だと思った。ここにあるのは『身を守る』ためや『習練』のための物ではない。強力な殺さつ傷しよう力に重きを置いた、生物の命を絶たつための物だ。

　部屋の中央にはテーブルと椅い子すが置かれていた。神父は燭台をテーブルに置いて椅子に腰掛けた。薫も剣の箱をテーブルに置いて神父の正面に座すわった。

「私はエスクードに在ざい籍せきする間、奴やつらを捕ほ食しよく者と認にん識しきすることにしていた。お前も見ただろう？　奴らは人間を食らう。肉を漁あさり、血を啜すする。我われ々われの血も肉も骨ほねも奴らにとってはディナーに並ならべる食材にすぎない。奴らは本来は切り離された所にいるべき生物、人間を踏ふみ付けて生せい態たい系けいの頂ちよう点てんに立ってしまう生物なのだ。奴らと戦っていくのなら、そう認識しておけ。『奴らは自分を食らう、虎とらや獅し子しの類いだ』と。その方がまだ奴らが怖くなくなる」

　薫は唾つばを飲み込んだ。虎や獅子と認識した方がまだ楽だと言うのだ。

「……そいつらは本来はゲートの『向こう側』に住んでいたということですか？」

「その通りだ。教きよう皇こう庁ちようはユダヤ教の時代からゲートを護まもり続けてきた。しかし一千年前、我々は使命を果たせなかった。奴らの住む『向こう側』と我々の世界をつなぐゲートの一つが何者かの手によって開かれた」

「日本で見つかったのは五つ目のゲートだとおっしゃってましたが？」

「全部で六つあると言われている。一千年前に開かれたのはバチカンにあるゲートだ。その後にヨーロッパを中心に起こったであろう惨さん劇げきは歴史の改かい竄ざんによって闇やみに葬ほうむり去られ、断片的な記録と世界各地に残る伝承でしか分からない。しかし暗黒の時代であっただろう。奴らの支し配はいは数十年にも及および、その間、人間は奴らに食われるためだけに繁はん殖しよくさせられる家か畜ちくだった。多くの人間が『食用』の焼き印を押おされてゲートの向こうに連れて行かれたという」

「地じ獄ごく……なのですか。その向こうは？」

「さあな。公式見解はない。ゲートの向こうが如い何かなる世界なのか、如何なる物理法ほう則そくで動いているかに教皇庁は興きよう味みを覚えていないのでな。専もつぱらそれを研究しているのは魔ま術じゆつ師し連中だ。なにせ魔術の源みなもとは向こう側にあるそうなのでな。そこらへんも我々と魔術師協会が犬けん猿えんの仲なのの理由の一つだろう。真澄が言うには面おも白しろいことに二つの世界の物理法則とは……」

　深津神父は言葉を切って「脱だつ線せんしてしまったようだな」と苦く笑しようした。

「数十年の暗黒の時代を乗り越こえ我々の祖そ先せんはゲートを閉とじることに成功したが、支配されている間にゲートの位置を喪そう失しつしていた。六つのうちの四つまでは一千年の間に発見し、教皇庁の管理下に置かれている。ゲートが閉じられてこの世界に残された向こう側の住人は再ふたたびゲートを開こうとし、我々は決して開かせないために戦いは続いている」

「そして五つ目の場所を記しるした紙し片へんが発見された……」

　深津神父は頷うなずいて、この部屋の扉とびらにはまっていた錆さびだらけの錠じよう前まえをテーブルに置いた。

「一千年もの長き間放置されていたゲートは、この錠前のように封ふう印いんが弱っているはずだ。決けつ壊かい寸すん前ぜんの堤てい防ぼうのように。弾はじけ飛ぶ寸前まで膨ふくらんだ風船のように。一いつ刻こくも早く施せ錠じようし直さねばならない。それをできるただ一人の人物が彼女だ。いつの時代もこの世界のどこかに門の鍵である女性が存そん在ざいしている。彼女が死ねば、どこかで別の誰だれかがその宿命を与あたえられる。どういったわけか常つねに女性なので『レディ・キィ』と呼ばれている」

「それがエスクードの使命ということですか……世界のどこかにいるレディ・キィを保ほ護ごし、ゲートのメンテナンスをして、魔ま族ぞくたちと戦う……」

「エスクード・セクションが全すべてを担になっているわけではない。『盾エスクード』の名めい称しようが示しめすようにバチカンに於おける親しん衛えい隊たいのようなもので、レディ・キィの護衛も務つとめる。真澄の所しよ属ぞくしているマレウス・セクションは世界に散って魔族を狩かる攻こう性せいの組そ織しきだ。だが同時に『エスクード』というのは教皇庁の対魔族の機関の総称でもある。我々はこの世界の盾なのだ……。お前は本当に理解の早い、いい生徒だ。残念ながら一つ抜ぬけているものがあるがな」

「えっ……どういう意味ですか？」

　神父は答えず、箱を開いて剣つるぎを取り出した。薫は片手で楽に持てたというのに、神父は両手でも重そうだった。

「抜いてくれ。この剣の所しよ有ゆう権けんはもう私からお前の手に移うつってしまっている」

　薫は剣を受け取って鞘さやから抜く。やはりハリボテのように軽い。だがその剣の放つ鈍にぶい輝かがやきは尋じん常じようなものではない。

「見ていろ」

　薫の手から神父が剣を取った瞬しゆん間かん、柄つかを握にぎった神父の手に火花が走った。剃刀かみそりを鷲わし掴づかみにしたかのように手の内側が裂さけて血が噴ふき出した。

「神父！」

「この通り、この剣は所有者以外に使われることを拒きよ絶ぜつする。前任者であってもな。ソフィア様がおっしゃっていたように、実に身勝手な剣だよ」深津神父は苦く痛つうに顔を歪ゆがめながら剣をテーブルに置いた。「しかしこの『ブラディミール』は教皇庁に伝わる武具の中で最高の逸いつ品ぴんと称される剣だ。千年前にゲートが開かれたとき、これの所有者だった騎き士しは数多くの魔族を斬きってゲートを閉とじることに成功したという。以来この剣はエスクードの象しよう徴ちようとなっている」

「で、ですが、いったいいつ僕ぼくがそれに選ばれたというのですか？　僕はこの剣に触ふれるのはもちろん、見るのだって初めてなんですよ!?」

「いや、一度だけ触れている」

「でも僕は……」

「子こ供どもの頃ころの話だ。覚えていないのだろう」

　確たしかに薫は幼おさない頃のことをよく覚えていない。本当の父と母の顔を思い出そうとしても、霧きりの立ち込めた道で迷まようかのようにいつもそこにたどり着けなかった。

（だけど……）

　それよりも気になってしまうことがあった。自分が両親を亡なくして深津神父に引き取られたのは十年ほど前と聞いている。そして今日聞いた話では、それと神父がエスクードを引いん退たいしたのは同じ頃ということになる。

（神父は最初から僕をブラディミールの後こう継けい者しやにするつもりで武ぶ術じゆつを教え込んだのだろうか……）

　薫に芽生えた疑ぎ惑わくは、まるで神の存在に疑惑を覚えてしまったかのように薫の胸むねに鋭するどい痛いたみと共に突つき刺ささった。

「どうかしたのか？」

「い、いえ、何でもありません。ただこの剣が何だか怖こわくて」

　薫は話を逸そらした。しかし嘘うそというわけではない。薫は中学生のとき一度だけ、剣道部の顧こ問もんが持って来た日本刀を見たことがあった。あのときは誰もが真しん剣けんの輝きに圧あつ倒とうされ抜き身の刀を持つことができなかったが、このブラディミールと比くらべるとまるでペーパー・ナイフに思えた。
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「そうだな。魔ま導どうの力を帯びているのは間ま違ちがいない。だが使わねばならぬ。この剣は奴やつらの再さい生せい能のう力りよくを封ふうじながら肉を斬り裂くことができる対魔攻性を持っている。逆に言うと、普ふ通つうの刃物では斬ったそばから傷きずが塞ふさがっていってしまい、見た目には傷がつかないように映うつるのだがな」

「ですがリラフォードさんは拳けん銃じゆうで『奴ら』を倒たおしました」

「エスクードの使う銃だ。銃じゆう弾だんに加工はしてあろう。だが問題はそこではない。正確を期するなら、お前が見たあいつらは『奴ら』ではない」

「どういうことです？」

「聖せい堂どうを襲おそったあの二匹ひきはゲートの向こうからやって来た魔族ではない。魔族たちは人間を牙きばと血によって、絶対服ふく従じゆうする奴ど隷れいとする。その代だい償しように驚きよう異い的な身体能力と長い寿じゆ命みようを得る」

「それが『使徒APOSTLE』……ですか？」

「正式名称ならな。ゾンビでもヴァンパイアでも構わん。それらもまた奴らの記き憶おくの残ざん滓しが変形したものだ。あの二匹は元はこの世界に生まれ落ちた同どう胞ほうだが、魔族の配下に収おさまった連中を『元は人間だ』なんて思うな。奴らは肉体を作り替かえられたときに主人と同じ嗜し好こうになるのだ。奴らが殺した人間をどうしたか見たであろう？　同胞の血肉を食らった時点で、人間は人間ではない。しかし薫よ、本物の魔族を今日あの二匹に毛が生えた程てい度どだなんて考えるなよ。あいつらは所しよ詮せん眷けん属ぞく。本物の魔族は桁けたが違う」

　神父はまたブラディミールを手に取った。剣は神父を拒きよ絶ぜつして神父の手を切り裂く。傷は手首だけでなく腕うでまで伸のびていくが、神父は血にまみれた手でしっかと剣を握り締しめたまま薫を見つめる。

「鍵かぎの機能とは何だ？」

　唐とう突とつに話題が変わったもので、薫は「え？」と聞き返す。

「先程の話の続きだ。エスクードの使命に一つ答えが抜けているという話の」

　薫は今日一番の寒気を覚えた。自分の顔が強こわばっていくのが分かった。

　鍵の機能は閉じるだけではない。

「やはりお前はいい生徒だ。そう、鍵は扉とびらを開くこともできる。こちらの世界に残された奴らは、我われ々われからレディ・キィを奪うばって再ふたたびゲートを開こうとしている。彼女の心しん臓ぞうを生きたまま抉えぐり出してその血をゲートに捧ささげると、再び向こう側とこちら側の垣かき根ねは取り払はらわれる。彼女は諸もろ刃はの剣なのだ。だから彼女は狙ねらわれる」

　神父は抜き身のブラディミールを薫に差し出した。

「結局は同じことなのだ。もし彼女を護まもり切れないと思ったときは、躊躇ためらうことなく彼女を殺せ」








　ＡＣＴ．３　バビロンのゲートGATE OF BABYLON




　最悪から二番目の組み合わせだ……と薫かおるは思った。

　高速道路を走る車は、薫と真ま澄すみが後部座ざ席せきに乗りギーエンがハンドルを握にぎっている。もちろん最悪なのはレイニーと真澄が同じ車に乗り込みその間に自分が挟はさまれることだが、彼女は前を走る車の後部座席にソフィアと並ならんで座すわっている。

　舌ぜつ禍かの権ごん化げのような真澄は朝から一言も喋しやべらず、錫しやく杖じようを握り締しめて前を行く車を睨にらみつけている。だがハンドルを握るギーエンは機き嫌げんが悪そうではなく、カー・ステレオから流れる音楽に軽けい快かいにリズムを取っていた。ガンズ・アンド・ローゼスがカヴァーした「悪あく魔まを憐あわれむ歌」だ。パンクには分類し難いバンドだし、敬けい虔けんなゴスペル・ミュージシャンの極北に位置している。ギーエンはパンクスとしても教きよう皇こう庁ちように属するエージェントとしても許きよ容よう範はん囲いが広いようだ。

　翌よく日じつになって薫たちはまたあの抜ぬけ道を通ってスオンジアンティ聖せい堂どうに集まった。教皇が報ほう道どう陣じんに囲まれながら物々しく聖堂を後にすると、三十分ほど時間をみてから本当のＶＩＰがこっそりと抜け出した。

　ソフィアと五人の護ご衛えいは平へい凡ぼんな二台の中型国産車に分乗してゲートのある地へと向かっていた。都内にある、とだけしか薫は場所を聞いていない。教皇が囮おとりの外交をしている影えい響きようであちこちに検けん問もんが置かれており、膝ひざの上に布ぬの袋ぶくろに入ったブラディミールがある薫は顔を蒼あおくしたが、前の車を運転するリラフォードが一言二言何かを言うと、途と端たんに警けい察さつ官かんは畏かしこまって二台の車を通してくれた。薫が考えている以上に教皇庁はこの国に影響力を持っているらしい。

　前を行く車にソフィアの横顔が見えた。まるで東京見物に来た旅行客のように、あちこちを指さしながら楽しそうにレイニーに話し掛かけている。弾はじけるような笑え顔がおはただの十一歳さい……もうすぐ十二歳の少女だった。

（護まもりきれないならば、あの子を斬きれと言うのか……）

　薫は急に膝の上の剣つるぎが重くなった気がした。気持ちの整理はまるでついていなかった。敵てきの手に渡わたればゲートを開くために彼女は殺されることになるのだから、そうなる前にこちらの手で殺してやる……結局は同じことなのだから。

　理り屈くつは理り解かいできる。だがそれをできるかは別問題だ。

　自分はそんなことをさせられるために育てられたのだろうか？

　結局のところそこに行き着く。『ゲートを開かせないためには幼おさない少女を殺さなければならないときもある』というのは薫の中ではまだ具体性を持っていない。怪かい物ぶつの存そん在ざいを知ったのも昨夜のことなのだ。だがそれを自分にやれと父親同然の人物が口にしたことがずっと薫の心をかき乱みだしていた。深ふか津つ神父に聞きたいことはまだ山ほどあったはずなのに、そのことを言い渡されてから薫は神父の顔を見られなかった。

「あの、ギーエンさん。聞いていいですか？」

　薫はハンドルを握るギーエンに話し掛けた。真澄は話し掛けられる雰ふん囲い気きではない。

「おう、いいぜ。先せん輩ぱいとして俺おれが色々と心こころ構がまえを教えてやらぁな」

「皆みなさんもいざというときには……」

　薫は自分が馬ば鹿かな質しつ問もんをしようとしていることに気づいて言葉を飲み込んだ。自分だけがその指令を受けているはずはないし、それよりも「ああ、そんときにゃ殺すよ」と返答されるのが怖こわかった。

「んだよ、早く言えよ」

「あ、いや、その……ソフィア様はずいぶんとレイニーさんと親しそうですね？」

「時間がありゃあ、いつもあの化け物女とくっちゃべってるぜ。バチカンに保ほ護ごされたときからずっとあの女が側そばにいるから懐なついてんじゃねえの？」

　乱らん暴ぼう極きわまりない言こと葉ば遣づかいだが、ソフィアに対して悪意があるふうではない。

「ソフィア様は知っているんですか？　レイニーさんが、その……人間ではないことを」

「もちよ。要するにガキんちょなのさ。いつ裏うら切ぎるかもしれねえあの化け物女を自分を護ってくれる超ちよう人じんか何かだと思ってんだろ」

「そうでしょうか？　だって、あの……怖くないですか、レイニーさんて。あの人の放つ威い圧あつ感は子こ供どもだって分かると思うんですが」

「おっかねえよ。仕事じゃなけりゃ三十メートル以内には近づきたかぁねえ。あいつを見て足が震ふるえねえ人間は生存本ほん能のうが壊こわれてんだ。だけどよ、たとえば俺は深津神父にゃあ畏おそれ多くて話し掛けることなんざできねえけど、おめえは普ふ通つうに喋しやべってるだろ。つまりはそういうことなんじゃねえの？……ん、どうかしたのか？」

「あ、いえ、別に」意外とまともなことを言うので驚おどろいた、とはさすがに答えられない。「なぜレイニーさんはソフィア様を護るんですか？」

「知らねえ。少なくともエスクードの誰だれも知らねえ。知っているのは教皇のジイさんだけかもしれねえし、もしかするとジイさんも知らねえかもな。ま、正直なところ知りたくもねえ。イカれているぜ。ゲートが閉とじられてから千年以上、バチカンは化け物の残ざん党とうに歴代のレディ・キィの護衛を任まかせているんだからな」

「千年ですって!?」

「女は見た目じゃ分からねえってやつさ」

「いや、年ねん齢れいのこともそうだけど、僕が驚いたのは、『いつ裏切るか分からない女』がどうして千年も護り続けているかってことなんですが……」

「……知るかよ」ギーエンは不機嫌そうに言った。どうも彼は感情を表に出す度合いが百パーセントに近いらしい。「本人に聞いてみりゃいいだろ。可愛かわいいボウヤは食べられちゃうかもしれねえがよ。文字通り」

　薫の横を白い物が過よぎった。真澄の錫しやく杖じようだった。

「俺の前でそのことを冗じよう談だんにするな。そのトゲトゲ頭をもっと派は手でにしてやるぞ」

　真澄は錫杖の先をギーエンの頬ほおに触ふれさせながら言った。昨日の続きがまた始まるかと思ったが、意外なことにギーエンは真澄に謝あやまった。

「……すまねえ。わざと言ったんじゃねえんだ。昨日あんたの記録ファイルを見た。どうしてあんたがそんな術じゆつに頼たよってまで奴やつらを憎にくむかよく分かった。あんたの両親はあんたの目の前で……」

「喋るなと言っているんだっ！」

　おそらく意図的ではなく、真澄の感情の昂たかぶりに呼こ応おうして錫杖が青白い火花を放った。バチッ、と静電気のような音がしてギーエンは顔を押おさえた。車がスリップをし、通信マイクからリラフォードが「どうかしたのか？」と訊たずねた。ギーエンは「何でもねえ」と答えた。

「ったくよっ、わざとじゃねえっつってんだろうが。こっちはハンドル握にぎってんだぜ！」マイクをオフにしてからギーエンは抗こう議ぎしたが、バック・ミラーに映うつる真澄の狂きよう気きを宿した眼がん光こうに、肩かたを竦すくめて一言吐はき捨ててから運転に戻もどった。「……てめえはホントにイカれてやがんぜ」

　薫は今の会話で理解した。真澄の『奴ら』全ぜん般ぱんに対する強きよう烈れつなまでの憎ぞう悪おの理由を。

（食われたんだ。真澄さんの両親は。それも……真澄さんの目の前で）
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　鉛なまり色いろをした空が、肌はだにまとわりつく湿しめっぽい空気を都会の街に吐いていた。

「ここですか？」

　車を降おりるなり薫は思わず誰にとでもなく訊たずねてしまった。

　そこは廃はい墟きよだった。

　ホテル・ヒプノシス。三十年ほど前に『昭和最悪の大火か災さい』と呼よばれた災さい厄やくの舞ぶ台たいとなったホテルだ。死者は消しよう防ぼう隊員を合わせて二百人近く。負ふ傷しよう者しやは数え切れない。ホテルの経けい営えい者と被ひ害がい者の遺い族ぞくにとってあまりに不幸だったのは、事じ件けんが起きたのが火災保ほ険けんの更こう新しん期日の谷間に起きてしまい、あれだけの大災害にも拘かかわらず保険が下りなかったことである。経営者は被害者遺族に賠ばい償しよう金きんを払はらい切ることができずに会社を倒とう産さんさせ、都心の真ん中にあるというのに誰も手をつけないまま焼け焦こげたビルの廃墟が佇たたずんでいる。呪のろいや怨おん霊りようの噂うわさは常つねに絶えない。曇くもり空の下でホテル・ヒプノシスは薄うす暗ぐらい影かげのベールをまとっているように映うつった。

「ほぼ間ま違ちがいなくね。紙し片へんの記き述じゆつを裏付ける物が発見されている」

　リラフォードが手帳をめくりながら素そっ気けなく答えた。昨日の法ほう衣え姿すがたとは違い、今日はビジネス・スーツを着ているせいでますます公こう認にん会計士にしか見えない。リラフォードは手帳を閉とじて「他に質しつ問もんは？」という顔で薫を見るが、薫はそもそも何を聞いていいかさえ分からないので首を横に振ふるしかできなかった。

　ギーエンが車のトランクを開いて懐かい中ちゆう電灯を取り出して一行に配っていると、ヘルメットに土建会社の制せい服ふくを着た日に焼けた中年男が近づいて来た。

「ああ……ちょっとちょっと……」

　見るからに異い様ような一行である。薫はごく普ふ通つうの高校生らしい私し服ふくだが、手には得体の知れない細長い物を入れた袋ふくろを持っている。ソフィア、レイニー、真澄は昨夜と同じ格かつ好こう──つまり西洋のぴらぴらのドレス、男物の黒いスーツ、そして深しん紅くのローブ。リラフォードの公認会計士スタイルは比ひ較かく的まともだが、丸ノ内ならともかく数十年廃墟となっているホテルにはあまりにも似つかわしくなく、極きわめつけはギーエンで、革かわジャンに安全ピンだらけのコテコテなパンクス・ファッション。昨夜は外していたピアスもしっかりと装そう着ちやくしている。

　たしかにこの東京という街ならばこれら程てい度どの風ふう体ていの人間が闊かつ歩ぽしていても気に止める者はいないだろうが、六人揃そろってしまうと驚きよう異い的に目立った。如い何かなる目的で集まった者たちなのか皆かい目もく見当がつかない。しかも廃墟の前で懐中電灯を配っている。

　ドラマの撮さつ影えいだということでごまかすしかない……などと薫が泡あわ食くっているときだった。レイニーの腕うでの裾すそから蜘く蛛もが垂たらした糸を伝って下か降こうするように何かが滑すべり出る。鋭するどい三さん角かく錐すいの金きん属ぞくの塊かたまりをピアノ線のような細い糸で結ゆわえた物だった。彼女の手は動いていないのに、金属錐は地面の手前でダウジングのように円を描えがいて揺ゆれていた。

「そいつは勘かん弁べんして下さい。彼は先に日本に乗り込んでいたエスクードの連れん絡らく員いんです」

「確かめろ。殺して剥はいだ皮の中に潜もぐり込こむなど魔ま族ぞくにはお手の物だ」

　連絡員は舌した打うちして、ナイフで自分の指先を切った。リラフォードの取り出したパトグロスの石せき碑ひで確かく認にんをすると、やっとレイニーは金属錐を服の中に戻した。連絡員はレイニーを睨にらんでから言った。

「こちらは問題なしだ。昨夜カップルが車でやって来て、一時間ばかりご休きゆう憩けいされただけだ。念のため帰き宅たくするまで後をつけさせたが、素す性じように怪あやしい部分はない」

「例の地ち下か駐ちゆう車しや場じようには誰か配置しているか？」

「いや。ここを発見した当初は何人か置いてたのだが、数時間ともたずに嘔おう吐として担かつぎ出される始末でな。あれの影えい響きようだろうか……」

「おそらくはな。ところで……あの男に動きはないな？」

　連絡員は頷うなずいた。彼の顔は心なしか蒼あおざめていた。

「周囲一キロに三十人を配置して監かん視ししているが、屋や敷しきの従じゆう者しやの出入りだけで妙みような動きはない」

「分かった。もしあの男に……」

「危き険けんだ。減らせ」

　いつの間にかレイニーが二人のすぐ後ろに立っていた。二人は「減らすですって!?」と同時に聞き返す。

「お前らが言っているのがわたしが考えているのと同じ男であるのなら、奴やつの周囲にそんな人数を近づけるのは危険すぎる」

「だ、だが相手は……」

「あの男が相手だからだ。百人いようと一万人いようとお前ら人間では傷きず一つつけられない。投入した人員分の墓ぼ碑ひが必要になるだけだ。屋敷の正面と裏うら門もんに二人一組ツーマンセルで二チーム。それ以上は絶ぜつ対たいに近づけるな」

「反はん論ろんすることをお許し下さい、鍵かぎの番人レイニー」連絡員の男が馬ば鹿か丁てい寧ねいな口調で言った。彼女を睨ねめつける視し線せんは挑ちよう戦せん的だった。「教きよう皇こう陛へい下かが来日しているのですから、監視が厳げん重じゆうになるのは当然だとあの男も受け取るのではないですか？　厳重にならなかったら逆ぎやくに不自然でしょう？　監視の者たちはエスクード・セクションの者ではなく、レディ・キィのことは知らせておりません。万が一奴に捕とらえられても真の使命のことを吐はかされはしないでしょう。何が問題で？」

「どうも奴の性せい格かくの解かい釈しやくに齟そ齬ごがあるようだな。あいつは『屋敷の回りを何やら不ふ快かいな連中がうろついているから、ちょっと仕返しに教皇を殺してやろうかな』などという突とつ飛ぴな思いつきを本気で実行する男だ。そしてその思いつきを止められる者はいない。分かるか？　わたしはこう言っているんだ。奴に興味を覚えさせるな。寝ねた子を起こすような真ま似ねをするんじゃない」

　二人に背せを向けホテルの敷しき地ちをぐるりと囲む壁かべの方へ歩いて行くレイニーが、思い出したように振り返った。

「それからわたしはお前らに意見を述のべているんじゃない。お前らの行動はわたしの邪じや魔まになるから、今すぐやめろ、と命令しているんだ」

　あれほど挑発されたのにも拘かかわらず、その完かん璧ぺきなまでの美び貌ぼうには微かすかな細さざ波なみも立っていない。しかし連絡員は吹雪ふぶきの中に放ほうり出されたかのように硬こう直ちよくしていた。もはや挑いどみかかるような態度は消え失うせている。ソフィアが連絡員に「べーっ」と舌を出してからレイニーを追って行き、彼女のスーツの端はしっこをちょこんと掴つかんだ。

　レイニーはホテルを封ふう鎖さした壁を見上げる。高さは三メートル強。上部には錆さびだらけの有ゆう刺し鉄線が巻まかれている。レイニーはソフィアを片かた手てで抱だき寄せたかと思うと、助走もつけずソフィアを抱かかえたままふわりと壁を飛び越こえてしまった。スーツをはためかせながら重力を無視したようなスロー・モーションで壁の向こうに舞まい降りていく。着地する音さえ聞こえなかった。

　男たちは彼女のその圧あつ倒とう的な身しん体たい能のう力りよくよりも、一連の動きの優ゆう雅がさに見とれていた。最初に我われに返ったのは真澄だった。

「クソッ、化け物女め。勝手に行きやがってっ」

　真澄はきょろきょろと周囲を見み渡わたし、十メートルほど横にあるチェーンの巻かれた通用口へと走った。錫しやく杖じようをチェーンに向けて雷いかずちを放ち、真澄も壁の向こうへ消えた。

「先さき程ほどの件けんだが……どうする？」連絡員がおずおずと言った。

「忠ちゆう告こくに従おう。彼女のキャリアは我々の百倍だ。長は谷せ川がわ司祭に連絡しておいてくれ」

　リラフォードはため息をついて真澄の開けた通用口へと歩き始めた。連絡員は血の気の失せた顔で去って行き、薫とギーエンもリラフォードに続いた。

「あの……彼女はリーダーなんですよね。なんか僕たちのことなんか眼がん中ちゆうにないって感じに思えるんですが……」

「そう。彼女は我々をバックアップ要員としか見ていない。この任にん務むに選ばれたとき面と向かって言われたよ。しかしそれも当然だ。彼女は千年の長きにも亘わたり、レディ・キィがゲートを施せ錠じようし直す作業の全すべてに立ち会ってきた。間ま違ちがいなく彼女はレディ・キィの全てを知った女じよ性せいだ」

「……では僕たちは何をやればいいんでしょうか？」

「彼女がどう思っていようと関係ない。レディ・キィを奴らから護まもるのが私たちの使命だ。違うかな？」

　ホテルの敷しき地ちに入ると、真澄が建物の中に消えるところだった。三人はコンクリートを砕くだいて雑ざつ草そうが伸のびた中庭を走った。

「ああ、そうだ。我々には一つ重要な『バックアップ』がある。夜の間、レディ・キィの護衛は我々だけになる」

「えっ!?」と驚おどろいてから、薫は昨晩に見た光景を思い出した。「そういえば昨日の夜レイニーさんは、聖せい堂どうの窓まどから飛び降りてそのままどこかに行ってしまいましたが……」

「昼の間はレディ・キィの元を一秒たりとも離はなれないが、夜になるとレディ・キィの部屋から出て来て、そのまま闇やみの中に消えてしまう。ずっと昔からその行動を繰くり返しているそうなのだ。だから夜になるとみんなぴりぴりするものだよ。正直なところ彼女は嫌きらわれているが、その実力は誰もが認みとめているからね」

「どこに行っているんですか？」

「さあね」リラフォードは深津神父と同じような顔をした。「一度だけ尾び行こうをつけたことがあるが、あっさりと見み破やぶられ、そいつは『次は殺す』と宣せん告こくを受けて真まっ蒼さおな顔で帰って来たよ。暴ぼう行こうを受けた跡あとはなかったが、エスクードを辞やめてしまった」

「あの化け物女、ビビってんだぜ。夜になると魔族や使徒はおっそろしく強くなるからよ」とギーエンが口を挟はさむ。

「彼女も同様に力を増ますだろうから差し引きゼロだろう？　もう少し頭を使いたまえ」

　ギーエンは難むずかしそうな顔でしばし考えてから「うるせえっ」と恥はずかしそうに言った。

「強く……なるんですか？」

「魔族の手による教きよう皇こう庁ちようのエージェントの被ひ害がい者しやは、実に八割わりが夜間に殺害されたものだ。深夜の十二時を頂ちよう点てんに数字は急きゆう激げきな曲線を描えがく。もちろんレイニー殿どのの不ふ在ざいも関係してはいるが、奴らは夜が深まれば深まるほど凶きよう暴ぼうになるのを私は実感している。檻おりの獣けものが野生に目め醒ざめるようにね」

「世に伝わる様々な怪かい物ぶつの伝でん承しようは奴らの爪つめ痕あとを隠いん蔽ぺいした残ざん滓しにすぎない……ですか。本当に化け物なんですね……」

「おいおい、なにビビってやがんだよ。ゲートを見っけてレディ・キィに鍵を掛け直してもらって、後は聖堂に送って行けば終わりじゃねえか。情なさけねえガキだな。要するに夜までかからなきゃなんもトラブルは起きねえんだからよ」

　ん……と薫は首を捻ひねる。いま自分はギーエンに馬ば鹿かにされたのだろうか、それとも気き遣づかってもらったのだろうか？

　リラフォードが小さな声で言った。

「な、面おも白しろいパンク小こ僧ぞうだろ？」




　　　　◇




　ホテルに入った一行は地ち下か駐ちゆう車しや場じように向かった。

　真澄とリラフォードが前を歩き、間にソフィアとレイニーを挟んで、後ろに薫とギーエンという陣じん形けいになった。もっとも、勝手に歩いて行くレイニーに合わせて四人が周囲を囲みながらついて行くといった感じなのだが。薫たちは懐かい中ちゆう電灯の明かりに頼たよっていたが、レイニーにはそんなものは必要ないらしく、何も言わずに前を行く二人と反対方向に曲がったりして真澄を苛いらつかせていた。

　地下の二フロアが駐車場になっており、最下か層そうまで降おりた。数十年前の火事のときに捨てて行かれた古めかしい車が何台か、地下の湿しつ気けで錆さびだらけになっていた。

「このフロアに巨きよ大だいな岩の塊かたまりがあるはずだから手分けして探さがしてくれ。薫君、見つけても絶対に触さわってはいけないぞ。いいね？」

「あ、はい」

　かなりのスペースのある暗くら闇やみの中に一行は分散して行った。

　懐中電灯のか細い明かりであちこちを照らしながら、薫はさっきから妙みような重苦しさを感じていた。懐中電灯の光から外れた途と端たん、周囲の闇が蠢うごめき出して背はい後ごに忍しのび寄よって来るような気がして、薫は思わず身体からだを抱だき締しめた。

　ホテルを見たときに感じた不ふ吉きつな感覚。最初はここで二百人もの死者が出たという経けい緯いを知っているからだと思っていたが、そうではない。ここの空気には何か違うものが混まじっている。

　自分と同じように片かた手てで身体を抱き締めて不安そうに周囲を見渡している人物がいた。ソフィアだった。側そばには『鍵の番人レイニー』が控ひかえていて、ソフィアのもう片方の手はレイニーのスーツを掴つかんでいる。

「ソフィア様も感じますか？　この威い圧あつ感を」

「別に怖こわいなんて言ってないでしょ。怖くなんかないわ。わたし、もっと恐おそろしいものをたくさん見ているんだからね」

「す、すみません」

　薫が謝あやまると、ソフィアは薫を見み据すえながら背せ筋すじを伸のばした。「貴方あなたよりも背は低いけど、わたしの方がずっと大人なんだから」とでも言わんばかりだ。しかし片方の手はレイニーの服から離さなかった。

「わたしには感じられないが、封ふう印いんの緩ゆるんだゲートから漏もれてくる瘴しよう気きだろう。人間ならば不ふ快かい感を覚えるのが健全だ。恥ずかしがることはない」

「わ、わたしは恥ずかしがってなんかいないし、怖がってもいないわっ。レイニーがいなくたって平気なんだからっ」

　ソフィアは頬ほおを膨ふくらませてレイニーのスーツを離し、自分の胸むな元もとに握にぎった手をあてた。

「ソフィア様、一人にならない方がいいです。この空間は何だか異い常じようです」

「怖くないって言ってるでしょっ。わたしが『呪じゆ封ふう』を見つけてあげるわっ」

　ソフィアは闇の中にすたすたと歩いて行ってしまった。闇の中で「邪じや魔まよ、トゲトゲっ」「だからトゲトゲって言うんじゃねえっつーの！」などとギーエンともめる声がした。

　ちょっとだけあの二人のやり取りは面白いな……などと思っていると、レイニーが薫に話しかけてきた。

「あの子に負の感情を抱いだくな」

「悪い子だとは思ってません」

「『あの子のことを誤ご解かいしないでくれ』と言っているんじゃない。被ひ護ご衛えい者しやに抱く感情は正負いずれにしても任にん務むを阻そ害がいする」

「でも……貴方はソフィア様のことを可愛かわいがっているんじゃないですか？」

「なぜそう思う？」

「だってほら」

　薫はそっと闇の中を指さした。十数メートルほど離れた所をひときわ小さな人ひと影かげがうろうろとしていた。何かを探さがしているふうではなく、こちらをこっそりと窺うかがっている様子だった。

「正負の感情を持たず職しよく務む意い識しきのみで接せつしている相手にあんな態たい度どは見せないと思います」

「……面白いことを言う。ソフィアの態度からわたしを分ぶん析せきしてみせた人間はお前が初めてだ」

　ちっとも面白くなさそうに冷たい視線で薫を一いち瞥べつすると、レイニーはハイヒールの乾かわいた音を残してソフィアの方へと歩いて行った。

「おいみんな、こっちに来い！」

　ギーエンの大声がした。彼の振り回す懐中電灯を目印に一行が集まる。

　ごつごつとした巨大な岩が壁の一角から突き出していた。大きさは小型車の半分ほど。壁と融ゆう合ごうした球体の四分の一が表に出ているような感じで、自然物にも人じん造ぞう物にも見える。その周辺だけコンクリートの舗ほ装そうが途と切ぎれ、車二台分の駐車スペースを邪じや魔ましていた。

「なぜ駐車場を作るときにこれをどかさなかったんでしょう？　それに何だかこれ……」

　怖いです、と言いそうになったがソフィアを怒おこらせてしまいそうなので薫は言葉を飲み込んだ。が、さっきまで膨ふくれっ面つらをしていたソフィアも、レイニーの陰かげに隠かくれるように彼女の腕にしがみついている。連絡員が話していた、ここの監かん視しをしていたエージェントたちを次々と病院送りにしたのはこの岩の塊に違いなかった。

「邪魔でも動かしようがなかったのさ。真澄君に説明してもらった方がいいかな？　彼の専せん門もんだ」

「専門じゃない。俺が使うのは精せい霊れい魔ま術じゆつ。これは黒魔術だ。一いつ緒しよにするな」『下げ法ほう使い』と蔑さげすまれても平気な面つらの真澄が憮ぶ然ぜんとして言った。「だが何なのかは知っている。これは呪封だ」

「呪封って？」

「よく聞くだろ？　工事で動かすと祟たたりがある祠ほこらとか、神体とか。その九割はただの偶ぐう然ぜんだろうが、残りの一割ぐらいは起こるべくして起こった災さい厄やくだ。で、これは必然の方。触ふれたりしようものなら強きよう烈れつな『不幸』が舞まい降おりる。だからこの駐車場を作るときもそのままにするしかなかったのさ。おそらくこのホテルを焼きつくした三十年前の大火災は、宿しゆく泊はく客きやくの誰かが知らずにこれに触ふれてしまい、その客に訪おとずれた『不幸』がホテル全体に広がってしまったんだろう。まったく、やっかいな物を作ってくれるぜ」

「『奴やつら』が作った物か？」

「さすがにそこまでは分からないよ。けど奴らが作った物だとしたらまずいな。この千年の間に奴らがここを訪れたということになる」

「ここの場所を知っているということか……。まあそれは考えても仕方あるまい。では真澄君。こいつを頼たのむよ」

「頼むって、何を？」

「もちろん呪封の解かい除じよだよ。エスクード・セクションの者ではない君が召しよう致ちされたのはこれを解除するためと聞いている」

「おいおい、無む茶ちや言わないでくれよ。俺の魔術とコイツはまったく別系けい統とうだ。ネジを外すのにノコギリを渡わたされるようなもんだ。……確かに教皇庁にも魔術セクションを作った方がいいぜ」

　リラフォードは一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくしたが、すぐに自分を取り戻した。

「これを解除できそうな黒魔術師の知り合いはいるか？」

「……黒魔術ってのは『向こう側』の力をモロに拝はい借しやくしたものでな。ある程てい度どまで究きわめると、そこから上に行くには魔族と関係しなくちゃならない。魔術師協会ではそいつは『一線を越える』と言って即そく座ざに除じよ名めい処しよ分ぶんになるんだが、こっそりと取引をしている黒ローブもいるという」

「中立の赤に混こん沌とんの黒……つまりできそうな奴は魔族と親交があるということか……」

「使徒と違って服ふく従じゆうしているわけじゃないから、交こう渉しようの余よ地ちはある。俺としちゃ、魔族と取引する奴なんかぶっ殺してやりたいがね。で、こいつを解除できそうな奴を知っているかって話だが、俺の師し匠しようの知り合いに一人ばかりいるにはいる。だがこいつがまた俺が可愛かわいく見えるぐらいのイカれた野や郎ろうで、教皇庁のブラック・リスト人間部門の上位十人に入っていると自じ慢まんしていたよ。あんな奴でよかったら、師匠に連絡を取ってもらうよう頼たのむが？」

　その人物が思い当たったのかリラフォードはすこぶる苦々しそうな顔になるが、背せに腹はらは代えられぬという結けつ論ろんに達したようだ。

「……どれくらいかかる？」

「最後に目もく撃げきされたのは地球の反対側だ。一年前のことだがな」

「何ということだ！　ご病気の教皇陛下を動かしてまでことを進めたのにっ。とにかく君の師匠に頼んでその黒ローブを探さがしてくれ。責せき任にんは私が……」

「ちょっといいか」

　レイニーが割わって入った。

「おっと、本当の専門家がいたのを忘わすれていたよ」

　真澄は毒の塊かたまりのような言葉をぶつけるが、レイニーは「いいや、わたしも黒魔術は知ち識しきとしてしか学んでいない」と半ば聞き流した。そしてレイニーは薫の方を見た。

「わたしはてっきりそこの小こ僧ぞうがこいつを破は壊かいするために呼ばれたと思っていたのだが、違うのか？　ブラディミールの持つ強力な対魔ま攻こう性せいならこの呪封の黒魔術の力を断たち切れるはずだ」

「ちょ、ちょっと待て、クソ女！　魔術の知識が何もないコイツに呪封の解除をやらせようってのか!?」

「代だい替たい案あんがあるのなら言え。だが素す性じようの知れぬ黒ローブをソフィアに近づけるなど論外だ。一ひと握にぎりの薬草と引き換かえにソフィアを魔族に売り渡し兼かねない連中だ」

「んなことは分かってらっ。用が済すんだら黒ローブ野郎なんざ、俺がぶっ殺してやるさ。だが今はそんなクソ野郎でも頼るしかねえって言ってんだよ、汚きたねえ女だなっ」

「わたしが汚い？」レイニーは不思議そうに眉まゆを顰ひそめる。真澄の罵ば倒とうは形けい而じ上じようの意味だが、この美女は世界で一番『汚い』という言葉が似に合あわないだろう。「わたしにはお前のロジックが理解できない。急いでやる必要があることをすぐにできる者がいるというのに、それをやらせないでリスクのある方法を選べと言う。それともこの小僧はお客様なのか？」

　真澄は言葉に詰つまった。

「真澄君、落ち着きたまえ。レイニー殿どのが正しい。教きよう皇こう陛へい下かの来日がいつフェイクだと気づかれるかもしれないんだ」

「……リラフォードさんよ、あんた薫を追い込んでるつもりか？」

「そうじゃない。だが君だって、どこにいるかも分からない黒魔術師を待って何日もこの国にレディ・キィを置いておくのが危き険けんなことぐらいわかるだろう？」

「僕、やりますよ」薫はきっぱりと言った。一人の無表情な女性を除のぞき、驚おどろいた顔が一いつ斉せいに薫の方を見る。「やり方を教えて下さい」

「やめろ薫っ。この岩は作られたときより遥はるかにヤバいことになってる。バッテリーみたいに、こいつに触れて『不幸』に見舞われた人間の怨おん念ねんを呑のみ込んで充じゆう電でんしているんだ。下手に手を出せばあの火か災さいの被ひ害がい者しや全員の怨念をお前が一人で引き受けることになる。今生だけじゃない。十回転生しても払はらい終わらないほどの呪のろいだ」

「父さんは……」と言いかけて薫は言い直す。「深津神父が僕をこの任務に参加させたのは、こういう事じ態たいを想定してたんだと思います」

「違ちがうぜ薫っ。お前はオヤジさんを誤ご解かいしている。ブラディミールってのは神しん託たくの剣つるぎなんだ。千年前にそいつを持った剣士が開け放たれたゲートを閉じることに成功してから、その剣の所有者はエスクードの象しよう徴ちようなんだ」

「お前はその小僧を『ただのお飾かざりだ』と愚ぐ弄ろうしているんだぞ。分かっているのか？」

「黙だまってろっ、クソ女！」

「やめて下さい真澄さん。レイニーさんの言う通りです。でも僕はこの任にん務むをやると自分で決めたんです。教皇庁ちように計算違いがあったにせよ、最初から僕にやらせようとしてたにせよ、今できるのは僕だけだということです。だからやらせて下さい」

「薫……」

「結論が出たようだな。やり方は単たん純じゆんだ。この中心にあるコアを破は壊かいすればいい。ただし、怨念をたっぷりと吸すい込んだ『外がい壁へき』を傷きずつけるなり凄すさまじい反動が襲おそって来るから、一気に中心部コアまで剣を到とう達たつさせる必要がある」

「つまりこの岩を中心までぶった斬ぎれってのか!?　無茶だぜ、そんなの」ギーエンが言う。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕、実は一度挑ちよう戦せんしてみたかったんです」鞘さやに収おさまったままのブラディミールを腰こしの左ひだり脇わきにあてがい、右手を柄つかに添そえて居い合あいに似た構かまえを取った。そしてどうにか笑ってみせた。「灯とう籠ろう斬りってやつに」

　薫の決意の堅かたいことを感じた全員が後ろに下がる。真澄はまだやめさせたそうだったが、リラフォードに肩かたを叩たたかれて唇くちびるを噛かみながらスペースを空けた。

　鞘を握った手の親指で、日本刀で言えば鍔つばにあたる部分を押おし、剣を少し抜ぬく。かちゃり、という音が静まり返った駐ちゆう車しや場じように響ひびく。

　ブラディミールが居合に向かないことに気づいた。長すぎるし、西洋刀のブラディミールには日本刀のように刃やいばの反りがないのだ。鞘から剣を出し、また居合の構えをする。

　さすがに手が震ふるえた。『十回転生しても払い終わらないほどの呪い』真澄が持ち出したのは異い教きよう徒との概がい念ねんだったが、おぞましさは伝わってくる。そしてたぶんそれは真実なのだろう。

　薫は呼こ吸きゆうを整える。五秒に一度。十秒に一度。十五秒に一度……。熟じゆく睡すい時じのようなゆるやかな呼吸に落としていく。高鳴っていた鼓こ動どうも凪ないだ海のように静まっていった。

　目をつぶった薫は、自分の呼吸にあわせてブラディミールが微かすかに光を放っていることは知らなかった。だが剣が震えていることには気づいていた。音おん叉さが共鳴するようなほんの僅わずかの振しん動どう。それは彼の心が静まるのと反比例して昂たかぶっていく。すこぶる不ふ穏おんな代しろ物ものだ。だが頼たのもしい。薫は息を止めた。

　次の瞬間、ギンッ、という乾かわいた音と共に岩に一直線に火花が走った。しかも彼が剣を構えていた左側からではなく、右上から左下に。空中で剣を反対側に旋せん回かいさせたのだ。その大きな動きにも拘かかわらず、剣の軌き道どうを目で追えた人間はいなかった。

　岩の壁から突き出た部分には深々と剣の跡あとが残っていた。安あん堵どのため息を吐はくと身体からだから力が抜け、薫は床ゆかにしりもちをついた。真澄が薫に駆かけ寄よった。

「薫っ、俺の顔を見てみろ。歪ゆがんで別人に見えたりしないかっ。このテの呪いは感かん染せん初しよ期き症しよう状じようで幻げん覚かくが見えるもんなんだ」

「平気です。いつものかっこいい真澄さんです」

「見事なものだ」レイニーが岩の前に立った。「四百年ほど前、この国にレディ・キィが誕たん生じようしたことがあった。バチカンは彼女を見つけて保ほ護ごしようとしたが、運悪くその女じよ性せいというのが王族のプリンセスでな。『姫ひめ君ぎみ』というのだったかな？　当然ながら交こう渉しようは決けつ裂れつした。結局我われ々われは王族からその姫君を強ごう奪だつする形になり、この国は一いつ切さいの外交を断たった。後に報ほう復ふくで多くのキリスト教徒が殺されたと聞く。以来教皇が来日することもなかった……。そのとき彼女の配下に実に勇ゆう敢かんなナイトがいてな。最後まで我々と戦い抜いた。お前の剣術を見ているとそのナイトのことを思い出した」

「その武士ナイトはどうなったんですか？」

「わたしが殺した」

　レイニーの即そく答とうに全員がぽかんとした。

「ま、まあ、らしいオチではあるがな」とリラフォード。「で、この後はどうするんです？」

「下がっていろ。これはもうただの岩だ。後はわたしがやろう」

　皆みなが退たい避ひを終えるや、レイニーは直立したままの体たい勢せいから何の勢いきおいもつけずに岩に回し蹴げりを放った。十分に目で追える軽い蹴りにしか見えないのに、速度と質量がエネルギーを生み出すかの物理法ほう則そくを無む視しするかのように、彼女のハイヒールが触ふれただけで巨きよ岩がんは粉々になった。

　粉ふん塵じんが収おさまって懐かい中ちゆう電灯で照らすと、傾けい斜しやした細い道が遥はるか先へと続いていた。

　空くう洞どうから空気が吹ふき抜ける。この廃はい屋おくに入ったときから感じていた空気の中に何かが混じっているような感覚は気のせいではなかったとはっきりと感じた。それは別世界から溢あふれ出る禍まが々まがしい吐と息いきだった。薫にはまだゲートや魔族といったものが実感を持ってはいない。だがこれを放置してはいけないと思った。自分の知る世界が崩くずれ去る。

　レイニーは何の躊ちゆう躇ちよもなく岩の残ざん骸がいを乗り越こえ洞どう窟くつの入り口に立つ。そこで彼女は立ち止まり振ふり返った。先さき程ほどまで彼女にしがみついていた小さな人ひと影かげがなかった。

　ソフィアは蒼そう白はくな顔で立ち竦すくんでいた。胸むねの上で片かた手てを堅かたく握にぎり締しめている。薫が声を掛かけようとすると、はっと彼の視線に気づいて口を尖とがらせた。

「だから怖こわくないってばっ。しつこいわよ貴方あなたっ」

　薫が「すいません」と謝あやまるのも無視して、ソフィアはレイニーの腕を取って洞窟の闇やみへと消えて行った。




　　　　◇




　剥むき出しの岩いわ肌はだの道は五度ほどの下りの傾斜を保たもちつつ、右へ左へとうねって続いていた。まるで日本神話の現げん世せと死後の世界をつなぐ黄泉よもつ比ひ良ら坂さかだった。ホテルに入ったときと同じよう、ソフィアとレイニーを中心に四人の男たちが二人ずつ前後を守って進む。

　風が吹いているわけではない。だが吹雪ふぶきの中を風に逆さからって歩いているような息苦しさを薫は覚えた。そしてそれは進むにつれて強くなって行く。深い海の底へと潜もぐって行き、水すい圧あつが潜せん水すい艇ていを押おし潰つぶそうとするかのように。

　日本だけではなく、どこの国の伝でん承しようでも地じ獄ごくや死後の世界は大たい抵てい地下に設せつ定ていされている。それは意味ある偶然シンクロニシテイではなく、死者を地中に埋まい葬そうする習しゆう慣かんが似た伝承を生んだのだろうと薫は考えていたが、今は別の考えが頭をちらついていた。

　全すべてはゲートに関する記き憶おくが変形したものではなかろうか？　人間を食らう忌いむべき捕ほ食しよく者しやが地下から這はい出して来る……それが人間の心に原始的な恐きよう怖ふとして刻きざまれているのではなかろうか？

「今にも出て来そうだな」

　横を歩いていたギーエンが言った。

「ええ、ギーエンさん」

「呼び付けにしろよ、ダセぇから。年も近いことだしよ」

「幾いくつなの？」

「おめえより一っこ上の十八だ」

「じゃあ高校生!?」

「バーカ、んなわけねえだろ。俺が真ま面じ目めにハイ・スクールに通ってるツラに見えっか？　俺がケント州グリマー・ツインズ高校に残した退学最速記録はまだ抜かれちゃいねえはずだ」

　先程の呪じゆ封ふう斬ぎりを境さかいに、ギーエンの口調は心なしか親しげな色合いを帯びていた。

「薫、奴らとの戦いになったら牙きばに気をつけろよ」

「牙？」

「そうさ。向こう側からやって来た魔ま族ぞくは牙で人間の血を吸すって使徒にするんだ。『契けい約やく』だなんて呼ばれているが、人間の意い志しなんておかまいなしだ。咬かまれたらもうオシマイ。どんな屈くつ強きような精せい神しんの人間だって咬んだ奴の足元に跪ひざまずく。例外は一人も知らねえ。無む理り矢や理り血を吸われたエージェントが仲間を殺し、平気で血肉を食らうなんて事例は山ほどあんだ」

「ヴァンパイア……みたいだね」

「たぶん教きよう皇こう庁ちようが隠いん滅めつし切れなかった奴らの記憶で一番色濃こく残ってんのがソイツだな。だけど奴らの行う契約はもっとエグいぜ。胸むなクソが悪くなるほどな」

「どうエグいの？」

「……聞かねえ方がいい。知ったところで咬まれた奴を救ってやる方法はねえ。『咬まれた仲間は殺してやる』それが俺たちのルールだ。とにかく魔族に出くわしたら血を吸われねえようにしろ。俺はお前を殺したくはねえ」

「後ろのお二人さん」先頭を行くリラフォードが振り返って言う。「無む駄だ話はやめたまえ。ここが奴らの支し配はい下かではないという確かく証しようはないんだ」

「薫にエスクードの心構えを教えていただけだっつーの。だいたい奴らもこのゲートはロストしちまってんじゃねえのかよ」

「……お前は私と真澄君の会話の何を聞いていたんだ。さっきの呪封がこの千年の間に魔族によって作られた物か分からないと言っていただろうが。魔族だけに察知できる警けい報ほうのようなものが仕し掛かけられてなかったとも限かぎらないだろう。そういうことへの対応も含ふくめ、呪封に手を出す前にレディ・キィを動かしたんだ」

　自然と一行の足が止まった。ギーエンは恐おそる恐る背はい後ごを振り返った。道の前からも後ろからも足音はしない──とりあえずは。全員の目がレイニーに注がれる。彼女は首を横に振った。

「何か異変を感じていたら言っている」

「さて、どうだかな。ゲートに到とう着ちやくしたら奴らが大挙して待ち構えていたりしてな」

　真澄の皮肉な口調にもレイニーの表ひよう情じようは変化しなかったが、ソフィアが怒いかりを露あらわにして真澄を睨にらんでいた。

「よしたまえ真澄君。……レイニー殿どの、敵てきの気配は感じますか？」

「わたしの察知できる範はん囲いでは感じない。だがわたしのように匂においを消す手しゆ段だんを講こうじているのかもしれないし、わたしが察知できる範囲はせいぜいホテルの隣となりの部屋に宿しゆく泊はくしていたら分かる程てい度どだからな」そこまで言ったところでレイニーは薫の方を向いた。「お前は何か感じるか？」

「おいクソ女っ。何で薫に聞く」

「この小こ僧ぞうは人間にも拘かかわらずその力があるらしいからだ。そしてわたしが使命を果たす上で興きよう味みを覚える能のう力りよくでもある。どうだ、小僧？」

「僕も感じません。昨日なぜそれが分かったかも見当がつきません。何か忌いまわしい匂いを嗅かいだ気がした……そんな言葉でしか表せません」

「これまでに奴らと対たい峙じした経けい験けんは？」

　薫が首を横に振って「ありません」と言おうとすると、真澄が薫とレイニーの間に割って入って遮さえぎり、すこぶる険けん悪あくな口調で言った。

「そんなものねえよ化け物女。薫とは口を利きくな。薫はてめえから化け物の匂いがして吐はき気がするってさ」

「あ、貴方あなたねえっ！」

　ソフィアの激げつ昂こうした声が洞どう窟くつ中に響ひびいた。

「わたしなら気にしていない。千年もそう言われ続けているのでな。とっくに慣なれている」

　レイニーは一人斜しや面めんを降おり始めた。ソフィアは「最低っ」と言い捨すててレイニーの後を追った。

「真澄君……君の気持ちは分かるが、そういう態度は任にん務むに支し障しようをきたす。あの呪封を破は壊かいしてしまった以上、我々は急がなくてはならないんだ」

「分かってるよっ」真澄はリラフォードに背を向けた。「だけどなリラフォードさんよ。気安く『気持ちは分かる』なんて口にしないでくれ。ムカつくぜ。目の前で両親を食い殺された人間の気持ちは、目の前で両親を食い殺された人間にしか分からねえんだよ」




　　　　◇




「……誰もいないようだな」

　ホテル・ヒプノシスから一キロほど来た所で洞窟はチューブが輪切りにされるように終わり、開けた空間となっていた。

　広大と言ってよかった。懐かい中ちゆう電灯の光はとても反対側の壁かべまで届とどかない。軽く野球場を呑のみ込めるだろう。洞窟の出口は切り立った崖がけに面しており、十メートルほど下まで石を削けずって作った階かい段だんが延のびている。遠くに人造物と思おぼしき途と方ほうもなく大きい、長方形をした白い平らな物がぼんやりと闇やみに浮うかんでいる。一行は洞窟が終わった所で地面に身を伏ふせ、眼がん下かの広大な空間を窺うかがっていた。

　リラフォードがレイニーに視線を送る。レイニーは首を横に振った。とりあえずは敵の気配は感じない──そういうことだろう。

　レイニーは立ち上がった。服の袖そでから糸に結ゆわえた金きん属ぞく錐すいが滑すべり出る。

「敵がいたら一人残らず殺せばいいだけの話だ。小僧、ソフィアの側そばにいろ」

「さ、さっきから『小僧』『小僧』って言いますけどね、貴方から見たらみんな同じようなものでしょ？」

　薫にしては精せい一いつ杯ぱいの悪あく罵ばを並ならべたつもりだったのだが、レイニーは無視して階段も使わずに広間へと跳ちよう躍やくした。

「男も見た目じゃねえってことよ。分かっか？　そこんとこ」

　悪罵の本家本元が両手に釵サイを構えてレイニーに続く。

「すっかり化け物女に気に入られたみたいだな」

　憮ぶ然ぜんとした口調で言う真澄の錫しやく杖じようが光り出す。

「さあて。最年長と最年少にばっかり活かつ躍やくされては、エスクード・セクションの名が廃すたるというものだ。薫君、ここは任まかせたぞ」

　リラフォードも拳けん銃じゆうを抜ぬいて薫に背を向け、広間へと散って行った。残された薫はブラディミールを抜いて、ホテル・ヒプノシスへの道の入り口前に立った。

（別に戦いたかったわけじゃないけど、満場一いつ致ちで補ほ欠けつ扱あつかいってのはヒドいんじゃない？）

　やはり自分は『お客様』なのだろうか。あの呪封を斬ったところでお役御ご免めんなのだろうか……。そんなことを考えて何だか気が滅め入いってきた薫の目にふと、しゃがみ込んで俯うつむいているソフィアの姿すがたが目に入った。おそらく十じゆう字じ架かが服の下にあるのだろう、胸に拳こぶしをあて、もう片かた方ほうの手で膝ひざを抱だいている。彼女は震ふるえを必死で堪こらえているように見えた。

　薫は自分の思い違ちがいに気づいた。彼女を護まもってゲートに施せ錠じようをし直してもらうことがエスクードの使命なのだ。置いてきぼりを食わされたわけではない。

「ソフィア様」

　薫はソフィアの横に立て膝で腰こしを屈かがめた。いつでも戦いに移うつれる姿し勢せいだ。ソフィアはびくりとして顔を上げ、慌あわてて薫から目を逸そらした。口では強がってみせているが、敵にさらわれればゲートを開くために殺されるのを知っているはずの彼女が恐きよう怖ふを覚えていないはずはない……。薫は気づかないふりをして「先程は真澄さんが失礼しました」と謝あやまった。

「本当に陰いん険けんな人よね。大っ嫌きらい」

　薫の方を向いたときにはソフィアはもうツンとした顔になっていた。

「すみません」

「薫はすぐに謝るのね。わたしのお姉ちゃんが言ってたわ。『口くち癖ぐせみたいに謝しや罪ざいの言葉を口にする人は、人間関係を壊こわすことに臆おく病びようなの』って。深津神父に引き取られてからずっと一いつ緒しよに暮くらしていた人なんでしょ。庇かばったらどうなの？」

「そうですね。すみま……あっ」

「……貴方あなた、本当にあの深津神父の息子むすこさんなの？　あの人はエスクードに在ざい籍せきしている間に、二人の魔ま族ぞくと数え切れない使徒をその剣つるぎで斬ったそうよ。ちょっと情なさけなくない？」

「いえ、神父と僕ぼくは血はつながっていません」

「えっ？」ソフィアはきょとんとする。

「僕も真澄さんと同様に両親を亡なくし、知ち己きのあった神父が引き取ってくれたんです。僕は戸籍を移しているけど、真澄さんは自分のご両親の名字を継ついでいるんです」

　昔は不思議に思っていたものだが、たぶんそれは復ふく讐しゆうを忘わすれないための誓ちかいだったのだろう。

「そうだったの……知らなかったわ」彼女の口調が少し柔やわらかくなった。「薫のご両親はどんな人だったの？」

「ずっと子こ供どもの頃ころだったので覚えていないんです。名前も知りません」

「それっていけないわよ。ちゃんとご両親のことぐらい知っておきなさい。深津神父に聞けばいいじゃない」

「かも……しれませんけど、僕は聞けませんでした。神父は僕と真澄さんを本当の子供のように育ててくれました。僕も本当の父親だと思っています。そんな神父に血のつながった両親のことを聞くのは、何か悪いことをしている気がして……」薫は自分の言葉に苦笑いしてしまった。「やっぱり僕は臆病なんでしょうかね」

「そうかもね」

　ソフィアが小さな笑いを漏もらした。それは決して皮肉なものではなかった。そのとき階かい段だんを昇のぼって来る足音がした。ギーエンだった。

「ったく拍ひよう子し抜ぬけだぜ。誰もいねえ。やっぱここは敵もロストしてたみてえだ。さ、とっとと済すましちまおうぜ」

「邪じや魔ましないでよ、トゲトゲ。いま薫に説教をしてたんだから」

「はあ？　おめえ、こんなガキんちょに叱しかられてたのか？」

「ち、違うよ。ちょっとお互たがいの家族のことを話していただけだよ」

「まあどっちでもいいけどよ。そういうのは施錠が終わってからにしてくれよ。正直なところ、俺はこんな場所に長なが居いはしたくねえんだ」

「なによ、臆病チキントゲトゲ。そんな髪かみ形がたをしてるところを見ると、貴方は鶏にわとりから生まれたんでしょ」

「チ、チキン!?」

　ソフィアは「ふんだっ」と一人で階段を降りて行ってしまった。




　　　　◇




　崖がけの上から見えた白い巨きよ大だいな物は、磨みがき上げられた真っ平らな白はく亜あの床ゆかだった。嵐あらしによって神しん殿でんの大部分が持ち去られてしまい、床面だけが残っているような感じだった。

　百メートルほど先に真澄とリラフォード、そしてレイニーの姿が見えた。ソフィアたち三人が歩いて行くと、白亜の床が終わり、ごつごつとした岩いわ肌はだに変わった。

「もしかして……これがゲートなんですか？」

　薫が訊たずねると、ソフィアは黙だまって頷うなずいた。

　漠ばく然ぜんと壁に立て掛けられた物を想そう像ぞうしていたが、失われていた五番目のゲートは地面に横たわるようにして鎮ちん座ざしていた。つまり、磨き上げられた白亜の床の中央を刳くり貫ぬいて、細かな彫ちよう刻こくが施ほどこされた巨大な石板──マイクロバス二台を並ならべてもまだ隠かくれないほどの巨大な板──を二枚まい、地面に埋うめ込んでいるような格かつ好こうだ。あまりにも巨大すぎて近くで見ると扉とびらには見えない。鍵かぎ穴あなも取っ手もなく、内開きなのか外開きなのかさえも見当がつかなかった。どうやらこの二枚の石板の周囲にこの神殿らしき物を建てたようだ。

　手帳をぱらぱらとめくっていたリラフォードが到とう着ちやくしたソフィアを迎むかえた。彼の顔には安あん堵どの様子が窺うかがえた。

「私が見たことのあるゲートはバチカンの地下にある物だけなのですが、よく似にてますね」

「そうね」

「レディ・キィ、貴方はこれが本物なのか確たしかめることができると聞いています。お願いできますか？」

「分かったわ」

　そう言いながらもソフィアはその場を動こうとはしなかった。レイニーは黙って近寄って来て、ダンスのパートナーを求めるかのようにソフィアの手を取った。

「少し痛いたいぞ。我が慢まんしろ」レイニーは指先でソフィアの掌てのひらをそっとなぞる。彼女のナイフよりも鋭するどい爪つめがソフィアの掌の薄うす皮かわを浅く切り、血が滲にじんできた。「さあ」

「うん……」

　促うながされたソフィアがおずおずと門の上に一歩足を踏ふみ入れたときだった。地面に埋うめられた巨大な石板がゆっくりと振しん動どうし始め、オオオオオーンッ、と呻うめき声にも似た音を立てた。苦く痛つうの悲鳴にも、歓かん喜きに打ち震ふるえる声にも聞こえた。ゲートは千年ぶりにレディ・キィが到とう来らいしたことを知って興こう奮ふんしているのだ。

　ソフィアは立ち竦すくんでいた。足が震えていた。それも当然だろうと薫は思った。あのギーエンが「こんな場所に長居はしたくない」と言った気持ちがよく分かる。

　ソフィアの掌から一いつ滴てきの血が零こぼれた。それがゲートの上に落ちると落下点に光が生まれ、凪ないだ水面に石を投げたかのように光の輪が、ヒュン、とゲートの端はしまで広がって消えた。彼女の血でゲートの呻き声は昂たかぶるように大きくなり、広間を揺ゆらした。飢うえた獣けものが吠ほえているようだった。ソフィアは揺れに足を取られながらゲートから逃にげ、レイニーの胸むねに抱だきついた。彼女が降りるとゲートからの不気味な声と振動がゆっくりと収おさまっていった。

「本物のようですね」

　リラフォードの言葉にソフィアは無言で頷く。

「どのような状じよう況きようなのでしょうか？」

「集中治ち療りよう室しつの病人って感じ……。サラエボやポーランドのものと比くらべると、極きよく端たんに脆ぜい弱じやくな力しか感じないわ」

「サラエボのは八十七年前、ポーランドのは六十二年前に鍵を掛け直したばかりです」リラフォードは手帳をぱらぱらとやりながら言う。だが数字は暗記しているもののようで、手帳に目は落としていない。どうやら彼の癖くせのようだ。「それに比べてこいつは千年もの間放置されていたんだからな……間に合ってよかった」

　薫は年号を逆算してみた。今年は二〇〇一年。八十七年前というと一九一四年。六十二年前だと一九三九年。そしてサラエボとポーランド……。偶ぐう然ぜんだろうか？　いや、偶然のはずはなかった。それぞれ第一次、二次の世界大戦の始まった年で、最初の号ごう砲ほうが轟とどろいた土地だ。たぶんこれも教きよう皇こう庁ちようによって改かい竄ざんされた歴史の一つなのだろう。
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「施せ錠じようをお願いします、レディ・キィ」

　ソフィアは黙ってレイニーの胸から離れた。胸の前で手を握にぎり締しめ、床に埋め込まれたゲートを睨にらみつける。しかし彼女に何かをしようとする気配は見えなかった。

「……あの、どうかなされましたか？」

　リラフォードが怪け訝げんそうに訊ねると、ソフィアはくるりと振り返って言った。

「やーめたっと」

「はぁ!?」

「だから今日はやらないの。二日……そうね、二日後にしましょ」

「な、何をおっしゃっているのか私にはよく分かりません。我々は一いつ刻こくも早くゲートの施錠をしなければならないのですぞ。それを先さき延のばしにするなど……」

　リラフォードは泡あわを食って言った。普ふ段だんなら相手が聖せい女じよであろうと噛かみついていく教皇庁の誇ほこる二大問題児ギーエンと真澄は、その段階を軽く通り越こし、口をあんぐりと開けて蝋ろう人にん形ぎようのように固まってしまっている。

「やるのは貴方あなたじゃなくてわたしでしょ。貴方が納なつ得とくしようとしまいと関係ないわ。施錠には準じゆん備びの時間が必要なのよ」

「準備が必要だなんて話は聞いておりませんっ」

「当たり前でしょ。教皇庁最大の秘ひ密みつをただの護ご衛えいの貴方たちに話せるわけないじゃない。そんな慌あわてなくても平気だって。このゲートはまだ二年や三年は弾はじけ飛ばないから」

「千年のうちの二、三年は誤ご差さの範はん疇ちゆうですっ。いや、問題なのはそういうことじゃない。我々は行動を起こしてしまい、いつ奴らに察知されるともしれないのです。この国に誰が住んでいるかご存ぞんじでしょう!?　白銀ミスリルのアルフェルム。千年前にこちら側に取り残された三人の盟主ロードのうちの一人です。あの男に気づかれたら全すべては終わりだ」

「何よ、怖こわがっちゃって。怖いなら任務を降りればいいのよ。わたしはアルフェルムなんてちっとも怖くないわ」もう話していても無む駄だといった態度でソフィアはゲートに背を向けた。「レイニー、行きましょ。レイニーは施錠のときまでわたしと一いつ緒しよにいてくれるわよね？」

「もちろんだ」

　ソフィアは嬉うれしそうに微笑ほほえんで彼女の腕に抱き着き、二人はホテルへ通じる洞どう窟くつの方へと歩き出した。

「ちょ、ちょっと待ちやがれ！」

　真澄が怒いかりに顔を真っ赤にして二人の後を追った。彼の感情に呼こ応おうして錫しやく杖じようが光り出す。彼の声には殺意があった。

　背を向けたままレイニーの手が動く。ひゅん、という風を切る音が聞こえた。

「真澄さん動かないでっ！」

　薫の叫さけびに真澄が急ブレーキをかけた。真澄が唾つばを飲み込む。彼の額ひたいから数センチの所にあの金きん属ぞく錐すいが尖とがった先せん端たんを向けて静止していた。それだけではない。金属錐とをつなぐレイニーの服の袖そでから伸のびた細い糸は、重力を無視して空中で滑なめらかな曲線を描えがき、真澄の首の周りを幾いく重えにも取り囲んでいた。彼の身体からだが震ふるえて糸に接せつ触しよくすると、皮ひ膚ふがぱっくりと裂さかれて血が流れた。

　昨日、使徒の頭を粉々にしたのはこれだ……と薫は気づいた。玩具おもちやにしか見えないこの金属錐こそが彼女の得物なのだ。

「無意味に死にたくなければその杖つえを下に置け」

　真澄は言われた通りにする。だが憎ぞう悪おに燃もえた瞳ひとみをレイニーから離しはしない。しゅるしゅると糸が擦こすれ合う音を立てながら、金属錐がレイニーの袖の中に戻もどって行った。

「……薫には危き険けんを承しよう知ちで呪じゆ封ふう斬ぎりをさせたくせに、レディ・キィには我わが儘ままさせ放題かい？　とんだベビーシッターだな」

「わたしを過か保ほ護ごだと罵ののしっているのなら、それはお前自身に向けられるべきではないか？」

「何だと!?」

「わたしは小こ僧ぞうにできることをやってもらっただけだ。しかしソフィアはここに来てみて準備の時間が必要と判はん断だんしたから、わたしはその準備が整うまで時間を稼かせぐ。ゲートの施錠作業は実にメンタル的なものだ。精神集中コンセントレーシヨンには時間がかかる」

「デタラメに決まってる、そんなの！」

「お前はゲートの施錠に立ち会ったことがあるのか？」

　言葉に詰つまる真澄に代わってリラフォードが言った。彼の口調には冷静さが戻っていた。

「本部と連れん絡らくを取らせて下さい。私にできる判断の許きよ容よう範囲を越こえています」

「判断する必要はない。指し揮きを執とるのはわたしだ」

「確たしかに。ですが正直に告白しますと、貴方に妙みような動きがないか気をつけろとも命じられております。仲間の頭を貫こうとするのはそれに含ふくまれるかと」

「千年かかってもわたしは信用を得られてないというわけだな」

「必ずしもそうではありません。貴方の実じつ績せきは誰よりも高く評ひよう価かされています。ただ、この国にいるのはあのアルフェルムです。貴方といえどあロのー男ドの恐きよう怖ふの前には、『裏切り者レイニー』の名を返上されるかもしれない」

「洒落しやれた物言いだな。ではそうするといい。ところで上から戦えと言われたら、わたしと戦ってみるのかな？」

「ええ。胸をお借りします」

　また細く長い洞窟を通り抜けてホテル・ヒプノシスの地ち下か駐ちゆう車しや場じようへと戻った。その間、口を開く者はいなかった。

　ホテルの外に出ると、折からの曇くもり空は雨を降らせ始めていた。一行のぎくしゃくした気持ちを代だい弁べんするような天候だった。

　リラフォードは携けい帯たい電話を取り出して本部に電話を掛けた。通話相手は長谷川司祭のようだ。淡たん々たんとしたやり取りが続き、「宿しゆく泊はく先が決まったらまた連絡します」と言って切った。リラフォードはソフィアの前まで行って深々と頭を下げた。

「レディ・キィ。先さき程ほどはご無礼を。我々は施錠に準備が必要ということを聞かされてなかったのです」

「ほーら、見なさいよ」

　ソフィアは口を尖とがらせてそっぽを向いた。

「信じられんっ。あんたらエスクードの上じよう層そう部ぶは何を考えてんだっ」

「よしたまえ、真澄君。我々が口を出せることではない」リラフォードは真澄を遮さえぎってレイニーに言う。「それより一つだけ気になる情じよう報ほうが入ってきました。昨日、レディ・キィと教きよう皇こうの特別機がこの国に到とう着ちやくしてからすぐ数時間後、ロンドンから到着した飛行機に一人の男が乗っていたのが確かく認にんされました」

「誰だ？」

「……ディゼッサンドです」

　リラフォードが忌いま忌いましそうに言うと、その言葉に真澄とギーエンの顔色が変わった。ギーエンが「この上ディゼッサンドもかよ……」と呟つぶやく。相当の有名人、いや、悪あく名みよう高い魔族らしかった。

「同日、空港のトイレでスチュワーデスの惨ざん殺さつ死体が発見されるという事じ件けんがあったのですが、警けい察さつに介かい入にゆうして空港の防ぼう犯はんビデオを提てい出しゆつさせたところ奴が映うつっておりました。どうやら奴は機内サービスでは満足できなかったようですな」

「黒の執事ノワール・エターダディゼッサンドか」レイニーさえ微かすかに表情に険けわしいものが浮うかんでいた。「奴の消息は？」

「目的も含めて今のところ不明です。教皇陛へい下かの警けい備びを倍に増ふやし、予定されていた総そう理り大臣との夕食会はキャンセルすることになったそうです。帰国していただくことも検けん討とう中です」

「奴の動きが分かったら知らせろ」

「そ、それだけですか!?」

　リラフォードは彼女が考えを変えて施せ錠じようを急せかしてくれることを期待していた様子だったが、レイニーは「それだけだ」と言ってソフィアに訊たずねた。

「ソフィア、これからどうする？」

「わたし、買い物に行くわ」

「施錠に必要な物品があるのでしたら我々が準じゆん備びします。これからホテルを取りますので、貴方はそこから動かないで下さい」

「そうじゃなくて、買いたいのは服よ」

「服ですって!?」

「そ。あんな埃ほこりだらけの所を歩いたから汚よごれちゃったわ。わたしね、一度自分で自分の服を買ってみたかったの。いつも地下に閉とじ込められて買い物に行ったこともないんだもの。レイニー、一いつ緒しよに来て」

「そうしたいがわたしはディゼッサンド以上に奴らに顔が売れていてな。お前と一緒に歩いているところを奴らに見られたら一発でお前が何者かバレてしまう。わたしは遠く離れた所から護まもっているから安心しろ」

「だってわたし、この国の言葉は喋しやべれないわ」

「そこにいるエスクードの誰かを連れて行けばよかろう？」

「この人たちをぉ」ソフィアはつまらなそうに頬ほおを膨ふくらませ、再ふたたび口をあんぐりと開けて硬こう直ちよくしている四人の男を指さしながら順番に見ていく。「この人は陰いん険けんだからごめんだし……この人は予算がどうこうとかうるさそうだし……トゲトゲと街を歩くのは恥はずかしいから問題外だし……」

　そしてソフィアは薫で指を止め、にかっと笑った。

「薫、貴方あなた一緒に来なさい」

　返答できず口をぱくぱくさせる薫の腕うでを引っ張ぱってソフィアは車に乗り込んでしまった。

　降り始めた雨に濡ぬれて心持ちしなだれたパンクス・ヘアを直しながらギーエンは、喧けん嘩か相手の真澄に呆あきれ果てた声で言った。

「おい、下げ法ほう使い。俺はおめえの意見に賛成だ。あのガキんちょが言ってるのはデタラメだぜ。アイツ、施錠を先さき延のばしにして東京見物するつもりだ」




　　　　◇




「雨が降ってきたようですな」

　中年の男が食事の手を置いて言った。別に天候に興きよう味みがあったわけではなかった。ただ、この屋や敷しきの主人が窓まどの外を見ていたから機き嫌げん伺うかがいに口にしてみただけだった。

　しかし窓の外を眺ながめる銀色の髪かみをした若わかい男──見た目は二十代中ちゆう盤ばんに見える──は返事をせず、憂うれいを含んだ瞳ひとみを外に向けるばかりだった。来客の男は声に出さず心の中で「ふんっ」と鼻を鳴らし、ナイフとフォークを手に取った。

　そこは格かく調ちよう高い装そう飾しよく品ひんで飾かざられたダイニング・ルームだった。テーブルにチェア、蝋ろう燭そくを灯ともした燭しよく台だい。飾りのシャンデリアから絨じゆう毯たん、テーブルに並ならべられた食器に至いたるまでビクトリア朝時代の物で統とう一いつされている。そこが日本であるにも拘かかわらず、空気までもその時代から切り取ってきたかのようだ。実じつ際さい、この部屋にある物は全すべて屋敷の主人である銀色の髪の男が当時に新品で作らせた物だった。男が百年前のその時代を最も愛したことを来客は知っていた。

　来客はテーブルの上に並べられた料理を平らげていった。ナイフを入れると血が滴したたってくるレアのステーキにかぶりつき、赤い色をしたスープを口に運び、グラスに注がれた真っ赤な液えき体たいで喉のどを潤うるおす……。主人の懐かい古こ趣しゆ味みともう一つの趣味には辟へき易えきしている来客だったが、食事の趣味には満足だった。

　この世界ときたらこぢんまりとしていて忙せわしなくて、ゲートが閉じられたときにこちら側に残された不幸を嘆なげいたものだが、これを食べられることだけは悪くないと来客は常つね々づね思っていた。ゲートが再び開かれて同族たちがやって来た暁あかつきには、この生き物を食い尽つくしてしまわぬよう保護と繁はん殖しよくをする必要があろう。あのときなど支配を円えん滑かつに進めるため無む闇やみに使徒を作ったせいで、元人間が人間を食い荒あらし、一国の総そう人口の七割わりが胃い袋ぶくろの中に消えていったことがあった。嵐テンペスト──害虫のように増ふえた使徒はそう呼ばれた。今では黒ぺ死ス病トの仕し業わざと言われているが。

　テーブルの上の料理がなくなると同時に、静かにデザートのケーキが置かれた。これも真っ赤な色をしていた。タキシードをまとったまだ十代中盤の少年は来客に行ぎよう儀ぎよく頭を下げてダイニング・ルームを出て行った。

　まったくこのお方の趣味は分からん……と来客は心の中で呟く。給きゆう仕じのためにずらりと部屋の壁かべ際ぎわに控ひかえているのは一人残らず男だん性せいだった。十代半ばから二十代の後半まで。どれも大おお粒つぶの宝ほう石せきのような選よりすぐりの美少年だった。首くび筋すじには使徒の契けい約やくの証あかしである牙きばの痕あとが残っている。こちら側に残されてしまったロードのうちの一人アルフェルム卿きようの牙と血を受けた者たちだから、少なくとも数百年はその若さと美しさを保たもち続け、彼の退たい屈くつを紛まぎらわすために奉ほう仕しすることになる。銀色の髪をした公こう爵しやくが飽あきさえしなければ、だが。

　正直なところ男色などぞっとする趣味だと来客は思っているが、もちろん口に出したりはしない。彼と同じ地位にいるトゥロワヌ卿──漆黒ノワールのトゥロワヌ──から派は遣けんされた使者であるということだけが自分の身の安全の拠より所だった。

「何か……失礼でもありましたかな？」

　来客は恐おそる恐る聞いた。

「色々あるとも、ディゼッサンド君」

　ディゼッサンドは公爵の声で部屋の温度が何度か下がったような気がした。が、壁際に並んだ彼の使徒たちは天上の音楽が奏かなでられたかのように、うっとりとアルフェルムの声に聴きき惚ほれている。

「たとえば君の食事の仕方が気に食わない。私にとっては思い入れのある食材を調理させたというのに、君はあまりに簡かん単たんに食べてしまった。実に残念だ」

「も、申し訳わけございません。ですが、あの、大変美味で……」

「ありがとう。そう言ってもらえるとあのコも喜んでいるだろう」

　アルフェルムは微笑ほほえんだ。それが彼の感情を反はん映えいしたものなのか判はん断だんできなかったが、ディゼッサンドはその微笑みに吸い込まれそうになる。彼の倒とう錯さくした世界に多くの人間の男が搦からめ捕とられるのも無理はないことだろうと思ってしまった。
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「来日しているローマ教きよう皇こうのことなのですが、トゥロワヌ様は……」

「彼の名を出すのはやめてくれたまえ。非ひ常じように気分が悪くなる。彼の名は私にとって疫えき病びように等しいのだ」

「……アルフェルム様。お言葉ですが、トゥロワヌ様は十二人のロードの中では貴方あなた様より上位におられるお方です。そのようなことを言われるのはどうかと。あのお方の配下の者としましては対たい応おうに困こまります」

「報ほう告こくするかね？　『黒の執事ノワール・エターダ』の名を持つ側近としては」

　ディゼッサンドは全身が凍いてつくような感覚を覚えながらも、どうにか同族としての威い厳げんは失わずに答えることができた。

「……わざわざトゥロ……あのお方の気を害するようなことはいたしませぬ」

「それは助かる。彼は乱らん暴ぼう者だからねぇ。そんなところも含めて私は彼が嫌きらいなんだ」

「アルフェルム様……」

「仕方ないだろう？　そもそもタイプではないんだもの」

　壁際に並んだアルフェルムの使徒たちが、イタズラ好きの小鳥が囀さえずるようにくすくすと笑った。まったく……とディゼッサンドは使徒風ふ情ぜいに笑われたことに怒おこるのも馬ば鹿からしくなってため息をついた。ローマ教皇が突とつ然ぜんにこの国にやって来たため、仕えるトゥロワヌに命じられて追って来た。当然のことながらこの東洋の国を支配するこのアルフェルムに挨あい拶さつをして協力を要よう請せいせねばならないのだが、いざ訪おとずれてみればこの始末である。

　同じ十二人のロードでありながら、トゥロワヌとアルフェルムの不仲は有名だ。確たしかにディゼッサンドの仕えているトゥロワヌは無ぶ骨こつな大男で、ここに並んだアルフェルムの使徒たちとは極北に位置する外見である。二人のロードがことあるごとに対立する理由は色々と囁ささやかれているが、実際のところ「タイプではない」というのが真相ではないかと思えてきた。このアルフェルムというロードは、数千年を生きたディゼッサンドをしても理り解かいできぬ存在なのだ。

「私の気分が沈しずんでいるのと、君があの無ぶ粋すいな朴ぼく念ねん仁じんに命じられてわざわざこんな遠方まで来たことには関係があるかもしれない」

　そこまで言うとアルフェルムは指先で空のグラスを弾はじいた。壁際に控えた彼の使徒の中の、ワイン・ボトルを抱かかえた少年が顔を上気させて駆かけ寄よって来た。もちろん中に注がれた液えき体たいは葡萄ぶどうを絞しぼったものではない。

「と、おっしゃいますと？」

「昨日、スオンジアンティ聖せい堂どうに滞たい在ざいしていた教皇が襲おそわれたという情報が届いている。やらせたのは君だね」

「はい。その通りでございます」

「あっさりと認みとめるものだね。私の領りよう地ちで勝手な真ま似ねをしたと」

　アルフェルムは笑え顔がおを崩くずさなかったが、彼の放つ静かな殺意は部屋中を凍こおりつかせた。ワインを注いでいた使徒の手が震ふるえてボトル・ネックとグラスがぶつかり、半分まで注がれていた血液のワインが勢いきおいよくテーブルに広がった。「ご、ごめんなさいっ」少年の顔は真まっ蒼さおになってアルフェルムの足元に跪ひざまずいた。

「舐なめるんだ」

　アルフェルムは命じる。少年は震えながらテーブルに顔を近づけテーブルクロスに吸われた赤い染しみに、猫ねこがミルクを舐めるように舌したを這はわせた。

「そこでは届かないだろう？　もっとこっちに寄って」

　少年はおどおどとアルフェルムのすぐ横まで来て、また舐め始める。アルフェルムのしなやかな指先が少年の首くび筋すじに触ふれた。少年は小さく「ああっ……」と喘あえいだ。それは恐きよう怖ふや苦く痛つうのものではなかった。使徒は主人に触れられると強きよう烈れつな快かい楽らくを受ける。少年のズボンの膨ふくらみを見てアルフェルムは目を細めた。

「で、ですが教きよう皇こうの殺害は八百年前の第一回ハエレティコールム会議で議決されており、アルフェルム様もそれに賛さん成せいを……」

　それはこの世界に残された三人のロードが一堂に会した最初の会議で、そこで議決されたことはこの世界の魔ま族ぞくの法となっている。現げん在ざいの状じよう況きようを鑑かんがみるとかなり古びてしまっているものも多いのだが、様々なトラブルにより第二回は延えん期きされ続けているのだから仕方なかった。

「そんなことは問題じゃない。私の領土であの男の配下の者が勝手なことをするのは気に食わないんだ。あんな老人の生死になど興味はないが、そういうことをする前に領主の許きよ可かを得るのが先だと思うんだよ私は。違うかい？」

　ディゼッサンドは口を開くことができず、黙だまったまま何度も頷うなずく。教皇のすみやかな殺害が正せい論ろんであっても、いつの世も暴君に正論は通用しない。いや、力を持った者の存そん在ざいが規き範はんなのだ。ゲートが閉じられ、他の九人のロードと全すべてを統すべる偉大なる君主グラン・マスターが向こう側に分かたれてしまった今、この世界でアルフェルムに意見を言えるのはあと二人しかいない。

「いいよ。許ゆるしてあげる。だからとっとと帰って、あの老人の首を飼かい主の所に持ち帰るといい。私にはこれからすることがある。もっと素す敵てきな楽しいことがね」

　アルフェルムは彼の指に弄もてあそばれてテーブルを舐めることも忘わすれて主人の指が与あたえる快楽に陶とう酔すいしていた少年を見つめる。その瞳ひとみには溢あふれんばかりの慈いつくしみがあった。

「い、いえ、あの……」

「まだ何かあるの？　いい加か減げんにしないと私は不ふ機き嫌げんになってしまうよ」

　ディゼッサンドは今すぐにでも逃にげ出したかったが、報告しないわけにはいかなかった。教皇の殺害ぐらいならまだしも、そのことをアルフェルムに黙ったまま進めたりしようものなら、二人のロードの間で戦争が起こるかもしれない。

「私わたくしが派は遣けんされましたのは、教皇の殺害を命じられてではございませぬ。奴らの出方を見るために連れて来た使徒に襲しゆう撃げきをさせたわけで。それであの、報告が事後になってしまったのですが……」

「私はまだるっこしい男も嫌いだ」

　アルフェルムの手に力が入り、少年の首の骨ほねが砕くだける。指が首の肉を深々と突つき破やぶっていた。だがアルフェルムの牙きばを受けた者はその程てい度どでは絶ぜつ命めいしない。少年は苦痛と快楽の入り混まじった悲鳴を上げる。

「教きよう皇こう庁ちように妙みような動きがあるのです。バチカンの大聖せい堂どうから護ご衛えいの者がほとんどいなくなったと」

「教皇に同行して来ているんだろ？　昨日からこの屋や敷しきの周りも騒そう々ぞうしくてたまらない。まったく、私があんな老人に興味があるとでも思っているのかね。不ふ愉ゆ快かいだ」

「それだけではないのです。少なくともここ四十八時間、あの裏うら切ぎり者女の姿すがたがヨーロッパから消えています。霧きりのように夜の闇やみに溶とけ込む女ですからはっきりしたことは言えませんが、これらを総合しますと、教皇庁はレディ・キィをこの地に動かした可か能のう性せいがございます。この地に我われ々われが喪そう失しつしたゲートの一つがあるというかねてよりの噂うわさはご存じかと思いますが……」

「探さがしてはいるけど、まだ見つかってはないよ」

「べ、別にアルフェルム様を非ひ難なんしているわけではっ」

「用よう件けんは分かった。私の配下の中で最も有ゆう能のうな者を君に貸かすから後はそいつに言ってくれ」

　再ふたたびゲートを開いてグラン・マスターをこの地に迎むかえるという最高の殊しゆ勲くんに関かかわる案あん件けんをたったそれだけの言葉で片かた付づけられてしまい、二人のロードの衝しよう突とつを危き惧ぐしていたディゼッサンドは肩かた透すかしを食らったような気分になった。

「さぁて、お前に罰ばつを与あたえなければね。私の使徒になったとき、私が約束したことを覚えているかい？」

　少年は返事をすることもできず、口から涎よだれを零こぼしながら頷く。

「私の使徒となった者は飽あきても捨すてたりはしない。それはお前たちにとって何よりも辛つらいことだからね。だからこの私の手で殺してやる。そして私が食べてやると」

　少年は頷く。

「では、約束を果たそう」

　アルフェルムは少年の頭を無む造ぞう作さにテーブルに押おし付けると、その首に食らいついた。少年は絶ぜつ叫きようした。だが絶命するまでの僅わずかな間、少年の顔は歓かん喜きに満ちていた。

　先さき程ほど平らげた食事が腹はらの中で精せい液えきを撒まき散らしているような錯さつ覚かくを覚え、ディゼッサンドは胸むねのむかつきを堪こらえながら少年の断だん末まつ魔まが響ひびく部屋を逃にげ出した。

「ディゼッサンド様」

　部屋を出るなり、嗄しわがれた声が彼を呼よび止めた。声の方を振ふり返った所にいた中年の男の顔を見てディゼッサンドはぎょっとした。ダイニング・ルームの壁際に並んだ公こう爵しやくの使徒たちと同じタキシードを着ているところを見ると彼もまたこの屋敷の従じゆう者しやのようだが、部屋にいた宝ほう石せきのような少年たちとはまるで違った。白髪しらがの混じった髪かみはだいぶ薄うすく、頭のてっぺん近くまで禿はげ上がっている。悪い病気でも患わずらったのか顔は万まん力りきで左右から潰つぶしたようにいびつに歪ゆがんでおり、疱ほう瘡そうの跡あとが醜みにくく残っていた。小こ綺ぎ麗れいな身なりと立ち振ふる舞まいの完かん璧ぺきさが、皮肉なぐらいに男の醜しゆう怪かいな容よう貌ぼうを際立たせている。

「この屋敷の侍じ従じゆう長ちようでブルームクイストと申します。我わが君があのような言い方をされたときは、私わたくしめをディゼッサンド様の世話役にと指名されたに違いありませんので」

「お前のような醜い男があのアルフェルム様の使徒だと？」

　ディゼッサンドは眉まゆを顰ひそめて聞いた。有能云うん々ぬんの前に、この男はアルフェルムが最も嫌けん悪おするタイプに違いなかった。しかし、目の前の醜い男からは確かに眷けん属ぞくの匂においがする。

「はい。ですので我が君には『必要なとき以外は顔を見せるな』と厳げん命めいされております。誠まことに悲しゅうことにございますが」そう言ってブルームクイストは顔を歪めた。自じ嘲ちよう的に笑ったつもりらしかったが、気の弱い人間なら卒そつ倒とうしてしまいそうな不気味な顔でしかなかった。「では参りましょうか。屋敷の周りをうろついている者どもに聞いてみましょう」

　醜怪な侍従長と並んで歩きながら『黒の執事』の異い名みようを持つ男は「やはりあのお方の趣味は分からん」と心の中で呟つぶやいた。








　ＡＣＴ．４　容赦なくNO QUARTER




　雨はまるでやむ気配を見せず次し第だいに強くなっていった。夕方の四時を過すぎた今では、もう傘かさを差さずには外を歩くことはできない。夕ゆう暮ぐれのオレンジは途と切ぎれることのない陰いん鬱うつな色の雲に塗ぬり潰つぶされ、地面に撥はねた氷ひ雨さめが街を行く人々の足元から寒さを運んでいる。

　しかしこんな気の滅め入いる天候の下でもソフィアはすこぶる上じよう機き嫌げんだった。

　彼女はもうドレスを着ていない。穴空きクラツシユデニムのジャケットと、同じ素材の膝ひざ丈たけのスカート。澄すました靴くつは脱ぬぎ捨すてて、スケボー・ショップで見つけた中古のシューズが軽快にスキップを刻きざんでいる。くすんだ空の下でも輝かがやきを失わない見事な金きん髪ぱつをした上品そうな少女が、ミスマッチなストリート・ファッションで大通りを闊かつ歩ぽしているのだから、否いやが応にも目を引いた。

　おまけにソフィアは片かた手てにはカラフルな傘、もう片方の手には大きなペンギンのぬいぐるみを抱だき締しめている。天気さえよければ一ブロック歩くごとにファッション雑ざつ誌しのカメラマンに声を掛かけられてもおかしくはない。いくらレディ・キィの容よう姿しが教きよう皇こう庁ちようの最高機き密みつだとはいえ、別の犯はん罪ざいに巻き込まれるのではないかと薫かおるはハラハラしていた。

　三時間近くもあちこちの店をハシゴしているが、ソフィアはまったく飽あきる様子はなかった。今着ている服以外にも二着購こう入にゆうした。他にもコンパクトだの口くち紅べにだのポシェットだのを会計は教皇庁持ちなのに妙みように値ね段だんを気にしつつ買い込み、それらと着き替がえた服は全部薫が持たされている。今はブラディミールは持っていない。レイニーが言うには「その剣つるぎはわたしと同じぐらい奴やつらには有名だ」そうなのだが、言われるまでもなくあんな物を持って教皇の来日で厳げん戒かい態たい勢せいにある都心を歩いたら大変なことになる。

　ホテルを出てからというもの薫の頭の中では『ローマの休日』のテーマ曲が鳴り響ひびいていた。ナフィタジア教会にミサに来ていた英語圏けんの信徒が教えてくれたのだが、ローマの休日ローマン・ホリデイという言葉は古代ローマのコロッセウムで奴ど隷れいを戦わせる残ざん酷こくな遊ゆう戯ぎのことで、ローマを舞ぶ台たいに王女に振ふり回される新聞記者の大迷めい惑わくをダブル・ミーニングで表あらわしているそうだ。

（どう考えたってこれってショッピングだけど……よくレイニーさんは許したよな……）

　一足先にホテルを出たレイニーの姿を街で見つけることはできなかった。一度だけショウ・ウィンドウに赤と黒のシルエットが映うつったが、振り返ったときには彼女の姿はなかった。しかしソフィアはレイニーを信しん頼らいしきった様子で、不安のかけらも見受けられなかった。

　横を歩いていたソフィアが急に足を止めて言った。

「……ねえ、わたしと一いつ緒しよに歩くの、そんなにつまらない？　さっきからずっと難むずかしい顔しちゃって」

　薫はオードリーとグレゴリー・ペックを慌あわてて追い払はらった。

「そ、そんなことありません。ただその、そろそろ暗くなってきたので……」

「いちいち言われなくても分かってるわよ。時計を気にする男は嫌きらわれるのよ」

「あの、すみま……」

　薫はそこで口を閉とじる。せっかくの上機嫌を損そこねてしまったと思ったのだ。だがソフィアは薫のそんな様子に吹ふき出し、にんまりと笑って薫の顔を覗のぞき込んだ。

「また謝あやまろうとしたでしょ？」

「……はい」

「いいわ。許してあげる。薫はそういう人なんだもの」ソフィアはとことこと歩き始めた。薫も後を追う。「お姉ちゃんの言葉にはね、続きがあるの。『口くち癖ぐせみたいに謝罪の言葉を口にする人は、人間関係を壊こわすのに臆おく病びようなの。だからそういう人には優やさしくしてあげなさい』って。お姉ちゃんの言ったことだから薫にも優しくして……」

「くれるんですか？」

「やっぱやーめた。わたし、エスクードの人たちなんて嫌いだもん」

　ソフィアはそう言って通りにあった高級ブティックに入って行ってしまった。

　冗じよう談だんめかしてはいたが、本心なのだろうと思った。自分らがいざというときには彼女を殺すよう命令を受けているのを彼女は知っているはずだ。

　山ほど服を抱かかえてソフィアが更こう衣い室に消えてしまうと、呆あきれるぐらい値段が高い女じよ性せい専せん門もん店の店内で取り残された薫は酷ひどく浮ういていた。居い心地ごこちの悪さに身じろき一つできないでいると、若わかいマヌカンが「可愛かわいい恋こい人びとね」と笑え顔がおで挨あい拶さつをしてきた。しかし目は「ここに一万円以下のスカートはないのよ？」と意地悪に言っていた。だがそれでもこの店はいい方だった。前の店では「お姉さんは買わないの？」と真顔で聞かれたのだ。ソフィアの笑い転げたことといったら。

　店内の客が妙なざわつき方をし始めた。原げん因いんはすぐに分かった。男物のスーツを着た、鮮せん血けつのように赤い髪かみの女性が店に入って来ていた。男も女もレイニーの美び貌ぼうに言葉を失っていた。ソフィアを見て「可愛い子だな」と振り返るのとはまるで違ちがい、レイニーの完かん璧ぺきすぎる美貌は見る者にある種の不安さのようなものを感じさせていた。

「あの……何かお探さがしでしょうか？」

　先さき程ほどの若いマヌカンがレイニーに声を掛ける。レイニーの美貌は彼女をすこぶる混こん乱らんさせたらしく、どう見てもこの国の人間ではないレイニーに日本語で話し掛けていた。

「いや、結けつ構こう。ここにはわたしに似に合あう服はなさそうだ」

　レイニーも日本語で答えた。おそらく彼女は「ここにある服は戦いに不向きだ」という意味で言ったのだろうが、そんな言葉を彼女の口から発せられたマヌカンは顔を真っ赤にして逃にげて行ってしまった。

「レイニー!?」

　ソフィアが更衣室のカーテンから顔だけ出した。

「そろそろ戻もどるぞ。夜になってしまう」

「分かったわ」一晩ばん中でも街を歩いていたそうだったソフィアが素す直なおに応こたえた。「ねえ、レイニー。これとこれ、どっちにしようか迷まよってるんだけど、どっちがいいと思う？」

「両方とも買えばいい。どちらも似合っている」

「でも……この店の服、すっごく高いわ。一万円って百ドルぐらいなんでしょ？」

「気にすることはない。教きよう皇こう庁ちようはお前にそれぐらいのことをしてやってもいいはずだ」

　レイニーはブティックから出て行き、あっと言う間に夕ゆう闇やみの街に消えた。ソフィアと薫も店を出てタクシーを拾った。

「素す敵てきっ、わたし自分で服を選んで買ったのって初めてなの。絶ぜつ対たいに全部着るわ！」

　ソフィアは嬉うれしそうに買い込んだ服を次々と取り出し、膝ひざの上に乗せて眺ながめた。

「それを全部ですか？」

　さっきのブティックで買ったのを含ふくめると全部で五着になる。

「いけない？　一着残らず着たいの。もうっ、どうしてこんな雨空なのかしら」ソフィアは恨うらめしそうに窓まどの外を見た。闇の色に染そまった空から降って来た雨あま粒つぶが静かにタクシーの窓を穿うがっている。「ねえ、薫は休みの日はどういうふうに過すごしているの？」

「僕は教会の奉ほう仕し活動をしています」

「うわあ、つまらない休日ぅ」

　苦い薬でも飲まされたような顔をするソフィアに、さすがに薫は気分を害した。

「……楽しいとか楽しくないとかじゃありません。それが僕の選んだ道です」

「あ、ごめんね。そういう意味じゃないのよ。わたしが聞きたかったのは、この国の薫ぐらいの年ねん齢れいの子はどういうふうに遊んでいるかってこと。薫みたいに極きよく端たんに真ま面じ目めな人は除のぞいて」

「そうですね……みんなで集まってカラオケで唄うたったり、ファスト・フード店で食事をしながら喋しやべったりとかですかね。僕はあまり知らないんですけど」

「なにそれ。楽しいの？」

　興きよう味み津しん々しんといった感じのソフィアにカラオケについて説明したが、また苦い薬を飲まされたような顔になっていった。

「つまり聖歌隊の独どく唱しようみたいなものでしょ。たくさんの聖歌隊の中から一人だけ選ばれてみんなの前で唄うなら光栄なことでしょうけど、全員が順番に唄ってなにが楽しいのよ。それはパス。他ほかにないの？」

「他にって……遊園地とかそういう所のことですか？」

「それよっ」ソフィアは薫を『正せい解かい』とばかりにピシッと指さす。「たしかこの国にもディズニーランドがあったのよね。明日はそこにしましょう」

　しまった、そういうつもりで聞いたのかっ……と思うがもう遅おそかった。彼女はディズニーランドに着て行くと思おぼしき服の選定を始めていた。エスクードの面々がいかなるリアクションをするかまざまざと浮かんでしまい、『ローマの休日』が頭の中で鳴り響く中、薫は軽い目め眩まいを覚えた。




　　　　◇




　二十世紀末、土地の価か格かくが笑うしかないほどに崩ほう落らくして以来、立地も交通の便も文もん句くのつけようがない都会の中心に引き取り手のないまま放置されている土地や建物が多く存そん在ざいしている。

　そのオフィス・ビルもそんな廃はい屋おくの一つだった。建物自体はそれほど古くなかったが、学生が面おも白しろ半分に石でも投げたのだろうか、割われた窓からは雨が吹ふき込んでいる。こんな凍こおる雨の降ふる日の夕ゆう暮ぐれ時にそこを探たん検けんしようという物好きはいなかった。それはその者にとってすこぶる幸運なことだった。

　廃屋の中にばりばりという音が響いていた。何か堅かたい物を力ちから任まかせに砕くだいているような音だ。そして飲み込む音と、啜すする音……。

　ディゼッサンドによってこの廃屋に連れ込まれた四人の男のうち、生きているのはもう一人しかいなかった。身につけていた衣服とディゼッサンドの口から零こぼれ落ちた僅わずかな肉にく片へんを残し、三人の血肉はすっかりディゼッサンドの胃の中に収おさめられていた。三人を残らず平らげるのに一時間とかからなかった。

　死を覚かく悟ごの上で就ついた任務だったが、このディゼッサンドという魔ま族ぞくに殺されねばならぬ我わが身の不幸を最後に残されたエージェントは呪のろった。

　アルフェルムの屋や敷しきの監かん視しをしているところをこの男に襲おそわれ、傷きず一つ負わせられずここに連れ込まれた。殺さずに拉ら致ちしたからには尋じん問もんするつもりなのだろうと思っていたが、ディゼッサンドは何一つ質しつ問もんをせず、一人ずつ食らっていったのだ。彼は三人の仲間が生きたまま胃の中に消えていくのを見せられた。目をつぶっても音は聞こえる。骨ほねが砕かれ、肉が咀そ嚼しやくされる音。生きながら我が身を食われた男たちの、この世のものとは思えない苦く痛つうの悲鳴。そして部屋中に充じゆう満まんする血の匂におい。そのような中で正気を保たもっていてしまう自分の精せい神しんの強さが恨うらめしかった。大食の罪。そんな笑えない冗じよう談だんが浮かんだ。

「さて……」この廃屋に着いてからディゼッサンドが初めて口を開いた。廃屋に転がっていたパイプ椅い子すに縛しばりつけられたエージェントの前に来る。血で真っ赤になったディゼッサンドの顔は満足そうだった。「お前らの目的を喋しやべってもらおうか」

「……断ことわる。勝手に食いやがれ」

　エージェントはかろうじて言葉を紡つむいだ。

「さすがはレディ・キィの護ご衛えいだな。この状じよう況きようで命いのち乞ごいをしなかった人間は久しぶりだ」

「レディ・キィだって!?」

　エージェントは驚おどろいて聞き返す。それもそのはずだった。彼は『教きよう皇こう陛へい下かの身の安全のためにアルフェルムを監視する』としか指し示じされてはいない。

「演えん技ぎだとすると相当の精神力ですな」

　側そばに控ひかえた、アルフェルムの侍じ従じゆう長ちようのブルームクイストが言う。この食事を兼かねた尋問のためにこの廃屋に案内したのは彼だ。ただ、食事の手伝いだけは一いつ切さいしなかったのは、己おのれの主人への忠ちゆう誠せいによる歴れつきとした線引きがあるようだ。

「末まつ端たんの者では知らぬのかもしれんな」

「どうなさいますか？　こやつもお食べに？」

「いいや、もう腹はらは膨ふくれた」ディゼッサンドはぱんぱんになった腹をさする。「何か容器を探さがして来い。人間を一人すっぽり入れられる大きさの物だ」

「食しよく欲よく旺おう盛せいですな。我が君にも見習っていただきたいものです。我が君は食が細くておいでですから」

「折り詰づめにするのではない。私は生きたまま食うのが好きだ」ディゼッサンドは真面目に答えてからエージェントの方に目をやる。「お前は五分以内に『お願いだから喋らせて下さい』と私に懇こん願がんするだろう。だが手て遅おくれなのだ。そしてその後こう悔かいは何十年と続くことになる」

　ディゼッサンドの言葉はエージェントの気き概がいを残らず奪うばい去るに十分なものだった。

「わ、わたしは何も知らない。レディ・キィのことなど何も聞かされていないっ」

「それは残念だな。お前はもうただ一度だけのチャンスを逃のがしてしまっている」

　自分が知っていようが知るまいが、この男が自分に対して恐おそるべきことをするのは間ま違ちがいないという確かく信しんに、そしてその絶ぜつ望ぼうに、エージェントは絶ぜつ叫きようした。
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「……分かった。何か動きがあったら知らせてくれ」そう言ってリラフォードは電話を切った。「まったくあの三人はどこまで行っているんだ」

　まだソフィアと薫、そしてレイニーはホテルに戻っていない。ソファに横になっていたギーエンが賛さん同どうするように肩かたを竦すくめる。窓まど際ぎわの椅子に座すわって暗くなった窓の外を睨にらみつけている真ま澄すみは無言だった。

「あのガキんちょ、絶対携けい帯たいの電でん源げんを切らせているんだぜ。旦那だんなが最後に掛けたとき『いい加か減げんにしてよっ！』って怒ど鳴なる声が俺にも聞こえたもの。そんなに心配だったら、やっぱ全員で行きゃあよかったんだよ」

　十分ごとに薫の携帯電話に連れん絡らくをしていたのだが、三回目以い降こうは電話が通じなくなった。もう優ゆうに三時間も連絡は途と切ぎれている。それは彼らの身に何かがあったのではなくソフィアの仕し業わざというのが部屋の男たちの統とう一いつ見けん解かいであり、そしてそれは大正解であった。

「そうもいかん。この場合、薫君だけに行ってもらうしかない。私もお前も真澄君もそれなりに顔が売れている。奴やつらに顔を知られてないのは厳げん重じゆうに秘ひ匿とくされているレディ・キィと、昨日ウチに入った薫君だけだ。あの二人が並ならんで歩いていても、まさかレディ・キィとその護衛だなんて思わないだろう」

「だったらそれ以前にショッピングなんか認みとめるべきじゃなかっただろうがっ！　あんた、理り屈くつをつけて自分自身を納なつ得とくさせようとしてるんじゃないのかっ!?」

　真澄が窓の外を向いたまま怒ど鳴なった。「どうにかしてくれよ、コイツ」とギーエンが口だけ動かして言う。真澄の苛いら立だちは頂ちよう点てんに達しようとしていた。

「君も組そ織しきに属ぞくする人間なら上じよう層そう部ぶからの指し示じには従したがいたまえ。どちらの組織に属しているつもりなのかは知らんがね」珍めずらしくあからさまな皮肉を言うリラフォードを真澄が睨みつける。「やっと私の方を向いてくれたな。こっちに来たまえ。悪いニュースがある」

「悪いニュース？」

「ディゼッサンドが目もく撃げきされた」

「何だとっ！　どこでだっ」

　真澄が勢いきおいよく立ち上がった。空港でスチュワーデスが食い殺された一件けん──自分が空港に到とう着ちやくしたすぐ直前にディゼッサンドがそこにいたのに気づかなかったこと──に真澄は負い目を感じ、彼を苛立たせている要因の一つともなっていた。

「もう見失ってしまっている。しかも目撃された場所が最悪だ。アルフェルムの屋や敷しきに入って行ったそうだ。一時間ほどして中年の男を伴ともなって出て来たのだが、その連絡を最後に見み張はりをしていた二チーム四人の行方ゆくえは分からん」

「旦那だんな、ヤバいぜそりゃ！」

「教きよう皇こう陛へい下かの帰国が決定した。明日の昼、空港で盛せい大だいなセレモニーをしてこの国を飛び立つ。もちろん逃にげるのではなくディゼッサンドを誘ゆう導どうするためだが、もし奴がそれに反はん応のうせずにここに残った場合……」

「奴はレディ・キィに気づいたということか」

「何も分からないから動かないというパターンも考えられるが、まだ起きてないことに仮か定ていの話をしてもしょうがあるまい。とにかくこちらも急いでゲートに施せ錠じようをし直さねばならない……のだが……」

　リラフォードは真澄を窺うかがいながら言いづらそうに言葉を濁にごす。その態たい度どで上層部がどのような方ほう針しんを打ち出したか真澄は察した。

「この期ごに及およんであの我わが儘まま娘むすめの勝手にさせるって言うのか!?」

「私を含ふくめ今回の任務の真相を知らされているエスクード・セクションの者たちの中では、施錠を諦あきらめてレディ・キィの帰国が大勢を占しめている。だが総そう指し揮きの長は谷せ川がわ司祭は、レディ・キィの『精神集中コンセントレーシヨンに必要な時間』を認めた上で続行を主しゆ張ちようしている」

「現場に出ない人間に何が分かるってんだっ」

「……誰だれよりも現場で血を流してきた人間がエスクード・セクションの反対を抑おさえたのだよ。先代のブラディミールの剣けん士しに『あの女じよ性せいに従したがえ』と言われては我われ々われは頷うなずくしかない」

「電話を貸かせっ！　俺が直ちよく接せつオヤジさんと話すっ」

「時間を無む駄だにするのはよしたまえ。他人に言われたからといって深ふか津つ神父がおいそれと意見を変える方かたではないのは、君の方がよく知っているんじゃないのか？」そしてリラフォードは小さく付け加える。「……もっともなぜそういう結けつ論ろんに至いたったかは私にも理解しかねるのだがね」

　真澄は「くそっ」と言って近くにあったゴミ箱を蹴けり飛ばした。

「続行するならするで結けつ構こうっ。だが今すぐあの小娘の首に縄なわをつけてゲートまで引っ張って行くべきだ。あんただってそう思ってんだろ!?」

「それはまあそうなのだが……」

　リラフォードは真澄を扱あつかいかねた様子で頭を掻かいた。

「あのよ、いいかい？」ギーエンが口を挟はさんだ。「俺はどちらかと言えば下げ法ほう使いに賛成だ。上層部は真に受けてるみてえだけど、精神集中コンセントレーシヨンが必要だなんて話は眉まゆ唾つばさ。だけどよ、ガキんちょの人間性より先に考えなくちゃいけねえことがあるだろ？　俺が何のことを言ってるか分かるかい？」

「なぜスケジュールが狂くるうのをレイニー殿どのが看かん過かしているか……」

「つーことよ。自分のやることを邪じや魔まする者は容よう赦しやしねえって感じなのに、スケジュールが目め茶ちや苦く茶ちやになるガキんちょの我わが儘ままを放置しているんだぜ。おかしくねえか？」

　三人は顔を見合わせた。

「……あの女はレディ・キィの血でゲートを開く気だ」

「それは考えにくいだろう。彼女がレディ・キィを手にかける気があったのなら、チャンスはいくらでもあったはずだ。あのとき寸すん前ぜんで止めずに君の脳のう天てんを貫つらぬき、他の三人を殺すことも容よう易いだった」

「じゃあ旦那はどう説明すんだよ？」

「理り屈くつとしてその考えは否ひ定ていされるというだけだ。久ひさしぶりに冴さえているパンクス君にこんなことを言うのは恥はずかしいがね。とにかくこれからは彼女の行動に……」

　そこまで言ったときだった。ドアが開き赤い髪かみの女性が現れた。

　三人は一いつ斉せいに口を噤つぐむ。レイニーの後ろから「ただいまーっ」というソフィアの場違いな明るい声がした。山のような荷物を抱えた薫も一緒だ。『奴やつら』の聴ちよう力りよくを知っている三人の顔から血の気が引くが、レイニーは無表情のまま薫から買い物袋ぶくろを受け取って、ソフィアと共に奥おくの寝しん室しつに向かう。

「……聞こえてたんだろ？」

　レイニーが目の前を通り過すぎるときに真澄が言った。

「ああ」

「何か言うことはねえのかよ」

「特に思いつかない。陰かげ口ぐちにも慣なれているんでな。後で思いついたら言わせてもらおう」

　ソフィアの顔から楽しげな表情が消えた。部屋にいた三人がレイニーの悪口を言っていたのを察したらしい。リラフォードが躊躇ためらいがちに訊たずねる。

「教皇陛下が帰国される話は聞こえましたか？」

「いいや。『首に縄をつけてゲートまで引っ張って行くべきだ』のあたりからだ」

「とりあえずご報ほう告こくします。貴方あなたは興きよう味みを持ってはくれなさそうですがね……」

　リラフォードの説明が終わるやいなや、ソフィアは真澄を一いち瞥べつしてレイニーの手を引いて寝室へと入って行ってしまった。
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　奥の寝室からはソフィアの笑い声が聞こえてきていた。

　薫たち三人が戻もどって来て三十分ほどが過ぎた。リビングの四人は情報を交こう換かんし合い、これからのことを話していたが、答えらしきものは出ていない。

　寝室のドアが開いた。部屋から出て来たのはレイニーだった。口には煙草たばこをくわえている。すぐ後ろにペンギンのぬいぐるみを抱だき締しめたソフィアがいた。「全部着たい」という彼女は早くも次の服に着き替がえていた。

「エスクードの諸しよ君くん、頼たのみたいことがある。ディズニーランドと呼よばれる行楽施し設せつの所在地を明日までに調べておいてくれ」

　薫は天を仰あおいで十字を切った。「ディズニー……ランドだと……」と真澄が掠かすれた声で呟つぶやいた。

「馬ば鹿かね、レイニー。そんなの調べなくたって分かるって。すっごい有名なのよ。そんでもって、すっごい楽しい所なんだって」ソフィアは弾はずむような調子で言う。「レイニー、わたしと一いつ緒しよにメリー・ゴーランドに乗ってくれる？」

「今日の買い物と同様、それは無理だ。小こ僧ぞうと一緒に乗るといい」少し不満そうな顔をするソフィアの頭を撫なでてやると、レイニーはくるりと踵きびすを返してドアへと歩き出した。「ではわたしはそろそろ失礼させてもらう。太陽が昇のぼる頃ころには戻るから、そしたらお前と小僧でそこに行き、わたしは隠かくれて護まもろう。今日のようにな」

「ちょっと待てっ！　こんなときにてめえはいったいどこに行く気だっ」

　真澄がついに爆ばく発はつした。速足でレイニーを追いかけ、肩かたを掴つかもうと手を伸のばす。が、レイニーはその手を躱かわして振ふり返る。表情はいつもの通り一いつ切さいの感情が浮うかんでいない。

「事前に言っておいたはずだが？　わたしは夜の間は警護ができない。そのためにお前たちのバックアップが必要だ」

「てめえと小こ娘むすめは今の状じよう況きようが理解できてないんじゃないのか!?　トゥロワヌの側近とアルフェルムが揃そろってこの国にいるんだぞ。教皇が帰国したというのにエスクードの連中が大挙して残っていたら、奴らに感づかれるのは時間の問題だ。なのに小娘は観光気分だわ、てめえはてめえで『夜の間は警護できない』ときたもんだ。いったい何を企たくらんでいやがるっ」

「企んでなどいない。わたしが無理をすればソフィアに危き険けんが及およぶから、夜の間はソフィアの元を離はなれる。それだけのことだ」

「てめえ……」真澄はレイニーを睨にらみつけ、薫でさえぞっとするような口調で言った。「食いに行く気だろ？」

「いいや」

　レイニーの口調は変わらない。

「俺おれはてめえらの言うことなんざ一切信じない。人間の姿をしていてもてめえらは所しよ詮せんけだものだ。俺はてめえらを根ね絶だやしにする。一匹ぴきたりとも逃のがさない。順番はちょっとばかり後回しにするかもしれないが、てめえも必ず狩かる」

「やめてよ！」ソフィアが叫さけんだ。リビング・ルームに駆かけ込んで来て、レイニーを庇かばうように彼女の前に立ち塞ふさがる。「レイニーは人を食べたりしないわっ。彼女はずっと耐たえているのよ。貴方にレイニーの何が分かるっていうの!?　レイニーが毎まい晩ばんどんな思いをしているか貴方は知らないんだわっ。貴方のご両親を殺して食べたのはレイニーじゃないのよ!?」

　ソフィアの言葉に薫たちは凍こおりつく。ソフィアは自分が言い過ぎたことに気づいてはっとするが、真澄の彼女に対する目の色はレイニーに対するものと同じになっていた。最悪の光景──レイニーに向かって行ってもソフィアに手を出しても今度は寸すん止どめされることなく金きん属ぞく錐すいが真澄を殺すだろう──が薫たちの脳のう裏りに浮かんだが、思いがけぬことにレイニーはソフィアを叱しかった。

「ソフィア、人には触ふれられたくない部分というものがある。彼にもあるし、わたしにもある。それを知ったからといって、その人の全すべてを理解したと矮わい小しよう化かするんじゃない。お前は頭のいい子だ。わたしの言っている言葉が分かるな？」

　ソフィアは目に涙なみだを溜ためながら頷うなずいた。不満ながらも形だけ謝あやまってみせるような尖とがった態たい度どではなかった。レイニーは真澄に頭を下げた。

「ソフィアの非ひ礼れいをわたしからも詫わびよう。だがわたしはこれまで一度も人の肉を口にしたことはない。正直なところ食人への誘ゆう惑わくは常つねにわたしの身を焦こがしているがな……。わたしが夜の間席を外すのは休息のためと理解してもらおう。ニュアンスは違うが嘘うそではない。もちろん信じてもらわなくても結けつ構こう。最初からお前の意見を聞くつもりはない」

　レイニーは涙ぐむソフィアの頭を撫なでて「また明日な」と言ってから部屋を出て行った。もう彼女を止める者はいなかった。

「ごめんなさい……わたし、あの、酷ひどいこと言ったわ……」

　ソフィアは謝ったが、真澄は返答しなかった。窓際の席に置いてあった錫しやく杖じようを手に取ると、レイニーが消えたドアへと真っすぐに向かう。

「待ちたまえ真澄君っ。それはいけないっ」

「勘かん違ちがいしないでくれ。俺はあの女と戦いに行くんじゃない。人間を家か畜ちくとしか思ってないはずの魔ま族ぞくが人間なんかに頭を下げたんだ。その点では俺はあの女を尊そん敬けいできる。たぶん俺は何があろうとも魔族に頭を下げることなどできないからな」

「じゃあどこへ行くつもりだ。任務を放ほう棄きする気か？」

「俺は上のやり方には絶対に納なつ得とくできない。そこの小娘を甘あまやかすことにもな。オヤジさん……深津神父に会って問い質ただす。納得できなきゃ俺はこの仕事を降おりる。俺の目的は小娘を護まもることじゃない。ハッキリ言えばただのオマケだ。俺は魔族とその使徒を一人でも多く殺したいだけだ。人間を食らうクソ野や郎ろうどもをな。小娘さんよ、どうぞ遊園地で楽しく遊んで奴らを呼び寄せてくれ」

「おめえなあ！」

　気色ばんだギーエンが真澄に詰つめ寄よるのよりも早く、リラフォードが真澄の頬ほおを張はった。

「……君の過か去こには同情する。だが自分ばかりが重荷を背せ負おっていると思うな。私だってギーエンだって、何となく履り歴れき書しよを教きよう皇こう庁ちように送ってこの仕事に就ついたわけじゃない。しかし何より許ゆるせないのは、レディ・キィを護ることがどうでもいいなどと本人の前で口にしたことだ」

「あんた……」

　真澄は皮肉に唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「完全にあの女に毒されちまってるぜ」

　リラフォードが無言のまま懐ふところに手を伸のばした。薫はリラフォードに組みついて腕うでを抑おさえる。二人が床ゆかに倒たおれた拍ひよう子しに拳けん銃じゆうが手から離はなれ、ソフィアの足元に転がった。ソフィアはそれが諍いさかいの元げん凶きようであるかのようにふらふらと数歩後ずさり、崩くずれるように床に尻しり餅もちをついた。

「真澄さんっ、貴方あなたが間違っている！　真澄さんは憎ぞう悪おに目を塞ふさがれて何も見えなくなっているっ」

「お前にだけは言われたくなかったな……」

　真澄は悲しげに言った。薫がこの任務を受けると宣せん言げんしたときの表ひよう情じようとよく似にていた。真澄は背を向けて部屋を出て行ってしまった。

「薫君、放してくれるかな。もう頭は冷えた」

　真澄が撃うたれると思った薫は、ほとんど無む意い識しきのうちにリラフォードのことを警けい官かんが犯はん人にんを取り押おさえるように両腕の関節をきめて組み伏ふせていた。これも剣けん術じゆつと共に深津神父に教えられたものだった。薫は慌あわてて彼の上から降おりると、リラフォードは服の埃ほこりを払はらい床に落ちた眼鏡めがめを拾った。

「さすがにあの岩を両りよう断だんするだけはある。華きや奢しやに見えるのにすごい腕わん力りよくだ。まったく動けなかった」

「真澄さんがすみません。あんなことをソフィア様の前で……」

「君が謝ることではない」

　リラフォードはソフィアの足元に転がった拳銃を拾ってスーツの下に収め、尻餅をついたまま起き上がれないでいるソフィアに手を貸した。

「仲間のご無礼をお許し下さいレディ・キィ。『鍵かぎの番人レイニー』が戻るまで、我々三人が命に代えてもお護りします。ですが我々としてはもう少し施せ錠じようを早く……」

「やめてよっ、そんな事じ務む的な口調で言うのっ」ソフィアはリラフォードの手を振り払った。「本当は頭にきてるのに、わたしが『レディ・キィ』だから我が慢まんしてるんでしょっ!?　自分がどれだけ嫌きらわれているかぐらい分かってるわっ。でもね、レイニーは一度だってわたしのことを『レディ・キィ』だなんて呼よんだことはないんだからっ。それから、明日は絶ぜつ対たいにディズニーランドに行くからねっ！」

　早口に叫さけぶと、ソフィアは寝しん室しつへと駆かけ込こんでしまった。言いようのない気まずさが流れた。雨の音に混まじって奥おくの部屋からソフィアの嗚お咽えつが聞こえてきた。やっと口を開いたのはギーエンだった。

「自分で『レディ・キィとお呼び下さい』とか言ってたくせに、ホントは嫌いやだったのか……。ま、我わが儘ままなお姫ひめ様さまだけどよ、老いも若わかきも女ってのは我が儘と相場が決まってんだ。やるしかねえんじゃねえの？」

　薫はまじまじとギーエンを見つめた後、思わず吹ふき出してしまった。彼の場合、場を和なごませるために言ったのか本気でそう思っているのか判はん断だんがつかないところがおかしい。リラフォードも苦く笑しようして言う。

「そういう台詞せりふはウィスキーにむせないようになってからにしたまえ」

「うるせえな、おっさん。こういう台詞はガキを作る前の若者だけが言う権けん利りを持ってんだよ。な、薫？」

　二人の顔に笑えみが戻もどっているのに薫は安あん堵どした。どうやらこの二人は頭が茹ゆだってしまったとき、喧けん嘩かの真ま似ね事ごとをしてクール・ダウンしているらしい。

「ま、このパンク小こ僧ぞうの言う通りだ。我々はできることをやろう。明日の朝まで一時間交こう替たいのローテーションで警護にあたる」

「あの、真澄さんのことは……？」

　その名を出した途と端たんにリラフォードの顔が厳きびしくなった。

「残念だが真澄君にはこの任務を外れてもらう。彼には決定的にプロ意い識しきというものが欠けつ如じよしている。君の言う通り、憎悪が彼の心を支し配はいしている」

　リラフォードはそう言い残してソフィアのいる寝室へと入って行った。「出て行ってよっ」という癇かん癪しやくと物を投げる音が聞こえたが、すぐに雨の降ふりしきる音だけになった。

「次は俺が番をすっから、お前は寝ねておけよ」

「あ……うん。ありがと」

　薫はソファに横になった。ギーエンが電気を消した。身体からだは疲つかれているはずなのに、眠ねむ気けはまるで訪おとずれなかった。

「アニキのこと、気になんのか？」

「うん……」

「仕方ねえよ。リラフォードの旦那だんなが正しい」

「けど……真澄さんの気持ちも分かるんだ。もちろん真澄さんが言ってたように、目の前で親を食われたことの憎悪を完全に理解できるわけじゃないけど……。真澄さんは僕ぼくの前ではずっと明るい笑え顔がおで接せつしてくれてたんだ。背せ負おった過か去こなんかちっとも見せずお調子者の演えん技ぎをして。今の真澄さんとのギャップが、真澄さんの苦く悩のうの深さを表しているように思えるんだ。僕、真澄さんに何か悪いことをしていたみたいで……」

「……こういう仕事をしてると、多かれ少なかれクソみてえな場面を体験しちまうんだよ。リラフォードの旦那が俺の前に組んでいたパートナーは奴らの報ほう復ふくで惨ざん殺さつされたんだ。家族共々な。しかも殺す様子を撮さつ影えいしたビデオがわざわざ教きよう皇こう庁ちように送られて来たそうだ。どんな殺され方をしたかは聞きたくねえよな。以来リラフォードの旦那は家族を隠かくし、今のレディ・キィがバチカンに迎むかえられてからは一度も会ってねえ。マイホーム・パパのくせによ。毎日電話で家族の無事を確たしかめるときの顔っつったら見てられねえぜ。ったく、とっとと中年オヤジは引いん退たいしろってんだ」

「ギーエンは……どうして高校を辞やめて教皇庁のエージェントになったの？」

「おいおい、野や暮ぼなこと言わせるなよ。勉強が嫌きらいだからに決まってんだろ」

「それは嘘うそだよ。リラフォードさんのことを話しているとき、まるで自分のことを話しているみたいだったもの」

　少し間があってから、ギーエンは笑いながら言った。

「悪いな、薫。パンクスは過去を振り返らねえんだよ」

　薫が「似に合あわないよ」と言い、ギーエンが「うるせえ」と暗くら闇やみの中で中指をおっ立てて会話は終わった。薫はこの心優やさしきパンクスのことが大好きになっていた。彼のお陰かげでこの任務を最後までやり遂とげられそうだと思った。

（でも……たぶん僕は今夜一いつ睡すいもできないだろうな……）

　雨はいよいよ外を歩けないほどの強さになっていた。




　　　　◇




　深津神父は雨に濡ぬれながら、ナフィタジア教会の自分の部屋に戻って来た。

　手には地下の武ぶ器き庫こから取って来た一ひと振ふりの剣つるぎが握にぎられている。名はアースタッド。ブラディミールには遠く及およばないが、教皇庁の装そう備び部が鍛きたえ上げた逸いつ品ぴんで、刀身には魔ま族ぞくを斬きれる対魔コーティングが施ほどこされている。若わかき頃ころの神父は、ときにブラディミールとこの剣を二刀流で操あやつって戦ったこともあった。

　神父はアースタッドを構えてみる。だが、慣なれ親しんだ剣はかつての技わざを思い起こさせてくれるのではなく、自分がもう若くないことを痛つう感かんさせただけだった。一本の剣を水平に保たもつだけで全身の筋きん肉にくにかなりの負ふ担たんがかかっていた。

　実じつ際さいのところ自分がもう戦えないことを神父は知っている。もっとも、ディゼッサンドの暗あん躍やくと狂くるっていくスケジュールにやや浮うき足あし立だってしまっている若いエスクードのエージェントたちを鼓こ舞ぶするには、実戦には立てない自分のような老ろう骨こつのネームバリューも役に立つだろう。そのため教皇の供ともをしてバチカンに戻ることを申し出たのだ。

　神父は使い古した肉体をベッドに横たえた。樫かしの木で作られたベッドと一いつ緒しよに身体の関節が軋きしんだ音を立てた。教皇と共にあちこち歩き回ったせいか、それともこの任にん務むの続行に異いを唱える若いエージェントたちとやり合ったせいか、疲ひ労ろうがたっぷりとたまっていた。

（まったく、教皇陛へい下かはタフでいらっしゃる。表と裏うらの教皇庁を四十年もまとめてきたのは伊だ達てではない……。せめて明日までゆっくりと休ませてもらおう……）

　自然と瞼まぶたが重くなっていった。

　老いというものが呪のろわしくなる。ブラディミールを手に肩かたを並ならべて戦ったあの女性は、あの頃と何にも変わっていなかった。美しく、強く、そして冷たい。スオンジアンティ聖せい堂どうですれ違ったとき、彼女は自分に目もくれなかった。長い時を生き続ける女性だ。自分と過すごした数十年など、彼女にとっては一本の煙草たばこが灰はいになるほどの刹せつ那なのことなのだろう。自分のことなど忘わすれてしまったのかもしれない。あまりにも老ふけ過ぎて分からなかったのかもしれない。そもそも最初から自分になど興きよう味みを持ってなかったのかもしれない。

　彼女が自分の息子むすこ同然の青年に興味の色を見せたとき、神父は微かすかな嫉しつ妬とを覚えた。五十を過ぎた老体にそんな感情の残り火が燻くすぶっていたことにむず痒がゆさを覚える。しかしそれは決して不ふ快かいなものではない。若き日の思い出を反はん芻すうするのは年老いた者だけに許ゆるされる特とつ権けんだ。

　今の薫と同じくらいの年ねん齢れいのとき神父は彼女と出会い、そして強きよう烈れつに惹ひかれた。そう、あれは初はつ恋こいだった。魔族の身でありながらレディ・キィを護まもる鋼はがねのような女性。誰にも心を開かず寄よせ付けない氷のような女性。感情の欠けつ如じよした口調で喋しやべるときに口元からちらりと覗のぞく真っ白な牙きばが妙みように艶なまめかしかった。懴ざん悔げ室しつで告白もできないことだが、あの美しい牙を首くび筋すじに突つき立てられてみたいと、あまりに背はい徳とく的な妄もう想そうを抱いだいてしまったこともある。

　彼女に関心を抱いてもらいたい一心で自らを鍛えた。強くなり、多くの敵てきを屠ほふった。いつの間にか仰ぎよう々ぎようしい風ふう評ひようと多くの称しよう賛さんを受ける身になっていたが、そんなこと自分にはどうでもいいことだったのかもしれない。一度でいいから彼女に笑顔を向けて欲ほしかったのだ。

　だけれど彼女はその名の示しめす通り、雨降りの日レイニー・デイのように、冷たいベールの向こうにあるものを覗かせてはくれなかった。数十年行動を共にしたというのに神父は彼女のことを何も知らない。夜の間にどこに消えてしまうのかも知らない。それどころか笑みを見たことさえないのだ。彼女は感情というものをどこかに捨すててしまっていた。

（いや、一度だけ焼けるような憤ふん怒ぬを見せたことがあったな……）

　神父は額ひたいの傷きずを指でさする。

　十数年前、まだ先代のレディ・キィが存ぞん命めいの頃だ。教きよう皇こう庁ちようの手による施せ錠じようから四百年を経へていたシドニーにあるゲートをレディ・キィに施錠し直して貰もらおうという決定が下された。しかしレイニーは「まだその必要はない」とにべもなく断った。

　この地にあるゲートが千年もの時間の経けい過かに耐たえているように、かのゲートもまだ数百年はもつことを彼女は分かっていたのだろう。だが神父は納なつ得とくできずに彼女に詰つめ寄り、ついには激げつ昂こうして彼女にブラディミールを向けた。心惹かれていたはずの女性にあらん限かぎりの罵ののしりの言葉をぶつけて。

　しかし相手にもならなかった。神父は額に傷を刻きざまれただけで情なさけをかけられた。





お前もわたしと同じ世界に来るか？






　あのときの言葉は今も耳の奥おくに残っている。神父は額の傷の代だい償しように、彼女がいかなる世界を生きてきたか知った。

（そう……あのとき私の心は彼女と同じ領りよう域いきに行くことを拒こばんだのだ。口では何と言おうと、私の心は折れてしまったのだ。あのときすでにブラディミールは私を見限っていたのだろう。そして薫という目ま映ばゆい才さい能のうを見つけたとき、ブラディミールは私を捨てて新たな所有者の手の中に収まった。だがあの子は耐えられるのだろうか？　あの子もまた私と同じ言葉を彼女から聞くのだろうか？）

　ふと気づくと、玄げん関かんのドアをノックする音がしていた。二階の窓から覗くと、暗くら闇やみと雨のせいでよく見えないが、誰かがドアの前に佇たたずんでいた。

（はて……迎むかえが来るのは明日になってからのはずだが、何かあったのだろうか？）

　神父は剣つるぎを手に取って階段を降り、玄関のドアを開いた。

　ドアの向こうに立っていた男の姿すがたに神父は言葉を失った。男はこの雨の中を来たにも拘かかわらず、まったく濡ぬれていなかった。手が震ふるえて剣と鞘さやが小さくぶつかり合い、かちゃかちゃと音を鳴らした。

「やあ、久ひさしぶりだね」

　銀色の髪かみをした男が旧きゆう友ゆうとの再さい会かいを懐なつかしむかのように両手を広げ、優やさしげな笑え顔がおで言った。

「アル……フェルム」

　この世界に残された三人のロードのうちの一人。日本とその周辺の国にいる魔ま族ぞくを束ねる銀ぎん髪ぱつの魔王。

　神父の反はん応のうは速かった。剣を腰こしの脇わきで居い合あいのように構かまえ、アルフェルムに斬きりかかる。

　が、剣を抜ぬいたか抜かないかというとき、ギンッ、という音が響ひびき手に鈍にぶい感かん触しよくが伝わってくる。

「なっ……」

　剣は粉々に砕くだかれていた。破は片へんが雨のように床ゆかに散らばった。アルフェルムの羽は織おったマントのような外がい套とうがふわりと揺ゆらめく。アルフェルムが何をしたのか神父にはまったく見えなかった。

「なんて残念なことなんだろう。君はずいぶん老ふけてしまったんだね。君らがあっと言う間に枯かれて朽くちていくのを私は忘わすれていたようだ。昔の君が剣を振ふるう美しい姿に私は胸をときめかせていたというのに」

　何か武器をっ。祭さい壇だんの燭しよく台だいが神父の視し界かいに入った。だが神父は一歩として歩くことはできなかった。駆かけ出そうと脚あしに力を入れた途と端たん、両脚の膝ひざの上あたりに激げき痛つうが走った。血が噴ふき出し法ほう衣えがあっと言う間に赤黒く染そまる。アルフェルムは剣を砕くのと同時に神父の両脚を深々と裂さいていた。神父はアルフェルムの足元に転がり苦痛にのたうった。

「この地にレディ・キィが来ているんだろ？　居場所を教えてくれるかな？」

「何の……話だ……」

「君が関かん与よしていないわけはない。手間を掛かけさせないでくれ。私は美しくない男を嬲なぶるのは好きじゃないんだ。泣き声を聞いてもそそらないからね」

「では私わたくしが代わりましょう」

　と背はい後ごから声がした。アルフェルムの顔から笑顔が消える。

「ディゼッサンド……どうしてここに？」

「おそらくは貴方あなた様と同じにございます。知った顔が教皇と行動を共にしているのを見ましてな……。この件けんには興きよう味みをお持ちでないように見えましたが、さすがはロードのお一人。迅じん速そくなものにございます。よもや先を越こされるとは思ってもみませんでした」

　ディゼッサンドの皮肉の籠こもった口調に、アルフェルムの瞳ひとみに不ふ穏おんな色が宿った。ディゼッサンドは蒼そう白はくになって執とり成す。

「あ、あの、侍じ従じゆう長ちようのブルームクイストですが、用は済すみましたので屋や敷しきに帰しておきました。さすがはアルフェルム様の侍従長だけあって、大変使える男でございます。ここの場所もブルームクイストに調べさせ……」

「奴やつの名前を出すな。私はあいつが嫌きらいだ」

「はあ？」

「私があんな醜みにくい男を好きなわけがないだろう。嫌いな男に嫌いな男をあてがってせいせいしたかっただけだ」アルフェルムはむすっとして言うと、苦く悶もんの呻うめきを堪こらえ切れないでいる深津神父を顎あごで指した。「ほら、拷ごう問もんでも何でもやって聞き出したまえ。私は見ているから、勝手にやるといい」

「しょ、承しよう知ち致いたしました」

　前に進み出たディゼッサンドのズボンの両方の裾すそから、何か蛇へびのようなものがもぞもぞと這はい出した。触しよく手しゆだった。兎うさぎを丸まる呑のみする大蛇ほども太さがあり、赤みの肉のような毒々しい色をしていた。二本のそれはズボンの中を通り、胴どう体たいのあたりから伸のびているようだ。砕け散った剣の破片の上を通ると、触手を包む粘ねん液えきが剣の破片を溶とかし異い臭しゆうを放った。

「口さえ利きければ、人間の形は保たもってなくともよろしいですか？　アルフェルム様がお気に召めした男を些いささか酷こくな形に変えてしまいますが……」

「好きにするといいさ」

　ディゼッサンドは玄げん関かんの下げ駄た箱の上にあった大振りの花か瓶びんを手にした。生けてあった花を取り逆さかさまにして中の水を捨てると、空になった花瓶を床に置いた。

「入るかな？」

「何だと……？」

「これからお前の身体からだを腐ふ肉にくから染み出す肉にく汁じるのように溶とかし、この花瓶になみなみと満たす。残っているのは口だけだ。口だけがぽっかりと肉汁の水面に浮うかび、お前は寿じゆ命みようが尽つきるまで苦痛の声を私に捧ささげ続ける。辛つらいぞ、残りの人生をこの花瓶の中で過ごすのは。つい先さき程ほどもお前らの仲間の肉で同じ物を作ったが、今もあやつは誰もいない廃はい屋おくで『私は知らない。私は知らない』と悲しげな声で鳴いておろう」ディゼッサンドの顔に残忍な笑みが浮かぶ。「喋しやべれば死なせてやってもいいぞ」

　それは嘘うそだった。この魔族は自分がすぐに口を割わろうともそれを行う。神父は魔族との長い戦いの中で魔族の『悪あく趣しゆ味み』をあまりにもよく知ってしまっていた。

　神父に触手がにじり寄る。神父は動かぬ脚を引きずりながら必死に床を這はう。奴が自分を嬲っているのは分かっても、金きん属ぞくさえ溶かす液を滴したたらせながら近づいて来るグロテスクな触手を真っすぐに見み据すえることなどできない。神父の脳のう裏りにあの女性の冷たい顔が浮かんだ。

（私は老いた。彼女と戦っていた頃の自分だったら、這って逃にげる以外のこともできただろうに……）

　そのとき閃せん光こうが走った。雨が雷らい雲うんを呼んだと思った。だが違ちがった。轟ごう音おんと共にディゼッサンドの手にした花瓶が粉々に砕けた。ディゼッサンドが驚おどろいて背後を振り返る。

　教会の庭に、真っ白な錫しやく杖じようを水平に構かまえた青年が立っていた。錫杖から飛び散る青白い火花が雨に濡れた彼の身体を伝っていたが、青年はまったく気に止める様子もなかった。彼の顔には笑みさえ浮かんでいた。

　二人の魔族に錫杖を向けて真澄は言った。

「さあて、お二人さん。そろそろ灰はいに帰る時間だぜ」




　　　　◇




　アルフェルムとディゼッサンドが深津神父に背を向けて玄関から庭へと出た。その背後から二人の魔族の肩越しに神父が叫さけぶ。

「逃にげるのだっ。そいつはロードの一人アルフェルム、そしてトゥロワヌの側近中の側近ディゼッサンドだ。お前が勝てる相手ではないっ」

「何ボケたこと言ってんだよ、オヤジさん。俺はこいつらを皆みな殺ごろしにするために下げ法ほう使いになったんだぜ。ラスボスから始めるだけさ」

「真澄！」

　深津神父の言葉に耳を貸かさず、真澄は地面に錫杖で直系三十センチほどの円を描えがく。彼の使う魔術は、黒魔術のような複ふく雑ざつな魔ま法ほう陣じんを必要としない。大地や空中から力を借りるための入り口を作ってやればいい。

　しかしアルフェルムは真澄が戦いの準じゆん備びをしているというのに、彼の爪つま先さきから頭のてっぺんまで絡からみ付つくように視し線せんを這わせていた。顔から先程までの不ふ機き嫌げんさは消えている。アルフェルムは社交界で初対面の相手に挨あい拶さつでもするように礼れい儀ぎ正しく真澄に話し掛けた。

「改めて自じ己こ紹しよう介かいしよう。私の名はアルフェルム。君らのように名字は持たない。よろしかったらフル・ネームを教えてもらえるかな、真澄君とやら」

「桂かつら木ぎ真澄。てめえらに両親を食い殺された復ふく讐しゆうに生きる下法使いさ」

「教きよう皇こう庁ちようが初めてマレウスに迎むかえた魔ま術じゆつ師しかと」ディゼッサンドがアルフェルムに言った。「奴やつによって数人の使徒が屠ほふられたと報ほう告こくを受けております。最近まではヨーロッパにいたはずですが……」

「レディ・キィの護ご衛えいに招しよう聘へいされた……そんなところかな、エレメンタル・マジシャン君？」

「その呼び方はダサいぜ」

「ダサいとは？」アルフェルムは小首を傾かしげる。

「最近は陰おん陽みよう師じって言い張はってんだよ。その方がモテるからな。覚えておけ、オカマ野や郎ろう」

　真澄は呪じゆ文もんを唱え始めた。錫杖がモーターのような音を立てて光り出す。

　ディゼッサンドが顔色を変えてアルフェルムの前に進み出た。仕えるトゥロワヌがアルフェルムとは犬けん猿えんの仲だとしても、人間などにロードを愚ぐ弄ろうされるなど到とう底てい許ゆるせないことだった。

　だがアルフェルムはディゼッサンドを制せいした。彼の深しん紅くの瞳ひとみに真澄への興味の色が浮かんでいた。

「雷らい獣じゆうフェニガルンの背せ骨ぼねで作った杖つえか。精せい霊れいの力を呼び起こすにはうってつけだが、人間の君では手にしているだけで相当の苦痛があるだろうに。大した自制心だ」

「てめえらにこの百倍の痛いたみをお返しできるなら、こんな痛みなんざタダみたいなもんなんだよ。逆に気持ちいいぐらいだね」

「素す晴ばらしい……」アルフェルムはうっとりとして言った。「実にタイプだ。私はこういうコを嬲なぶるのが大好きなんだ」

「だめだ真澄っ、この男は人間が手を出してはいけない男だっ」

　神父の悲痛な叫びは真澄には届とどかなかった。彼の周囲の空気が球体状に歪ゆがみ、そこにあたった雨は勢いきおいよく弾はじかれる。その数は十を越えている。小さな透とう明めいの球体が幾いくつも彼の周囲に浮かんでいるような感じだ。強大な精霊の力を使おうとしているために錫杖から痛みを受けているのか、真澄は唇くちびるを噛かみ締しめながら錫杖を制せい御ぎよする。

「嬲られるのはてめえだ。肉にく片へんになって罪つみを悔くいな」

　真澄は錫杖をかざした。透明の球が錫杖の先にいるアルフェルムへと放たれた。球は左右に細長く伸びていき、ブーメランのような刃やいばの形となる。真澄はこれを『ガラ・エリュアールの刃』と名付けていた。これだけの数の刃を同時に制御できる人間は自分の他ほかに知らない。これまで幾人もの使徒を屠ってきた、真澄の最高の術だった。

　ディゼッサンドがアルフェルムを庇かばって前に出る。……構かまうことはない、ガラは大木だって軽く両断する。一いつ緒しよに殺やってやる。あの二人をまとめて始末すりゃあ、奴らに食われる人間もぐっと減へるんだ……。

　ガラ・エリュアールの刃がディゼッサンドに届く寸すん前ぜん、ディゼッサンドが片かた腕うでを上げた。そして蠅はえでも払はらうかのように無む造ぞう作さにその腕を振ふり下ろした。パンッ、と風船を割わったような軽い破は裂れつ音がし、爆ばく風ふうが巻まき起こる。

「なっ……そんな！」

　ディゼッサンドの足元にクレーターができていた。ディゼッサンドには傷きず一つついていない。真澄の最高の呪文はただ腕の一振りでかき消されてしまった。

「魔族相手に魔術で挑いどむとは笑しよう止しな。使徒を何匹びきか屠ったぐらいで私に刃は向むかうなど、身の程ほどを知るがいい。魔術ごっこはもう終わりだ」

　真澄の表情に漲みなぎっていた憎ぞう悪おと自信に陰かげりが浮かんだ。しかし真澄は諦あきらめなかった。憎にくむ魔族のロードを前にして諦めるなどできるはずはなかった。

（こんな濡ぬれた空気じゃなく、水の精霊に干かん渉しようされてないもっと乾かわいた空気さえあれば刃の威い力りよくは上げられるっ）

　別べつ棟むねの納な屋やが真澄の視界に入った。真澄はそちらに走る。

　壁かべに向かって呪文を唱え始めた真澄の背中を見つめながらアルフェルムがディゼッサンドに言った。

「庇ってくれてありがとう。余よ計けいなことだったけどね。彼の我々への憎悪がどれほどのものなのか、この身で味わってみたかったのに」アルフェルムはぴょこんとクレーターを飛び越えた。「彼は私の獲え物ものだ。後のオイシイところは私がいただくよ」

「やめてくれ、アルフェルムっ。その子は私の息子むすこなんだっ！」

　神父は傷ついた足で玄げん関かんの外まで這はい出した。

「血はつながってないだろ？　血の匂においがまるで違う。けど君の溢あふれるほどの愛情は伝わってくるよ」アルフェルムは舌したを出して唇の周りを舐なめた。「そして困こまったことに私は、愛する者を目の前で目め茶ちや苦く茶ちやにするというシチュエーションが大好きなんだ。そこでじっくりと見学していたまえ」

　真澄の呪文で納屋の壁に小さな穴あなが空き、黴かび臭くさい屋内の空気が流れ出る。こいつを食らわしてやるっ、と真澄が振り返ると、銀色の髪かみをした男が音もなくそこに立っていた。「無む駄だなことはやめたまえ、真澄」アルフェルムは優やさしく微笑ほほえんだ。

（呪文を唱える間まをっ）

　真澄は距きよ離りを空けるために走り出そうとしたが、腕を掴つかまれ軽々と納屋の壁に押おし付けられた。壁にぶつかった勢いで手から錫しやく杖じようが落ちる。

　アルフェルムが真澄を優しく抱だきすくめた。奴の股こ間かんにあるそれが真澄の身体に当たった。氷ひ雨さめに濡れた身体に、それは火ひ箸ばしのように熱かった。

「殺されるとでも思っているのかい？　君にはレディ・キィの居い場ば所しよを吐はいてもらわなくちゃならないし、だいたいそんなことをしたらちっとも面おも白しろくないじゃないか」

　アルフェルムは真澄の両腕を掴み、磔はりつけにされるキリストのように納屋の壁に押さえ付けながら耳元で囁ささやく。アルフェルムの吐と息いきは微かすかに荒あらくなっていた。

「な、何をしやがるっ」

　真澄が女のように裏うら返がえった声を漏もらしてしまった。アルフェルムが真澄の首筋に舌を這わせたのだ。

「君にとって一番残ざん酷こくな罰ばつを与あたえてあげよう。私の命めいあれば、君が最も忌いみ嫌きらう行こう為いさえ喜んで行う生き物に」

　アルフェルムが大きく口を開くのを感じた。堅かたく尖とがった物が首筋に触ふれる。真澄は自分が何をされるのか悟さとった。それは真澄にとって殺されるよりも遥はるかに惨むごたらしいことだった。

「やめろっ、それだけはやめてくれっ！」

「それは無理だよ……。私はいま興こう奮ふんしきっている」

　アルフェルムの牙きばが真澄の首筋に深々と突つき刺ささった。首筋に穿うがたれた二つの穴から、音を立てて血けつ液えきが吸すわれる。真澄はもう自分の力では立っていられず、身体を密みつ着ちやくさせているアルフェルムに支ささえられていた。まるで魂たましいを根こそぎ吸い取られているようだった。
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　一心不ふ乱らんに真澄の血を貪むさぼっていたアルフェルムの顔が硬こう直ちよくした。ずるり、と真澄の首から牙を抜ぬくと真澄は泥どろの中に崩くずれた。彼の表情はうつろだった。

　アルフェルムは口の周りの血を拭ぬぐってから背中に手を回した。アルフェルムの背中には折れた剣つるぎが突き刺さっていた。

「逃げろ、真澄っ」折れたアースタッドを投げたのは神父だった。「お前が奴の血を受けたら全すべてが終わるっ」

　アルフェルムは突き刺さった剣を抜いて捨てると、眉まゆを顰ひそめながら神父へと歩み寄る。

「参ったな……人間に傷つけられたのなんて初めてだから、どんな罰を与えたらいいか見当もつかない」

「貴き様さまっ！　ロードの御おん身みに傷をつけよって！」

　ディゼッサンドの怒いかりに虚きよ飾しよくはなかった。泥の中を這っていた神父の背せを踏ふみ付ける。鈍にぶい音と共に神父が弓なりに反り、口から血が噴ふきこぼれた。ディゼッサンドの触手が鎌かま首くびをもたげる。

「オヤジさん！」真澄の目に生気が戻もどった。落とした錫杖を拾うと、指で空中に五ご芒ぼう星せいを描えがき魔術の詠えい唱しようを始める。「ディゼッサンドっ、オヤジさんに手をだすんじゃねえっ！」

「逃げてくれ……真澄……父としての願いだ……死なないでくれ……。お前と薫と三人で暮くらした安らかな日々は……」

　神父は最後まで言葉を紡つむげなかった。ディゼッサンドの触手が神父の心しん臓ぞうを貫つらぬいていた。

「……誰が殺せと言った？」

「えっ!?　で、ですがアルフェルム様。こやつは貴方様の御身に傷を……」

「お前には情じよう緒ちよというものがない。飼かい主とよく似にているよ。そういうところも含ふくめて私はあいつが嫌きらいなんだ……。ま、いいか。代わりも手に入ったし」

　と真澄の方を向くと、彼が空中に描いた五芒星の軌き道どうが残ざん像ぞうのようにうっすらと光を放っていた。

「クソ野や郎ろうがっ。二度も俺から親を奪うばいやがって！」

「まだ無む駄だだと分からないのかい？　そんなもの私には……」

　アルフェルムが言い終わるより早く、五芒星から巨きよ大だいな炎ほのおの柱が生まれた。炎えん柱ちゆうは轟ごう音おんを立てながら降ふりしきる雨を貫き、蛇へびがからみつくようにアルフェルムとディゼッサンドを呑のみ込んだ。教会の庭が昼のような光に包まれた。

　それが収おさまったとき真澄の姿すがたは消えていた。

「目くらましか……。あのコは風よりも炎の方が向いているんじゃないかな？　まだまだ成長しそうだね。実に楽しみだ」

　アルフェルムは服を焼き尽つくされていたが、その彫ちよう刻こくのような肉体に火傷やけどの跡あとはない。先さき程ほど神父にアースタッドを突き刺された背中の傷ももう塞ふさがっていた。

「くっ、逃がすかっ」

「待ちたまえ。そんな醜みにくい姿を街の人間どもにさらすつもりかい？」

「で、ですがアルフェルム様。そんなことを言っている場合では……」

「『そんなこと』だって？　魔族がそんな姿をさらして私の土地を走るなど、私の倫りん理り感では死に値あたいする。ディゼッサンド、私に殺されてしまうよ？」

　本当にアルフェルムが他人には理解しかねるロジックで行動することを知っているディゼッサンドは、『醜い』と評された肉体の前だけを隠かくして情なさけなく雨の中に佇たたずんだ。

「なあに、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶさ」

　アルフェルムは両腕を広げ、シャワーでも浴びるように雨を受ける。こびりついていた焼け焦こげた服の破は片へんが流され、彼の美しさを阻そ害がいするものは何もなくなった。彼の顔には笑えみが戻っていた。それは何とも冷れい酷こくで、同時に無む邪じや気きな笑顔だった。

「だって私とあのコはもう結ばれているのだから」








　ＡＣＴ．５　結局は同じこと




　今年の九月に隣りん接せつして作られたディズニー・シーがオープンしたのと、昨日から続く強い雨のせいで東京ディズニーランドにはあまり客が入っていなかった。

「楽しそうだな、ガキんちょ」

　ギーエンが言った。視し線せんの先には回転木馬に乗るソフィアの姿がある。

　朝起きてからソフィアは自分から口を開こうとはしなかった。話し掛かけても短い返答で会話を打ち切ってしまう。それは任にん務むを急せかせる言葉を浴びせられるのを嫌いやがっているようでもあり、本音を隠かくした偽いつわりの言葉を掛けられるのを拒きよ絶ぜつしているようでもあった。

　厚あつい雨雲の向こうに太陽が昇のぼり街の姿がどうにか見える明るさになった頃ころ、雨の名を持つ女性がホテルに戻もどると、気き丈じようなソフィアが一直線に彼女の胸むねに飛び込んで泣き始めた。彼女は拗すねていたのではなかった。ただレイニーの不在に脅おびえていたのだ。

　そして予定通りと言うべきか、一行はディズニーランドへとやって来た。さすがに携けい帯たい電話の電でん源げんを切らせた前科があるのでリラフォードとギーエンも同行しているが、人がほとんどいないとはいえ魔ま族ぞくにそれなりに顔を知られている二人は遠巻きに薫かおるを引き連れたソフィアが遊ぶのを眺ながめている。駐ちゆう車しや場じようで「わたしは別行動する」と言って消えたレイニーは──おそらくチケットなしでどこかから入園し──ソフィアのことを見守っているのだろう。

　ソフィアは実に楽しそうだった。今日はワンピースの上に厚あつ手でのカーディガンといういでたちで、髪かみをなびかせながら回転木馬の上ではしゃいでいる。金きん髪ぱつの少女はメルヘンチックな回転木馬にパンフレットにしたいくらい素す晴ばらしく似に合あっていた。

　ギーエンとリラフォードはベンチに腰掛けてそんな様子を眺めている。営えい業ぎようでやって来たが、雨天でショウが中止になって時間を持て余あます売れないパンク・ロッカーとそのマネージャーという風ふう体ていである。深く傘かさを差して顔を隠しているが、完かん璧ぺきに安全とは言えない。幸いにも日本のディズニーランドはボディ・チェックをしないので、服の中に隠した武ぶ器きをいつでも取り出せるように注意は怠おこたらない。

「なんつーかよ、レディ・キィの責せき任にんつーのを分かれってんだよ。そりゃ、毎日バチカンの地下深くの小部屋に押おし込められて外出もできねえってのも我が慢まんできねえだろうけどよ、てめえはレディ・キィなんだぜ。まあ、これが気分転てん換かんになって精神集中コンセントレーシヨンとやらが高まってくれりゃあ文もん句くねえけどよ」

「お前は他人の悪口を言っていると、いつの間にかその人間の弁べん護ごをしてるな。それがパンクスの流りゆう儀ぎなのか？」

　リラフォードの指し摘てきにギーエンは心持ち顔を赤くする。

「そ、そんなんじゃねえっつーの。俺おれはあのガキんちょにムカついてるぜ。今日の朝だって、結局のところ俺たちのことを信しん頼らいしてねえっつーことだろ？　こっちは命を張はってんだぜ。どんなクソガキだろうと命を懸かけて護まもる。……だけどよ、言われてみっと『レディ・キィだから護ってやる』みてえな態度が出ていたのかもしれねえ。あの化け物女が帰って来たときの様子ったらなかったからよ」

「ほら、また庇かばってるぞ」

「そんなんじゃねえって」

「どちらでもいいが、そのことと、任務をほっぽらかしてこんな所で遊んでいるのがどう関係あるというんだ」

「旦那だんなこそずいぶんムカついてるみたいだな」

「ご存ぞんじの通り私は予定通りにことが運ばないというのが生理的に耐たえられんのでな……」やや自じ嘲ちよう的に言ってから、リラフォードは真しん剣けんな顔になった。「実は三十分ほど前の定時連れん絡らくで気になる情報が入ってきた。教きよう皇こう陛へい下かに同行してバチカンに向かうはずだった深ふか津つ神父がまだ聖せい堂どうに現あらわれていないそうだ」

「それってどういうことだよ!?　ずっと教皇のジイさんと一いつ緒しよだったんじゃねえの」

「神父は昨夜準じゆん備びのためにご自分の教会に戻もどられていたそうだ。そして今朝の九時には来るはずだったのだが、連絡を受けた時点で一時間近く過すぎていたのに現れず、連絡もない。教会に電話しても誰だれも出ないので、念のため何人かがそちらに向かった」

「まさかアルフェルムの屋や敷しきを見張っていた連中みたいに！」ギーエンはベンチから立ち上がった。「俺、薫に知らせてくるっ」

「よしたまえっ。神父は携帯を持ち歩かないから、渋じゆう滞たいに巻き込まれて連絡がつかないだけかもしれん。彼を不安にさせるな。彼は真ま澄すみ君のことでだいぶ参っている。次の定時連絡を待とう」

「だけどよ、神父はあいつにとって親父おやじみてえな人なんだろ！」

「彼をお客様扱あつかいするのはもうやめるんだ。お前の家族が故こ郷きようで事じ故こで亡なくなったと聞いたら、お前はこの任務を放ほう棄きして葬そう儀ぎに出席するか？」

「……分かったよ」リラフォードもまた身内を襲おそわれる不安を噛かみ殺しながら任務を続けていることを知っているギーエンは腰を下ろした。「でもよ、俺、あのガキんちょに本気でムカついてきたぜ」

　残ざん酷こくなようだが……。とリラフォードは心の中で言う。深津神父が敵てきに捕とらえられたとしても、我われ々われの居い場ば所しよを知らないのがせめてもの救いだ……。

　それはリラフォードだけでなく、エスクード全体の判はん断だんだった。しかし彼だけでなく誰一人として、昨夜聖堂で神父が教会に戻ったことを聞いた真澄がまさにその場に遭そう遇ぐうした可か能のう性せいについて注意を向けた者はいなかった。




　　　　◇




　回転木馬を堪たん能のうしたソフィアは今度は「アイスが食べたい」と言い出した。片かた方ほうの手は傘を、もう片方の手は薫の手を握にぎっている。傘を差していてもかなり雨に濡ぬれていたが彼女はまったく気にしない。護ご衛えいをしているはずの薫は彼女に引きずられるように売店に向かい、二つのアイスを買い求めた。

「ねえ……わたしといるの、そんなにつまらない？」

　昨日買い物をしていたときと同じ質しつ問もんだった。あのときはつい反はん射しや的に謝あやまってしまい笑われたので、薫は「そうじゃないですけど……」と言葉を濁にごす。

「真澄さんのことが気になるのね？」

　薫は黙だまって頷うなずいた。

「ごめんなさいね……わたし、真澄さんに酷ひどいことを言ったわ」

「酷い言葉をぶつけたのは真澄さんも同じです。ただ、あのとき真澄さんを追い詰つめるようなことを言ってしまった自分を後こう悔かいしているんです」

「そうね。庇ってあげなくちゃいけないわ。兄弟同然の人なんですもの。他の人たちがどれだけ非ひ難なんしても貴方あなただけは……ね」

　薫はソフィアの方を見た。彼女は遠くにあるシンデレラ城を眺ながめていた。「晴れていたらよかったのにな……」と呟つぶやく。十一歳さいの少女の横顔はやけに大人びて見えた。

　薫の視線に気づいたソフィアが急に薫の方を向く。薫は慌あわてて視線を逸そらす。

「何よ、わたし、変なこと言った？」

「すいません。なんか、その、大人っぽいなと思って……」

「あら、今までは子こ供どもっぽく見えたってことね。そりゃそうでしょうね。レディ・キィの使命をほっぽらかして『ディズニーランドに行きたい』なんて言う身勝手な小こ娘むすめですもの」

「そ、そんなことは……」

　ちっとも思ってない、と言っても彼女は嘘うそを見み抜ぬくだろう。薫は指摘されていた口くち癖ぐせをまたもごもごと呟いてしまった。

「いいわ、許ゆるしてあげる。薫はわたしのこと『レディ・キィ』じゃなく名前で呼んでくれてたし、それに天国に行ったときお姉ちゃんに怒おこられちゃうもの」

「えっ……お姉さん、亡くなっているんですか？」

「ええ。知らなかったの？」ソフィアはきょとんとして聞き返した。「エスクードの人たちはわたしの生おい立ちなんかみんな知っていると思ってたわ。スリー・サイズまで記き載さいされたファイルが回し読みされてて」

「リラフォードさんたちは知っているかもしれませんけど、僕は昨日この任にん務むのことを教えられたばかりですので……」

「あ、そっか。それもそうよね。……そんな申し訳わけなさそうな顔しないでよ。ずっと昔の話。わたしがレディ・キィとしてバチカンに保ほ護ごされるより前のことよ」

「もしかして……お姉さんは奴やつらの手で？」

　薫は躊躇ためらいがちに聞く。古い傷きずというのは自分で触ふれても痛いたくはない。だが他人に触れられればやはり痛みを覚えるものだ。

「ううん、貧ひん困こんよ」ソフィアは傍はた目めには平然として映うつった。「わたしが生まれたのは民族紛ふん争そうの絶えない国だったわ。誰もが飢うえていて、半分の子供は十にならないうちに死んでしまうの。宗しゆう教きようはわたしの国では火種でしかないわ。人が人を殺すための理由付け……だからわたし、正直なところ今でも宗教が嫌きらいなの。わたしが八つになったとき、村に医い療りよう団だんがやって来て伝でん染せん病びようの採さい血けつ検けん査さをしたんだけど、本当はそれは教きよう皇こう庁ちようの人たちだったの。レディ・キィを探さがすセクションの人たち。先代が亡くなられて、わたしが神様に選ばれていたのね。ゲートなんてものを作ったのが神様ならばだけど……あ、ごめんなさい。失礼なこと言っちゃったわね」

「いえ、構かまいません。いつも許していただいてますから」

　二人は同時に吹ふき出した。ソフィアは「薫のが染うつっちゃったじゃない」と言って薫の背せ中なかを叩たたいた。

「バチカンでの生活は幸せよ。飢えることもないし、寒さに震ふるえることもないし、対立する民族に夜中に家を焼き打ちされることに脅おびえずに安心して眠ねむれるわ……。でもね、わたしはあの土地が懐なつかしいわ。ときどき思うの。世界の富とんだ国から見み捨すてられたあの荒あれ果てた土地に帰り、ただの一人の女の子として生きていたかったって。もちろんそんなことが許されないのは分かっているんだけど……」

「この任務が終わったらレイニーさんに連れて行ってもらったらいかがですか？」

「……貴方、レイニーならわたしの我わが儘ままを聞いてくれるからって思ったでしょ？」

「ち、違いますよ」

　ソフィアはにっこりと笑った。

「そうね、お願いしてみようかしら。お姉ちゃんと一緒に暮くらしたあの家に帰りたいって。ふふっ、レイニーの困こまった顔が目に浮うかぶわ」




　　　　◇




「……おかしい。何度掛かけても出ない」

　リラフォードは携けい帯たい電話を懐ふところに戻して言った。時間を過すぎても一時間ごとの定時連れん絡らくが来ず、こちらから本部に掛けてみても通じなかったのだ。

「行くぞ、ギーエン」

「あいよ」

　二人はスター・ツアーズに入って行こうとするソフィアたちの方へ向かった。顔にはもう余よ裕ゆうはひとかけらもなかった。




　　　　◇




「レディ・キィ、少々気になることがあります。雨が強くなってきましたし、今日はもう帰りましょう」

「なによ、いきなり来て唐とう突とつに。そんなの嫌いやよ。これから薫とスター・ツアーズに乗るんだから。それからわたし、『レディ・キィ』って呼ばれるの嫌いって言ったでしょ」

「貴方あなたがどういう呼び名を望まれようと、貴方はレディ・キィに他ほかなりません。『高貴なる義務ノーブレス・オブリージ』という言葉はご存ぞんじですな」

「あら、いつからメード・イン・ＵＫになったの？　イギリス国教会はお嫌いでしょ？」

　ソフィアは不ふ機き嫌げんになったときいつもそうしているようにぷいっと顔を背そむけてしまうが、薫は二人の様子がおかしいことに気づいていた。それに二人は接せつ触しよくはせずに離はなれた所から警けい護ごする打ち合わせだったはずだ。

「何かあったんですか？」

　ギーエンが何か言おうとするのをリラフォードが制せいした。リラフォードは薫を見ようとせず、ソフィアに向かって言った。

「聖せい堂どうにいる本部と連絡が取れません。一度ホテルに戻るべきです」

「決めるのは貴方じゃなくてレイニーよ」

「そうだな、わたしだ」いつの間にか黒いスーツの女性が背はい後ごに立っていた。「今の話は本当か？」

　ソフィアは顔をほころばせてレイニーに抱だき着いた。「言ってやってよ、レイニー。わたし今日は夜まで帰らないんだから」ソフィアは振ふり返ってリラフォードに舌したを出した。しかしリラフォードの表情は冷たかった。

「レイニー殿どの。もしこのままレディ・キィをこんな所にさらしておくというのなら、貴方は任務の阻そ害がいを目的にしていると判はん断だんしなければなりません」

「その必要はない。すぐに戻るぞ。わたしは先に行って車に乗っている」

　誰もが予想しなかったことに、レイニーはソフィアの身体からだを放して踵きびすを返した。一番当とう惑わくしたのは当のソフィアだった。

「ちょ、ちょっとレイニー！　帰らないわよ、わたしっ。連絡が取れないぐらい何よっ。レイニーはわたしの言うことは何でも聞いてくれるんじゃなかったの!?」

「そのつもりだ。しかしそれはわたしがフォローできる範はん囲いでのことだ」レイニーは小さな間を置いた。「……分かっているだろ？」

「……分かってるわ」

　レイニーが雨の向こうに消え去ると、ソフィアは「帰りましょう」と自ら入場ゲートへと歩いて行った。




　　　　◇




　車は江戸川を越こえて都内に入った。空気は重苦しかった。リラフォードは何度も携帯電話で本部に連絡を試みるが、そのたびに「くそっ、いったいどういうことなんだっ」と吐はき捨ててダッシュボードに携帯を放ほうり投げるばかりだった。

　赤信号で車が止まったとき、薫はふと思いついて言った。

「空港で教きよう皇こう陛へい下かのお見送りのセレモニーがあるんですよね。空港の方に問い合わせてみたら何か分かるんじゃないですか？」

「なるほど。薫君、この国の電話番号案内は……」

　と、そこまで言ったときだった。運転していたギーエンが「わざわざ聞く必要はねえみたいだぜ……」と呟つぶやいた。彼は窓まどの外を見ていた。彼の視し線せんの先にはビルの壁へき面めんに設せつ置ちされたオーロラ・ヴィジョンがあった。

「旦那だんな、ラジオを付けてくれ。たぶんどの局もこのニュースで持ちきりだ」

　オーロラ・ヴィジョンからは音声は流れていなかったが、何が起きているのかは誰の目にも明らかだった。陰いん鬱うつな色の街を極ごく彩さい色しきの赤が染そめ抜ぬいていた。

　スオンジアンティ聖堂が炎えん上じようしていた。




　　　　◇




　ホテルに戻った一行は、備そなえ付けのテレビで聖堂が燃もえるのを見つめていた。リラフォードだけは薫の案に従したがい、空港経けい由ゆで連絡を取っていた。どうにか教皇庁の者と連絡は取れたようだが、初めてレディ・キィの来日を知らされた彼らとはちぐはぐな会話が続いていた。

　降ふりしきる雨も十数台の消しよう防ぼう車しやの放水も、聖堂を包む紅ぐ蓮れんの炎ほのおの火か勢せいを弱まらせることさえできない。聖堂が全焼するのは時間の問題だった。ライブ中ちゆう継けいするリポーターはここに滞たい在ざいしていた『法王』を狙ねらったテロだと半ば断だんじていた。「……しかし幸いにもローマ法王陛下は直前にスオンジアンティ聖堂を発たっており、予定されていた空港でのセレモニーを中止して帰き途とに……」

　リラフォードがテレビを消した。雨に濡ぬれた服を着き替がえもせず部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえて俯うつむいていたソフィアがびくりと震ふるえる。彼女はテレビを見ようとしなかったが、テレビから流れ出ていた災さい害がいの音は彼女の耳に届とどいていたはずだった。リラフォードはそんなソフィアを無視してレイニーに言った。

「報告します。スオンジアンティ聖堂の襲しゆう撃げきにより、エスクード・セクション本部は完全に機き能のうを失いました。死し傷しよう者しやの数は不明。全部で十六人のメンバーが極ごく秘ひ来日しておりましたが、生存が確かく認にんされているのはここにいる二人と、ゲートの監かん視しをしていた五名だけ。ゲートの方に敵てきは現あらわれておりません」

「奴らの狙いは何だ？」

「分かるはずないでしょう」苛いら立だちを事じ務む的な口調で圧おし殺していたリラフォードの声に刺とげ々とげしいトーンが含ふくまれる。「教皇陛下がすでに発っているのを知らずに襲おそったか、それとも情報を得るために襲ったのか、それともただの見せしめか」

「このホテルの場所を知っているのは我々だけだな？」

「ええ、それはそうですが……」

「結けつ構こう。ではここを動かずに今日の深夜まで滞在し、午前零れい時じの日付変へん更こうに合わせてゲートに向かう。ゲートの連中には引き続き監かん視しを続けさせろ。もし連絡が取れなくなるようだったらゲートの場所を奴らに掴つかまれたと判断し、施せ錠じようを取りやめてバチカンに戻る」

　レイニーの言葉にリラフォードは唖あ然ぜんとした後、声を荒あららげた。

「冗じよう談だんはよしてくれ！　この期ごに及およんでまで貴方あなたはレディ・キィの我わが儘ままを放ほうっておくつもりか!?　やるんだったら今すぐだ。それ以外にはない」

「施錠の作業は精せい神しん的なものだ。明日になるまで彼女はそれをできない」

「デタラメだ。貴方は何かを隠かくしているっ」

　リラフォードはソフィアを睨にらんだ。ソフィアが顔を背けると、リラフォードは再ふたたびテレビをつけた。まだ聖せい堂どうの火災を伝えるニュースがやっていた。狂きよう騒そう的なリポーターの声と消防車のサイレン、そして聖堂が燃え落ちる音が部屋を包む。ソフィアの唇くちびるが真まっ蒼さおになっていた。

「画面を見なさい、レディ・キィ」

　ソフィアは震えながら顔を上げた。だが彼女が見たのはテレビ画面ではなくレイニーの方だった。ソフィアの涙なみだの滲にじんだ瞳ひとみがレイニーに助けを求めていた。しかし、どうしたわけかレイニーは何も言わず、黙だまって真っすぐに彼女を見つめていた。

「そっちじゃないっ。自分が何を招まねいたか見るんだ！」

　リラフォードの怒ど鳴なり声に、ソフィアは弾はじかれたようにテレビ画面に顔を向ける。頬ほおを伝う涙が聖堂を焼く炎を照り返していた。

「明日になったら……必ずやるわ……だからお願い。明日まで待って……明日になるまでは無理なの。いくらやろうと思ったって、わたしにはきっとできないわ。明日になったら必ずレディ・キィの責せき務むを果たす……から……」

「二十三時五十九分まではできないけど、零時を過ぎたらできると？」

　ソフィアはリラフォードの見けん幕まくに脅おびえながら小さく頷うなずく。

「馬ば鹿からしい！　はっきり言いましょう。貴方が昨日のうちに施錠を行って教皇陛下と共に帰国していればこんなことは起きなかったはずだ。我々は死を覚かく悟ごしてこの任に就ついている。だが貴方の我が儘のために殺されるのはごめんだ」

「リラフォードさんっ、そんな言い方はあんまりだ。もしソフィア様に責任があるとしたら……」

　最後まで言う前に横にいたギーエンが「やめろよ、薫」と服を掴つかんで座すわらせた。

「旦那だんな、言ってもいいな？」

　リラフォードは黙って頷いた。

「昨夜から深津神父も消息不明になっている」

　絶ぜつ句くした薫と、やはり言葉を失ったソフィアが同時にお互たがいを見た。彼女の震える唇が微かすかに「ごめんなさい……」と動いた。

「それは……違ちがう」

　やっとのことで薫は言葉を紡つむいだ。

「僕ぼくはさっきこう言おうとしたんだ。『もしソフィア様に責任があるとしたら、それはソフィア様が嘘うそをついているときだけだ』と。なぜ嘘だと決めつけるんですか。本当かもしれないじゃないですか。もし教皇陛下が『二日だけ時間が欲ほしい』とおっしゃったら、リラフォードさんたちはその言葉を疑うたがうんですか!?」

　それまでソフィアを責めていたリラフォードとギーエンがはっとして顔を伏ふせた。彼らの顔には恥はじらいの表情があった。

「優やさしい言葉だな」レイニーが言った。「だが小こ僧ぞう、もし深津がすでに殺害されていたとしてもお前は同じことを言えるか？」

「……酷ひどい質しつ問もんをしますね。貴方たちには人間のような感情がないんですか？」

　薫は初めて彼女に悪い感情を覚えていた。しかしレイニーは薫の刺とげのある言葉に眉まゆ一つ動かさない。

「わたしはお前という人間が知りたい。答えられるはずのない質問にどう答えるかでこそ、その人間の本質が分かる。口当たりのいい詭き弁べんを並ならべるようなら、わたしは二度とお前に興きよう味みを持たない」

「……そのときに溢あふれた感情を僕は抑おさえられないかもしれない。けど、もし感情のままにソフィア様をなじったりしたら、きっと後で後こう悔かいすると思う。身近な人が犠ぎ牲せいになったからといって、それまでの意見を翻ひるがえすような人間は卑ひ劣れつだ。だから僕はそのときも同じ言葉を言いたい」

　レイニーから目を逸そらさずにそれだけ言うと、ソフィアの手を取った。

「ソフィア様、雨で汚よごれた服を着替えて下さい。ほら、あと二着残っていることですし」

「ごめんなさい、わたし……」

「嘘じゃないなら謝あやまらないで下さい。神父だって命を懸かけてこの任務に就いていたはずなんですから。さあ、立って」

　彼女を立たせて寝しん室しつの前まで送って行った。閉とじたドアの向こうからすすり泣く声が聞こえた。

「悪くはない答えだ」レイニーが言った。

「貴方を喜ばせるために言ったんじゃない。ソフィア様のためでもない。僕は自分自身のために言ったんだ」

　それっきり誰も喋しやべらなくなった。気まずい沈ちん黙もくが流れた。誰もスイッチを消さないまま、騒そう々ぞうしいテレビのニュース特番が流しっぱなしになっていたのは幸いだった。ソフィアの泣き声が聞こえずに済すんだのだから。

　沈黙を破やぶったのは電話のベルだった。誰かの携けい帯たいではなく、部屋に備そなえ付けられた電話からだった。不ふ審しんそうな顔をしながらリラフォードが電話に出た。

「……えっ、真澄君が!?」リラフォードは通話口を塞ふさいで部屋の者に言った。「フロントからです。ホテルに入って来るなり倒たおれた青年がいて、警けい察さつに連れん絡らくしようと思ったらこちらの部屋番号を言ったのでその確かく認にんだと。何か酷い怪け我がをしているようです」リラフォードは再ふたたび電話に話す。「ええ。確かに彼は我々の連れです。警察に連絡する必要はありません。今すぐ下に行きますので……えっ、そうですか。ではお願いします」

「真澄さん、怪我をしてるんですか!?」

「そのようだ。おそらく聖せい堂どうの襲しゆう撃げきに巻まき込こまれたのだろう。これで詳くわしい事じ情じようを聞ける。ホテルの人がこちらに運んで来てくれるそうだ」

　それからほんの一分が過すぎたときだった。薫の背せ筋すじを悪お寒かんが這はい上がった。薫はその感覚を覚えていた。聖堂でマスコミ関係者にしか見えない二人の男に言いようのない恐きよう怖ふを感じたときと同じ。

「感じたか、お前も」

　レイニーの服の袖そでから金きん属ぞく錐すいが滑すべり出る。

「で、でもどうして！」

「分からん。だが敵てきの可か能のう性せいが高い。下がっていろ」

　廊ろう下かを歩く複ふく数すうの足音が聞こえた。ドアの前で止まり、「フロントです」と言いながらノックをした。

「入れ」

　レイニーの言葉でドアが開く。ホテルマンの制せい服ふくを着た二人に両側から支ささえられた真澄の姿すがたがあった。全身が泥どろと雨にまみれ、顔は死人のように蒼あおざめている。自分の力ではまともに歩くことさえできなさそうだった。深しん紅くのローブの首の回りは、血でどす黒く染そまっている。

「真澄さんっ！」

　薫はレイニーを押おしのけて真澄へと駆かけ寄よった。身体からだを支えられたまま真澄が顔を上げ、弱々しく薫に微笑ほほえみかけた。

「……すまん……やられちまったよ……」

　薫はそれを見て真澄と同じくらいに蒼そう白はくになった。唇くちびるの間から覗のぞく犬歯は二倍もの長さに鋭するどく伸のび、もはや牙きばだった。爪つめは獣けもののように尖とがり、そして首筋には二つの小さな穴あなが穿うがたれていた。

「小こ僧ぞう、そいつを奥おくの部屋に連れて行ってやれ」

「言われなくたって分かってますっ！」

　薫はホテルマンたちから真澄を受け取って肩かたを貸かした。真澄の凄せい惨さんな姿に動転していた薫はそのことに気づいていなかった。

「チップを払はらわねばな」

　レイニーが言った。彼女の端たん整せいな顔が実に不ふ快かいそうに歪ゆがんでいた。

「いえ、とんでもありません。お連れ様がこのように大変なご様子のときに」

「それがこの国の風習ではないか。三さん途ずの川の渡わたり賃ちんにこいつを持っていくといい」

　言葉が終わると同時にレイニーの金属錐がホテルマンの片方の胸むねを貫つらぬいた。身体の前と後ろから血を噴ふき出してホテルマンが倒れる。

「な、何をやってんだよおめえは！　目もく撃げき者しやは消す主しゆ義ぎか!?」

　ギーエンが些いささか混こん乱らんしたことを叫さけぶ。薫はやっと気づいた。真澄の他にも寒気を呼ぶ気配があることに。

「近ちか頃ごろの人間は心しん臓ぞうを貫かれても生きているのか？」

　胸を貫かれた男は床ゆかの上でじたばたと苦く痛つうにもがいていた。レイニーはハイヒールを男の頭に乗せると、何の躊ちゆう躇ちよもなく男の頭を粉々にした。

　残されたホテルマン──使徒──が背を向けて逃にげ出した。レイニーは追わなかった。オーケストラの指し揮き者がタクトを振ふるかのように、糸の絡からまった指先を軽く動かした。途と端たん、空中で制止していた金属錐は勢いきおいよく動き出す。ドアを出た所で九十度の弧こを描えがき、逃げた使徒を追った。そして、ぐしゃり、という気色悪い音と人が倒れる音がし、用を終えた金属錐はレイニーの掌てのひらに収おさまった。

「敵はこの場所を知っている。真澄から事情聴ちよう取しゆしたらすぐに脱だつ出しゆつする。準じゆん備びをしておけ」




　　　　◇




　薫たちが真澄をベッドに寝ねかせ終えると、レイニーが寝しん室しつに入って来た。手には紅こう茶ちやセットとタオルを載のせたトレイがあった。

「苦しかろう。肉体の変へん貌ぼうがだいぶ進んでいる」

　レイニーは真澄の傍かたわらに座すわり、タオルで真澄の額ひたいに滲にじんだ汗あせを拭ぬぐってやる。拭ふいても拭いても真澄の額からは汗が滲んでくる。真澄はさながら死に至いたる病に冒おかされた重病人だった。「……うるせえ、クソ女……」と真澄は憎にくまれ口を叩たたくが、彼女の手を払いはしなかった。薫の目にレイニーの姿は、子こ供どもの看かん病びようをする母親に映うつった。子供のときに死に別れた薫はその手の記き憶おくはないが。

　カップにティーポットから湯を注いだ。ルビーのような深い赤をしていたが、紅茶ではなさそうだった。まったく香かおりがない。

「これを飲むといい」

「何だよ……そりゃ」

「『カパーラの火の花』と呼ばれている。向こう側から運ばれて来た植物の中で、この地に根を下ろした数少ないものの一つだ。人間が口にしようものならショック死するほどの劇げき薬やくだが、麻ま酔すいや鎮ちん痛つう剤ざいに似にた効こう果かがある。煎せんじて飲んだり香こうとして焚たけば、契けい約やくを終えてない使徒の苦しみを幾いく分ぶんは和やわらげてくれるはずだ」
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「準備がいいんだな、クソ女。誰かを咬かんだときの用意かい？」

「そんな皮肉が言えるなら一人で飲めるな。無理なら口くち移うつしで飲ませてやるが」

「けっ、てめえの口から冗じよう談だんが聞けるとは思わなかったぜ」

　文もん句くを言いながらも真澄はカップを口に運んだ。『人間には強きよう烈れつすぎる』効能にやられたのか最初は噎むせて吐はき出してしまうが、残りは全すべて飲み込んだ。

　レイニーは服の袖そでからあの得物を取り出した。反対の袖から糸の反対の先せん端たんを引っ張り出し、ポケットからもう一つ金属錐を出して糸の尻尾しつぽに結ゆわえる。彼女の服の中を通って、クラッカーのように二つの金属錐が長い糸で結ばれている形になる。

「あの、レイニーさん……」

　例の悪お寒かん。心の奥底から這はい出て来る人間ならざる者への危険ワーニング・信号アラーム。それがどんどん接せつ近きんしている。しかも一つや二つではない。ホテル全体を悪寒が包んでいた。

「分かっている」

　レイニーは手を交差させて二つの金属錐を左右に放った。凄すさまじい速度で薫とギーエンの顔の前を通り抜ぬけ壁かべを貫く。その壁は隣となりの部屋に面しており、薄うすい壁の向こうから悲鳴がした。リラフォードとギーエンはやっと囲まれていることに気づいてそれぞれの武ぶ器きを抜くが、敵はもう仕し留とめられていた。彼女は回収した二つの金属錐についた血を払った。

「些いささか不ふ愉ゆ快かいな質しつ問もんだろうが正直に答えるんだ。いったい誰に咬まれた？」

「……白銀ミスリルのアルフェルム……」

「アルフェルムだって！」リラフォードが叫ぶ。「なんてことだ……あの男が動き出したなんて……」

「最悪だな。あれほど上位の男に咬まれながら奴の血を拒こばんだとなれば、すさまじい苦痛を受けているだろうに」

「誰が……飲むかよ」

　そう言うなり真澄はベッドの上で噎せ返った。身体が大きく跳はね、口から血が零こぼれた。

　レイニーはそれを拭ふいてやりながら反対の手で金属錐を放つ。リラフォードのわきの下をくぐり抜け、窓まどガラスを突つき破やぶり、爬は虫ちゆう類るいのように窓に張り付いていた使徒を貫いた。使徒は窓ガラスを割って部屋の中に落ち、苦痛に叫びながら床を転がった。

「急所を外したか。わたしも少し焦あせっているようだな。おい、ぎゃあぎゃあとうるさいからそいつを外に捨てろ」

「あ、ああ……」

　リラフォードが使徒の頭部に弾だん丸がんを数発撃うち込んでとどめを刺さしてから、言われた通り五階の窓から放ほうり出した。もうこのホテルに人間は──少なくとも生きた人間は──自分たちだけなのを誰もが分かっていた。

「ギーエン……教えてよ。聞かない方がいいって言っていた『契約』の話を」

「奴やつらが使徒を作る『契約』は二つの段だん階かいに分かれてる。まず咬みついて人間の身体を使徒のものに作り替かえる。そして咬まれた人間が主人の血を飲んで契約は成立する。そしたら主人の言葉に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうする生き物になっちまう。タチが悪いのはよ、自分の意志で主人の血を求めなくちゃ契約は成らねえんだ。契約が成立するまで肉体だけが使徒のものとなった人間は地じ獄ごくの苦しみを味わい続ける。クソがっ。あいつらは人間を屈くつ服ぷくさせるんだ。『貴方あなた様の血を飲ませて下さい』と跪ひざまずかせんだよっ。奴らに咬まれた人間で主人の血を求めなかった人間は一人もいねえ。どんな強い意志を持った仲間も奴らの奴ど隷れいになった。そしてみんな……敵になった。昨日まで一いつ緒しよに戦っていた仲間を殺し、食らい、血を啜すすった」

　エスクードのルール──咬まれた仲間は殺してやる。

「で、でも真澄さんが魔ま族ぞくに服従するはずないっ」

　ギーエンは何も答えなかった。

　真澄が少し落ち着くとまたレイニーが訊たずねた。

「昨晩にあったことを話せ」

「俺おれはオヤジさんに会うために聖せい堂どうに行ったが、職しよく員いんに『教会に戻もどった』と聞いて俺も教会に行った。すると銀ぎん髪ぱつ野や郎ろうとディゼッサンドがオヤジさんを襲おそっていた……」

　部屋の隅すみで一人しゃがみ込んでいたソフィアがびくりとする。

「俺はディゼッサンドに向かっていったが、俺の魔術は話にならなかった。そして俺は無む理り矢や理りアルフェルムに咬まれ、その後オヤジさんは……俺を逃にがすためにディゼッサンドの奴に殺された」

「そうか……あいつは死んだか……。それで、アルフェルムはレディ・キィのことを知っているんだな？」

「ああ。奴は何だかそのことに確かく信しんを持っているような気がした……」そこまで言ったとき真澄ははたと気づいた様子だった。「違ちがうっ、俺はここの場所を喋しやべってはいないし、後をつけられないよう時間をかけてまいたはずだっ」

「お前はロードの力を見くびっている。咬んだ人間の居い場ば所しよを察知することなど奴には造ぞう作さもないのだろう。使徒を作ったことのないわたしには確かなことは言えないがな」

「……すまん」

　絶ぜつ対たいに頭を下げたりしないと言っていた真澄がレイニーに謝あやまった。

「責せめてなどいない。奴は人間が抗あらがえる男ではない。……最後の質問だ」レイニーは少し間を置いて言った。「死を望むか？」

「ちょっと待ってくれよっ！　真澄さんはそいつの血を飲んだりはしない。敵になったりするものかっ」

「これから夜が近づくにつれ魔族の呪じゆ縛ばくは強くなり、アルフェルムの血への渇かつ望ぼうも激はげしさを増ます。たとえ今夜を乗り切ろうとも、明日もまたおぞましい苦痛の夜を迎むかえねばならない。それは彼の心が折れて奴の血を飲むまで終わらない。そして血を飲んだとき、彼が最も憎にくむ生き物への変へん貌ぼうを完成させる。人間の血肉に涎よだれを垂たらす生き物にな。エスクードは『咬まれた仲間は殺してやる』としているのにわざわざ戻って来たのだ。てっきり彼は殺されるために戻ってきたのだと思ったのだが」

「死ねなかったんだ……自分の力じゃ」真澄は薫から顔を背そむけて言う。「苦痛はどんどん酷ひどくなっていった。全身の痛みと嘔おう吐と感が治おさまらない。胃の中の物を全部吐はき出し、それでも治まらず胃い液えきを吐き、最後には血を吐いた……」

「そんな、真澄さん！」

「俺は苦痛なら耐たえられると思った。耐えてみせると思った。けどよ……苦痛よりもずっと恐おそろしいことが俺の中で起きていた。俺の身体があいつを求めているんだ。あいつに会いたいって欲よく望ぼうが収まらないんだ。あいつの前に跪いて血を飲んだらどれほどの陶とう酔すいを与あたえてもらえるかって考えちまうんだ。俺は自分で首を落としたけど死ねなかった。だから、せめて仲間の手で殺してもらおうと思った……」

「嫌いやだっ。絶対に真澄さんは殺させないっ。父さんに死なれて、これで真澄さんを失ったら僕にはもう誰もいなくなってしまう！」

　二度、失うことになる。記き憶おくにないほど遠い昔に失った肉親と、教会で十数年を過ごした家族。肉親の記憶がまったくないせいで、肉親への憧どう憬けいはいつも自分の足元に穴あなが空いているように薫を不安にさせてきた。だが深津神父と真澄が側そばにいてくれたことで、かろうじて薫の心は救われてきた。それを失うなど薫には耐えられなかった。

「わたしが殺すのではない」薫の殺気を受け止めながらレイニーは言った。「お前が殺してやれ」

「あんたなあっ！」薫はレイニーの胸むな倉ぐらを掴つかんだ。手の甲こうに柔やわらかな感かん触しよくが当たり、薫の手から少し力が抜ぬける。「あんたには……感情ってもんがないのかよ」

「自分では捨てたつもりだが、やっかいなことにときどき顔を覗のぞかせる。感情も女であることもな。だがわたしは人間らしい感情で言ったつもりだ。血を分けた肉親ならば彼の望みを聞いてやれ。彼は死を選びながらも自分では死ねぬのだ」

「違う」また誤ご解かいしていると薫は思った。「真澄さんと僕は本当の兄弟じゃない。もちろん真澄さんを兄さん同然だと思っているけど」

「何を言っている？　お前らの血は同じ匂においがする。お前らには間違いなく同じ血が流れている」

　全員が「えっ!?」と薫と真澄を見た。薫もレイニーから手を放して真澄を見つめた。

　そのとき薫の中で何かが弾はじけた。ぐらりと足元が揺ゆらぐ。心の奥おくに映えい像ぞうが見える。ＤＪのスクラッチのように飛び飛びで断だん片ぺん的な映像が、目まぐるしく頭の中を行き交かう。

　幼おさない自分と真澄……地面に横たわる二人の男女の死体。どこかの家の中だ。血にまみれており、四し肢しは損そん失しつしている……ブラディミールを構かまえた若わかい深津神父……牙きばを生やした何人もの男たち……先さき程ほど血にまみれて死んでいた男だん性せいが「その子たちには手を出さないでくれ！」と叫さけぶ姿すがた……男たちが夫ふう婦ふを食らう……笑いながら食らう……手足をもぎ取って生きたまま食らう……子供たちの前で食らう……泣き叫ぶ薫と真澄……そして傷きずつき倒れた神父の手から薫はブラディミールを拾って両親を食らった男へと斬きり掛かかる……。

　薫はそれが自分の記憶だと理解して絶ぜつ叫きようした。

　そして心の揺れが収まったとき、ホテルを囲んでいた忌いまわしい気配が闇やみの中に溶とけ込むように消えていき、もう感じることはできなくなっていた。

「クソ女、部外者が兄弟のことに口出しすんじゃねえよ」真澄が言った。「どうやら俺はちょっとばかり参っていたらしい。情なさけねえこった。だがてめえのお陰かげで目が醒さめたぜ。てめえにした約束を忘わすれるところだった」

「お前と約束などしたかな？」

「ああ、したとも。俺はいつかてめえをぶっ殺してやる。一番後回しにしようとも必ずな。それまで俺は絶対に死なねえ」

「なるほどな……。夜が来て痛いたみがきつくなったらティーポットの葉を口に含ふくめ。嚥えん下かはするな。使徒の肉体といえど内ない臓ぞうを痛めるぞ」

「俺を看かん病びようしたことをいつか泣いて後こう悔かいさせてやるぜ」ほんの僅わずかだったが彼の言葉に明るさが戻っていた。「ここから先は兄弟の話だ。関係ない奴やつは出て行ってくれ」




　　　　◇◇◇




　ナフィタジア教会の一室で深津神父は、隣となりの寝しん室しつで行われているそれが終わるのを待っていた。

　深津神父の身体からだには幾いくつも包帯が巻かれ、あちこちに生々しい傷きず跡あとが残っている。魔ま族ぞくとの戦いで負ふ傷しようしたのはつい昨日のことだ。だが向かい合って座すわる少年に比くらべたら自分はよっぽどマシだと思った。自分の受けた傷はいつか治るが、少年の傷は心に刻きざまれてしまったものだからだ。

　神父は真澄の気き丈じようさに感心していた。目の前で両親が食い殺されるのを見せられ、自分と弟も殺されかけてから二十四時間と経たっていない。なのに彼はもう泣くのをやめていた。その目には強い意い志しが宿っている。

　しかしその意志の向かう鉾ほこ先さきに神父は不安を抱いだいていた。真澄は両親を食らった『奴やつら』について知りたがっていた。奴らは何者なのか。どうして人間を食うのか。奴らを殺すにはどうしたらいいのか……。

　本来なら教きよう皇こう庁ちようの裏うら側がわに属する者しか知ってはならないことを神父は彼に話した。彼の憎ぞう悪おに燃もえた瞳ひとみは、神父が教えなければ自分の力で魔族のことを調べてしまうのではと感じさせた。そして彼が何の力も持たずに魔族と遭そう遇ぐうしてしまうような事じ態たいになることを神父は恐おそれた。

　ノックもなくドアが開き、深しん紅くのローブを着た金きん髪ぱつの女性が現あらわれた。手には鞘さやに収まったブラディミールを抱かかえている。彼女は「疲つかれたわ、まったくもう」などとぶつぶつ言いながらテーブルの空いている席に座り、テーブルの上にブラディミールを置いた。

「薫はどうなったんだっ。まさか失敗したんじゃないだろうなっ!?」

　真澄が立ち上がって叫んだ。

「あら、このボウヤったらわたしを誰だと思っているのかしら。口の利きき方にお気をつけなさいな」

　ローブの女性は流りゆう暢ちような日本語で言った。喋しやべり方や立ち振ふる舞まいは大人びているが、年はまだ二十前に見える。

「そんなの知らねえってんだよババア。薫はどうなったか言えよっ」

「ねえ……深津神父。わたし、こんな無礼な言葉を浴びせられるためにわざわざ呼ばれたのかしら？　教皇庁の、しかもエスクードの人間の頼たのみを聞いたりしたことが魔術師協会のお偉えら方がたに知れたら、わたしは破は門もんされてしまってよ？」

　しかし彼女はあまり怒おこったふうではなく、真澄と深津神父をからかって楽しんでいるような調子だった。

「怒らないでくれ、クラウディア。この子たちがどういう目に遭あったか話しただろう？」

「……そうだったわね。ご依い頼らいの通り、あの子の記き憶おくの封ふう印いんをしたわ。使ったことのない術だから魔ま導どう書しよ片かた手てにだったのだけど、上う手まくいったんじゃないかしら？」

「な、何をいい加か減げんなこと言ってやがんだよババアっ。もし失敗してたら俺はてめえのことを許ゆるさないからなっ！」

「許さないですって？　使ったことがない術をいきなり本番で使うことがどれだけ危険なのか、魔術を知らぬ貴方あなたに分かって？　被ひ術じゆつ者しやと同じくらい術者もリスクを背負うの。わたしは見も知らずの貴方の弟のために危険を冒おかしてあげたのよ」

　今度は少しばかり怒りを覗のぞかせていた。クラウディアに睨にらまれて真澄が言葉に詰つまる。すっかり恐きよう縮しゆくしてしまった真澄を可哀かわい想そうに思ったのか、クラウディアは優ゆう雅がな微笑ほほえみを浮うかべて言った。

「ま、普ふ通つうに生活する分には心配するようなことは起こらないと思うわ。ほら、わたしって天才だから」

「君にそう言ってもらえると頼もしいな。解かい除じよは君のみができるのか？」

「いいえ、あの子が真実を知ることが鍵かぎよ。そうすれば記憶は戻るわ。だけど映画を見せられるようなものだから、彼がそれを自分に起きたこととして認にん識しきできるかは別よ」

「仕方ないのだ。あの子は事じ件けんのショックで精せい神しんに異い常じようをきたしかけていた。あのまま放ほうっておいたら廃はい人じんになってしまう。それに……」

　神父はテーブルの上の剣つるぎに視線を送った。

「そっちはまるで無理だったわ」クラウディアは悔くやしそうに首を振ふった。「噂うわさには聞いていたけど、とんでもない剣ね。インテグラル・サイコメトリィさえ全然効きかないわ」

「教皇庁に伝わる聖せい剣けんだからな」

「わたしにはそんな清らかな素す性じようの物には思えないけどね……。とにかくこの剣の所しよ有ゆう権けんはあの子に移うつってしまっているわ。剣とあの子の間には強い結び付きを感じる。わたしに分かるのはそれぐらいよ。貴方に所有権を戻すなんて不可能。下手に干かん渉しようしたら何が起こるのか想像したくもないわ。つまり今はあの子が『ブラディミールの剣士』ということね」

「何ということだ……」

　神父は顔を覆おおって俯うつむいた。

「ねえ、これは興きよう味みで聞くのだけど、あんな子供に所有権が移るなんていったい何があったのかしら？　強い結び付きと言ったけど、剣が一方的にあの子を好いているという感じなのよね」

「桂木一家を襲おそっていた魔族とその使徒との戦いのとき、私は魔族に負けた。見たことのない魔族だったが、とんでもなく恐おそろしい男だったよ。私は床ゆかに這はいつくばり死を覚かく悟ごしたが、倒たおれた私の手から薫がブラディミールを取り、その魔族に斬きりかかった」

「まさかあの子が魔族を倒したの!?　貴方が負けた相手にっ」

「いや、一ひと太た刀ち浴びせただけだ。しかしその魔族は愉ゆ快かいそうに薫に一言囁ささやいて去って行ってしまった。『いつか私はお前の元に戻って来る。お前がその剣に相応ふさわしい剣士になったときにな』と……」

　クラウディアはため息をつき、気の毒そうに言った。

「気に入られてしまったのね。ときどき人間とそういう関かかわりを持ちたがる魔族がいるっていうけど。奴やつらに魅み入いられた人間の末路はみんな悲ひ惨さんよ」

「両親を殺された子がブラディミールという力を得て奴らと戦うことになる……これも運命なのかもしれん。私のような任にん務むへの情じよう熱ねつを失った男より、その力を必要としている者を剣は選んだのだ」

「何よ、その『情熱を失った』って。最近ちょっと貴方おかしいけれど」

「君にも言えぬことだよ。ある女性から聞かされたことが私を変えてしまった……。私はもう引いん退たいしよう。薫君は私の跡あとを継つぎブラディミールの剣士として……」

「そんなのだめだっ！」

　真澄が叫んだ。

「あんな化け物たちと薫を戦わせるなんて絶対にだめだっ。俺がやる。そのブラディミールの剣士ってやつが殺さなくちゃいけない分だけ、俺があの化け物たちを殺してやる。汚きたない部分は俺が全部引き受けてやるから、薫には一生あのことを話さないでくれっ。普通の人生を送らせてやってくれよっ。なあ頼むよ……お願いだから……」

「……可愛かわいいじゃない、この子……」クラウディアは感心したように呟つぶやいた。「ねえ、ボク。おねーさんが魔族を倒せるようなすごい魔法を教えてあげましょうか？」

「いらねえよ、ババア！　てめえは毒リンゴでも売ってろっ」

　真澄に即そく答とうされ、クラウディアはむすっとする。

「……やっぱりこのガキ可愛くないわ」

「真澄君、君の弟を思う気持ちはよく分かる。だけど、残念だがブラディミールの剣士の座ざというのはそんなに軽いものではないんだ。千年にも亘わたり歴代のブラディミールの剣士たちは、君たちのご両親を殺したような連中と戦ってきたんだ」

「だけどっ！」

「せめて薫君が高校を卒業するまで待とう。もしかするとその間にブラディミールは他の者に所有者を変えるかもしれない。それに、君の弟だって両親の復ふく讐しゆうをする権利があるんだ。それを決めるのは君でも私でもない。彼自身だ。全すべては記き憶おくを取り戻したそのときに彼に決めさせてあげよう」

　真澄は納なつ得とくしてはなさそうだったが、一いち応おうは俯いたまま頷うなずいた。

「君たちは今日からここで生活したまえ。自分の家と思っていい。私はね、昔君のご両親に大変お世話になったんだよ……」

　この瞬しゆん間かんから二人の兄弟は桂木真澄と深津薫に分かれた。薫の様子を見に真澄と一いつ緒しよに部屋を出た神父は心から神に祈いのった。

　彼の言う通り、できることなら魔族などとは関わらない人生を送れるといい。剣に選ばれてしまった弟だけではなく、この健けな気げな兄も……。
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　ホテルの部屋にはもう薫と真澄しかいない。「先に行ってるぞ薫君。彼はエスクードの者ではないから強要はしない。だがきっと後こう悔かいするぞ」とリラフォードたちは出て行った。廊ろう下かで戦いの音が聞こえたが、今はもう辺りは静まり返っている。

「兄さんなんですね……本当の……」

「ああ。でも今まで通り『真澄』でいいよ、照れくさいから。何の気なしに『兄さん』って言葉が出てくるまではさ」

「はい」

「俺とオヤジさんがお前に隠かくしていたのはこれだけだ。補足すると、使徒が接せつ近きんするとお前が反応しちまうのは、たぶんクラウディアさんがかけた魔ま術じゆつの副作用だ。深しん層そう意識の奥おくに沈しずめられた使徒の忌いまわしい記憶が、奴らの発する微び細さいな気配に反応して表に出ようとしていたんだと思う。俺は専せん門もん外がいの精せい霊れい魔術師だからはっきりとは言えないが、見当違いではないはずだ。まったく……『天才魔術師』のくせに詰つめが甘あまいんだよな」

　自分の記憶を封ふう印いんしたそのクラウディアという女性について真澄はあまり語らなかったが、二人はすごく親しん密みつな感じがした。毒舌家の真澄さんと仲がいいんだから、きっと正反対の性せい格かくをした奥ゆかしい女性なんだろうな……と薫は思った。

「今はもう寒気はしません」

「元のままの方が便利だったかな？　妖よう怪かいレーダーみたいでよ」

　真澄は無理に笑おうとするが、苦く痛つうに襲おそわれて身体からだをよじった。薫はレイニーと同じように真澄の顔の汗あせを拭ぬぐってやった。

「……なあ。俺、醜みにくかっただろ？」

「えっ？」

「何かあるたびあの女につっかかって、口汚い言葉で罵ののしって……。分かっているんだ、自分がどれほど醜く映うつっているかぐらい。だけど止とめられない。使徒や魔物を見ると殺意が俺の心を支し配はいしちまう。あの日から俺は狂くるっているんだ。復讐しか頭にないイカれた下げ法ほう使いさ。だが俺が世間一いつ般ぱんの意味での発はつ狂きようをしなかったのは、奴やつらへの殺意が俺の心を支えていたからなんだ。俺はお前をそんなふうにはしたくなかった。お前は表の神の道を進んで欲ほしかったんだ」

「違うっ。真澄さんは復讐に狂ってなんかいない。僕のために全部引き受けてくれてたんだ。なのに僕は……」

　薫は泣いていた。真澄の葛かつ藤とうを知らずに、昨夜酷ひどい言葉をぶつけてしまった。

「お前さ、自分がオヤジさんに奴らと戦うための殺し屋に仕立てられたんじゃないかって疑うたがっていたろ？」

「はい……」

「オヤジさんもよ、口では『薫にはブラディミールの剣けん士しの使命責せき務むがある』とか言うんだけど、たぶん本当はお前をこの道に入れたくはなかったんだ。いや、ちょっと違うな。三人で暮くらしているうちに、オヤジさんは俺たちのことを本当の子こ供どものように思うようになったんだよ、きっと。殺されたときオヤジさんが俺に向かって叫んだんだ。『死なないでくれ』って。ブラディミールの剣士の前ぜん任にん者しやの責任と、親としての感情の間でオヤジさんも苦く悩のうしてたと思う」

　薫は泣きながら頷いた。

「さあ、行こうか。せっかくオヤジさんに助けられた命だってのに、自分で絶たとうとするなんて俺はどうかしてたぜ」

　真澄は身体を起こし、カパーラの火の花のお茶を残らず飲み干ほした。そしてベッドから這はい出すが、脚あしをもつれさせて床ゆかに倒たおれた。

「真澄さん、無理です。ここで寝ねていて下さい。それに真澄さんは一いつ緒しよには行けない。真澄さんはそのアルフェルムとかいう奴に居い場ば所しよを察知されてしまうんでしょ？」

「分かってる。一緒には行かない」

　助けようとする薫の手をそっと払はらい、真澄は自分の力で立って錫しやく杖じようを手に取った。

「ここにいる魔族を皆みな殺ごろしにしてやる。改めて、魔族どもへイカれた下法使いからの宣せん戦せん布ふ告こくだ」
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　薫と真澄を置いて部屋を出たレイニーたちの前に使徒が次々と立ち塞ふさがったが、彼女たちを止めることはできなかった。リラフォードとギーエンは彼女の真の恐おそろしさを知ることとなった。二人の武ぶ器きはほとんど使われることはなかった。

（これが本気になった『殺さつ戮りくのレイニー』の力なのか……）

　わたしが何をしようと気にせずに全力で走れ。

　彼女は最初にそう命じた。一番体力の劣おとっているソフィアの足に合わせてだが、それでもかなりのスピードだ。だがレイニーの意い志しで自在に動く二つの金きん属ぞく錐すいは、人間の目には追えぬ銃じゆう弾だんのような速度で四人の手足の間を掠かすりもせずに飛び交かい使徒を殺戮していく。金属錐をつなぐ糸が誰かの手足に縺もつれることもない。

　お前らはただのバックアップだ──内心その言葉にプライドを傷きずつけられていた二人だったが、この凄すさまじい力を見せられてはレイニーがそう認にん識しきするのも当然だと納なつ得とくするしかなかった。

　地ち下か駐ちゆう車しや場じように出る。敵てきの姿すがたは見えない。

「レイニー殿どの。薫君はどうしますか？」

「五分だけ待つ。必要な戦力だが、兄を残して行けないというのなら仕方あるまい」

「……私には貴方あなたという方がよく分からない。魔族の身でありながらその眷けん属ぞくたちを容よう赦しやなく虐ぎやく殺さつするかと思えば、アルフェルムの牙きばを受けた真澄君を放置する。レディ・キィを甘あまやかしたと思ったら、私が彼女を責せめるのを黙だまって見ている。貴方の行動は何もかもがちぐはぐだ」

「二、三十年しか生きていないお前たちに理り解かいしてもらおうとは思わない。お前たちからの信しん頼らいも求めない」

「……正直言って私は貴方が好きではない。だが貴方の強さには畏い敬けいの念を覚える。あれは魔族ゆえの戦せん闘とう能のう力りよくだけではない。千年の長きに亘わたってレディ・キィを護まもり続け、戦い続けることによって培つちかわれたものだ」

　リラフォードは車を取りに向かった。

「ソフィア、なぜわたしがあのときお前を庇かばわなかったか分かるか？」

「わたしの……責任だから」

「そうだ。お前に責任がないと言ったらそれは嘘うそだ。わたしは可能な限りお前の好きにさせてやるが、それによって他の誰だれかが犠ぎ牲せいを払ったら、お前は罵ば倒とうを甘んじて受けなければならない」

「わたし、薫に何て謝あやまったらいいか分からないわ。それにお兄さんだってあんな姿に……あっ、ごめんなさいっ。レイニーのことを言ったんじゃないの！」

「お前がわたしをどう思ってくれているかは知っている。……ソフィア、あの小こ僧ぞうのことが気に入ったのか？」

「そ、そうじゃないわ。どうせ……この任務が終わったらお別れだもの……」

「レディ・キィの宿命さえ背せ負おわねば恋こい人びとができる年とし頃ごろなのにな」

　レイニーはソフィアを抱だき寄よせた。レイニーの胸むねの中でソフィアは嗚お咽えつを漏もらした。

「聖せい堂どうや深津のことはお前だけが悪いのではない。わたしも深津たちの死に責任を感じている。この任務を成功させることぐらいでしか奴の死に報むくいることはできぬのだがな……。せめてこの身が朽くちるときまでその罪つみを背負おう」

「あんた……すっげえ格かつ好こういいぜ」横で聞いていたギーエンが鼻をすすりながら言った。「パンクってのは音楽じゃねえ。生き様なんだ。つまりはあんたみてえな。あんたにもパンクスの血が流れているぜ」

　おそらくそれはギーエンにとって最高の褒ほめ言葉なのだが、ソフィアが顔を上げて「はあ!?」といった目でギーエンを見た。レイニーも些いささか迷めい惑わくそうだったが、その顔が突とつ然ぜん強こわばった。

「リラフォード、伏ふせろ！」

　レイニーの叫さけび声にリラフォードは振ふり返るのではなく、即そく座ざに反はん応のうして頭をかがめる。公こう認にん会かい計けい士しにしか見えなくても彼は多くの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた男だった。それを見み越こしていたように彼の頭があった高さに金属錐が飛んだ。彼の頭の上で、ぐちゃ、と気味の悪い音がして何かが降ふり注ぐ。

「あつっ！」

　それは肉にく片へんのようであったが、手の上に落ちた赤黒い物体は彼の肌はだを焼いた。慌あわてて彼はスーツを脱ぬいで肉片を払う。酸さんをかけられたようにスーツが煙けむりを上げながら穴あなだらけになっていた。

「くっ……」

　呻うめき声が柱の陰かげから聞こえ、中年の欧おう米べい人が姿を現あらわした。ただし中年男なのは首から上だけ。上着のボタンを全すべて外しており、そこにあったのは巨きよ大だいな口だった。臍へそのあたりから鎖さ骨こつまで大きく縦たてに割われた口が。両側には犬歯がずらりと並ならび、それは舌したなのか、二本の触しよく手しゆがだらりと伸のびている。先さき程ほどレイニーが叩たたき落としたのはその先せん端たんだった。

　ギーエンは身体の震ふるえが抑おさえられなかった。彼は何度か魔ま族ぞくと遭そう遇ぐうし戦ったことがあったが、目の前の中年男の存そん在ざい感は比くらべるべくもないほど別次元だった。黒の執事ノワール・エターダの異い名みようで知られる、トゥロワヌの側近中の側近ディゼッサンド。あれほどの力を持った真澄が敗北したのも当然だと思った。いや、こんな奴やつに向かって行けたことさえすごいと思う。

「おい、トゲトゲ頭。ソフィアを護まもっていろ」

「わ、分かりやした姐あね御ご。お気をつけて」

　レイニーはスーツの上着を脱ぎ、ソフィアに放ほうった。ワイシャツ姿になった彼女からは、香こう水すいの瓶びんの蓋ふたを開けたかのように強きよう烈れつな色気が立ちのぼり、ギーエンは思わず唾つばを飲み込んだ。男物のスーツがかろうじて内に抑えていた、人間ならざる者の放つ官かん能のう。これで全部服を脱いだら……なんてことをギーエンは考えずにはいられない。パンクスは常つねに欲望に正直だ。

「……ねえ、いやらしいこと考えてるでしょ？　だいたい何よ『姐御』って」

「う、うっせえな。ただ綺き麗れいだなって思っただけだっつーの」

「言っときますけど、レイニーは貴方みたいな恥はずかしい髪かみ形がたには絶対にしませんからね」

　レイニーは目でどくようにリラフォードに言う。彼はおとなしく従したがった。この二人の戦いに自分ができることなどない。

「また現れたな、汚けがれし魔女よ。ただ一人グラン・マスターの寵ちよう愛あいを受けた身でありながら、人間に与くみする裏うら切ぎり者め」

　ディゼッサンドの腹の大口からさらに三本の触手がうぞうぞと這はい出す。鞭むちで地面を叩たたくように脈打ち、飛び散る腐ふ食しよく液えきが近くの車に穴を空けた。

「わたしはこいつらの味方などではない。が、貴様らに『裏切り者』呼ばわりされる謂いわれもない。忘れているなら苦痛と悲鳴で思い出させてやろう」

　レイニーは二つの金属錐を宙ちゆうに放つ。無重力空間さながらにふわりと浮うき、そして彼女の周囲をゆっくりと旋せん回かいし始めた。

「わたしは生まれながらに貴き様さまらの殺さつ戮りく者しやだ」

　戦いが始まった。
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　遅おくれて部屋を出た薫が見たのは死体の山だった。怪かい物ぶつの姿すがたになった者もいれば、人間の姿のままの者もいる。魔ま術じゆつの解とけた薫にははっきりとは分からないが、全すべてが使徒なのだろう。

「ちくしょう、クソ女め。俺の獲え物ものを横取りしやがって……」

　横には真澄がいる。歩くことはおろか起きているのさえ辛つらそうだったが、彼は薫の助けを拒こばんでいた。ふらつく身体からだを壁かべにぶつけ、噎むせ返るたびに吐と血けつする。それでも真澄は自分の足で歩こうとした。

　車を停とめてある地ち下か駐ちゆう車しや場じように着く寸すん前ぜん、薫は強烈な気配を感じた。魔術の副作用が残っていて魔族の気配を察したのではない。二つの憎ぞう悪おが激はげしくぶつかり合っていた。

「いるぜ……あいつが」

　地下駐車場に着いた薫の目に飛び込んで来たのは、太く赤黒い鞭のようなもの、そして車のボンネットからボンネットへと飛び交かう影かげだった。あまりの速度にその影がレイニーだとはすぐに認にん識しきできなかった。

「薫君、危あぶないからこっちに来たまえっ！」

　リラフォードの声がした。ソフィアとギーエンと一いつ緒しよに車の陰かげで頭をすぼめていた。

　薫が真澄の手を引いて合流しようと走り出すと、それまで薫たちなどおかまいなしにレイニーを追い回していた赤黒い鞭──触手の一本が軌き道どうを変えて薫たちに向かって来る。間合いに入ってしまったことに気づき、薫はブラディミールで叩き落とそうとするが、触手は嘲あざ笑わらうように直前で一いつ瞬しゆん制せい止しして大振りした剣つるぎを躱かわした。

「しまっ……」

　自分が両りよう断だんされる姿が浮かんだ。が、制止した触手は襲おそっては来ず、あさっての方向に飛んで行く。全ての触手が一点に集まっていた。その先には凄すさまじい速度で飛び交っていたレイニーが動きを止めて天てん井じように立っていた。いや、よく見ればハイヒールの爪つま先さきが天井に突つき刺ささり、それで身体を支えている。

（僕を助けてくれたのか!?）

　襲いかかる五本の触手を擦すり抜ぬけて地面に降り立つが、一本を躱し損そこねてサイドから腕を叩かれた。彼女は弾はじき飛ばされ一台の車に激突した。「レイニー！」ソフィアが叫さけぶ。また五本の触手がレイニーに襲い掛かかるが、彼女は寸前のところで躱した。触手が車を貫き、車は爆ばく発はつした。

　薫たちはリラフォードたちの隠かくれている場所に合流した。ソフィアが薫から目を逸そらした。

「どちらが優ゆう勢せいなの？」

「姐御もすげえけど、あっちの触手オヤジも負けてねえ。互ご角かくって感じだ」

「姐御って……レイニーさんのこと？」

「んだよ、いいじゃねえか。姐御のことを何て呼ぼうと」

　ギーエンは口を尖とがらせた。ちょっと顔が赤くなっている。

「このままではまずいな」

　真澄が言った。薫も「そうですね」と応こたえる。

「おいおい、お前ら。姐御のことを見くびんじゃねえぞ。あんなビッグ・マウス野や郎ろうに姐御が負けるはずねえっつーの」

「あの二人が互角なら、増ぞう援えんが来たらどうするんだ？　この国にはもっとやばいクソ野郎がいるんだぞ。あのクソ野郎が来る前に逃にげなくちゃならない」

「どうやって逃げるつもりだね、真澄君。それから言っておくが、君を一緒に連れて行くつもりはない」

「ああ、言われなくても分かってるよ。俺おれがクソ女の援えん護ごに入るから、その隙すきに車に乗って逃げろ」

「無理だ。あれを見たまえ」リラフォードが指さした先には、五メートルほどの所に彼の拳けん銃じゆうがドロドロに溶とけて転がっていた。「援護射しや撃げきしようと車の陰から出た途と端たんにアレだ。レイニー殿どのは我々をかばいながら戦っている。彼女が手を休めたら、即そく座ざにソフィア様を除のぞいた我々はあの触しよく手しゆに殺される」

「それはあんただったらの話だろ。俺は頭を吹ふき飛ばされたぐらいじゃ死なねえんだよ、生あい憎にくとな。俺が合図したら走り出せ」

　真澄は錫しやく杖じようを構かまえ、呪じゆ文もんを唱え始めた。彼の周囲に空気の球が現あらわれる。

「じゃあな、薫。そのうちまた会おうぜ」
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　詠えい唱しようが完成するなり真澄は車の陰から飛び出した。間合いに入り、触手が襲って来る。真澄はガラ・エリュアールの刃やいばを放った。彼の周囲に浮いていた球が刃に姿すがたを変えてディゼッサンドの触手を切り裂さいた。

　遠くからディゼッサンドの呪じゆ詛その声が聞こえ、触手が戻もどって行く。切り裂いた触手が頭上から降ふり注いで真澄の肉を焼いた。しかしそれは、アルフェルムの牙きばによって受け続けている苦く痛つうに比べたら小雨のようにしか感じなかった。

　真澄は自分の身体からだの変化に気づいていた。術が軽い。魔術によって身体が受ける負荷や、体力の消しよう耗もうが以前よりも遥はるかに少ないのだ。それに、昨日までは暴あばれ馬のように自分を拒きよ絶ぜつしていた錫杖が、今は自分におとなしく従したがっている。無理に力を引き出している感じではなく、錫杖の方から進んで力を貸かしていた。

　真澄の唇くちびるが皮肉に歪ゆがんだ。

（悪いことばかりじゃねえな、この身体もよ）

　真澄の横にレイニーが音もなく降おり立った。

「無理をするな」

「てめえに同情されるなんて御ご免めんだぜ、クソ女。俺があいつの相手をするから、その間にレディ・キィたちを逃がせ」

「奴やつらにこの場所を知られたのはお前のせいではない。そう言ったはずだ」

「そんなんじゃねえよ。奴には借りがあるんだ」

　ソフィアたち四人が車に乗り込んでいた。エンジンはまだかけていない。ディゼッサンドの触手が届とどく範はん囲いだが、真澄の増ぞう援えんに気を取られて気づいていない。

　レイニーが黙だまって頷うなずいて跳ちよう躍やくした。触手がレイニーを追う。車とは反対方向、駐ちゆう車しや場じようの出口から離はなれた方へと向かっていた。

「クソ女め……俺の考えてることをしっかり読んでやがる」

　真澄は錫杖を水平に構かまえて呪文を唱え始めた。『グラビティ・フォール』。大地の力を使った精せい霊れい魔ま術じゆつでは最強の部類に属ぞくする。だが真澄はこの魔術の制せい御ぎよに成功したことがない。師し匠しようであるクラウディアの家をめちゃくちゃに潰つぶして以来、使うことを厳げん重じゆうに禁きんじられていた。真澄は彼女の顔を思い浮うかべて苦く笑しようした。

（あんときゃすっげえ怒おこってたよな。貴き重ちような魔術道具を一つ残らず瓦が礫れきに圧おし潰されちまったもの……。だけどよ、今なら制御できるぜクラウディアさん。このクソ汚きたねえ身体ならばっ）

　真澄は運転席にいるギーエンに錫杖を振って合図した。エンジンの音を聞いたディゼッサンドはこちらの企たくらみに気づき、レイニーを追っていた触手を反転させた。遠目にもディゼッサンドが泡あわ食くっているのが分かった。

　だがディゼッサンドの触手は車までは届かない。方向を変え、車の方へと折り返して来たレイニーが金きん属ぞく錐すいで触手を叩き落としていた。注意が二つに分散したためレイニーの金属錐を躱かわせない。

「注意が必要なのはもう一つあるぜ！」

　真澄はグラビティ・フォールの力を解かい放ほうした。ピシッ、ピシッと駐車場のコンクリートに音を立てて亀き裂れつが走った。この駐車場全体の重力が歪ゆがみ始めたのだ。真澄は全身の精力が足元から吸すい出されるような感覚を覚え、目め眩まいに足がふらつく。

（だめだっ。ここで抑おさえないとあんときと同じに……）

　しかし新たな肉体がどこからともなく精力を補ほ充じゆうするかのように、真澄は踏ふみとどまることができた。車が真澄の横を通り抜ける。後部座ざ席せきの薫が何かを叫さけんでいたが、真澄には聞こえなかった。

「俺がお前に墓はか穴あなをプレゼントしてやるぜ、触手野や郎ろう」

　ズンッ、とそこに透とう明めいな鉄球が落下したかのように、ディゼッサンドの周囲十メートルもの範囲が唐とう突とつに崩くずれた。その瞬しゆん間かんディゼッサンドは床ゆかに叩きつけられ、触手が残らず切断される。地下の駐車場であるにも拘かかわらず巨きよ大だいな穴が空き、ディゼッサンドを悲鳴と瓦が礫れきごと呑のみ込んでいった。

　緊きん張ちようの糸が途と切ぎれて真澄は膝ひざをついた。

　しかし強大なグラビティ・フォールの力はそれだけでは収まらなかった。ディゼッサンドを呑み込んだ爆ばく心しん地ちから、波は紋もんが広がるようにコンクリートをめくり上げながら衝しよう撃げき波はが駐車場全体に広がっていく。

（崩れるな、こりゃ……）

　自分の生み出した魔術の余波アフターマスに空中高く弾はじき飛ばされながら、真澄の目は駐車場を無事脱だつ出しゆつする車と、その屋根の上に乗ったレイニーの姿すがたを捕とらえていた。
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　降ふりしきる雨はほとんど土ど砂しや降ぶりで、視し界かいを奪うばうほどになっていた。遠くにサイレンの音が聞こえる。泊とまっていたホテルはスオンジアンティ聖せい堂どうからさほど遠くなく、ホテルの火か災さい──あるいは崩ほう壊かい──に駆かけつけたのか、聖堂の火がまだ収まっていないのかは分からなかった。

　屋根の上に乗っていたレイニーが、走ったままドアを開けて後部座席に乗り込んで来た。

「真澄さんは……どうなったんですか？」

　薫は自分を抑おさえながら聞いた。

「分からん。だが彼は強い。彼ならアルフェルムの血の誘ゆう惑わくに勝てるかもしれんな」

「でも……咬かんだ男に跪ひざまずかない限かぎり、それは半はん永えい久きゆう的に続くんですよね」

「ああ、そうだ」

「……酷ひどい話ですね。僕にはそのことの方が、人の肉を食らうことよりもずっと残ざん酷こくなことに思えます」

　どこかと通話していた助手席のリラフォードが電話を切って言った。

「長は谷せ川がわ司祭と何人かのエスクード・セクションの者が聖堂からの脱出に成功し、ナフィタジア教会に臨りん時じの本部を作りました。近きん隣りんにいるエスクードとマレウスの両セクションの者に召しよう集しゆうをかけ、この地に集まっております。……それから薫君。教会の地下に隠かくされていた深津神父のご遺い体たいが発見された」

「……はい」

「レイニー殿どの。私は今でも貴方あなたや上じよう層そう部ぶが何を考えているのか分からない。一度レディ・キィをバチカンに戻もどすべきだと思っている。だがそれが千年に亘わたりレディ・キィを護まもり続けてきた『鍵かぎの番人』の方ほう針しんならば従したがおう。ただ一つだけ貴方の本心を教えて欲ほしい。もしアルフェルムに彼女をさらわれるような事じ態たいが目前に迫せまったら、貴方はレディ・キィを手にかけるのですか？」

「ああ、殺してやるとも」

「ちょ、ちょっとレイニーさんっ」

　薫の隣となりにいたソフィアは震ふるえながら俯うつむいている。

「いいか小こ僧ぞう。もしアルフェルムに奪うばわれたら、奴やつの手から取り戻すなどまず不ふ可か能のう。それに奴らが、我々の知らない最後のゲートを押おさえている可能性は少なくない。つまり奪だつ還かんに失敗したら破は滅めつなのだ。ソフィアを死なせたくなかったら護り通せ」

「もうそれで結けつ構こうです、レイニー殿。レディ・キィの前でそんなことを喋しやべらせて申し訳わけありませんでした。行き先をご指し示じ下さい」

「それは小僧に聞け」

「僕ですか!?」

「お前以外にこの国の地理に詳くわしい者はいない。臨時本部にも隠れ場所を内ない密みつにする以上、お前が我々を案内する他ほかはなかろう。教きよう皇こう庁ちようの施し設せつは全すべて奴らの監かん視し下にあると考えた方がいいぞ」

「そ、そんなこと急に言われても隠れ場所だなんて……」そのとき薫は実に素す晴ばらしい隠れ場所を思いついた。「……一つ、アイデアがあります」
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　真澄のグラビティ・フォールでホテルの地ち下か駐ちゆう車しや場じようは瓦礫と化しながらも辛かろうじて崩壊せずに保たもっていた。照明の電気は切れてしまっていたが、炎えん上じようする車で微かすかに周囲は明るい。

　グラビティ・フォールで空いた大おお穴あなの方から音がした。何かが這はい上がって来る音だ。余波アフターマスに弾はじき飛ばされ壁かべに激げき突とつして失神していた真澄は、その音に意い識しきを取り戻した。

（あの重力場の中で生きているとは、トゥロワヌの側近というのも伊だ達てじゃないな……）

　真澄の顔には笑えみがあった。それは、あれだけの魔術を受けながらなおも生きている魔族の力への諦てい観かんではなかった。

（俺は戦える。この苦く痛つうさえ抑え切れれば、あの化け物どもとも五分に戦える。俺は奴やつらに復ふく讐しゆうできる）

　全身の苦痛を堪こらえながら真澄は錫しやく杖じようを探さがした。グラビティ・フォールの余波アフターマスで引っ繰くり返っている車の側そばに落ちているのが見えた。

　ふらふらと駆かけ寄よった真澄がそれを拾おうと腰こしを屈かがめると、透すき通るような白い手が横からそれを掻かっ攫さらった。

「やあ、真澄。思ったよりも元気そうじゃないか」

「ア……アルフェルム！」

　銀ぎん髪ぱつの魔王が笑顔でそこに立っていた。真澄は後方に飛び退のく。身体からだ中が恐きよう怖ふを訴うつたえるが、すぐにそれは怒いかりに塗ぬり替かえられた。自分の身体がアルフェルムを求めることに絶ぜつ望ぼうして死を選ぼうとした自分への怒りだった。

「主人を呼び付けにしたりすると、私に罰ばつを与あたえられてしまうよ？　私は『我わが君』と呼ばれるのが好みだ。私の寝しん室しつに招まねいてもらいたいなら覚えておいた方がいい」とアルフェルムは横を向いた。「おやおや、こっちは酷い有り様だな」

　グラビティ・フォールの大穴からディゼッサンドが這い上がっていた。泥どろと血にまみれ、顔は憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。

「君の失しつ態たいは飼かい主には内ない緒しよにしておいてあげるよ。後は私に任まかせて国にお帰り。正直なところ何て言うか……そう、面つら汚よごしだ」

「……レディ・キィに逃にげられるところを見てらっしゃったのですか？　千年の時間をかけてやっと訪おとずれた、グラン・マスターにこちらの世界に降こう臨りんしていただく絶好の機会だったのですぞ」

「まっさか。ちょっと探し物をしているうちに遅おそくなっちゃったんだよ」

　アルフェルムの手の中で、雷らい獣じゆうの背せ骨ぼねで作った錫杖が砂すなとなって崩くずれ落ちた。地面にできた白い砂の山にアルフェルムは手を突つっ込む。そして地面から植物の根を引きずり出すように真っ黒な杖つえが現れた。アルフェルムはそれを真澄の足元に投げた。

「真澄君。君への結ゆい納のうの品だ。私の元へおいで」

　真澄はその杖を知っていた。ケラウズランブラ。どのような魔術を学ぼうとも、魔術を志こころざした者は必ずその名を耳にすることになる。良きにしろ悪あしきにしろ歴史に名を残した偉い大だいな魔術師たちの手を渡わたり歩き、僅わずかな繁はん栄えいと多くの破は滅めつを撒まき散らして忽こつ然ぜんと歴史から消えた杖。偽にせ物ものは山ほど見てきたが、アルフェルムの手にあることが本物であることの何よりの証しよう明めいだった。

　真澄は震える手でそれを拾った。吸すい付くように手の中に収おさまり、杖の放つ波動はまるで心しん臓ぞうの脈動だった。

「私の求愛プロポーズを受けてくれるんだね？」

「プロポーズって言われてもな……」

　真澄は苦く笑しようしながらケラウズランブラで地面に円を描えがき、空中に五ご芒ぼう星せいを結ぶ。このような天気だというのに、大地から猛もう烈れつな勢いきおいで炎ほのおの元素エレメントが集まってくる。

「俺はとっくの昔にてめえらへの復讐と契ちぎりを交かわしてんだよっ」

　昨夜逃とう亡ぼうに使ったものとは比くらべものにならない巨きよ大だいな炎の柱がアルフェルムへと向かった。黒い炎だった。地下駐車場がまるでオーブン・レンジのごとくの灼しやく熱ねつに包まれた。離はなれた所にいるディゼッサンドさえ思わず身を伏ふせた。

　ロードの一人を屠ほふった。真澄はそう思った。しかし違ちがった。

　黒こく炎えんの柱が収まると、そこには服に煤すすさえついていないアルフェルムの姿があった。

「そんなに私の服を焼くのが好きなのかな？　でも今日はダメだよ。この服はお気に入りなんだ」

「クソっ！」

　真澄はまた同じ呪じゆ文もんを唱えた。地ち下か駐ちゆう車しや場じようには炎の精せい霊れいの力が大量に漲みなぎっている。今度は精霊の力を呼び込む過か程ていを飛ばせるので、同系けい統とうの精霊魔術ならば言わば加速状態で放つことができる。引き出すエネルギーによって吸い上げられる肉体の付加も桁けた外はずれになるが、使徒の肉体なら耐たえられるはずと思った。耐えられなくても構かまわなかった。

　真澄は黒炎の柱を続け様に三つ放った。とぐろを巻まく竜りゆうのようにアルフェルムを囲み、径けいを狭せばめていく。膨ぼう大だいな輻ふく射しや熱ねつが真澄の肌はだを焦こがした。

　が、黒炎の竜に呑のみ込まれる寸すん前ぜん、アルフェルムは手を高く掲かかげた。黒炎の竜はあっと言う間に痩やせた蛇へびのように小さくなり、アルフェルムの手の中に吸い込まれていった。地下駐車場を満たした熱気は幻まぼろしのように消え、半ば崩壊した出入り口から雨が湿しつ気けと冷気を運んだ。

「そもそも……」アルフェルムは苦く笑しようした。「私にエレメントを使った魔術は一いつ切さい効きかない。黒魔術であれ、精霊魔術であれ。なぜならこの世界の物理法ほう則そくの中で、私はエレメントそのものだからだ」

　いつの間にかアルフェルムが真澄の目の前にいた。頭の中が真っ白になっていた真澄は我われに返ってケラウズランブラで殴なぐりかかるが、軽く手を払はらっただけでアルフェルムはそれを弾はじき飛ばす。

　アルフェルムは真澄を突き飛ばし、地面に倒たおれた真澄に跨またがった。

「熱いね、君の身体……。感じているんだろ？　契けい約やくを終えぬ使徒は、苦痛だけじゃなく途と方ほうもない快かい楽らくを受ける。君はいま私を前にしてとっても興こう奮ふんしているはずだ。夜が来るまでに契約を終えた方がいいよ。意地を張って精神が壊こわれたコを何人も見ている」

　アルフェルムは自分の唇くちびるの端はしを噛かむと、真澄の顔の上で舌したを伸のばした。ポタ、ポタ、とアルフェルムの血が真澄の顔に降ふり注ぐ。赤く、人間と同じ鉄の匂においがする血。だけれどもそれは、すこぶる甘かん美びな果物くだものの汁しるのように思えた。胸むねが高鳴っていた。

　アルフェルムは顔を寄せると、真澄の頬ほおに落ちた自分の血を舌で延のばす。

「約束しよう、真澄。私は君に飽あきても捨すてたりしない。食べてあげるよ。血も肉も骨ほねも残らずね」

　真澄が最も憎ぞう悪おを覚える行こう為い。しかしこの男の口から聞かされるとそれは物もの凄すごく気持ちいいことのように聞こえた。そして恐怖。今まで学んできた精霊魔術をどこまで極きわめようとも、この男には通用しないという絶望。

　だが真澄はそれらの弱い感情を噛み殺した。

「……昨日てめえに泣き言を言ったのを覚えているか？」

「もちろん。『僕の血を吸わないで！』って泣いてたね。可愛かわいかったよ」

「ありゃナシだ。忘わすれてくれ。俺は金こん輪りん際ざいてめえらに許ゆるしを乞こったりしねえ。絶対に服従しねえ。そして容よう赦しやをしねえ。オヤジとおふくろを食った奴に復讐するまでイカれた下げ法ほう使いでい続けてやる」

「……君は強いね。是ぜが非ひでも堕だ落らくさせてしまいたくなった」

「あり得ねえよ。俺の心はてめえを求めねえ。だからてめえの使徒になることもねえ。俺はいつかてめえらを超こえる力を手に入れてやる。てめえにできるのは、俺を殺すか俺に殺されるのを待つだけだ」

「そうかな？　私にはまだ君に与あたえてあげられるものが残っている」

「何だと……!?」

「私の使徒となればその力を存分に使える。苦痛に邪じや魔まされることなくね。そうすれば君の両親を食い殺した奴に復ふく讐しゆうする力を得られるんじゃないかな？」

（あっ……）

　アルフェルムの言葉は鋭するどい楔くさびとなって、強固な堤てい防ぼうのような真澄の心に突き刺さった。彼の心に穿うがたれたほんの小さな穴あなから水が滲しみ出すのをアルフェルムは見み逃のがしたりはしなかった。アルフェルムは真澄の耳元に唇を寄せて囁ささやいた。

「ねえ、真澄。君はもっともっと強くなれるよ。ロードである私の使徒になった君は魔族とだって対等に戦える。魔族しか知らない魔術を教えてあげよう。あ、そうだ。君の復讐相手を探さがす手伝いもしてあげないとね。私の力があればきっとすぐに見つかるよ。私と一いつ緒しよに探そうよ。……だから、ね」

（悪魔だ……この男は本当の悪魔だ……）

　真澄の瞳ひとみから涙なみだがこぼれた。真澄はアルフェルムの真の恐怖というものを知った。この男が囁く言葉は全すべて自分を堕おとすための甘かん言げんだと分かっているのに首を横に振ふれなかった。そしてアルフェルムの顔に浮うかんだ邪悪な笑みは、自分の言葉を疑うたがっていてもなお真澄がどう答えるか知っている顔だった。分かった上で心を弄もてあそび、そして呑のみ込こもうとする。どんな圧あつ倒とう的な力を見せつけられるよりも遥はるかに恐おそろしかった。真澄は思った。俺はこの男には絶対に勝てない……。

　アルフェルムは真澄の涙を優やさしく拭ふいてあげて言った。

「言葉にすると心が痛むなら、返事する代わりに口を開いて舌を伸ばしてごらん」

（すまない、薫……）

　真澄の口の小さな動きに、アルフェルムは満足そうに顔を綻ほころばせた。

「さあ、お薬の時間だよ」

　アルフェルムは自分の舌にたっぷりと血を絡からませると、真澄に唇を重ね、強こわばる彼の唇の間に舌をねじ込ませた。




　　　　◇




「なるほど。ここは盲もう点てんかもしれないな」

　薫が今日の夜までの隠かくれ場所に選んだのは聖せい堂どうに続く抜ぬけ道があるあの人家だった。本部としての機能を失い、また消しよう防ぼうや警けい察さつやマスコミでごった返している聖堂は、こちらにとっても魔族にとっても意味のない場所に思えるはずだ。

　離れた目立たぬ場所に車を停とめて、一行は家に入った。

「きゃあっ！」

　ソフィアが悲鳴を上げてレイニーに抱だき着いた。土間を上がった所に死体があった。正確には、食い残された死体の一部が。見覚えがあった。ここを護まもっていたエージェントたちだった。

「お前たち二人は死体を片かた付づけろ」レイニーはリラフォードとギーエンに命じる。「わたしは家の周りに結界を張はる。小こ僧ぞう、お前はソフィアと一緒にいるんだ」

「姐あね御ご、結界って何すか？」

　レイニーはスーツの手首から糸を抜き出し始めた。指先でくるくると絡め取り、それはかなりの長さとなった。例の金きん属ぞく錐すいを結んでいるのと同じ極ごく細ぼその糸だ。

「これで家を囲んでわたしの気配を封ふうじる。魔ま族ぞくとその眷けん属ぞくは、同族には分かる気配を出しているからな。同時に魔族たちがこの線を越こえれば察知することができる」

「でも姐御は外を歩いてたじゃないっすか」

「だからこれを自分の身体からだに巻き付けていた」

「はあ……そいつが姐御の身体に巻き付いていたんすか……」

　まだ手首から出続ける糸をギーエンはじっと覗のぞき込んだ。

「ソフィア様、ではこちらへ……」

　薫が居い間まに死体がないのを確かく認にんしてからソフィアを案内しようとすると、彼女はぼんやりとレイニーの消えた玄げん関かんを見つめていた。リラフォードがそっと「先さき程ほどは失礼をしました」と謝あやまったときも生返事をするばかりだった。

「ソフィア様」

　少し大きな声で言うとやっとソフィアは我われに返り、二人は居間に入った。彼女をソファに座すわらせ、薫も正面に座った。窓まどの外をちょうどレイニーが通った。外は激はげしい雨が降ふっているのに、雨の名を持つ女性はまったく濡ぬれていなかった。

「真澄さんは……」

　薫の言葉にソフィアがびくりとする。

「真澄さんは僕のためにこの道に入ったみたいです。自分では『両親の復ふく讐しゆうのためだ』と言っていたけど、たぶん僕が負わなくてはいけなかったブラディミールの剣けん士しの責せき務むを肩かた代がわりしようとしてくれたんです。僕はそんなことも知らずに真澄さんを罵ののしってしまった」

「ごめんなさい、薫っ。わたしの、わたしのせいで……」

「やめて下さい。僕は今でも貴方あなたのせいだとは思ってません。全ては一つの大きな流れの中で起こったことです。もし僕らの両親が殺されてなかったら、そもそも僕らはこの任にん務むに呼ばれることもなかった。全ての罪つみを背負える人間は、僕の知る中では歴史上一人しかいらっしゃいません」

「どうして……どうしてそんなに優やさしくしてくれるの？　どうしてあのときもわたしみたいに我わが儘ままで嫌いやな女を庇かばってくれたの？」

「僕ぼくは最初、ソフィア様が僕たちエスクードのことを嫌きらっているんだと思いました。でもそうじゃなくて、わざと嫌われるように振ふる舞まっている気がしてきたんです。我が儘を言って施せ錠じようを延えん期きしているようなフリをしているけど、本当に延期しなくちゃいけない理由があるんじゃないかって」

「嫌いやな奴やつ……優しすぎて厭いや味みだわ」

　その言い草に薫は思わず吹ふき出してしまった。

「なによっ、なんで笑うのよ」

「いえ、なんだかいつものソフィア様に戻もどってきたと思って」

「ほーら、見なさいよ。やっぱりわたしのこと我が儘な子だって思ってるんじゃない」

　ソフィアは頬ほおを膨ふくらませるが、声には明るさが戻っていた。薫は「ごめんなさい」と謝あやまり、ソフィアは「また言った」と指し摘てきする。二人の笑い声を聞いたギーエンが「何の騒さわぎだ？」と顔を出すが、ソフィアは「あっちに行ってなさいトゲトゲ。それからレイニーのことをイヤらしい目で見るんじゃないのっ」と楽しそうに追い払はらった。

「……ねえ、薫。わたしのお姉ちゃんの話、聞いてくれる？」

　薫は黙だまって頷うなずいた。ディズニーランドに行ったときその話が出ると、ソフィアは平然とした顔をしながら話を逸そらしたことを薫は気づいていた。

「名前はジェヌヴィエーヴ。わたしより四つ年上で、わたしが七歳さいのときに死んだわ。わたしの生まれた国が民族紛ふん争そうと飢き餓がに苦しむ国だということは話したわよね」

「はい」

「わたしの父は対立する民族に同どう胞ほうの情報を売り渡わたして、代わりに食べ物を得ているという嫌けん疑ぎをかけられたわ。家族はそんなこと信じていないけど、部族の長から尋じん問もんを受けた帰り道に射しや殺さつされたの。わたしたちは父の墓はかを作ることさえ許ゆるされなかったわ。それからというものお母さんとお姉ちゃんが働いて女三人の家族を必死に養ってくれた。だけれど、女手だけではやっていけるような土地ではなかったわ。裏うら切ぎり者の汚お名めいを着せられたわたしたちに手を差し伸のべてくれる人はいなかったし……。ついにわたしが七歳のときにお姉ちゃんは飢うえて死んだの。自分の分の食べ物をわたしに分け与あたえて。わたしは何も気にせずにお姉ちゃんの分まで食べていたのよ。もしあと一年だけ生き延のびることができたのなら、わたしはレディ・キィとしてバチカンに迎むかえ入れられ、お姉ちゃんも死なずに済すんだのに……」

「そんな言い方をしないで下さい。何もかもが自分のせいだなんて……」

「そうね。そんな言い方をしたら死んだお姉ちゃんが可哀かわい想そうよね。でもわたしは、自分の命はお姉ちゃんに貰もらったものだと思ってるわ。薫が何て言ってくれようと、この気持ちは変わらないの」

　柔やわらかな微び笑しようの裏側にまったく別の感情が滲にじんでいた。優ゆう雅がで悲しい笑え顔がお。薫は初めて、ソフィアという少女と聖女レディ・キィが重なって見えた。

「お母さんはどうしていらっしゃるんですか？」

「バチカンにいるわ。とは言ってもバチカンに来てからほんの数回しか会ってない。それも遠くからちらっと見ただけ。わたしがレディ・キィであることが奴らにバレちゃいけないから、母娘おやこであることも秘ひ密みつ。でも寂さびしくないわ。わたしにはレイニーがいてくれるもの。レイニーはね、わたしのもう一人のお姉ちゃんみたいなものよ」

「それにしてはちょっと年が離はなれすぎているような……」

「レイニーに言い付けてやろっと」

「ちょ、ちょっと待って下さいっ。本気で僕、殺されるかもしれませんっ」

「いいわ、内ない緒しよにしておいてあげる。その代わりわたしからも条じよう件けんがあるわ。わたしが『お姉ちゃんと暮らしたあの家に帰りたい』って言ってたこと、レイニーには内緒にしておいてね」

　十一歳の少女はその年ねん齢れいに相応ふさわしいイタズラっぽい笑顔で言った。
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　日が暮くれていた。時計の針はりは夜の八時を過ぎようとしていた。あとざっと四時間。立て籠こもった人家の居い間まで、明かりも点つけずに四人の人間は息を殺していた。

　しかし一人だけ落ち着かない様子の者がいた。『一人』という数え方が的確なのかは分からない。それは人間ならざる女性だったからだ。

　レイニーはもどかしそうに部屋の中を歩き回ったり、立ったり座すわったりを繰くり返したり、指先でテーブルをコツコツと叩たたいていたり、そして絶たえ間なく煙草たばこをふかしたりと、おおよそ彼女らしからぬ行動をとっていた。リラフォードが躊躇ためらいがちに注意すると「ああ、すまん」としばらくはおとなしくなるのだが、またそれらの行動のどれかを始める。太陽が沈しずみ、周囲が闇やみに閉とざされるのと同じ頃ころから彼女は情じよう緒ちよ不安定と言ってよいほどだった。

「ちょっと……失礼する」

　レイニーは部屋の出口へと歩き出す。

「レイニー殿どの……まさか今夜までいなくなるおつもりですか？」

「いや、ソフィアがゲートに施せ錠じようするまで離れはしない。気分が悪くなったので外の空気を吸って来るだけだ」

　またしても彼女らしからぬ言葉に、リラフォードとギーエンは顔を見合わせた。

　部屋を出たレイニーは、外ではなく洗せん面めん所じよへ向かった。

　顔を洗あらって鏡を見つめる。電気は点けずとも彼女の視し力りよくは鏡に映うつった自分の姿すがたをはっきりと見せる。

　酷ひどい顔だった。ただでさえ白い肌はだが血の気を失って蒼そう白はくになっていた。スーツの下では滲にじんだ汗あせがシャツをびっしょりと濡ぬらしていた。心しん臓ぞうが高鳴っている。全身の皮ひ膚ふが鋭えい敏びんになり、服に擦すれるたび脚あしの力が抜ぬける。

　レイニーは悩なやんでいた。自分がいなくなった方が安全なのかもしれない。だが他の三人だけではソフィアをゲートまで送り届とどけることは不可能だ。

「やるしかあるまい……」

　シガレット・ケースから新たな煙草を取り出そうとした手が震ふるえて、床ゆかに転がってしまった。煙草を拾おうとしたレイニーはそれの存在に気づいた。彼女は愕がく然ぜんとする。自分がなぜ、外に出るつもりがふらふらとここに来てしまったか理由を悟さとったからだ。

　殺されたエージェントたちの死体がここに片かた付づけられていた。彼らを殺した使徒たちの食い残し。だがその血はどんな食べ物よりも魅み惑わく的な匂においを放っていた。何ということだろう、自分はこの匂いに誘さそわれてしまったのだ。

　いけないっ。

　そう分かっていても彼女は膝ひざを折ってしまっていた。この血を舐なめれば少しは楽になる。血の匂いが彼女を誘ゆう惑わくする。だがそれは越こえてはいけない一線なのだ。もしこれを口にしたら、これまで保たもってきた自じ制せい心しんが弾はじけ飛ぶ。ソフィアに危き害がいを加えてしまうかもしれないのだ。

「くっ……」

　しかし彼女は跪ひざまずくように、まるで犬が餌えさを食はむように死体に顔を近づけてしまっていた。

　唇くちびるの端はしから涎よだれが零こぼれた。浅ましい獣けものだと自分自身で認みとめたようで彼女はショックを受ける。「ダメだ……これだけはやってはダメなんだ……」頬ほおを涙なみだが伝った。

　そのときだった。パチン、という音が彼女の頭の中で鳴った。この家を囲んだ結界を闇やみの血を持つ者が踏ふみ越えたワーニング・アラームだった。スイッチが入ったように彼女は『殺さつ戮りくのレイニー』に戻る。

「そんな、なぜここが！」

　彼女はその気配を知っていた。彼女は廊ろう下かを走る。玄げん関かんから真っすぐに続く廊下で、玄関のドアを挟はさんだ向こうにその男がいるのを感じた。この近きん隣りん周囲三千キロに於おいて最悪の男。

「アルフェルム!!」

　爆ばく音おんが轟とどろき、彼女の視し界かいが真っ白になった。
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　レイニーが叫さけぶのとほぼ同時に爆音が轟いた。玄関を中心に炸さく裂れつした風の魔法は、隣接したリビング・ルームの三分の一を抉えぐり取っていた。レイニーの叫さけび声のお陰かげで、咄とつ嗟さに身を伏ふせた薫たちは破は壊かいされて飛んで来た家の破は片へんの直ちよく撃げきを受けずに済すんだ。

　爆風が収おさまると、玄関のあった場所に銀色の髪かみをした男が一人立っていた。薫はソフィアの前に立ちブラディミールを抜ぬいた。

「ああ、君が薫君だね。お兄さんとよく似にている」

「お前が……真澄さんを咬かんだアルフェルムか？」

　銀ぎん髪ぱつの男は牙きばを見せつけるようにニィと笑った。

「君のお兄さんは実においしかった」

　殺意が心を塗ぬり潰つぶした。呼こ応おうしてブラディミールがうっすらと光り始める。薫の憎ぞう悪おを吸ったかのように、聖せい剣けんというにはあまりに禍まが々まがしい輝かがやきだった。

「いい色に輝かせるね。もしかすると私は君のことも好きになってしまうかもしれない」

　斬きりかかろうとした薫の腕うでを誰だれかが掴つかんだ。レイニーだった。彼女はさっきの魔法の直撃を受けたらしく、埃ほこりにまみれ、口の端はしに血の流れた跡あとがあった。

「お前では一いつ瞬しゆんで殺されるだけだ。ソフィアを連れて逃にげろ。わたしが時間を稼かせぐ」

「だけど、どこからっ」

　レイニーは答えずに薫を押おしのけて前に出ると、上着を脱ぬいで薫に渡わたした。渡すときにほんの小さな動作で地面を指さす。そうか、聖堂に続くあの抜け道か！　階段は吹ふき飛ばされていたが、その下の物置にあった抜け道への入り口は微かすかに残ざん骸がいの中に見えた。

「やあ、レイニー。久ひさしぶりだね。二十年ぶりぐらいかな？　相変わらず君は美しい」

「お前も相変わらず変へん態たいのようだな。お前などに言われても少しも嬉うれしくない」

「グラン・マスターに言われたら泣いて喜ぶのかな？」

　アルフェルムが嘲あざ笑わらうように言う。途と端たん、どんな悪あく罵ばをぶつけられても平然としていたレイニーの全身に憎悪が漲みなぎるのを薫は感じた。

「君はグラン・マスターの名を聞くと顔色が変わるね。お互たがい言われたくないことを口にするのはやめようじゃないか。高こう貴きな血を持つ者同士、上品にいかないとね」

「性せいの嗜し好こうを問題にしているのではない。お前は品性が変態だと言っているんだ」

　アルフェルムは笑顔のまま呪じゆ文もんを唱え始めた。アルフェルムを中心に風が渦うず巻まき、土ど砂しや降ぶりの雨を弾はじいてドーム状じようのシルエットが現れる。聖堂で真澄が使った風のバリアに似にているが、遥はるかに規き模ぼが大きい。ジリジリとさらに径を広げ、ドームの中に飲み込まれるなり玄関の石いし畳だたみや家の残ざん骸がいが吹き飛ばされていく。

「トゲトゲ、お前の得物を貸かせ」

「だ、だけどよ姐あね御ご。こいつは対魔コーティングがしてあっから、姐御が触さわったりしたら……」

「いいから貸せ」

　レイニーはギーエンの投げた二本の釵サイを振ふり向きもせずにキャッチする。ジュッ、と嫌いやな音がして彼女の手から煙けむりが立ち上った。しかし彼女は声一つ漏もらさない。

「行けっ」

　レイニーは自前の得物の糸を口にくわえると、崩くずれかけた天てん井じようを貫つらぬいて二階の屋根よりも高く飛んだ。白いシャツ姿で両腕を広げた彼女は、殺戮者というよりも羽根を広げて舞まい上がった天使のように見えた。

　アルフェルムの風のドームから何かが飛び出す。降りしきる雨が透とう明めいの刃やいばの姿を浮うかび上がらせた。レイニーは金きん属ぞく錐すいを近くの電柱に巻き付けて自分の軌き道どうを変えて躱かわす。

　彼女の指のサインに気づいていたリラフォードがソフィアを抱かかえて抜け道へと飛び込んだ。薫とギーエンも後に続き、僅わずかなタイミングで頭上を暴ぼう風ふうが全すべての物を破は壊かいしながら通り過ぎた。

　全員が階段を降り終える。懐かい中ちゆう電灯はないので視界は真っ暗だ。

「どこに行くんだよ旦那だんなっ」

「聖せい堂どうだ。今一番安全な出口はあそこだ」

「そりゃ魔族はいねえだろうけどよ、まだ警けい察さつが現げん場ば検けん証しようをやっているんじゃねえのか？」

「構かまわん。邪じや魔まする奴やつはぶっとばす。ツケは教きよう皇こう庁ちように回す」

「おっしゃっ、そいつは賛さん成せいだっ」

　いいや……賛成できないな。

「え？」

　防ぼう空くう壕ごうのような通路の先から聞こえた男の声に全員が足を止めた。闇やみの中に誰かが佇たたずんでいた。そして薫はその声を遥か昔から知っていた。

「そんなっ、まさかっ」

「いいや。俺さ」

　男が何かを唱えると、手にしていた杖つえの先せん端たんが光り出した。そこに真澄がいた。絵本に出てくる魔ま術じゆつ師しのようなフード付きの黒いローブをまとっていた。

「お前は変わってないな……。お前はかくれんぼのとき、前に隠かくれた場所に繰くり返し隠れて俺を撒まいたもんだ」彼は、薫のよく知っているあの笑顔を浮かべる。だが口の端はしからは牙きばが覗のぞいた。「すまないな薫……俺は誘ゆう惑わくに負けちまったよ」

「闇に堕おちたか！」

　リラフォードが拳けん銃じゆうを抜ぬいた。「リラフォードさんっ、やめて！」だが今度は止める間もなくリラフォードは真澄を撃うつ。

　真澄が何かを唱えた。彼のローブがはためき、薫は頬ほおに風を感じる。真澄の周辺で乾かわいた音が幾いくつもした。

「言っただろ？　こいつは拳銃の弾たまも跳はね返すって」

　真澄は杖をこちらに向けた。杖の先端にオレンジ色をした小さな光の点が三つ生まれる。

「まずいっ、戻もどれっ！」

　光の点は五センチほどの光の球に膨ふくれ上がる。ソフィアに入り口の階かい段だんを上らせようとしたそのとき、薫は何かが落下して来る音を聞いた。咄とつ嗟さに彼女を抱かかえて地面に伏ふせる。大きな塊かたまりが物もの凄すごい速度で地面に叩たたきつけられ、バウンドした。

「レイニー！」

　ソフィアが叫さけんだ。レイニーの腹はらには深々と釵サイが突つき刺ささり、シャツの下半分が真っ赤に染そまっていた。彼女は唇くちびるを噛かんで痛いたみを堪こらえ、立ち上がろうとする。だが完全に足にきていて彼女は起きることはできなかった。

　石の階段の上にアルフェルムが静かに降おり立った。彼の腕にはもう一本の釵が刺さっていた。他にも細かな傷はあったが、二人の負ったダメージの差は歴然だった。

「惜おしいな。せめて太陽が出ている時間帯なら、もうちょっといい勝負ができただろうに」

　アルフェルムは自分の腕に刺さった釵を引っこ抜くと、ダーツでもするようにレイニーに放った。一本目とほぼ同じ所に刺さり、レイニーはか細い悲鳴を漏もらして気を失った。

「……申し訳わけありませんレディ・キィ。お許ゆるしを」

　十字を切り、リラフォードがソフィアに拳銃を向けた。ソフィアは目をつぶり、両手を胸むねの前で組んだ。「ダメだっ！」薫はソフィアの前に立ち塞ふさがった。

「どきたまえ薫君っ。ゲートが開けばあの怪かい物ぶつと同どう格かくの輩やからが世界に溢あふれるんだぞっ」

「でもダメだっ。まだ起きていないことのために誰かを犠ぎ牲せいにするなんてっ。全すべてが終わるそのときまで人間は抵てい抗こうし続けなくちゃいけないんだ！」

　薫の叫びを嘲ちよう笑しようするかのような拍はく手しゆが頭上から降り注いだ。

「実に楽しい出し物だ。だけど上じよう演えんするときは『喜劇』と銘めい打うった方がいい。そっちの男もレディ・キィを殺すつもりなら、仲間ごと撃ってしまえばいいのに。一人の人間も殺せずに世界を護まもるだなんて偉えらそうなことを言うもんじゃない。真澄、やっていいよ」

　真澄の杖から光球が放たれた。避よける間もなく三つの光球は質しつ量りようを持った物質のように三人の男の肉体にめり込み、彼らの意い識しきを喪そう失しつさせた。

「『光の鉄球』……人間の肉体のキャパシティではまず使いこなせない術だ。どうだい真澄、その身体からだを与あたえてもらってよかったろ？」

　真澄は礼れい儀ぎ正しく頷うなずくと、ソフィアを地下から引っ張り出した。ソフィアはアルフェルムを睨にらみつけながら、胸むな元もとに手を伸のばす。その手をアルフェルムが抑おさえた。

「放しなさい不ふ浄じようの者っ。汚けがらわしいっ」

「どちらかというとそれは私の台詞せりふだ。本当は頼たのまれたって女になんか触ふれたくないんだ」

「レイニーの言った意味が分かったわ。貴方あなたは男しか愛せない変へん態たいなのね」

　アルフェルムの平手がソフィアの頬を張はった。「私はとっても傷つきやすいんだ。淑しゆく女じよらしくしていてくれたまえ」十分に手て加か減げんされたものだったが、ソフィアの口の中を裂さき、血が滴したたった。

　アルフェルムはソフィアの顎あごを掴つかむと、唇の端から伝う血をすくって舐なめた。「ふうん。これがゲートを開く血ねえ」それでもソフィアはアルフェルムから目を離はなさなかった。

「我わが君。そいつらを殺しますか？」

「殺せるのかい？　弟を」

「……我が君が殺せとおっしゃるなら」

「いいや、全員生かしておきたまえ」

　真澄の顔に安あん堵どがよぎったのを見たアルフェルムはさらりと言う。

「お前のためにじゃないよ。これは保ほ険けんだ」

「保険とは？」

「最悪の事態を防ふせぐために払はらう掛かけ金さ」

　答えにならぬ答えを返すとアルフェルムは汚れた鞄かばんでも持つかのようにソフィアの襟えり首くびをつまみ、真澄と共に夜の闇やみの中に消えた。
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　薫は目を醒さました。薫を覗のぞき込むギーエンの顔があった。立ち上がろうとすると腹ふく部ぶに鈍にぶい痛みを覚え、胃の中の物を吐はき出した。

　どうにか起き上がり周囲を見み渡わたす。周囲は真っ暗だった。抜け道の奥おくに運ばれて来たらしい。

「俺が最初に目を醒ましたときパトカーのサイレンが聞こえたんでな。必死こいて三人を引っ張って来たんだよ。ここもいつまで安全か分からねえ。早く移い動どうした方がいい」ギーエンは近くを指さす。「そこの階段は別の無人の家につながっている。上に警察はいねえ」

「三人って？」

　リラフォードとレイニーが横たわっていた。だがソフィアの姿がなかった。

「あの銀ぎん髪ぱつ野や郎ろうにさらわれちまったみてえだ……。なあ、俺たちどうすりゃいいんだよ？　リラフォードの旦那だんなはかなりヤバイ。アバラが折れて肺はいに刺さっちまってる。さっきから何度も吐と血けつしている。それから姐あね御ごなんだけど……ちょっとおかしいんだ」

　レイニーは荒あらい息を吐いていた。身体をよじらせ、胸を掻かき毟むしる。「ハア、ハア」という吐息は次し第だいに昂たかぶっていき、「アアッ……」と悲鳴を残して身体を大きく跳はねさせた。

「酷ひどい……苦しみ方だ」

「いや、何て言うかよ、これ、苦しんでいるっちゅうか……お前ってやっぱりガキだよな」ギーエンは困こまったように言葉を濁にごらせる。彼の顔は真っ赤になっていた。「俺たちが気き絶ぜつしている間に、あのヤローに何かされたんじゃねえか？」

「とにかく起こした方がいいです」

　薫はレイニーに跨またがって彼女の名を呼びながら肩かたを揺ゆすった。彼女のシャツは汗あせでびっしょりと濡ぬれて肌はだに張り付き、肌が透すけていた。彼女の瞳ひとみからは涙なみだが流れていた。

　レイニーが瞳を開いた。激はげしい息づかいが急速に収おさまり、彼女は自分を揺すっている者を見つめた。「レイニーさ……」彼女の顔に羞しゆう恥ちが浮うかび、薫は突つき飛ばされた。

「わたしのスーツは？」

「俺がちゃんと回かい収しゆうしときやした」

　レイニーはスーツを羽は織おり、ポケットからシガレット・ケースを取り出して煙草たばこをくわえ、震ふるえる手で火をつけると、深しん呼こ吸きゆうでもするように煙を深く吸すい込んだ。

「ソフィアは？」

「すんません姐御……さらわれちまったらしいっす」

「ということは殺してやれなかったのだな」

　詰きつ問もんでも難なん詰きつでもなく、ただ事実を確かく認にんする口調。少なくとも声だけはいつもの凍こおるようなものに戻っていた。

　リラフォードがソフィアを殺そうとするのを邪じや魔ました薫が「はい……」と答える。いや、アルフェルムの指し摘てきではないが、彼は薫が邪魔しなくても撃うてなかっただろう。彼はそれを口にすることによって、ソフィアを手にかけぬためには護まもり通さなくてはならないと自分を鼓こ舞ぶしていたのだ。

「このパーティは現時点をもって解散する。お前たちは本部に連れん絡らくを取って、リラフォードを教きよう皇こう庁ちようの息のかかった病院に連れて行ってやれ」

「あ、連絡はもうしやした。そのうち来ると思います」

「ホテル・ヒプノシスのゲートの方はどうなっている？」

「今んとこ魔族は現あらわれていません。たぶん俺たちの知らない最後のゲートに向かうんじゃないかと、空港は全部抑おさえさせてあります」

「結構。トゲトゲ頭にしては上出来だ」

　褒ほめられたギーエンは「へへっ」と頭を掻いて照れた。

　レイニーは階かい段だんへと歩き始めていた。彼女が階段の上に消えたとき、薫は彼女が何をやろうとしているのか気づいた。「ま、待って下さいっ」薫はブラディミールを片かた手てに彼女を追った。

　玄げん関かんを出たところで彼女に追いついた。街中にある住じゆう宅たくだったが、折りからの土ど砂しや降ぶりの雨のせいで人通りはあまりない。遠くに電車が走る音が聞こえた。

「ソフィア様を殺しに行くつもりですかっ!?」

「そうだ。おそらくはアルフェルムの屋や敷しきに捕とらわれているのだろう」

「助ければ……助ければいいじゃないですかっ」

「あの男の力を見ただろう？　あの男の手にあるソフィアを助け出すなど不ふ可か能のうだ。だがわたしの命を引き換かえにすれば殺してやることだけならできるかもしれん。……それに結局は同じことなのだ」

　二人は大通りに出ていた。まだ夜の九時を過ぎたばかりなので車の往おう来らいは激しいが、十二月の寒空にこの土砂降りでは通行人の姿すがたは少なかった。だが家路を急ぐサラリーマンたちも、言い争いながら速足で通り過ぎるその奇き妙みような二人組に思わず振ふり返らずにはいられなかった。

「そんな言葉、大っ嫌きらいだっ！　同じことなんかじゃない。九十九パーセントダメだからって、道が残っている以上は『同じことだ』なんて諦あきらめたりしちゃダメなんだっ。僕は最後まで抗あらがい続けてやるっ」

　レイニーが足を止めた。それは薫の言葉に説得されたからではなかった。彼女は黙だまって通り沿ぞいにあった店に入って行った。

　そこはケーキ屋だった。レイニーは注目を一身に浴びながら店内をぐるりと歩き、一個のケーキを買い求めて戻って来た。動物のキャラクターが描えがかれた可愛かわいらしいケーキの箱と、男物のスーツを着た無む表ひよう情じような美女はあまりにもちぐはぐだった。

「なんだよ……それ？」

「明日はソフィアの十二の誕たん生じよう日びなんだ。一いつ緒しよに祝ってやると約束していたんでな」レイニーは街頭の時計板を見上げた。「あと三時間ほどだな」

「あんた……」薫は絶ぜつ句くした。声が震ふるえているのが自分でも分かった。「あんた、誕生日を祝った後であの子を殺す気なのかよっ！」

「そういうことになるかな」

　薫は怒いかりに任まかせてブラディミールを抜ぬこうとした。だが抜くことはできなかった。額ひたいのすぐ先に金きん属ぞく錐すいの先せん端たんがあった。

「場所を変えようか。警察を呼ばれたらお互たがい面めん倒どうだろう？」
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　土砂降りの雨音をすぐ上の鉄橋を通る電車の音がかき消す。電車の窓まどから漏もれる光が二人を照らし、音が遠くに去って行くと周囲はまた闇やみと雨音に包まれる。

　レイニーはケーキの箱を雨に濡ぬれない場所に置くと、金属錐を一つ宙ちゆうに放はなった。彼女の周りを衛えい星せいのように旋せん回かいする。薫はその威い力りよくを嫌いやと言うほど見ている。人間より遥はるかに高い運動能のう力りよくを持った使徒がなす術すべなく心しん臓ぞうを貫つらぬかれ、頭を粉々にされた。

　地じ響ひびきを上げて次の電車の音が近づいて来る。薫はブラディミールの鞘さやを捨すて、居い合あいの構かまえを取った。彼の準じゆん備びが調ととのうのを待っていたかのように金属錐がレイニーの胸むねの前で制せい止しした。レイニーは煙草たばこを携けい帯たい灰はい皿ざらで消した。

「容よう赦しやはしない……だが一いち撃げきで殺してやる」

　薫はレイニーに向かって走り出した。彼女は一いつ瞬しゆんだけ向かって来る薫から目を逸そらし、また見み据すえた。

（たぶん最初の一回だけなら避よけられる。でもそれはほとんど意味がない。使徒だってそれぐらいはできたはずなんだ。だけど自由自在に襲おそって来る金属錐からは逃にげきれなかった……）

　レイニーが小さく指を動かした。

　タイミングを計った通り、すぐ上を通る電車の光が金属錐の軌き道どうを見せた。薫は身体を捻ひねってギリギリで金属錐を躱かわすと、足を止めて反転した。薫の横を通り過ぎた金属錐が急カーブを描えがいて背はい後ごから薫を襲うところだった。

（かかった！）

　それは薫が誘ゆう導どうさせた攻こう撃げきだった。

（いくら自由自在に動かせたって慣かん性せいの法則には逆さからえないっ）

　剣つるぎを振り下ろす。薫の前で火花が散る。

「何だとっ！」

　レイニーが驚おどろきの声を上げた。急カーブを描いたため速度の落ちた金属錐を薫の剣が叩たたき落としたのだ。両腕に砲ほう丸がん投げの鉄球でも叩いたかのような重い感かん触しよくが残った。弾はじかれた金属錐は地面でバウンドし、遥はるか遠くまで飛んで行った。彼女はすかさずポケットからもう一つの金属錐を取り出すが、薫の方が速かった。

　一気に間合いを詰めた薫の剣は、レイニーの左ひだり腕うでを斬きり落とした。

　それは薫が初めて知る、肉の感触だった。
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　薫は間合いを取り、ブラディミールの切っ先をレイニーに向ける。昨日からほとんど寝ねていなかったが、精せい神しんの昂たかぶりが神しん経けいを研とぎ澄すましていた。

「彼女は殺させないっ」

　しかしレイニーは腕を落とされるという傷きずを負わされたにも拘かかわらず、「見事な腕前だ。これから逃のがれられた人間はお前が初めてだ」と感情の籠こもっていない口調で言う。

　レイニーが金属錐を結んだ糸を軽く指で引く。命を吹ふき込まれたように動き出す金属錐に薫はブラディミールを構えるが、金属錐は二人の中間あたりの所に落ちた彼女の腕に巻まき付き、彼女の元へと運ばれた。彼女は水たまりに落ちたシャーペンでも扱あつかうように、切せつ断だんされた腕を二、三度振ふって水を切った。

「だが剣けん技ぎだけだ。人を殺したことはあるまい」

「彼女を殺すというのなら、まずはあんたを殺す！」

「無理だな、二重の意味で。いくら威い勢せいよく吠ほえようとも、お前はその先に踏ふみ込む覚かく悟ごができていない。だからせっかくの一度だけのチャンスでわたしの首を落とせなかった。そしてお前の実力が分かった今、わたしが油ゆ断だんすることもない」

「何だと！」

　威勢よく言い返しながらも薫は彼女の言葉を肯こう定ていしてしまっていた。本当に彼女を殺してでもソフィアを護まもりたいと思うなら、首を狙ねらうべきだった。しかし薫は直前で狙いを変えた。一撃を加えれば彼女が考えを変えてくれるのではないか……。人を殺すという覚悟が薫にはなかった。

「お前は子こ供どもなのだ。今まで何一つとして自分の意い志しで決めたことなどないのだろう。非ひ難なんはしない。その年では無理もないことだ」

「違ちがうっ。僕はこの道を自分で選んだんだ。戦うことも、彼女を護ることも……」

　喋しやべりながら、自分の言葉が空くう虚きよに空回りしているのを感じた。レイニーは薫の心を見み透すかしたように「本当にそうかな？」と言い、切られた腕の切断面を無む造ぞう作さに元あった場所に押おし付けた。切断された指が動き出す。腕と一いつ緒しよに斬ったはずのスーツにも斬られた跡あとは残っていなかった。

「お前はいま境きよう界かい線上に立ち、まったく別の世界に踏み込もうとしている」

　そしてレイニーは、会ってから三日目にして初めて微び笑しようを見せた。唇くちびるを歪ゆがませるだけの微かすかな笑いを。

「わたしと同じ世界に来るか、ボウヤ？」
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　薫から戦せん闘とう意い欲よくを根こそぎ奪うばっていったレイニーの顔に優ゆう越えつ感はなかった。もう微笑は消えていた。彼女が一瞬だけ見せた笑いは自分自身を憐あわれんでいるようにも映うつった。「気の迷まよいだ。聞かなかったことにしろ」彼女は苦笑すると薫に背せを向けた。

「今の技わざに免めんじて殺さないでおいてやる。わたしのこともソフィアのことも忘わすれて生きろ。お前はこの世界には似に合あわない」

「嫌いや……だ」

　レイニーが振り返った。

「道が残されている限かぎり抗あらがい続ける……眩まぶしい言葉だ。だがお前にはその言葉に相応ふさわしい覚悟がない。寸すん前ぜんでお前は剣の軌き道どうを変えたな。本気でわたしを止めたいのなら殺せばいいのに、お前はわたしが心変わりするのを期待して腕を落とすところでやめた。違うか？　兄のこともそうだ。お前はただ兄が死んで取り残されることだけを恐おそれて『殺させない』と喚わめいた。彼は結局アルフェルムの軍門に下ったが、契けい約やくを終えぬ使徒として生き続けねばならぬことがどれほど苦しいか考えてもみなかったのだろう……。お前はわたしと同じ世界で生きる人間じゃない。もっと明るい場所に戻るといい。ここはお前が生きるには暗すぎる」

「嫌だっ。彼女をお姉さんと暮くらした家に帰らせてあげるんだっ」

「……どういう意味だ？」

「彼女は『帰りたい』と言っていた。あんたには黙だまっていてと頼たのまれたけど、これを聞いて何も思わないのかよっ。本当は故ふる郷さとで家族と静かに暮らすのを望んでいるんだ。彼女はこれまで散々苦しい人生を歩んできたんだ、一度里帰りさせてあげるぐらいいいじゃないかっ。あんたに迷めい惑わくをかけないために、こんなささやかな願いも口にできないでいる女の子を殺すなんて、やっぱりあんたには人の心がないんだっ」

「……わたしに言うなと頼まれたなら黙っていてやればよかったのだ」

「何だと！」

「お前は大きな勘かん違ちがいをしている。ソフィアはとっくの昔に死を覚かく悟ごしている。お前などとは比くらべものにならぬ強きよう靱じんな意い志しで。だからわたしは言ったのだ。『結局は同じことだ』と」

　レイニーは橋きよう脚きやくの基き石せきに腰こしを下ろした。コンクリートは濡ぬれておらず、横には先ほど買ったケーキの箱が置いてある。シガレット・ケースを取り出して煙草たばこに火をつけた。

「後こう悔かいしてもいいのなら座すわれ。理由を話してやる。だが必ず後悔する。お前の養父はこの話を聞いてエスクードを辞やめた。汚けがらわしさに耐たえられなくてな」

　薫は唾つばを飲み込む。彼女の静かな口調はさっき対たい峙じしたときよりもずっと恐おそろしかった。だが薫は彼女の横に腰を下ろした。聞かないわけにはいかなかった。聞かなければソフィアを助けることはできないと思った。

　レイニーは静かに喋り始めた。

「わたしは一つだけお前らに嘘うそをついた。『アルフェルムに奪うばわれたら殺すしかない。彼女を死なせたくなかったら護れ』と。エスクードの者たちはそう信じて戦っている。だが真実はそうではない。いずれにせよソフィアは死ぬしかない。なぜなら施せ錠じようはレディ・キィの命を代だい償しようにして行われるからだ」

「えっ……!?」

「ルールは単たん純じゆんだ。ゲートはレディ・キィが命と引き換かえに流した血で動く。開かい封ふうは他人の手で心しん臓ぞうを抉えぐり出されて殺された血によって。だが施錠は違う。ゲートが求めるのは別の死に方によって流された血だ」

「別の……死に方？」

　レイニーは頷うなずき、一呼こ吸きゆう置いてから言った。

「血を流させるのが他人でなければ、他は一つしかあるまい」

　あまりのことに薫の身体から力が抜けていった。言葉を発せられず、唇が震えた。

　レイニーの言う通りだった。聞かなければよかったと思った。

　薫は自分らがこの二日間ソフィアに何を要求していたかに気づいた。彼女が心に何を抱かかえているかも知らず、自分らは彼女を苛さいなんでいたのだ。

　なぜ彼女が口くち癖ぐせのように「わたしは怖こわくなんてないわ」と繰くり返していたか。

　なぜ彼女が大量に買い込んだ服を「一着残らず着たいの」と言っていたか。

　そして「姉と暮らしたあの家に帰りたい」と寂さびしそうに漏もらした本当の意味を理り解かいした。

　確たしかに施錠は彼女の意志次し第だいなのだ。他の人間が口を挟はさめるようなことではなかった。

　自分らは彼女に、早く自殺をしろと急かしていたのだ。

「汚らわしかろう？　教義が自殺を禁きんじているのに他人に自殺を求めねばならない。いや、それ以前に、いずれにせよ死ななくてはならない人間を護まもるなど尋じん常じような精神ではできぬことだ。だから教きよう皇こう庁ちようの上の連中は護ご衛えいの者には真実を隠いん蔽ぺいする。わたしは昔、深津と言い争ったときにこの真実を奴やつに話した。奴はそれでも任にん務むを続けていたが、奴の心が折れてしまったことをその剣つるぎは知っていたのだろう……。小こ僧ぞう、なぜソフィアがお前に姉のことを話したか、彼女の気持ちが分かるか？」

　薫は顔を覆おおったまま首を横に振ふる。

「ソフィアはお前を好いていた。『二日だけ時間が必要』という話を信じてくれたお前には死んだ後に本当の自分の姿すがたを知ってもらいたいと、お前にだけは悪く思われたくないと、つい漏らしてしまったのだろう。ソフィアはただ、誕たん生じよう日びを迎むかえる日まで生きていたかったんだ」

「どうして……どうしてですか……」

「彼女の姉は十一の幼おさなさで死んだ。彼女はずっとそれを自分のせいだと引きずっていた。だから彼女は、姉よりも一年でも長く生きてあげたかったんだ。自分を生き残らせるために飢うえて死んだ姉に、『お姉ちゃんのおかげでわたしは幸せに生きれたよ』と報ほう告こくするために。バチカンに来て一年も経たった頃ころかな……やっとわたしに心を開いてその話をしてくれた。そのときわたしたちは約束をした。彼女の十二歳さいの誕生日を一いつ緒しよに祝おうと」

　レイニーはケーキの箱を持って席を立ち、真っ暗な空を見上げた。土ど砂しや降ぶりの雨が彼女を避さけて降っていく。

「もっと晴れた日に二人で静かに祝いたかったな……あんな地下の暗い小部屋じゃなくて、突つき抜ぬけるような青い空の下でケーキと紅こう茶ちやをテーブルに並ならべるんだ。砂さ糖とうをたっぷり使った焼きたてのクッキーもいい。そしたら二人でお気に入りのレコードを聴きく……。たまにはそんな優やさしくしてくれる日があったっていいじゃないか。だがわたしの名前は験げんが悪いようだ。わたしが誰かと約束をするといつも雨が降る。呪のろわれた雨女レイニー、それがわたしさ」

　彼女は軽かろやかに唄うたうように言った。彼女は笑っていた。さっきの自じ嘲ちよう的な笑いではない、女じよ性せいらしい素す敵てきな笑え顔がおだった。だけれど薫には彼女は泣いているようにしか見えなかった。

「わたしはソフィアが大好きだから殺してやる。それが、この世界の盾たてとなるために十二歳の命を捧ささげようと覚悟した少女への、わたしからの愛情だ。……じゃあな、小僧。わたしもお前のことが嫌きらいではないぞ」

「……ダメだ……貴方あなたがソフィア様を殺しちゃいけない」

「わたしが本気でソフィアを殺したいと思っているとでも？」

　彼女の声が厳きびしくなる。

「思うもんか。だけど貴方は間違えている。貴方は真澄さんを『弟のお前が殺してやれ』と言ったけど、弟だからこそ殺しちゃいけないんだ。ソフィア様にとって貴方はもう一人のお姉さんなんだ。だから貴方だけは絶ぜつ対たいにソフィア様を手にかけちゃいけない」薫はブラディミールを手に取った。「僕はソフィア様を助ける。だけれど、どうしても彼女を斬きらなくちゃいけないときがきたのなら僕が……やります。僕が彼女の命を奪うばう罪つみを背せ負おう」

　レイニーは薫の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。薫は真っすぐに彼女を見返した。

「その罪を背負うお前は天国に招まねかれぬかもしれぬが、決して地じ獄ごくに落ちる咎とがはない」

「それは聖せい書しよの……」

　レイニーは雨に濡れた薫の頭にポンと手を置いた。

「それが覚悟というものだ、小僧。いいだろう。わたしも最後まで、お前の言う抵てい抗こうというやつをしてみようじゃないか」








　ＡＣＴ．６　雨降りの日と晴れの日RAINY DAY & DAY




　雨が激はげしく窓まどを揺ゆらしていた。窓に鍵かぎや格こう子しははまっていなかったが、とてもここから逃にげることはできないとソフィアは思った。三階の高さであり、庭には何人もの使徒たちが見み張はっている。闇やみの中から輝かがやく赤い目が、ソフィアの囚とらわれた部屋の窓をじっと見上げていた。

　ソフィアが連れて来られたのはアルフェルムの屋や敷しきだった。上品な調度で埋うめられた客室の居い心地ごこちは、不ふ愉ゆ快かいなことに快かい適てきだった。目の前のテーブルには食事の皿が並ならべられている。香こう辛しん料りようの匂においが朝からほとんど何も食べていないことを思い出させお腹なかが音を立てたが、もちろんそんなものに手はつけない。何が材料にされているか知れたものではない。

　ドアがノックされた。ソフィアは無む視ししたが、ドアが開いてアルフェルムが現れた。

「居心地は如何いかがかな、レディ・キィ？」

　非ひの打ち所のない慇いん懃ぎんな礼をしてみせるが、この男が自分をただの物としか見てないのをソフィアはよく分かっている。

　負けるもんですか、とソフィアは思った。足を組んで目の前の席に座すわったアルフェルムに『レディ・キィ』の優ゆう雅がな微び笑しようを向けた。

「さすがはロードのお屋敷ですわ。全すべてが完かん璧ぺきに整えられていて、こんな雨の日なのに気持ちよく過すごさせていただいております。ただ、残念なことが一つだけ。美しい翡翠ひすいに瑕きずを見つけてしまったようで、心を痛めておりましたの。ご進言させていただいてもよろしいでしょうか？」

「遠えん慮りよなく言ってくれたまえ。すぐにでも直させよう」

「屋敷中に染しみ付いた血の匂いが臭くさくってたまりませんわ」

　アルフェルムは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られ、そして笑い出した。本当に愉快そうなのが逆ぎやくに恐おそろしかった。ソフィアは恐きよう怖ふを噛かみ殺し、微笑を崩くずさずにアルフェルムを見み据すえる。

「世間知らずの我わが儘ままなお姫ひめ様さまだと聞いていたのに、実に私好みの台詞せりふを吐はく。私は強い心を持った者が好きだ。君が男の子だったら将しよう来らいが楽しみだったのに」

「まあ、またあのお気に障さわる言葉を言ってもらいたいと誘さそってらっしゃるように聞こえますわ」

「それはやめておいた方がいい。私のためにも、君のためにもね」

　今度こそソフィアは口を開けなくなった。ソフィアは手を胸むな元もとに持って行き、堅かたく握にぎり締しめた。その仕草を意地悪い表情で眺ながめながらアルフェルムは言った。

「あの女を待っているのかな？」

「……えっ？」

「不思議じゃないかい？　私があの女を殺さなかったのが。君をいつ助けに来るかもしれないのに」

「レイニーがここに来るとしたら、それはわたしを殺しに来るのよ」

「いいや、それは本心じゃない」

　唐とう突とつにアルフェルムが席を立ったかと思ったら、ふわりと浮うき上がり、次の瞬間ソフィアに覆おおい被かぶさっていた。アルフェルムはソフィアの胸元に手を伸のばす。

「な、何するのよっ！」

「それは私に対する侮ぶ辱じよくだ。私は君を食べたいとさえ思わない」

　アルフェルムの手が胸元から侵しん入にゆうし、ネックレスの鎖くさりを引き千切ってそれを引っ張り出した。鞘さやに収まった短たん剣けん。この任にん務むを遂すい行こうするために……つまり自分の命を絶たつために教きよう皇こう庁ちように持たされていた物だった。

　アルフェルムは鞘から短剣を抜ぬき、ソフィアの硬こう直ちよくした手に握らせた。

「邪じや魔まはしないから死んでごらん？　ここで死ねば君はゲートの生け贄にえにならないで済すむ。開けるにしろ、閉しめ直すにしろね。君はどうするのが一番いいか分かっているはずだ。世界中が血の匂いで臭くってたまらなくなっちゃうよ？」

　ソフィアの手から短剣が滑すべり落ちた。アルフェルムはそれを拾い上げ、ソフィアの目の前で握り潰つぶした。鋼はがねの破は片へんがテーブルに降ふり注ぎ、オルゴールのような音を立てた。

「でも君は死ぬことができない。本当は希望を持っているからね。あの女が助けに来てくれるんじゃないかと」

「だから……レイニーを殺さなかったって言うの？」

　アルフェルムは拍はく手しゆを求める舞ぶ台たい役者のように両手を広げてみせた。

　ソフィアは涙なみだが零こぼれそうになるのを必死に堪こらえた。この人間の心を知り尽つくし、踏ふみにじる男が許ゆるせなかった。そしてその言葉に揺らいでしまう自分の心が恨うらめしかった。とっくに死は覚かく悟ごしたはずなのに、レイニーが自分をどこか、苦しみも悲しみもない所に連れて行ってくれるのではないかと期待していた。

　五番目のゲートが見つかったらしいという知らせを受けてからというもの、「レディ・キィなんかもういや。わたしはレイニーと暮くらしたい」という言葉が何度も喉のどから出かけた。そしてそれを口にしたのならばきっと彼女は「分かった」といつものように無表情で言って、自分を連れて逃にげてくれたかもしれない。
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　だけどそれはできない。闇やみに紛まぎれて魔族とその使徒がどれほどおぞましい行こう為いをしているか、散々バチカンで見させられた。エスクードのエージェントとその妻子が魔族に殺されるビデオも見させられた。それが自分を追い詰つめるため……自ら死を選ぶという行為をさせるためだと分かっていても、その惨さん状じようから目を逸そらせなかった。レディ・キィの宿命から逃げることは、自分のために命をくれた姉の死を汚けがしてしまうことに思えたのだ。

「少々航空機の手配に手間取っていてね。もうしばらくここにいていただきたい」アルフェルムが席を立った。「いっそのことゲートの鍵が弾はじけ飛んでしまうまでここにいてもらおうかな？　そうすれば君もあの女とずっと一いつ緒しよにいられるかもしれないよ」

（こんな男の思うがままになるなんて絶ぜつ対たいに嫌いや！）

　ソフィアはテーブルの上の手を付けてない夕食をトレイごと掴つかみ上げると、思いっきり窓に向けて投げ付けた。窓が割れ、食器とガラスの破片が外へと落ちて行く。庭で見張りをしている使徒たちが大おお騒さわぎしていた。

　ソフィアは真っ正面からアルフェルムを睨にらむ。また平手打ちが飛んでくることは覚悟していたが、アルフェルムの顔に怒いかりはなく、失望の色が浮かんでいた。ドアの向こうから「どうかなさいましたか？」と慌あわてる声がしたが、アルフェルムは「何でもない」と追い払はらった。アルフェルムはため息をついて言った。

「つまらないことを……。せっかく心地よい滞たい在ざいをしてもらおうと思ったんだが、食事のたびに窓を割られてはかなわない。君はゲストよりも囚しゆう虜りよの方がおあつらえのようだ」

　アルフェルムが部屋を出て行くと、ソフィアは窓まど際ぎわへと走った。アルフェルムと入れ替かわりに部屋に入って来た二人の使徒がすぐさまソフィアを押おさえ付け、地下の部屋へと連れて行った。

（レイニー……わたし、負けないわ……）




　　　　◇




「我わが君、ディゼッサンドが来ております」

　アルフェルムが皿の上の生肉にナイフを入れたとき、真ま澄すみが報ほう告こくに現あらわれた。

「せっかくの食事が台なしだ」アルフェルムはつまらなそうにナイフを置いた。「真澄、あんな奴やつでも一いち応おうは魔族だ。形だけでも敬けい意いを払いなさい。行ぎよう儀ぎの悪いコは嫌きらいだよ」

「……申し訳わけございません」

　真澄は丁てい寧ねいに言ったが、言葉の裏うらには蟠わだかまりが滲にじんでいた。アルフェルムはこういう態たい度どを取られることを極きわめて嫌っていた。どんな厳きびしい罰ばつで苛さいなんであげようか……と思ったが不意に考えを変え、何事もなかったかのように言った。

「通しなさい」

　ダイニング・ルームに通されたディゼッサンドは席に座すわろうともせず、強こわばった顔でアルフェルムを見つめていた。

「座ったらどうだい？　誰だれかさんのせいで食しよく欲よくがなくなってしまったところだ。私の残り物でよかったら食べていいよ」

　給仕のために並んだ使徒たちがくすくすと笑う。

「結構です。それよりお聞きしたいことがございます。レディ・キィを手に入れたというのに、なぜゲートを開きにいらっしゃらないのですか!?」

　アルフェルムの顔から笑え顔がおが消える。

「……誰からレディ・キィのことを聞いたの？」

「異い郷きようの地とはいえ私にも情じよう報ほう網もうはございます。それに、トゥロワヌ様に貴方あなた様の行動はよく目を凝こらしておくよう言われておりますので」

「なあんだ。知ってたのか」アルフェルムは笑顔を作った。だがその目はまったく笑っていない。「あいつを驚おどろかそうと秘ひ密みつにしてたのになあ」

「ロードのお言葉です、そうおっしゃるなら信じましょう。ではすぐにゲートを開きに行って下さい。ゲートの向こうではグラン・マスターが待っておられるのですぞっ」

「いま航空機の手配をしているところさ。けど教きよう皇こう庁ちようの連中がどの空港にもうじゃうじゃいてね。奴ら、ゲートを開かせないためには、レディ・キィごと航空機を爆ばく破はしかねないからねえ。そんな危き険けんは冒おかせないだろ？」

　一人だけディゼッサンドの本気具合を理解できない使徒が嘲ちよう笑しようを漏もらした。ディゼッサンドの服を突つき破やぶって触しよく手しゆが飛び出し、その使徒の全身に巻まき付く。悲鳴を上げる間もなく握にぎり潰つぶされ、肉にく片へんと脳のう漿しようが飛び散った。

「あーあ、ヒドいことをするなあ」

「……まさかあの噂うわさは本当だったのではありますまいな。貴方様はゲートを開くことに反対だと。興きよう味みのないフリをしながら深ふか津つの教会に私より先に行ったり、ホテルの駐ちゆう車しや場じように遅おくれて現あらわれたのはわざとなのではありませぬかっ」

「反対なんかしてないよ。自分の失敗を他人のせいにしちゃいけないな」

　アルフェルムは席を立ち、殺された使徒に歩み寄よった。そして彼の胸むな元もとについていたブローチを外すと、針はりを真っすぐに伸のばした。

「念のため申しておきますが、貴方様がレディ・キィを手に入れたことはすでにトゥロワヌ様のお耳に入っております」

　アルフェルムは針を元に戻もどした。

「私を侮ぶ辱じよくするのはそれぐらいにしておきたまえ。千年の悲願のために安全を選んでいるだけさ。そうだろ？」

「この国には失われたゲートの一つがあるはずです。奴らはそれを施せ錠じようし直すためにレディ・キィを動かしたのです」

「まさかそれまで隠かくしていると言うんじゃないだろうね？　捕とらえたエスクードの連中を拷ごう問もんしたのはお前じゃないか。どうせ途と中ちゆうでお腹なかが空いて食べちゃったんだろ？」

「……確たしかに奴らは喋しやべりませんでした。ですがそちらの男だん娼しようめは知っているのでは？」

　その場にいた全員の注目が真澄に集まった。真澄は口を堅かたく結んでディゼッサンドを睨にらみ返す。

「こやつを拷問してもよろしいですな？」

「私の使徒をお前などに触さわらせたりしないよ」

「誠まことにご無礼ながら、アルフェルム様はご自分の言葉と背はい反はんする行動を取ってらっしゃいますっ！　もしあの噂が本当ではないというのなら……」

「そんなことは言ってない」アルフェルムはディゼッサンドの言葉を遮さえぎった。「拷問などしなくても私が訊たずねれば済すむって言っているんだよ。真澄、知っているなら話してごらん？　今まで黙だまっていたことは怒おこらないから」

　血の束そく縛ばくが真澄の口を開かせる。

「……ホテル・ヒプノシスの地下にございます……」

「そうか。あんな所にあったんだね。ディゼッサンド、すぐにレディ・キィを連れて行くから、先に行ってゲートを護まもっている教皇庁の連中を皆みな殺ごろしにしておいてよ。今度はあの女に負けないようにね」

「夜のあの女など恐おそるるに足りませぬっ」

　頭さえ下げずにディゼッサンドは去って行った。アルフェルムは「ま、しょうがないか」とつまらなそうに呟つぶやくと、真澄を呼んだ。手で弄もてあそんでいた殺された使徒のブローチを真澄に見せながら言う。

「これはね、私がこのコにあげた物なんだ。ほんの安物なんだけど、このコにとっては宝たから物ものだったんだよ。誰にも触らせなかったんだ。頭はあまりよくなかったけど、とっても可愛かわいいコだったんだ」そしてアルフェルムはブローチを真澄に渡わたした。「真澄、代わりに君が持っていてあげて」

　真澄は深々と礼をしてそれを受け取った。ソフィアを連れ出すために地下へ向かおうとしたアルフェルムは、真澄が物言いたげな顔で自分を見ているのに気づいた。アルフェルムは真澄が何を言おうとしているか察した。言い出せぬのは使徒の血の束縛がそれを躊躇ためらわせているのだろう。主人たる自分の不利り益えきになるか判はん断だんしかねて。

　アルフェルムは先さき程ほどと同じよう、気づかないフリをして言った。

「私はこれからゲートを開きに行くよ。お前も一緒に来なさい。地下に行ってあの愚おろかな小こ娘むすめを連れておいで」




　　　　◇




　なんて奇きッ怪かいな客なんだ、とタクシーの運転手は思った。

　片かた方ほうは高校生ぐらいのガキ。この土ど砂しや降ぶりの中で傘かさも差さなかったのか全身びしょ濡ぬれだ。もう片方はスーツ姿すがたのどえらい美女。どこの国の人間かは分からないが、こんな美人を拝おがんだのは生まれて初めてだった。

　いわくありげなカップルを乗せたことは何度もある──たとえばこれから心中するのではないかと思うほど暗いカップル──だがこの二人はありすぎだ。ガキが手にしているのはどう見ても本物の剣つるぎだし、女の方なんか傘を差していないのに一つも濡れていない。しかも行き先が最悪だ。昔から若わかい男が次々と失しつ踪そうすると噂の地ち域いきなのである。

　運転手は時計を見る。

『22：16』

　まだ幽ゆう霊れいが出る時間じゃないさ……と自分を勇気づけた。

　見たくないとは思っていても、運転手はついバックミラーでちらちらと何度も後部座ざ席せきを窺うかがってしまう。息苦しいほどの淫いん靡びな空気が後ろから溢あふれて来るのだ。なんかとんでもないことをおっ始めたのではないかと男の本ほん性しようが疼うずかずにはいられない。おい、ガキ。お前にはこの女は早すぎるぜ。

　だが二人は運転手が妄もう想そうするようなことはしていない。英語で会話しているだけだ。内ない容ようは分からない。ただ女の方はすこぶる苦しそうで、吐と息いきを漏もらし続けている。「お客さん、病院に行った方がいいんじゃない？」さっきそう言ってみたが、女は日本語で「うるさい」とだけ言った。凍こおりつくような声だった。間ま違ちがいない。この女は人を殺したことがある。関かかわらない方がいい……。




　薫かおるはレイニーの様子がおかしいことに気づいていた。熱病に冒おかされたように息は荒あらく、額ひたいからは汗あせが滲にじんでいる。そして彼女は妙みようなぐらい艶なまめかしかった。

「レイニーさん、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……平気だ。それより奴やつの屋や敷しきに行った後のことだ。わたしがアルフェルムを食い止めるから、ソフィアを連れて逃にげるんだ」

　薫は「分かりました」と答えた。薫は指し摘てきしなかったが、彼女はもう三回も同じことを繰くり返していた。しかも念を押おしているのではなく、自分で言ったことを忘わすれてしまっているようなのだ。

（彼女は夜の間は護ご衛えいをできないと言う……これがその顕あらわれなのだろうか？）

「もし成功したとしても、アルフェルムと対たい峙じしたわたしは生きてはいないだろう。だからソフィアのことはお前に託たくす。だが……それからどうするかはソフィアに決めさせてやってくれないか？」

「彼女が『死にたくはない』と言ったら、逃がしてあげろということですか？」

　レイニーは頷うなずいた。

「ゲートが開いてしまうとしても？」

　もう一度頷く。

「無む理り矢や理り命を絶たせるなんてことは誰にもできません。だけれど僕にはレイニーさんが分からない。貴方はゲートを護まもるためにずっと戦い続けてきたのでしょう？　さっきだってソフィア様を殺すつもりだった。なのに今度は逃がしてあげろなんて言う」

「……わたしはこれまでに四十六人のレディ・キィを見てきた。そのうちの三人は、奴らに奪うばわれそうになりわたしの手で殺した。だが誰一人として『レディ・キィの一人』などではない。わたしは彼女たちの名前を全部覚えている。顔も覚えている。どんなものが好きだったか、どんな喋しやべり方をするか、肌はだの匂においまで覚えている……。彼女たちを護るためならわたしはいくらでも強くなれた」

　そこでレイニーは弱々しく笑って「こんな話をするなんて、わたしも気弱になっているのかな」と呟つぶやいた。

「だがゲートを護ることと彼女たちを護ることは時に背反してしまう。奴らの手に渡わたらないためレディ・キィを殺さねばならない。施錠し直すためにレディ・キィに自ら命を絶つことを求めねばならない。その逆説がわたしを苦しめる……それでもわたしは千年間、同じことを繰り返してきた」

　彼女は薫から顔を背そむけて雨の向こうを見つめた。

「ソフィアのことだって必要ならば躊ちゆう躇ちよなく殺せると思っていたのに、その気持ちは揺ゆらいでしまっている。わたしが身の上話をしたのはあの子ぐらいだ。バチカンに連れて来られてからというもの心を閉とざしたままだったあの子にわたしを信用してもらうためだったのだが、彼女はわたしを特別な存そん在ざいと見てくれるようになった。しかしそれは逆に、わたしにとってもソフィアは特別な存在となったのかもしれない」そこで彼女は言葉を切った。鏡のような窓まどガラスに映うつった横顔は、数々の異い名みようで恐おそれられる女性には見えなかった。「感情というのはやっかいなものだな……」

「貴方は……」

　薫の言葉にレイニーが彼の方を向く。

「レイニーさんはどうしてゲートを護るのですか？」

「約束したんだ。わたしの知る最初のレディ・キィと。『二度とゲートを開かせないでくれ』と。千年前、開かれてしまったゲートを閉じるために自ら命を捧ささげた一人の少女と」

　そのとき薫の携けい帯たいが鳴った。ギーエンからだった。「薫か。今どこにいる!?」彼の声は酷ひどく慌あわてていた。

「アルフェルムの屋敷に向かうところです。レイニーさんも一いつ緒しよにいます」

「ホテル・ヒプノシスに奴らが現れたそうだっ。いまマレウスとエスクードの合同軍が迎むかえ撃うっている。俺も行くから、早く姐あね御ごに来てもらってくれ！」

　薫がそれをレイニーに伝えるよりも早く、彼女の聴ちよう覚かくは二人の会話を捕とらえていた。そこに先さき程ほどまでの弱々しい姿はもうない。『殺さつ戮りくのレイニー』……いや、『鍵かぎの番人レイニー』が目め醒ざめていた。

「運転手」と日本語で言う。「ホテル・ヒプノシスの跡あと地ちだ。急げ」

　都内有数の心しん霊れいスポットに行き先変へん更こうを命じられた運転手は、この二人は間違いなく幽ゆう霊れいだと確かく信しんしつつ、力いっぱいアクセルを踏ふんだ。
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　運転手は二人をホテル・ヒプノシスの前で降おろすなり、料金も受け取らずに飛んで逃にげて行った。数日もしないうちに、誰も訪おとずれないはずの火か災さい跡あとから人が争う声がする、との怪かい談だん話が生まれることになる。

　レイニーはくわえていた煙草たばこを投げ捨すて、金きん属ぞく錐すいの糸を指に絡からめる。薫もブラディミールを抜ぬいた。刀身を淡あわく光らせ、戦いの空気に奮ふるえている。

「……似ているな」

「え？」

「若わかい頃ころの深津に似ていると言ったんだ」

「父さんに……ですか」

「あいつと同じくらいわたしの役に立ってみろ」

　二人は敷しき地ちの中に駆かけ込こんだ。

　そこは戦場だった。教きよう皇こう庁ちようによって用意されたと思おぼしき大型ライトが照らす中、数十を超こえる人間と異い形ぎようの怪物が争っていた。倒たおれて動かない人間も十や二十ではない。

　戦場に彼女が現れたことに気づいたのは怪物たちだった。同族の気配を感じたのではない。圧あつ倒とう的な力を持った殺さつ戮りく者しやの到とう来らいを獣けもののような本ほん能のうが察知したのだ。レイニーは両手に金属錐を構え、口にケーキの箱をくわえて高々と舞まい上がった。

　放たれた二つの金属錐は次々と怪物たちを屠ほふっていく。数十人が入り乱みだれているというのに、仲間には傷きず一つつけない。

　対たい峙じしていた敵てきを彼女が屠ってしまい、金属製せいのトンファーを持った男がぽかんと空を見上げていた。「あれがレイニー……」彼はマレウスのエージェントとして十年も最前線で使徒や魔ま族ぞくと戦ってきた男だったが、その彼をしても初めて見るレイニーの力に圧倒されていた。いや、魅み了りようされていた。他のエージェントたちも戦うのも忘れて空を舞う彼女に魅入ってしまっていた。赤い髪かみの死の天使はこの世のどんな美び術じゆつ品ひんより美しかった。

　ビルの四階ほどの高さまで上じよう昇しようを続けていたレイニーが、ガクン、とバランスを崩くずした。何かに引っ張られるように彼女は落下を始める。薫は土ど砂しや降ぶりの中で目を凝こらした。頭に角の生えた巨きよ人じんが凧たこを上げるような格かつ好こうで両りよう腕うでを上空に伸のばしていた。腹はらの半分が吹ふき飛んでいたが、巨人はレイニーの金属錐を食らったのと同時にそれを掴つかんだのだ。

　薫はブラディミールを腰こしの脇わきに構えて巨人へと走る。接せつ近きんに気づいた巨人が薫を睨にらんだ。顔には巨大な瞳ひとみが一つしかない。巨人はレイニーの糸から手を放して薫に襲おそい掛かかるが、両腕を高く掲かかげた格好のまま絶ぜつ命めいした。ブラディミールは屈くつ強きような肉体をした巨人の上半身と下半身を分ぶん離りさせていた。

　斬きられた巨人の死体は、空気の抜けた風船のように人間の姿に戻っていった。ごく平へい凡ぼんな華きや奢しやな青年の死体がそこに転がっていた。薫の顔が蒼あおざめ、手が震ふるえる。自分は今、初めて人を殺した。

　薫のすぐ横にレイニーがふわりと降り立った。

「人と思うな。同どう胞ほうの血肉を食らった時点でこいつらは人ではない」

「その言葉……父さんからも聞きました」

「わたしが奴にそう教えたんだ。奴がお前ぐらいの小こ僧ぞうの時分にな」

　彼女はまたケーキの箱をくわえて跳ちよう躍やくした。

（あれ……？）

　レイニーの言葉の何かが薫の心に引っ掛かった。しかし戦場の喧けん噪そうがそれを消し去る。すぐ近くに巨大な黒犬にのしかかられている仲間がいた。喉のど笛ぶえを噛かみ千切ろうとする黒犬の口の中に腕を突つっ込んでどうにか持ちこたえている。

　薫は黒犬の首を斬り落とした。薫には幸いなことに今度は黒犬は人間の姿には戻らなかった。まだ薫に『こいつらは人ではない』と割わり切るのは難むずかしかった。

「すまん、助かった」名前は知らないが、スオンジアンティ聖せい堂どうで会ったエスクードのエージェントだった。「君はブラディミールの剣士の……」

「僕らのせいでソフィア様を奪うばわれてしまいました。申し訳わけありません」

「いや、アルフェルムが出て来たとあっては仕方あるまい。我々とて聖堂を護ることができずに焼かれてしまった。彼女のお陰かげで敵もかなり減へったから、君たちは下に行ってくれ。触しよく手しゆを操あやつる化け物がいたのだが、さっきから姿が見えない。あいつは間違いなく魔族だ」

　薫はビルの建物を見る。正面玄げん関かんの前に仲間が数人、陣じんを張はっているが、裏うら口ぐちもあるだろうし、奴らならば割われた窓からの侵しん入にゆうも可か能のうだ。

「分かりました。あと、銀ぎん髪ぱつの男の姿は見ましたか？」

「アルフェルムか……奴が来ていたら我々は皆みな殺ごろしになっているよ」

　彼は引きつった顔で笑った。

「じゃあ、早く退たい避ひしないと……あいつ、恐ろしい奴です」

「馬ば鹿かを言うな。我々は盾エスクードだ。さあ、行きたまえ」

　薫はレイニーを見つけて駆け寄る。敵の頭をハイヒールで砕くだいたレイニーは、薫に顔を向けずに「何だ？」と訊たずねた。肩かたが激しく上下していた。彼女一人でほとんどの怪物を屠っていたが、彼女の疲ひ弊へいした様子はそのせいではないと思った。

「あの触手の化け物が来ているらしいんですが、姿が見えないそうです。おそらくは別の入り口から中に侵入したのではと」

「ディゼッサンドか……。行くぞ」

　二人は建物の中へと入った。薫の目はまだ闇やみに慣なれていないが、レイニーには問題でない。彼女の背を追って地ち下か駐ちゆう車しや場じようを目指した。途と中ちゆうで何匹びきか使徒と遭そう遇ぐうしたが、逃にげるか戦うかを決めるより早くレイニーに屠られる。

　明かりが漏もれてくる。地下駐車場にもライトが置かれているようだ。そして人が争う声がした。

　地下駐車場のフロアに降りるなり空を切る音がし、薫のすぐ目の前に赤黒い鞭むちが迫せまっていた。まずいっ、と思う間もなくレイニーが薫を抱だき抱かかえて横に飛ぶ。ほんの僅わずかなタイミングで彼らの背後にあった古びたコンクリートの柱が根こそぎ持って行かれ、地下駐車場全体がぐらりと揺ゆれた。「姐あね御ご！」という聞き慣なれた声がした。駆かけつけたギーエンは、ここでディゼッサンドを迎むかえ撃うっていたところのようだ。

（レイニーさんの身体からだ……熱い……）

　もつれあって階かい段だんのすぐ下まで避ひ難なんした二人の頬ほおが触ふれ合った。彼女の身体は酷ひどく熱を帯びていた。熱があるなんてものではなかった。

「レイニーさんっ、貴方はもう無理ですっ」

「うるさい」

　薫の上から降りるとレイニーは、床ゆかに落ちたときに潰つぶれてしまったケーキの箱を見て牙きばを剥むき出しにして吐はき捨すてた。

「ディゼッサンドめ。いちいちわたしを苛いらつかせてくれる……。小僧、お前の剣つるぎを貸かせ」

「ブラディミールを!?」彼女がギーエンの釵サイを握にぎったときに手が焼けたのを覚えていた。おそらくブラディミールにはそれ以上の魔族に対する攻こう性せいがある。「だってこれに触ふれたらレイニーさんは……」

「構わん。ちょうどいい気付けだ」

　レイニーはそれ以上の反はん論ろんを許ゆるさなかった。薫はブラディミールを差し出した。ジュッ、という音がした。酸さんをかけられたかのようにみるみる彼女の美しい手が焼け爛ただれ、無残な切り傷が走る。

「……相変わらず好き嫌きらいの激はげしい剣だな」

　レイニーはブラディミールを腰のあたりに構えて地下駐車場に躍おどり込んで行った。

　呪じゆ封ふうの残ざん骸がいを挟はさんで、手前にディゼッサンド、奥おくにギーエンと数人の仲間のエージェントの姿があった。そして数多くの死体。ディゼッサンドを迎え撃ってまだ生き延びていたのはギーエンを含ふくめて四人だけだった。もしレイニーの到とう着ちやくがあと数分遅おそかったら彼らも皆殺しになっていただろう。

　レイニーを待ち構えていたディゼッサンドの触手が彼女に襲い掛かる。しかし彼女はそれを見み越こしていた。剣を一いつ閃せんさせて触手を斬り落とす。敵は彼女の金きん属ぞく錐すいのダメージは覚かく悟ごの上でカウンターを狙ねらいにきたようだったが、彼女の手にした武ぶ器きには対魔攻性によるプラス・アルファのダメージがあった。ディゼッサンドの悲鳴がし、怯ひるんだ奴の触手を次々と斬り落としながらレイニーは本体に接近して行く。

（こ、これって！）

　レイニーの動きは薫自身だった。いや、少し違う。薫が剣を振ふるうときに頭の中で思い描えがく理想化された動き……つまりは彼の師し匠しようである深津神父の動きだった。

（まさか父さんに剣を教えたのもレイニーさんなのか!?）

　金属錐で敵てきを屠ほふる彼女は恐おそろしいまでに強い。だが剣を持った彼女はそれ以上だった。考えてみれば、金属錐は指先によって操あやつるだけの物。しかし剣は人間ならざる彼女の肉体の力をフルに使っているのだ。昼前に戦ったとき二人は互ご角かくに見えたが、今は比くらべるべくもない。

　触手をほとんど斬り落とされたディゼッサンドは魔術に切り替かえた。炎ほのおの玉が生まれ、レイニーに襲い掛かる。彼女はブラディミールを持ち替え、テニスのように炎の玉を弾はじき飛ばしてしまう。

　魔術による攻撃は彼女を倒たおすことを狙ねらったものではなく、逃とう亡ぼうのためのフェイクだった。だが、彼女の横を飛んで逃げようとしたディゼッサンドを彼女は見み逃のがさなかった。ターンし、その回転の勢いきおいを使ってディゼッサンドの片足を斬り落とした。

　地面で悶もん絶ぜつするディゼッサンドに切っ先を突き付けてレイニーは聞いた。

「ソフィアはどこだ？」

　ブラディミールは彼女の手を焼き続けているが、彼女は微び動どうだにしない。

「呪のろわれた女めっ。グラン・マスターが悲しんでおられるぞ。貴様はあのお方に会いたくはないのかっ」

　レイニーは無表情にディゼッサンドの腹ふく部ぶの口にブラディミールを突つき刺さした。傷きず口ぐちから焼けた火ひ箸ばしをねじ込まれるようなものだった。ディゼッサンドは憐あわれなぐらいに情なさけない声で叫さけびながらコンクリートの上を転がった。

「……だめだよ、ディゼッサンド。彼女にそれは禁きん句くなんだから」

　場違いに呑のん気きな声がした。数人の足音が階段を降りて来る。

「……小僧、奥おくへ行っていろ」

　レイニーはもうディゼッサンドを見ていなかった。薫はレイニーの横を通り抜け、ギーエンたちと合流した。ギーエンを除のぞいた三人のエージェントは、その呑気な声の主の力をまだ見ていないはずだったが、身体からだをガタガタと震ふるわせていた。

　銀ぎん髪ぱつの魔王が姿すがたを現あらわした。いや、彼の見事な銀髪は今は別の色をしていた。レイニーと同じ真っ赤な色に染そめられていた。もうホテルの前に生存者はいない……薫はそう直感した。そしてアルフェルムの影かげのように、ソフィアの腕うでを掴つかんだ真澄が現れた。「真澄……さん」薫の口から兄の名が漏もれたが、真澄は薫の方を見ようとはしなかった。

「おや？」アルフェルムはとぼけた顔で言った。「お待ちかねのヒロインの登場に拍はく手しゆはないのかな？」
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　レイニーの手からブラディミールが落ちた。戦いを放ほう棄きしたのではない。ブラディミールの対魔攻性に手をボロボロにされて支ささえてられなくなったのだ。剣つるぎを離はなした彼女の手は、フィルムを早回しするように火傷やけどの痕あとが治ち癒ゆしていく。

　片かた足あしがどうにかつながったディゼッサンドがひょこひょこと逃げて行き、アルフェルムの足元に跪ひざまずいた。

「申し訳ございません。このような不覚を……」

「あいつには内ない緒しよにしといてあげるから、私の視界に入らない所に下がりたまえ。お前は見ているだけで不ふ快かいだ」

　深々と頭を下げて後ろに下がるディゼッサンドに目もくれず、アルフェルムはレイニーに言った。

「辛つらそうだね、レイニー。一番辛い時間帯じゃないのかな？」

「黙だまれ、変へん態たい」

「私はその言葉が嫌きらいだと言わなかったかな？」

　アルフェルムは「小こ娘むすめを貸かしたまえ」と真澄からソフィアを受け取ると、いきなりソフィアの頬ほおを平手で殴なぐった。彼女の口から血ち飛沫しぶきが飛び、地面に激しく叩たたきつけられる。

「何をするっ！」

「だって君に対する一番いい仕返しはレディ・キィを嬲なぶることじゃない？」アルフェルムは愉ゆ快かいそうに笑う。「ロードに対する敬けい意いというものを持ちたまえ。今度無礼な口を利きいたら、彼女の目玉を君の口の中に押おし込んで黙だまらせるよ」

　レイニーは血が滲にじむほど唇くちびるを噛かみ締しめながらブラディミールを拾った。

「レイニーっ、もういいの。逃げて！」ソフィアが上体を起こして叫さけんだ。「貴方あなたはもう限げん界かいのはずよ。わたしのことはもういいからっ」

「……と言っているけど、どうする？」アルフェルムが嘲ちよう笑しようする。

　レイニーは上体を下げ、腰こしの脇わきにブラディミールをあてがった居い合あいの構かまえを取る。

「だめだ、ソフィア。諦あきらめるな。お前を帰してやる。姉と暮らした家に」

「いいの……わたしはレディ・キィだから」

　彼女が笑え顔がおを浮うかべた後に行おこなったその行動を制せい止しできた者はいなかった。アルフェルムでさえも想そう像ぞうしてなかったことだった。「だめだっ、やめろ！」彼女が袖そでの中から銀色の物体を取り出すのを見てレイニーが叫んだ。

　しかしソフィアは逆さか手てに持ったナイフを自分の胸むねに突き刺した。アルフェルムの屋や敷しきで食事に並ならべられたナイフだった。

「見事だ……小さな淑しゆく女じよよ」

　崩くずれ落ちるソフィアを見つめるアルフェルムの口調に皮肉はなかった。

「完かん璧ぺきにしてやられた。あのとき食器を窓まどに放ほうり投げたのは激げき情じように駆かられてではなく、計算ずくだったのだな……このナイフを拾うことを私に気づかせないために。私は君を見くびっていた。数々の非礼をお許ゆるし戴いただきたい」

　アルフェルムはソフィアの前に跪くと、胸からナイフを抜ぬいてやり、彼女を抱かかえ上げた。

「私は強い心を持った者に敬意を払はらう。せめて愛する者の胸で死ぬがいい」

　ソフィアの身体からだはアルフェルムの作った風に乗って花びらのように宙ちゆうを舞まい、レイニーの元へと運ばれた。ソフィアを抱き止めたレイニーは、生まれたキリストを胸に抱いだく聖せい母ぼのように見えた。

「誕たん生じよう日びおめでとう、ソフィア」

「うれしい……覚えていてくれたのね」

　ソフィアの瞳ひとみに堪こらえ続けていた涙なみだが浮かんだ。

「当たり前だ。わたしは約束は守る」

「そうよね……千年も約束を守り続けている人だものね……。ねえ、レイニー。わたしの命を無む駄だにしないで。わたしの命が消えないうちにゲートまで運んで……」

「分かっている」レイニーは薫を呼ぶ。「小こ僧ぞう、ソフィアを頼たのむ。今少し剣つるぎは借りておくぞ」

「はいっ」

　薫は涙を拭ぬぐってソフィアを受け取り、ゲートへ続く洞どう窟くつへと走り出した。アルフェルムの背はい後ごに控ひかえていたディゼッサンドが慌あわてふためいた。

「ア、アルフェルム様っ、何てことをっ。自決したレディ・キィが死ぬまでに身体から零こぼした血はゲートを堅かたく封ふうじてしまうのですぞっ。貴方様はやはりゲートを開くことに……」

「黙だまれっ。これ以上私を不ふ愉ゆ快かいにさせるな。貴き様さまにはあのレディの百分の一の高こう潔けつさもない」アルフェルムはぴしゃりと言った。「……とはいえロードの責せき務むを果たさぬわけにもいくまい。あの女は私が相手をしてやる。後はお前で勝手にしろ」

「こ、このことはトゥロワヌ様にご報ほう告こく致いたしますからなっ」

　ディゼッサンドも走り出す。レイニーが立ち塞ふさがるが、アルフェルムの手から放たれた巨きよ大だいな風の刃やいばが彼女へと迫せまり、それを躱かわした隙すきを突つかれてディゼッサンドも薫を追って洞窟へ消えた。レイニーの背はい後ごにいた教きよう皇こう庁ちようのエージェントが一人、刃を避よけ切れずに身体を真っ二つにされた。

「実に気分が悪い。あんな下げ種すを庇かばわなければならないというのは」

「我わが君……」真澄がアルフェルムに話し掛かける。「お願いしたいことがございます」

「今の私に話し掛けない方がいい。私に嫌きらわれてしまうよ」

「今でなければ」

　真澄の真しん剣けんな顔にアルフェルムは仕方ないといったふうに髪かみをかき上げた。が、真澄が耳元で何かを囁ささやくと不ふ機き嫌げん極きわまりない表ひよう情じように笑みが差した。

「いいだろう。うまくやりたまえ」
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　どれほどの距きよ離りだったろう、と薫は思い起こす。洞窟の終わりまで千メートル。広間に出てからゲートまで二百メートルというところか。間に合うだろうか？　間に合わなければ彼女の死が無駄になってしまう。

　ソフィアの胸から流れた血が、服を腰のあたりまで真っ赤に染そめている。ソフィアは薫の腕うでを掴つかんでいるが、その手にはもうほとんど力が入っていない。そっと運ぼうにも道は荒あらく、どうしても身体を揺ゆらしてしまう。そして後ろから迫せまって来る足音。殺意がちりちりと背中を焦こがす。薫はとても振ふり返ることはできない。ディゼッサンドかアルフェルムかは分からないが、追いつかれれば助からない。

「薫……」

　ソフィアが途と切ぎれ途切れに言う。

「大だい丈じよう夫ぶです。僕ぼくが必ず貴方をゲートまで運びます。ごめんなさい、僕、知らなくて。ソフィア様がずっと苦しんでいたことを知らなくて……」

「違ちがうの……薫にお願いしたいことがあるの……レイニーのこと……」

「レイニーさんの!?」
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「どいてな、トゲトゲ。……とは言っても今はトゲトゲじゃないか」

　洞窟への入り口の前で真澄とギーエンたち──他に二人のエージェントがいる──が向かい合っていた。ギーエンのご自じ慢まんのパンクス・ヘアは、雨に濡ぬれてぺったりと頭に張はり付いてしまっている。

「行かせるかよ裏うら切ぎり者めっ。ソフィア様の邪じや魔まはさせねえっ」

　ギーエンの顔には後こう悔かいの色が浮うかんでいた。先さき程ほどのディゼッサンドたちの会話で、自分らがソフィアに何を要求していたか理り解かいしていた。

「今度はあんときみたいにゃあいかねえぜっ」

　ギーエンは釵サイを両手に構かまえ真澄に飛び掛かかった。彼は彼なりに勝算があった。

（下げ法ほう使いにゃ術じゆつを唱える間が必要だ。要するにそれを与あたえなきゃあいいんだよっ）

　相手の喉のど仏ぼとけを狙ねらって、空手の貫ぬき手のように釵を放つ。研とぎ澄すまされた釵の先せん端たんが真澄の首を貫かん通つうした……と思ったが手て応ごたえはなかった。ギーエンはすっかり忘わすれていた。ロードであるアルフェルムの牙きばを受けた真澄は、魔ま術じゆつ師しである以上にギーエンを遥はるかに凌りよう駕がする運動能のう力りよくを身に付けていることを。

　黒いローブをまとった影かげが自分をふわりと飛び越こえ、背後に着地する。やっとギーエンは相手が使徒であることを思い出したが、真澄の肘ひじ打うちが背せ中なかに炸さく裂れつした。胃い液えきを吐はきながらギーエンは壁かべまで飛ばされて気を失った。

　残る二人のエージェントは真澄に向かって銃じゆうを撃うつ。だが真澄は銃じゆう弾だんを避よけもせず、弾丸を全身に受けながら術を完成させた。二人のエージェントが絶望を感じて引き金から指が離はなれたとき、真澄の黒い錫しやく杖じようから雷いかずちが放たれた。

　真澄はギーエンの手から落ちた二本の釵を拾い上げる。対魔コーティングされた釵に手を焼かれ顔をしかめる。真澄はそれをローブの内にしまいながら、気絶したギーエンに言った。

「ま、こいつを借りる代金に見み逃のがしてやるよ、トゲトゲ」

　真澄も洞どう窟くつへと消えた。
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「お願い薫……レイニーの側そばにいてあげて。わたしが死んだら彼女は独ひとりぼっちになっちゃう……。彼女は千年も前の約束のためにずっと一人で戦ってきたわ。誰かが彼女の心を支ささえてあげなくちゃ可哀かわい想そう……」

「彼女の知る最初のレディ・キィとの？」

　ソフィアは頷うなずく。途と端たん、彼女は噎むせ返り、薫の顔に血がかかった。

「やめて下さい。もう喋しやべらないでっ」

「だめ……知っておいて欲ほしいの……ほんとは彼女は自分と同じ世界を共に歩いてくれる人を求めているわ……薫ならきっとレイニーの側にいてあげられる……。彼女を信じてあげて。彼女は絶対にわたしたちを裏切ったりしない。だって……妹さんなの」

「えっ？」

「彼女の妹さんなのよ……千年前にゲートを閉とじるために命を捧ささげたレディ・キィは。妹さんとの約束を守るために彼女はずっと戦い続けているの……」

「だ、だってレディ・キィは人間の世界に生まれるんじゃ!?」

「ええ……」

　ソフィアは言った。自分がレイニーを信じた理由を。

「人間なのよ、彼女は」
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　アルフェルムの風の刃やいばの直ちよく撃げきを受けたレイニーが地面に叩たたきつけられる。風の刃はレイニーの腹ふく部ぶを深々と裂さいていた。他にも細かい傷きずを幾いくつも受け、彼女の身体からだは血まみれだった。

　それでも彼女は立ち上がり、ブラディミールを構えてアルフェルムを見み据すえた。対たい照しよう的に、風をまとって宙ちゆうに浮くアルフェルムは一つの傷も受けていない。

「まだ立てるのか……。呆あきれるほどに素す晴ばらしい精せい神しん力りよくだ。契けい約やくの血を拒こばみ続ける人間がこの時間帯に受ける苦く痛つうと快かい楽らくは正気を奪うばうほどのものであるはずなのに。しかも君はグラン・マスターの牙きばを受けているんだからねえ。男だったら一秒おきに射しや精せいしちゃってるんじゃない？」

「黙だまれ……変へん態たいめ……」

　彼女の声は弱々しく、そして艶なまめかしい。顔は受けた傷の痛みで歪ゆがみながらも、真っ赤に上気し、唇くちびるからは切なげな吐と息いきが漏もれている。

　レイニーは気づかれないようそっとスーツのポケットに手を伸のばす。

「私なら構わないから遠えん慮りよなく使いたまえ。待っていてあげるよ」

「くっ……」

　レイニーの手にはシガレット・ケースが握にぎられていた。

「会いたいだろう？　グラン・マスターに。身体中が求めているはずだ。初はつ恋こいをした少女のように、君はあのお方が恋しくてたまらない……そうだろ？　ねえ、レイニー。ゲートさえ開けばあのお方に会えるんだよ」

　レイニーは煙草の巻まき紙がみを破やぶってその葉を嚥えん下かした。カパーラの火の花で作った煙草。直ちよく接せつ飲んだりしたら後で数倍の揺ゆり返しが来ることは分かっている。

「黙れと言っているんだっ！」

　だが劇げき薬やくの力を借りてでもこの男に一ひと太た刀ち浴びせたかった。

　レイニーは涙なみだを流しながらアルフェルムへと斬きり掛かった。頬ほおを伝う涙は、アルフェルムの言葉を肯こう定ていしてしまっている自分の弱さに向けられたものだった。
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「彼女はわたしたちと同じ人間なの……。魔族の牙を受けながらも、契約の途中で踏みとどまっているただ一人の人間。彼女が夜になると消えるのは、人を食べに行くんじゃないわ。正気を失ってわたしを襲おそってしまわないため。誘ゆう惑わくに負け、ゲートの向こうにいる主人に会うためにわたしを殺さないように、どこか人知れぬ場所で夜を過すごすの」

　薫はさっきのレイニーの言葉──同どう胞ほうの血肉を食らった時点でこいつらは人ではない──を聞いたときの違い和わ感の正体に気づいた。視し点てんがレイニー自身であったからなのだ。きっとそれは使徒の肉体となってしまった彼女が、自分の心を人間の側に踏ふみ留とどまらせる境きよう界かい線せんに違いなかった。

「で、でもどうしてそのことをみんなに話さないんですっ」

「だってそうでしょ？　それを話したら彼女を信用する者はいなくなっちゃう。彼女が苦く痛つうから解かい放ほうされるにはゲートを開いてその向こうにいる主人に会うしかないんですもの。『咬かまれた仲間は殺してやる』という考え方の人たちが彼女を信じるはずはないわ。そうしたら教きよう皇こう庁ちようとの協力関係もなくなり、レディ・キィの側にいることもままならなくなる……。どうしても夜にわたしの側を離れられないことがあって、そのときわたしはこっそり彼女の夜の姿を見てしまったの。酷ひどかったわ。あのレイニーがわたしに気づかず一晩ばん中ベッドの上でのたうち回り、身体を掻かき毟むしり、血を吐はいて苦しんでいたわ。牙を受けたお兄さんを見たでしょ？　彼女はそれを千年繰くり返しているの……」

　ソフィアがまた吐と血けつする。

「お願い薫……彼女の心を助けてあげて……」

　そのときだった。薫は何かが風を切って迫せまる音を聞いた。薫はソフィアを抱かかえて地面に伏ふせる。赤黒い物が頭上を通り抜ぬけて岩の壁かべに穴あなを空けた。

「ディゼッサンド！」

　ついに薫は巨きよ大だいな口と触しよく手しゆを持つ魔ま族ぞくに追いつかれてしまった。奴やつはレイニーとの戦いのダメージを回かい復ふくしきれておらず、満身創そう痍いといった感じだった。だが自分に得物ブラデイミールはない。『素す手での自分と手負いの魔族のどちらが強いか？』あまり検けん討とうしてみたい設せつ問もんではなかった。

「今しばらくのご辛しん抱ぼうを」

　薫は胸むねの前で掌てのひらと拳こぶしを打ち鳴らし、身体からだを横にして大きく股またを広げた。薫が深津神父から習ったのは空手というより太たい極きよく拳けんに近い。そして呼こ吸きゆうを整える。これはどんな武ぶ術じゆつでも同じだ。

　たぶん木の板ぐらいなら割われる。だが素手の格かく闘とうは手合わせの経けい験けんさえほとんどなかった。実戦経験のない武術などまるで意味がないことを薫は知っている。そもそも頭ず蓋がい骨こつを砕くだくほどのクリーン・ヒットが入ったとして、相手が倒たおれるとは思えない。ブラディミールのない薫など何の脅きよう威いとも思ってないのだろうディゼッサンドは、からかうように触手を蠢うごめかせて薫が来るのを待っている。

（弱気になっちゃダメだ。アルフェルムよりはマシだと思わなくちゃっ）

　弓を引くように利きき腕うでを後ろに下げ、左腕を前に突き出す。間合いは約四メートル。触手を避さけながら接近し、顎あごの先せん端たんに掌しよう底ていを入れて脳のう震しん盪とうを狙ねらう。

（あの化け物も脳震盪というものを起こすのならばだけど……）

「薫……そいつはいくら何でも無む謀ぼうだぜ」

　ディゼッサンドの後方から男の声がした。えっ、と思う間もなくディゼッサンドが悲鳴を上げた。振り返ったディゼッサンドの背中に銀色の物が突き刺さっていた。

（ギーエンの釵サイ!?　でも今の声って……）

「やはり邪じや魔まをする気かあっ！」

　ディゼッサンドは背後の人物に向かって触手を伸ばした。

「そういうわけでもないんだがな」

　薫の横を風が通り抜ける。黒い錫しやく杖じようが巻き起こした風がディゼッサンドの触手を斬り裂さいた。薫ははっきりと真澄の姿すがたを見た。

「真澄さんっ、どうして!?」

「……いいから手伝えよ」

　真澄の声に苦く痛つうの色が窺うかがえた。撃うち落とし切れなかった触手が真澄のローブに大きな穴を空け、真澄は顔を歪ゆがめていた。

　薫はディゼッサンドとの間合いを一気に詰つめると、背中に突つき刺ささった釵の底面めがけて蹴けりを放った。金かな槌づちで釘くぎを打つように、薫の蹴りの勢いきおいで釵がディゼッサンドの身体を貫通し、対魔コーティングが内側からディゼッサンドの肉を焼いた。ディゼッサンドが憤ふん怒ぬの表情で振り返る。

「受け取れっ」

　真澄がもう一本の釵を薫に投げた。薫はそれを左手で受け取ると、先端をディゼッサンドの眉み間けんに向け、底面に渾こん身しんの掌底を放った。

　一匹ぴきの魔族が数千年の生を終えた。




　　　　◇




　真澄はディゼッサンドの身体に刺さった二本の釵を抜ぬいた。レイニーがそうであったように、対魔コーティングされた釵に触ふれた手が焼けたことが、彼がもう人間でないことを薫に思い起こさせた。

　真澄はまるでゴミを出しに行くかのようにぞんざいにディゼッサンドを引きずりながら来た道を戻もどり始めた。

「どうして僕を助けたんです？」

「助けたわけじゃないさ。コイツは我わが君の不ふ興きようを買ったが、我が君がご自分で手を下すわけにはいかなかった。だからお前を利用したのさ。これから俺はご報告。『ディゼッサンド様は教きよう皇こう庁ちようのクソったれと勇ゆう敢かんに戦われましたが、惜おしくも命を落とされました』ってな。で、今回の失敗は全部コイツのせい」

「嘘うそだ。そいつが……そいつが父さんの仇かたきだからでしょ!?」

　真澄の足が止まった。真澄が振ふり返った。薄うすく開いた唇から覗のぞく牙きば以外は、兄の顔は以前と何も変わっていなかった。

「……違うな」

「違くなんかないっ」

「いいや、違う。俺たち使徒は主人の意向には逆らえない。主人が望んでいることを先んじてやるのがいい使徒ってもんさ」真澄は背を向けてまた歩き出す。「お前が我が君の敵てきとなるなら、俺がお前を殺す時が来るだろう。俺はもうお前の知っている桂かつら木ぎ真澄じゃない。俺の手で殺されたくなければ、陽ひの当たる道だけを歩くことだ」

　真澄の姿が闇やみに消えた。彼の言葉はあの高こう架か下でレイニーが口にしたのとどこか似ていた。

「薫……」ソフィアの声がした。薫はソフィアに駆かけ寄よる。「真澄さんは『俺に殺されたくなければ』と言ってるんじゃないわ。『俺は殺したくない』って言っているのよ……」

「分かってます。闇やみの血を受けようとも真澄さんは僕の……」

　僕の兄だ、と言おうとしたとき薫は不意に理り解かいした。なぜレイニーの心が揺ゆらいでしまったかを。

　ソフィアがレイニーの中に姉の姿を見たように、レイニーもまたソフィアを千年前に自らを犠ぎ牲せいにした妹と重ねてしまったのだ。




　　　　◇




　地面に横たわる巨きよ大だいな二つの石板。ソフィアを抱だいた薫がその上に足を踏ふみ入れると、昨日と同じように振しん動どうを始め、オオオオオーンッ、と呻うめき声を上げた。薫はゲートのほぼ中央にソフィアを降おろした。真っ赤に染そまったドレスが触れると、そこから目ま映ばゆい蒼あおい光が広がっていく。

「わたしが死んだとき、施せ錠じようは完かん了りようするわ。それまで一いつ緒しよにいてくれる？」

　ソフィアはレディ・キィの口調で言い、薫に手を伸のばす。薫は彼女の横に跪ひざまずき、その手を握にぎり締しめて「もちろんです」と答えた。

「この二日は楽しかったわ。薫と買い物をして、遊園地に行って……。世の中にはあんな楽しいことがあるのね。想そう像ぞうもできなかった……」ソフィアは弱々しく笑う。「でも遊びたかったから先さき延のばしにしたんじゃないの……それは信じて。わたし……薫だけには……」

「違います。僕らは貴方あなたに謝あやまらなければならない。貴方が死ななければならないことを知らなかったから……十二歳さいの誕たん生じよう日びまで生きたいだけだって知らなかったから……」

「レイニーが喋しやべったのね……。わたしもレイニーの秘ひ密みつを薫に話してしまったけど、レイニーも二人だけの約束を薫に話した……これでおあいこね」

「そうですね」

「いま……何時？」

　薫は腕うで時ど計けいを見た。残ざん酷こくな数字が並んでいた。あと二分あった。だけれどそれを、このような状じよう態たいの彼女に告げられるはずはなかった。「あと二分だけ頑がん張ばって生きて下さい」などと。

「お誕生日おめでとうございます、ソフィア様」

「そう……わたし、お姉ちゃんのくれた命に報むくいることができたのね……」

「ケーキを買って来たんですが、潰つぶれてしまったんです。レイニーさんが自分で選んだんですよ」

「あのレイニーがケーキ屋さんに？」
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「見せたかったです」

　ソフィアは笑った。だが彼女の手は冷たく、ほとんど力は入っていなかった。

「お姉ちゃんのこと……レイニーのこと、よろしくお願いね」

「お約束いたします、ソフィア様」

「レイニーに伝えて。せっかく美人なんだから、もっと笑った方がいいよって」

「そ、それを僕が？」

「まさか断ことわらないわよね？」

　ソフィアは笑ってみせた。こんなときまで彼女は自分を気き遣づかおうとしている……薫も笑い返そうとしたが、涙なみだしか出てこなかった。

「……それからもう一つ……もし許ゆるされるならわたしの亡なき骸がらを姉と暮くらしたあの家に運んでちょうだいって……」眠ねむりに落ちるように彼女の声が沈しずんでいき、独ひとり言のようになった。もう彼女は薫を見ていなかった。「レイニー……貴方がいてくれたからわたしは幸せだったわ……ありが……」

　ゲートの呻き声が最さい高こう潮ちように昂たかぶった。ゲートが末まつ期ごの血を受けたのだ。二枚まいの石板全体が輝かがやきを放ち、昼のように広間を照らす。激はげしい揺ゆれで立て膝ひざの体勢でもいられなくなった薫が、ソフィアに覆おおい被かぶさる格好になる。

　ソフィアの唇が紡つむいだ言葉は最後まで声にはならなかったが、薫には何と言ったかはっきりと分かった。

　……ありがとう、お姉ちゃん。

　時計の針は深夜の零れい時じを過ぎていた。








　エピローグ　朝日の当たる家HOUSE OF RISING SUN




「失礼します、我わが君」

　アルフェルムの私し室しつのドアがノックされ、醜しゆう怪かいな顔をした侍じ従じゆう長ちようブルームクイストが現あらわれた。屋や敷しきに戻もどったアルフェルムは虐ぎやく殺さつした人間の血に濡ぬれたままの格好で窓まど際ぎわの席に座すわっていた。

「お着き替がえを持って参りました」

「すぐにそいつを焼しよう却きやく処しよ分ぶんにしろ。私はお前の触さわった物など着ないからな」

　アルフェルムはブルームクイストを見ようともせずに言った。

「承しよう知ち致いたしました。ですが我が君。そのような汚よごれた格好でいらっしゃることは……」

「うるさいっ。お前に言われなくても分かっているっ。私はお前の顔も声も匂においも何もかもが嫌きらいなんだ。用があるとき以外は私の前に現れるなと言っておいたろう。それなのにいつもいつも何かと理由をつけて現れよって」

「用はございます。先さき程ほど真ま澄すみ殿どのから連れん絡らくがありまして、ディゼッサンド様は教きよう皇こう庁ちようエスクードの者の手によって憤ふん死しされたそうにございます。ゲートの方は施せ錠じようされてしまった模も様ようです」

「あ、そう。死体は手紙を添そえてあいつに送ってやれ。追つい悼とうの意と無む能のうさをなじる言葉を絶ぜつ妙みようにブレンドしてね。ディゼッサンドみたいな無能を送り込んだせいで教皇庁に施錠をさせてしまったと、たっぷり皮肉ってやりな」

「承知致しました」

　アルフェルムは「しっ、しっ」とばかりに手を振ふったが、ブルームクイストは部屋から出て行こうとしなかった。

「用は済すんだんだろ？　とっとと消えろ」

「用と申しますか、お伺うかがいしたいことが残っておりまして。どうして真澄殿にディゼッサンド様への復ふく讐しゆうを許きよ可かなされたのですか？」

「可愛かわいい使徒とディゼッサンドみたいな下げ種すとでは比くらべるべくもないだろ」

「てっきり私わたくしは、我が君はゲートを開くことに反対なされているとばかり思っておりましたので、そのためではと」

「私をよく思わない連中が立てたくだらない噂うわさだ。そんなことを真に受けていると私に嫌われて……」アルフェルムは不ふ愉ゆ快かいそうに言った。「お前はこれ以上嫌いようがない」

「誠まことに悲しゅうございます。今回教皇庁が動いたのには一枚の紙し片へんに導みちびかれたという話を耳にしまして、その紙片を仕込んだのは我が君ではないかと考えておりました。私の思い違ちがいでしたらご無礼なことを申してしまいました」

　アルフェルムはまじまじとブルームクイストを見つめた。殊しゆ勝しようなことを言いながら、ブルームクイストは自分の思い違いだとは露つゆほども考えてなさそうだった。アルフェルムは笑い出した。彼がこの醜みにくき執事長に笑え顔がおを見せるのは実に珍めずらしいことだった。

「五十年かかった。たまたまこの地に眠ねむったゲートを見つけ、一冊さつの本の間に場所を記しるした紙を挟はさんでから。あそこにあるとはっきり分かるように呪じゆ封ふうまで作ってあげたのに、教皇庁の連中のトロさには困こまったものさ。で、いざレディ・キィを連れて来たと思ったら、今度はディゼッサンドが現れたからレディ・キィを保ほ護ごしなくちゃならなくなり……まあ、楽しい数日間だったよ。あれだけ遊んだから開いちゃっても別によかったかな？」

「呪のろわれた紙片ということでその筋すじでは有名な品らしいですな。無事に教皇庁の手に届とどくまで時間がかかったのでございましょう」

「私はただゲートの場所をメモしただけだよ？」

　アルフェルムは不思議そうに首を捻ひねった。

「我が君はご自身の力をあまりに軽く考えていらっしゃるようです。この間、我が君が夕食のメニューを注文した紙が原げん因いんで厨ちゆう房ぼうに異い空くう間かんが生まれてしまい、まだ収おさまってないのをお忘れですか？」

「あれって私が原因だったのか」魔ま術じゆつ師しであったら一門総出で調査にあたるであろう大事じ件けんをアルフェルムは一言で片かた付づけた。「それにしても真澄は楽しいコだねえ。私のためにディゼッサンドを葬ほうむることを申し出た、みたいなフリをしているけど、本当は復讐のためさ。私の血を受けながら魔族への憎ぞう悪おを強く残している。普ふ通つうなら使徒の快かい楽らくに呑のみ込こまれてそんなのはすぐに消えちゃうのに、こんなケースは初めてだ。彼は野や生せいの獣けものだよ。血の束そく縛ばくを破やぶって私に牙きばを剥むくかもしれないと思うと、ぞくぞくしてくる。真澄が少しばかり不ふ穏おんな行動を取っても放ほうっておいてあげな」

「はい。ところで我が君はなぜゲートを開くのに反対されていらっしゃるのです？」

「反対しているってほどでもないさ。これでも私はロードの一人だからね。グラン・マスターにこちらの世界に降こう臨りんしていただかないととは思ってるよ。ただね、ゲートの向こうから魔族が大量にやって来たりすると、私の愛する色々な物がめちゃくちゃになってしまうんじゃないかって心配になることもある。それにね……」

「それに？」

「あまりタイプじゃないんだよね、グラン・マスターって」

　まったく悪びれずに言うアルフェルムに、さすがのブルームクイストも一いつ瞬しゆんポカンと口を開いたが、すぐに恭うやうやしくこうべを垂たれて「御ぎよ意いのままに」と言った。




　　　　◇




　ゲートの振しん動どうが収おさまった。二枚まいの石板はもう輝かがやいてはなかったし、呻うめき声を上げてはいなかった。薫かおるはソフィアの亡なき骸がらを抱だいて、ホテル・ヒプノシスの地ち下か駐ちゆう車しや場じようまで戻もどった。

　そこにアルフェルムの姿すがたはなかった。血で染そまったレイニーが膝ひざをついて荒あらい息を吐はいていた。薫は彼女へと近ちか寄よった。

「終わったのか？」

「はい。ソフィア様はレディ・キィの使命を果たされました」

「そうか……。よくやった、とあの子を褒ほめてやるべきなのだろうがな……」

　彼女はソフィアの亡骸を受け取って呟つぶやいた。

　薫はソフィアからの伝言を伝えた。「笑った方がいいよ」という言葉を聞いたとき彼女は少しだけ頬ほおを緩ゆるめた。だが最後の言葉を伝えても彼女は涙なみだを浮うかべはしなかった。ただ薫から顔を背そむけるようにしばらく遠くを見つめていた。

　薫はアルフェルムのことを訊たずねた。彼女は「あの男の考えていることは分からない」とぼやくように言った。しばらくレイニーと戦ったが、彼女が瀕ひん死しになると飽あきたように放って帰ってしまったそうだ。

　彼女からギーエンがまだ生きていることを教えられ、薫は彼を担かつぎ、二人はホテルの外へと向かった。

　先さき程ほどまでの土ど砂しや降ぶりが嘘うそのように、雨は小降りになっていた。朝日が昇のぼる頃ころには雨はやむだろう。

「あの子の故ふる郷さとに行くときは晴れるといいな。だがわたしの名は験げんが悪い」

「その後はどうするんですか？」

「世界のどこかにいる新たなレディ・キィを探さがして護まもる。それだけだ。これまでと同じよう、これからも」

「レイニーさん。僕、貴方あなたにお願いがあります。次のレディ・キィが見つかるまでの間、僕に戦い方を教えてくれませんか？　僕には力が必要なんです」

「……兄を助けようというなら、必ずあの男と対たい峙じすることになるぞ？」

「分かってます。たとえ相手がロードであっても僕がやらなくちゃいけない。僕はこれまで、真澄さんに多くのものを肩かた代がわりしてもらっていたんです」

「時間が許ゆるせば手助けはしよう。わたしも……少し話し相手が欲ほしい気分だ」

　彼女にソフィアとの約束のことは話していない。他人の心の支ささえになるなどこちらから立りつ候こう補ほできることではない。彼女がそれを求めてくれるほどの者になれたとき、もしかすると彼女は本当の笑え顔がおを見せてくれるかもしれない。

「本当の名前、教えてくれますか？」

　薫が訊ねると、彼女はちょっとだけ気分を害した顔をした。

「『レイニー』は本名だ」

「フル・ネームを知りたいんです。魔族とは違って人間には名字もある。僕は桂かつら木ぎ薫。深ふか津つではなく、たぶんそれが本当の名前です。でも僕はこれからももう一人の父さんの名を使わせてもらおうと思っています」

「ソフィアが喋しやべったのか……二人だけの秘密だと言ったのに困こまった子だ」

「『二人だけの約束を話したんだから、おあいこ』と言ってました」

「誰だれにも言わないか？　魔族には名字がないことになっている」

「はい」

　念のため薫は気絶したギーエンの耳を両手で塞ふさいだ。

「信じよう。だがお前はもうわたしの真の名を知っている」

「え？」

「教きよう皇こう庁ちようは多くの歴史を改かい竄ざんしてきた。だが歴史というものは改竄されずとも正しく伝わらないことが多いものだ。たとえば、歴史上のある人物がある剣つるぎを使っていたという話が妙みような具合に歪ゆがんでしまい、人物名が剣の名前に入れ替かわってしまってそちらだけが残っているとかな」

「あっ……まさか……」

「実を言うとわたしは、その剣の所有者たちが知らずにわたしの名を呼よんでいるのをいつも少しだけ楽しんでいた」

　薫を見つめるレイニーの顔は初めて会ったときと同じだった。凍こおりついた感かん情じようの中にほんの少しだけの興きよう味みを抱いだいた瞳ひとみが薫を見つめていた。レイニーは薫の腰こしを指さした。薫の腰に下がったその剣を。

「レイニー・ブラディミール。それがわたしの名だ」








　あとがき




　どうもご無ぶ沙さ汰たしております、貴子潤一郎です。

　前作『眠り姫』から逆ぎやく算さんすると七か月ぶり、長編ということになるとデビュー作『12月のベロニカ』から二年半ぶりということになってしまい、これはもう『ご無沙汰』というレベルではないので、そっちで計算はされないよう切に願っています（冗談はさておき、お待ちいただいた皆様、本当に申し訳ありません）。

　そう、本編は長編です。しかもシリーズものの第一作っ。いやあ、シリーズものを書いているっていい響ひびきですね。何か自分の看かん板ばんを持っているって感じです。

「私の構想では正せい伝でん六冊、続ぞく編へん六冊、外がい伝でん六冊の全十八冊を予定しています」とか大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてみたいところですが、世の中には著者が執筆を予告しながら結局は書かれなかった本をリスト・アップした『存在しない本の目もく録ろく』なんてタチの悪いものがありますので、そこに並べられてしまわぬよう、今後の予定ではなく本書の話をしましょう。

　小説の中に自分の趣味をどこまで出していいのかという匙さじ加か減げんは難むずかしいものです。極きよく端たんな例を挙げると、たとえば私は大リーグのフリークですが、本書の登場人物がそれぞれ違うチームのファンだという設定で、折おりに触れて選手起用方などについて討とう論ろんするという小説はたぶん読者を怒らせてしまいます（本当言うとすっげー書いてみたいんですが。薫君はやっぱりシアトルで、レイニーはアナハイムで……おっと、いかん）。

　自分の趣しゆ味みは読者に隠れた部分──固有名詞とか章のタイトルとか──でこっそりやることにしているんですが、それでも自分の趣味が見え隠れしてしまっていることに読み返してみて気づきます。

　たとえば魔ま道どう具ぐへの愛あい着ちやく。これはもうフェチズムの領りよう域いきです。冒ぼう険けんの起点となっている『フー・リテレール紙片』なんか原稿用紙で四、五枚を使ってエピソードが書かれており、これは明らかにバランスが悪いんですが、楽しくてちょっと止まりませんでした。

　このフェチズムがインプリンティングされた過か程ていはハッキリしており、子供の頃に読んだ『アイテム・コレクション』が原因です。もっともこの本は武器の紹介の方が素晴らしく、魔道具に関しては派は生せい的てきに読んだ『クロちゃんのＲＰＧ見けん聞ぶん録ろく』とかも影響しているんじゃないかなとか分ぶん析せきしています（どちらも富士見ドラゴンブック。供に入手困難）。欧米からの直輸入で始まった昔のファンタジーは魔道具に溢れてましたね。

　自分が妙なぐらい好きなものを「なぜそれが好きになったのか？」とルーツを探ると結構面白いんですが、どこでインプリンティングされたか不明で頭を悩ますものもあります。本編のヒロインの一人であるレイニーとかがそうで、私は投とう稿こう時じ代だいに繰り返し彼女を書いています。

　感情の起き伏ふくが少ないクールな美女で、コスチュームは男物のスーツ。そんでもってめちゃくちゃ強い……というのはいつも一いつ緒しよなんですが、あるときは殺し屋、あるときはヴァンパイア、あるときは忌いまわしき魔ま女じよ、はたまたあるときは市役所の受うけ付つけ嬢じようなんてシチュエーションでも書きました（最後のは途中で投げちゃったんだけど、いったいどんな話にするつもりだったんだろう？）。レイニーという女性を世に出せたことは嬉しいのですが、他のレイニーたちが消えちゃったのがちょっとだけ寂さみしい気もします。

　でも何で好きなのかなあ？　街でスーツの女性とか見ると一瞬ドキっとしてしまうんだけど……これはフェチズムと言うか『萌もえ』の話ですね。

　最後に本書と関連した音楽の話を。ディープなとこまで突っ走るので、音楽に興味のない方は読み流して下さい。

　本書のタイトル『RAINY DAY & DAY』はドラゴン・アッシュのデビュー曲から拝はい借しやくしたものです。これを『雨降りの日と晴れの日』と訳すのはちょっと無理矢理な気もするんですが、『RAINY DAY & SUNNY DAY』とかはダサダサなので強行しました。学生さんはテストに書かないように。

　当初シリーズ・タイトルは『煉れん獄ごくのエスクード』ではなく『ファイアー・オン・バビロン』というのを考えていました。ですが担当編集者に「意味不明だし、『ファイアー・オン・バビロン：RAINY DAY & DAY』ではメイン・サブとタイトルに同じような字じ面づらが並んでしまうからどちらかを変えるべきだ」と言われ、後者を残すことにしました。

　消えてしまった『ファイアー～』もシンニード・オコナーの一九九四年のヒット曲から拝借したものです。『わたしの人生からあらゆるものを奪うばっていった女』について歌った曲で、魔女ヴァージョンのレイニーを書いたときに使ったタイトルに使ったのを何だか愛着があって流用したんですが、前述の理由からボツになりました。

　ま、私がどうしても使いたかったのは『RAINY DAY & DAY』だったので、それはそれでいいんですけど、ちょっとだけ残念なことがあります。

　本編のエピローグに冠している「朝日の当たる家」はアニマルズの一九六四年の有名なヒット曲ですが、実はオコナーの「ファイアー～」のシングル盤には「朝日の当たる家」のカヴァーが収録されているんですね。シリーズ・タイトルとエピローグが密かにリンクしているというのがなくなっちゃったのが本当に悔しいっ。

　なお、私が本編のエンディングでぜひ流したいのはオコナーの「朝日の当たる家」です。オリジナルの粗そ野やな趣おもむきの曲がすこぶる透明なイメージに生まれ変わった素晴らしいカヴァーです。残念ながら収録されたシングルは廃はい盤ばんになっているので、中古ＣＤ屋で見つけたら迷わず買って下さい。

　ではお別れの挨あい拶さつ替がわりにクイズを。前作の後書きで出したクイズは難しすぎると言うか、著者の内面のことなので分かるはずねえだろうが商品もセコいし……という感じで不評だったので、今回はちゃんと解答を見つけられるようなのにします。

「朝日の当たる家」のリンクがなくなっちゃったので、別のリンクを張った曲名をエピローグにしようという案もありました。結局は「朝日の当たる家」以外にはないと思って現在のものになりましたが、ボツになったその曲名を当てて下さい（ほら、『太陽』関連の単語が含まれたあの曲です）。正解者には若干名様に何かオリジナル・グッズを作ってお送りします。

　それでは次回作で。
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